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表2 W64_1

感服するのは、人の選び方だ。
いつ誰をどこへもっていくか。
こうした人の選び方は実に見事だ。
常に誰かがさまざまな角度から人材を見ている
仕組みがトヨタでは機能しているのだろう。
�Ｐ61「成功の本質」一橋大学大学院　野中郁次郎教授

時には密室から飛び出して、クライアントとともに
求人開拓や、クライアントの上司と
掛け合うことも必要になってくる。
そこまでやっているカウンセラーは極少であり、そこまで
求められていると感じているカウンセラーも少ない。
Ｐ73「キャリアカウンセラーが創り出す未来」ワークス研究所　主幹研究員　古野庸一

サッカーと仕事、二足のわらじを履くといえば格好がいいけれど、
結局どちらにも逃げ場を求めることができる立場。
日本サッカーのプロ化という大テーマに挑もうというときに、
逃げ場をもっていてはいけないと思った。
そもそも逃げ場をなくすことがプロ化だったんだからね。
Ｐ66「リーダーの軌跡」財団法人日本サッカー協会 キャプテン 川淵三郎氏

表現できない実力は
ゼロに等しい。
Ｐ72「カタリスト」日本大学大学院芸術学部　佐藤綾子教授
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早
期
選
抜
、
次
世
代
経
営
者
候
補
、
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
、
変
革
型
リ
ー
ダ
ー
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
…
…
。
ビ
ジ
ネ
ス

誌
や
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
誌
を
開
き
、
人
材
育

成
を
テ
ー
マ
と
し
た
記
事
を
拾
っ
て
い
け
ば
、

こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
数
多
く
登
場
す
る
。

「
今
後
さ
ら
に
重
要
性
が
増
す
経
営
者
や
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
い
か
に
育
て
る
か
」
と
い
う
視
点
に

立
っ
た
も
の
だ
。
日
本
企
業
の
弱
み
は
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
れ
る
経
営
者
や
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
少
な
い
こ
と
だ
と
い
わ
れ
る
の
を
思
え
ば
、

そ
れ
が
特
集
の
テ
ー
マ
に
数
多
く
登
場
す
る
の

は
も
っ
と
も
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

リ
ー
ダ
ー
だ
け
が
企
業
組
織
に
必
要
な
人
材

で
な
い
こ
と
は
確
か
だ
。

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
ウ
ォ
ー
ト
ン
ス
ク
ー

ル
の
ピ
ー
タ
ー
・
キ
ャ
ペ
リ
教
授
は
「
会
社
組

織
は
、
建
築
現
場
の
様
相
を
呈
し
て
き
て
い

る
」
と
指
摘
す
る
。
建
築
現
場
に
は
熟
練
の

大
工
や
腕
の
い
い
電
気
工
が
集
ま
り
、
仕
事

を
ひ
と
つ
終
え
る
ご
と
に
次
の
現
場
へ
移
動
す

る
。
企
業
で
も
雇
用
の
流
動
化
が
進
み
、
必

要
と
さ
れ
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
も
っ
た
社
員
や

社
外
の
人
材
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
離
合

集
散
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

い
う
の
だ
。
キ
ャ
ペ
リ
教
授
は
米
国
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
こ
の
話
を
し
て
い
る
の

だ
が
、
日
本
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
進
行
し

て
い
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
日
本

ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
が
取
り
組
む
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
な
ど
は
、
ま
さ
に
離
合
集
散
を
繰
り
返
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
顧
客
の
課
題

を
解
決
し
て
い
る
。

建
設
業
界
の
よ
う
に
外
部
労
働
市
場
が
発

達
し
、
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
も
つ
人
材
を

す
ぐ
集
め
ら
れ
れ
ば
よ
い
が
、
実
際
の
企
業
で

は
そ
う
は
い
か
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
メ
ー
カ

ー
の
研
究
職
な
ど
、
外
部
労
働
市
場
も
未
発

達
で
、
長
期
に
わ
た
る
育
成
が
必
要
な
人
材

が
求
め
ら
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
た
く
さ
ん
あ

る
か
ら
だ
。
企
業
は
こ
の
「
建
築
現
場
化
」
に
、

ど
う
対
応
し
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

建
築
現
場
の
例
え
で
い
え
ば
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
さ
し
ず
め
建
設
会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
る
現

場
監
督
だ
ろ
う
。
今
回
の
特
集
で
は
「
熟
練

の
大
工
や
腕
の
い
い
電
気
工
」
に
当
た
る
人

材
を
テ
ー
マ
の
中
心
に
据
え
た
い
。
同
志
社
大

学
政
策
学
部
の
太
田
肇
教
授
が
「
企
業
内
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
定
義
す
る
人
た
ち
だ
。

経
営
者
や
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
も
、
高
い
専
門
性
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
Ｍ
Ｂ
Ａ

（
経
営
学
修
士
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

み
て
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
だ
が
、「
経
営
や
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
に
関

す
る
論
考
は
、
別
の
ビ
ジ
ネ
ス
誌
や
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
誌
に
譲
り
た
い
。
今
回
の
特
集
は
主

に
経
営
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
以
外
の
部
分
で
、
社

会
的
に
一
定
の
価
値
を
認
め
ら
れ
た
専
門
的

能
力
を
活
用
し
、
企
業
で
仕
事
を
す
る
人
た

ち
が
主
人
公
だ
。

企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
は
ど
ん
な

人
た
ち
か
。
太
田
教
授
に
よ
る
と
、
職
業
社

は
じ
め
に

現
場
監
督
だ
け
で

名
建
築
は
生
ま
れ
な
い

五
嶋
正
風
（
編
集
部
）

2Jun.-Jul.  2004

時
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会
学
的
分
類
の
定
義
に
よ
る
伝
統
的
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
公
共
に
奉
仕
す
る
仕
事
で

あ
る
こ
と
、
高
度
な
専
門
的
能
力
を
身
に
つ

け
て
い
る
こ
と
、
長
期
に
わ
た
る
教
育
訓
練
を

受
け
、
専
門
的
能
力
と
職
業
倫
理
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
専
門
職
組
織
を
も
つ
こ
と
な
ど
が
条
件

に
挙
げ
ら
れ
る
。
医
師
、
法
律
家
、
科
学
者

な
ど
が
そ
の
代
表
例
だ
。
一
方
、
伝
統
的
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
対
極
に
位
置
し
、
こ
れ

ま
で
の
終
身
雇
用
、
年
功
序
列
を
基
調
と
す

る
日
本
企
業
の
社
員
像
に
近
い
の
が
「
組
織

人
」
だ
。
組
織
に
対
し
て
コ
ミ
ッ
ト
し
、
組
織

へ
の
貢
献
を
通
し
て
欲
求
を
充
足
し
よ
う
と

す
る
。
意
識
や
行
動
は
市
場
や
顧
客
と
い
っ

た
組
織
の
外
側
よ
り
内
側
に
向
け
ら
れ
、
組

織
内
で
の
競
争
を
勝
ち
抜
く
こ
と
に
最
大
限

の
努
力
を
続
け
る
。

組
織
人
と
伝
統
的
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
い
う
両
極
の
間
に
立
つ
の
が
、
社
会
的
に
一

定
の
価
値
を
認
め
ら
れ
た
専
門
的
能
力
を
も

ち
、
企
業
内
で
そ
れ
を
活
か
し
て
仕
事
を
す
る

「
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
だ
。
彼
ら

は
尊
敬
、
自
尊
、
自
己
実
現
と
い
っ
た
高
次

の
欲
求
を
、
自
ら
の
仕
事
の
成
果
で
充
足
し

よ
う
と
す
る
。
組
織
内
部
で
高
い
評
価
を
得

る
よ
り
、
専
門
家
社
会
で
評
価
さ
れ
た
り
、
仕

事
の
業
績
で
直
接
報
酬
を
得
た
り
す
る
こ
と

を
望
む
場
合
が
多
い
。

一
方
、
組
織
へ
の
か
か
わ
り
方
は
組
織
人

と
比
べ
て
限
定
的
だ
。
彼
ら
が
組
織
に
期
待

す
る
の
は
一
定
水
準
以
上
の
生
活
や
地
位
の

保
障
、
仕
事
に
必
要
な
資
金
、
設
備
、
情
報
、

権
限
な
ど
、
仕
事
に
専
念
し
能
力
を
発
揮
す

る
た
め
の
条
件
を
整
備
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
。

企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
は
、
組
織
よ

り
仕
事
に
対
し
て
一
体
化
し
、
仕
事
を
通
し

て
自
ら
の
目
的
を
達
成
し
つ
つ
、
組
織
の
利

益
に
も
貢
献
す
る
人
た
ち
な
の
だ
。
彼
ら
は
会

社
組
織
と
専
門
家
社
会
と
い
う
、
２
つ
の
拠

り
所
を
持
つ
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
と
葛

藤
や
衝
突
が
起
き
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

冒
頭
紹
介
し
た
キ
ャ
ペ
リ
氏
も
「
企
業
内

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
使

わ
な
い
が
、「
最
も
興
味
深
い
対
立
軸
の
ひ
と

つ
は
、
社
員
と
会
社
、
社
員
と
社
外
の
専
門

家
集
団
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
の
対
比
だ
。
過

去
20
年
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
の
は
、
こ

の
対
立
軸
上
だ
」
と
指
摘
す
る
。
ピ
ー
タ
ー
・

ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
も
約
50
年
前
に
著
書
『
現
代

の
経
営
』
の
中
で
「
あ
ら
ゆ
る
企
業
に
お
い
て
、

今
日
最
も
急
速
に
増
大
し
て
い
る
階
層
が
、

高
度
の
専
門
職
で
あ
る
。（
中
略
）
至
る
と
こ

ろ
で
専
門
職
を
い
か
に
組
織
す
べ
き
か
に
つ
い

て
悩
み
を
聞
か
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

「
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
は
古
く
て

新
し
い
テ
ー
マ
な
の
だ
。

知
識
社
会
や
脱
工
業
化
社
会
の
進
展
は
、

企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
求
め
ら
れ
る

資
質
や
能
力
に
変
化
を
も
た
ら
す
の
か
。
彼
ら

を
育
て
、
評
価
し
、
処
遇
す
る
た
め
企
業
は
ど

ん
な
仕
組
み
を
用
意
す
る
べ
き
か
。
彼
ら
を
活

用
で
き
る
企
業
組
織
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。
今

回
の
特
集
で
は
こ
れ
ら
の
問
い
か
け
に
答
え
て

い
き
た
い
。
歴
史
を
振
り
返
り
、
研
究
者
の
考

え
を
聴
き
、
企
業
の
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
過
程
に
、
ぜ
ひ
最
後
ま
で
お
付
き
合
い

い
た
だ
き
た
い
。

企
業
内
プロフェッ
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文・構成五嶋正風（編集部） 文荻野進介（編集部）
さまざまな職人たちの仕事風景（13世紀、フランス）
© Gianni Dagli Orti/CORBIS/Corbis Japan

1
Part 1
発明訴訟問題とHRM
～知財責任者緊急アンケート

Part 2
求められる
専門性と
環境変化

Part 3
企業内プロフェッショナルと
教育問題
矢野眞和氏
（東京大学大学院教育学研究科教授）

企業内プロフェッショナルをめぐって顕在化している問題を掘り下げることから特集を始めよう。
パート1では企業研究者による発明訴訟の問題を、大手企業の知財関連責任者への緊急アンケートを見つつ

人事・雇用の視点から考える。求められる専門性に変化は起きているのか。
パート2でいくつかの職種や業界を取り上げ検証する。

パート3では社会全体の教育問題という視野に立ち、専門職が求められる背景に迫る。

なぜ、いま、
必要と
されるのか

なぜ、いま、
必要と
されるのか



C

M

Y

K 5 Jun.-Jul.  2004

特集1 W64_5

Part1 なぜ、いま、必要とされるのか1

発
明
訴
訟
問
題
と
H
R
M
│
│
知
財
責
任
者
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

Part 1
企
業
研
究
者
に
よ
る
発
明
訴
訟
の
問
題
が
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
。
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
評
価
と
い
う
面
で
、
今
一
番
ホ
ッ
ト
な
こ
の
問
題
に

焦
点
を
当
て
、
企
業
約
8
0
0
社
の
正
会
員
で
構
成
さ
れ
る
日
本
知
的
財
産
協
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
大
手
企
業
の
知
財
関
連
の
責
任
者
へ
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。
同
協
会
の
正
会
員
8
0
0
社
で
日
本
全
体
の
年
間
特
許
出
願
件
数
40
万
件
の
8
割
強
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
そ
の
正
会
員
の
中
か
ら
、
役
員
等
を

協
会
に
派
遣
し
て
い
る
大
手
企
業
60
社
を
対
象
と
し
、
そ
の
う
ち
29
社
か
ら
回
答
を
得
た
。

今
年
の
1
月
30
日
、
東
京
地
裁
1
0
1
号

法
廷
。
満
席
の
法
廷
は
水
を
打
っ
た
よ
う
に

静
ま
り
返
っ
て
い
た
。
元
従
業
員
で
あ
る
中
村

修
二
・
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー

バ
ラ
校
教
授
に
対
し
、
日
亜
化
学
工
業
が
2

0
0
億
円
を
支
払
う
よ
う
命
じ
る
判
決
文
が

言
い
渡
さ
れ
た
瞬
間
だ
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
発
明
、
青
色
発
光
ダ
イ
オ

ー
ド
の
特
許
権
譲
渡
に
関
す
る
「
相
当
の
対

価
」（
特
許
法
35
条
3
項
、
図
表
1
│

1
│

1

参
照
）
の
額
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
裁
判
で
あ

る
。
地
裁
は
中
村
教
授
の
発
明
貢
献
度
を

50
％
と
見
な
し
た
う
え
で
、
日
亜
に
よ
る
「
特

許
独
占
の
利
益
」
1
2
0
8
億
円
に
そ
の
数

字
を
か
け
て
6
0
4
億
円
と
し
、
彼
が
日
亜

に
請
求
し
て
い
た
満
額
の
支
払
い
を
求
め
た

の
だ
。

尋
常
な
金
額
で
は
な
い
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

生
涯
賃
金
あ
る
い
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
プ
ロ
野

球
選
手
の
年
俸
の
数
百
倍
、
あ
る
程
度
の
規

模
を
も
つ
企
業
の
年
間
売
上
げ
に
匹
敵
す
る

数
字
で
あ
る
。「
原
告
の
発
明
は
将
来
の
売
上

げ
が
大
き
い
特
殊
な
例
で
あ
り
、
巨
額
の
対
価

を
た
だ
ち
に
一
般
化
す
る
こ
と
に
は
議
論
が
あ

ろ
う
」
と
裁
判
長
は
付
け
加
え
た
が
、
こ
の
判

決
が
、
特
に
企
業
の
研
究
開
発
の
現
場
に
与

え
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
計
り
知
れ
な
い
。

企
業
に
と
っ
て
困
っ
た
こ
と
に
、
昨
今
、
同

様
の
訴
訟
が
相
次
い
で
い
る
。
特
許
法
35
条

の
淵
源
は
1
9
2
1
年
制
定
の
旧
特
許
法
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
が
、
実
際
の
裁
判
で
の
運

用
は
80
年
代
ま
で
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
最

近
に
な
っ
て
訴
訟
が
多
発
し
て
い
る
背
景
に

は
、
日
本
企
業
の
終
身
雇
用
の
崩
壊
が
色
濃

く
影
を
落
と
し
て
い
る
。
賃
金
以
外
に
、
長
期

雇
用
の
保
証
、
手
厚
い
福
利
厚
生
、
気
の
合

う
家
族
の
よ
う
な
仲
間
を
企
業
が
ワ
ン
セ
ッ
ト

で
提
供
し
て
い
た
頃
、
発
明
に
対
す
る
「
相
当

の
対
価
」
を
企
業
に
求
め
る
こ
と
は
職
場
人

生
を
棒
に
振
る
行
為
で
し
か
な
か
っ
た
。
画
期

特
許
法
35
条
と
は

人
事
・
雇
用
問
題
だ

的
な
発
明
も
、
仲
間
か
ら
の
賞
賛
と
少
し
ば

か
り
の
報
奨
金
が
も
ら
え
れ
ば
よ
し
と
い
う
、

あ
る
意
味
牧
歌
的
な
時
代
だ
っ
た
。

し
か
し
、
時
代
は
移
り
、
終
身
雇
用
は
崩

れ
つ
つ
あ
る
。
処
遇
に
不
満
を
抱
き
つ
つ
退
職

し
た
人
間
が
、
こ
の
法
律
を
楯
に
、「
も
う
一

度
、
業
績
を
正
当
に
評
価
せ
よ
」
と
言
い
出

し
て
も
何
ら
お
か
し
く
な
い
。
現
に
、
原
告
の

ほ
と
ん
ど
が
、
訴
え
た
企
業
を
退
職
し
て
い
る

元
従
業
員
で
あ
る
。

特
許
法
の
中
身
そ
の
も
の
が
時
代
に
合
わ

な
い
、
そ
も
そ
も
「
相
当
の
対
価
」
額
を
裁
判

所
が
算
定
で
き
る
の
か
、
と
い
う
議
論
も
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
の
法
律
を
前
提
に
す
る
限
り
、

発
明
報
奨
を
め
ぐ
る
こ
の
問
題
は
、
研
究
者

の
適
切
な
評
価
・
処
遇
と
い
う
、
人
事
・
雇

用
の
問
題
抜
き
に
は
語
れ
な
い
の
だ
。

こ
う
し
た
訴
訟
を
企
業
は
ど
う
受
け
止
め

た
か
、
そ
も
そ
も
研
究
者
・
技
術
者
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
調
査
の
結
果
を

ご
覧
い
た
だ
く
。
下
段
の
フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
も

ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

【図表1-1-1】特許法35条（職務発明）

q使用者、法人、国又は地方公共団体（以下「使用者等」という。）は、従
業者、法人の役員、国家公務員又は地方公務員（以下「従業者等」という。）
がその性質上当該使用者等の業務範囲に属し、かつ、その発明をするに至つ
た行為がその使用者等における従業者等の現在又は過去の職務に属する発
明（以下「職務発明」という。）について特許を受けたとき、又は職務発明
について特許を受ける権利を承継した者がその発明について特許を受けたと
きは、その特許権について通常実施権を有する。
w従業者等がした発明については、その発明が職務発明である場合を除き、
あらかじめ使用者等に特許を受ける権利若しくは特許権を承継させ又は使用
者等のため専用実施権を設定することを定めた契約、勤務規則その他の定の
条項は、無効とする。
e従業者等は、契約、勤務規則その他の定により、職務発明について使用者
等に特許を受ける権利若しくは特許権を承継させ、又は使用者等のため専用
実施権を設定したときは、相当の対価の支払を受ける権利を有する。
r前項の対価の額は、その発明により使用者等が受けるべき利益の額及びそ
の発明がされるについて使用者等が貢献した程度を考慮して定めなければな
らない。
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Ⅰ
相
次
ぐ
元
社
員
の
叛
乱
を

企
業
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か

①元従業員の訴えを認める判決が続くことは、今後、企業から生まれる大きな価値の発明の数に、どんな影響を与え
ると考えますか？

②これらの訴訟が特許や発明と縁のない技術系人材にどんな影響を与えると考えますか？

増やす方向へ働く

減らす方向へ働く

どちらともいえない

その他

よい影響を与える

悪い影響を与える

わからない

③営業職の人材にどんな影響を与えると考えますか？

よい影響を与える

悪い影響を与える

わからない

④経営全般にどんな影響を与えると考えますか？

よい影響を与える

悪い影響を与える

わからない

▼
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
も
新
た
な
投
資

資
金
を
確
保
す
る
と
い
う
経
済
サ
イ
ク
ル

の
実
態
を
無
視
し
た
も
の
で
、
日
本
の
競

争
力
の
発
展
に
支
障
を
き
た
す
（
化
学
）

▼
特
許
法
の
目
的
は
産
業
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
で
あ
り
、
経
営
側
と
従
業
員
の

対
立
構
造
は
目
的
に
反
す
る
（
電
機
）
▼

退
職
し
、
解
雇
等
の
リ
ス
ク
が
な
く
な
っ

て
か
ら
裁
判
に
訴
え
る
の
は
恩
義
を
仇
で

返
す
よ
う
な
も
の
（
そ
の
他
）
▼
大
き
な

価
値
を
生
む
発
明
の
数
は
企
業
の
技
術
開

発
投
資
と
相
関
す
る
も
の
で
個
人
へ
の
発

明
対
価
の
多
寡
と
は
関
係
な
い
（
電
機
）

▼
優
れ
た
発
明
は
金
銭
で
は
生
ま
れ
な
い

と
い
う
企
業
の
現
場
を
知
ら
な
い
裁
判
官

の
無
知
が
招
い
た
判
決
（
化
学
）
▼
企
業

は
リ
ス
ク
を
減
ら
す
動
き
を
と
り
、
大
学

と
の
共
同
研
究
、
海
外
へ
の
拠
点
移
動
な

ど
が
加
速
す
る
（
そ
の
他
）
▼
も
ら
え
な

い
従
業
員
の
扱
い
が
非
常
に
難
し
く
な

り
、
労
働
問
題
に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ

る
（
そ
の
他
）
▼
訴
訟
へ
と
発
展
す
る
特

許
発
明
は
非
常
に
ま
れ
（
輸
送
機
械
）
▼

発
明
者
が
明
ら
か
に
不
利
を
被
る
こ
と
の

な
い
限
り
、
企
業
の
裁
量
を
認
め
る
の
が

最
低
賃
金
法
な
ど
労
働
法
的
な
考
え
方
で

あ
る
（
化
学
）
▼
発
明
者
に
対
し
て
正
当

な
評
価
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と

は
、
長
期
的
に
見
れ
ば
経
営
的
に
プ
ラ
ス

（
医
薬
）
▼
直
接
的
な
不
満
に
対
し
て
の

訴
訟
が
容
易
で
な
い
た
め
、
職
務
発
明
の

問
題
で
会
社
を
訴
え
る
。
そ
の
意
味
で
特

許
法
は
他
の
法
規
に
比
べ
て
抜
け
穴
が
あ

る
（
そ
の
他
）
▼
発
明
の
生
ま
れ
な
い
部

署
に
は
配
属
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
研
究

者
も
出
て
き
て
い
る
（
医
薬
）
▼
自
己
の

評
価
に
不
満
を
も
つ
技
術
者
に
対
す
る
決

定
的
な
反
会
社
行
動
へ
の
誘
因
を
与
え
る

（
電
機
）
▼
35
条
に
つ
い
て
再
度
議
論
を

行
い
抜
本
的
な
改
正
を
望
む
（
電
機
）

6Jun.-Jul.  2004

特集1 W64_6

6.9%

44.8%

44.8%

3.5%

3.3%

80.0%

16.7%

3.5%

82.8%

13.7%

0%

89.7%

10.3%

知
財
責
任
者
ア
ン
ケ
ー
ト

フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト



C

M

Y

K

Part1 なぜ、いま、必要とされるのか1
Ⅱ
知
財
部
長
が
考
え
る

研
究
者
・
技
術
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

⑤御社では研究・技術者の評価・処遇のためのどんな制度がありますか？

⑥御社には技術・研究特許への特許報奨金制度（特許発明にかかわる売上げもしくは利益を基準にして一定の金銭
を発明者に支払う制度）がありますか？

リサーチ・フェロー制度

技術委員会（複数部門の責任者で構成
され、研究成果の評価を行う組織）

優れた研究などに対する社長賞などの
授与

高業績の研究者などに対する研究費の
増額

学会活動の奨励

海外・国内留学制度

長期休暇

研究者・技術者向けの独自の業績評価
ツール

専門職制度（技監、技師長、専門職研
究者などの名称で特定の処遇をする制
度）

（複数回答）

ある

創設を検討中

ない

⑦報奨金制度の金額改定を最近行いましたか？

行った

行わない

▼
高
度
に
専
門
化
し
た
研
究
者
が
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
つ
つ
成
果
を
あ
げ
ら
れ

る
制
度
や
環
境
に
つ
い
て
は
答
え
が
な
く

悩
ま
し
い
（
医
薬
）
▼
研
究
者
・
技
術
者

に
対
す
る
適
正
な
評
価
シ
ス
テ
ム
が
重
要

（
そ
の
他
）
▼
成
果
に
対
す
る
公
平
か
つ

適
正
な
業
績
評
価
を
行
い
、
そ
の
成
果
に

応
じ
て
金
銭
・
職
位
で
処
遇
す
る
こ
と

（
そ
の
他
）
▼
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
明
確

な
指
示
、
費
用
の
付
与
、
優
秀
な
ス
タ
ッ

フ
な
ど
の
提
供
。
経
営
・
研
究
開
発
・
知

財
の
三
位
一
体
化
、
オ
ー
プ
ン
で
合
理
的
、

公
平
な
評
価
の
一
層
の
充
実
（
電
機
）
▼

社
員
が
納
得
し
て
働
け
る
職
場
を
提
供
で

き
る
か
ど
う
か
が
会
社
業
績
向
上
の
基
本

（
化
学
）
▼
賃
金
、
昇
進
・
昇
格
等
の
人

事
制
度
の
充
実
、
社
長
表
彰
等
の
全
社
的

評
価
を
行
う
こ
と
が
有
益
（
機
械
一
般
）

▼
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
を
望
む

人
向
け
の
制
度
拡
充
（
輸
送
機
械
）
▼
新

し
い
価
値
を
生
み
出
す
発
明
者
は
、
自
身

の
価
値
観
、
行
動
基
準
に
よ
る
研
究
活
動

で
な
い
と
真
価
を
発
揮
で
き
な
い
。
業
績

に
応
じ
て
、
そ
の
よ
う
な
裁
量
を
認
め
る

処
遇
制
度
を
設
け
る
。（
化
学
）
▼
各
企

業
が
生
き
残
り
を
考
え
、
創
意
工
夫
を
行

え
ば
よ
く
、
国
や
司
法
が
介
入
す
べ
き
で

は
な
い
（
電
機
）
▼
人
材
の
流
動
化
が
激

し
い
現
在
、
発
明
報
奨
を
出
願
か
ら
よ
り

早
い
時
期
に
与
え
る
こ
と
が
重
要
（
電
機
）

▼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
外
部
評
価
、
発
明
者

以
外
の
会
社
業
績
へ
の
貢
献
者
の
評
価
が

行
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
（
医
薬
）
▼

会
社
の
業
績
向
上
に
寄
与
し
た
発
明
者
を

他
の
従
業
員
に
も
納
得
し
て
も
ら
う
範
囲

内
で
報
奨
す
べ
き
（
化
学
）
▼
研
究
投

資
・
研
究
環
境
の
整
備
、
処
遇
・
報
奨
・

表
彰
な
ど
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
の
た
め

の
総
合
的
施
策
（
電
機
）
▼
通
常
の
研
究

開
発
者
と
新
し
い
価
値
が
期
待
さ
れ
て
い

る
者
と
で
処
遇
を
変
え
る
べ
き
（
そ
の
他
）

▼
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
に
溺
れ
な
い
程
度
の

業
務
負
荷
と
し
、
創
造
的
な
仕
事
を
援
助

す
る
（
輸
送
機
械
）
▼
優
秀
な
人
材
を
評

価
・
処
遇
で
き
る
制
度
と
す
べ
く
、
今
後

具
体
的
に
検
討
を
開
始
す
る
（
化
学
）
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⑧一般論として、画期的な発明・技術成果に対して、企業は研
究者・技術者に何を与えるべきでしょうか？

金銭（賃金・賞与・報奨
金･ストックオプション）

昇進・昇格

仕事上の裁量権の拡大

雇用の保証

長期休暇

社長賞などの社内的な名誉

潤沢な研究開発費

優秀なスタッフやパートナ
ー

勤務の自由度

海外や国内での留学制度

何も与える必要はない

その他（フェローや専門職
のポジション、勤務環境）

調
査
結
果
を
見
て
、
発
明
報
奨
の
問
題
は
各
社

と
も
相
当
深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
現
に
、
退
職
し
た
元
社
員
か
ら
の
訴
訟
が
増

え
て
い
ま
す
。
法
律
の
再
改
正
も
視
野
に
入
れ
、

早
急
な
対
策
が
必
要
で
す
。
そ
も
そ
も
、
企
業
が

発
明
者
に
報
奨
金
を
払
う
制
度
は
、
20
世
紀
初
頭

の
ド
イ
ツ
が
発
想
し
た
も
の
で
す
。
遅
れ
た
資
本

主
義
国
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
は
、
先
を
行
く
英
米
仏

に
追
い
つ
く
に
は
画
期
的
な
発
明
に
頼
る
し
か
な

く
、
そ
の
た
め
に
発
明
者
個
人
に
大
き
な
金
銭
的

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
、
と
考
え
た
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
20
世
紀
後
期
に
な
る
と
こ
の
発
想
は
時
代
遅

れ
に
な
り
ま
し
た
。
エ
ジ
ソ
ン
に
よ
る
電
球
、
ベ

ル
に
よ
る
電
話
（
い
ず
れ
も
19
世
紀
末
の
発
明
）

と
い
っ
た
、
卓
越
し
た
個
人
に
よ
る
発
明
が
ビ
ジ

ネ
ス
に
直
結
す
る
例
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
た
か
ら
で

す
。
個
々
の
発
明
を
成
し
遂
げ
る
の
は
個
人
で
す

が
、
多
く
の
発
明
が
事
業
に
は
必
要
に
な
っ
て
き

た
し
、
知
財
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
組
織
で
の

機
能
分
担
も
不
可
欠
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
う
な
る
と
、
発
明
者
ひ
と
り
を
取
り
上
げ
、

金
銭
で
報
い
る
や
り
方
が
意
味
を
な
さ
ず
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
も
阻
害
し
か
ね
な
い
。
し
か
も
、
緻
密

な
報
奨
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
完
備
し
て
い
る
ド
イ

ツ
と
違
っ
て
、
日
本
で
は
「
相
当
の
対
価
」
を
裁

判
所
が
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
判
断
す
る
。

非
常
に
納
得
性
が
低
い
で
す
ね
。

こ
う
し
た
法
制
度
が
存
在
し
な
い
米
国
、
中
途

半
端
な
制
度
が
存
在
す
る
日
本
、
き
ち
っ
と
し
た

制
度
を
も
つ
ド
イ
ツ
と
で
、
20
世
紀
後
半
の
先
端

産
業
技
術
の
発
展
度
を
比
べ
る
と
、
明
ら
か
に
米

国
が
ト
ッ
プ
。
次
が
日
本
で
ド
イ
ツ
は
明
ら
か
に

遅
れ
て
い
る
。
歴
史
が
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い
ま

す
よ
。

次
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
全
般
に
関
す
る
問
題
で

す
が
、
現
在
の
施
策
と
、
そ
も
そ
も
実
施
す
べ
き

施
策
を
見
る
と
、
前
者
は
社
長
賞
な
ど
の
「
名
誉
」、

後
者
は
「
金
銭
」
が
最
も
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
必
要
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
も
、
先
述
の
特
許
法
の
よ
う
に
国
家
が
法
の

も
と
で
各
社
一
律
に
金
銭
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
は

意
味
が
な
い
で
す
し
、
そ
れ
に
よ
り
研
究
者
が
す

ご
く
元
気
に
な
る
か
と
い
え
ば
否
で
し
ょ
う
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
云
々
の
前
に
、
日
本
社
会
全
体

が
疲
弊
し
意
欲
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の

で
す
。
安
価
で
良
質
の
規
格
品
を
大
量
に
作
る
工

業
社
会
で
は
最
適
だ
っ
た
平
等
主
義
・
集
団
主
義

か
ら
の
脱
却
が
ま
ず
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
の
処
遇
の
メ
リ
ハ
リ
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い

る
今
の
中
国
で
は
こ
れ
ら
が
す
べ
て
〝
効
く
〞
よ

う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

（複数回答）
25.5%

23.4%

7.4%

1.1%

1.1%

22.3%

7.4%

4.2%

2.2%

3.2%

0%

2.2%

▼
新
規
研
究
テ
ー
マ
推
進
（
継
続
）
の
裁

量
権
を
研
究
者
・
技
術
者
に
与
え
る
べ
き

（
化
学
）
▼
実
績
に
応
じ
て
、
社
内
評
価

だ
け
で
な
く
、
社
外
の
評
価
も
配
慮
し
た

名
誉
を
与
え
る
こ
と
が
大
切
（
化
学
）
▼

優
れ
た
発
明
者
を
評
価
・
処
遇
す
る
場
合

は
、
優
れ
た
営
業
マ
ン
や
優
れ
た
製
造
技

術
者
、
優
れ
た
保
守
者
の
評
価
・
処
遇
と

同
じ
基
準
で
行
う
こ
と
が
必
要
。
こ
れ
は

経
営
の
裁
量
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
べ
き

（
そ
の
他
）
▼
画
期
的
な
発
明
に
つ
い
て

は
格
段
の
金
銭
報
酬
を
与
え
、
同
時
に
昇

進
・
昇
格
の
チ
ャ
ン
ス
を
明
確
に
す
る
。

ラ
イ
ン
で
は
な
く
専
門
職
と
し
て
厚
遇
す

る
（
電
機
）
▼
現
行
の
制
度
で
は
裁
判
所

の
認
定
す
る
評
価
額
が
す
べ
て
で
あ
り
、

裁
判
を
行
わ
な
い
限
り
、
正
確
な
評
価
が

わ
か
ら
な
い
の
が
実
情
。
客
観
的
評
価
の

方
策
、
な
い
し
は
報
奨
金
が
充
分
で
あ
る

こ
と
を
保
証
す
る
一
定
の
基
準
が
必
要

（
化
学
）

※「特許法35条と研究・技術者マネジメント」調査概要
調査対象：日本知的財産協会加盟の大手企業60社の知
財責任者に調査票を発送し、うち29社から回答を得た
調査期間：2004年4月19日～30日
調査方法：調査票による記入方式

宗
定

勇
氏
（
日
本
知
的
財
産
協
会
専
務
理
事
）

調
査
結
果
の
考
察

知
識
社
会
に
即
し
た
法
制
度
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
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Part2 なぜ、いま、必要とされるのか1

求
め
ら
れ
る
専
門
性
と
環
境
変
化

Part 2
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
求
め
ら
れ
る
専
門
性
に
変
化
は
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
パ
ー
ト
で
は「
技
術
・
開
発
」「
研
究
」「
法
務
」「
金
融
」な
ど
個
別
に
焦
点
を
絞
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ど
ん
な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
、

そ
の
背
景
に
ど
ん
な
事
業
環
境
の
変
化
や
要
請
が
あ
る
の
か
を
探
る
。

ま
ず
専
門
性
に
対
す
る
マ
ク
ロ
な
需
要
を

み
て
み
よ
う
。
厚
生
労
働
省
が
年
4
回
実
施

す
る
労
働
経
済
動
向
調
査
※
で
は
、
企
業
に

対
し
職
種
ご
と
に
人
材
が
不
足
か
過
剰
か
を

聞
い
て
い
る
。
図
表
1
│
2
│
1
は
1
9
9
5

年
以
降
の
推
移
を
示
し
た
も
の
だ
。「
高
度
の

専
門
的
知
識
を
応
用
し
、
技
術
的
な
業
務
、

研
究
等
に
従
事
す
る
者
」
と
定
義
さ
れ
る
専

門
・
技
術
職
は
、
あ
る
程
度
波
は
あ
る
も
の

の
、
終
始
「
不
足
」
の
領
域
を
上
下
し
て
い
る
。

景
気
回
復
の
影
響
を
受
け
て
か
、
去
年
半
ば

以
降
の
需
要
の
伸
び
は
、
他
の
職
種
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。「
リ
ス
ト
ラ
、
中
高
年
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
管
理
職
が
ず
っ
と

過
剰
で
あ
る
の
と
は
対
照
的
だ
。

次
は
や
や
ミ
ク
ロ
な
視
点
で
専
門
性
に
対

す
る
需
要
を
追
っ
て
み
た
い
。
人
材
紹
介
会

社
リ
ク
ル
ー
ト
エ
イ
ブ
リ
ッ
ク
に
は
、
企
業
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
中
途
採
用
の
求
人
情
報
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
図
表
1
│
2
│
2
で
は
そ
の

う
ち
、
全
体
の
伸
び
を
上
回
る
求
人
が
あ
る
専

門
職
か
ら
い
く
つ
か
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

い
ず
れ
も
2
0
0
0
年
の
求
人
件
数
を
1
0

0
％
と
し
て
、
年
ご
と
の
増
減
を
2
0
0
3

年
ま
で
示
し
た
も
の
だ
。
技
術
系
で
あ
る
半
導

体
分
野
の
回
路
設
計
技
術
者
、
製
造
技
術
者

は
2
0
0
0
年
か
ら
2
0
0
3
年
で
1
・
4

倍
を
超
え
る
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
事
務
系
で

は
法
務
が
1
・
26
倍
。
知
的
財
産
権
管
理
・

特
許
の
専
門
職
は
2
0
0
3
年
こ
そ
全
体
の

伸
び
を
下
回
る
が
、
2
0
0
2
年
は
10
ポ
イ

ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
専
門
職
が
求
め
ら
れ
る
背
景

に
は
、
ど
ん
な
環
境
変
化
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

技
術
系
の
中
途
採
用
に
詳
し
い
リ
ク
ル
ー
ト

エ
イ
ブ
リ
ッ
ク
事
業
企
画
部
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
鬼
頭
伸
彰
氏
は
「
技
術
系
で
求

め
ら
れ
る
人
材
は
、
技
術
の
高
度
化
、
細
分

化
を
背
景
に
専
門
特
化
し
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
、
全
体
を
見
通
せ
る
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
二

極
化
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

技
術
の
高
度
化
、
細
分
化
は
大
学
の
理
系

教
育
を
見
れ
ば
理
解
で
き
る
。
研
究
テ
ー
マ
が

高
度
化
し
学
部
の
4
年
間
で
は
ほ
ん
の
入
口

し
か
学
べ
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
大
学
院
へ

進
学
す
る
学
生
が
増
え
て
い
る
の
だ
。
細
分
化

が
進
む
一
方
、
思
わ
ぬ
分
野
同
士
に
関
連
が

出
て
き
て
い
る
と
い
う
。「
例
え
ば
自
動
車
の

イ
ン
パ
ネ
周
り
の
電
子
回
路
設
計
に
は
家
電

半
導
体
技
術
者
の
需
要
は
1
・
4
倍

企
業
内
プ
ロ
へ
求
め
る
条
件
高
度
に

【図表1-2-1】労働者過不足判断D.I.の推移

2 5 811
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（
ポ
イ
ン
ト
） 

専門・技術 

販売 

事務 

管理 

（月） 
（年） 

「労働者過不足判断D.I.」とは、不足と回答した事業所の割合から過剰と回
答した事業所の割合を差し引いた値のこと。
出典：労働経済動向調査（平成16年2月）の概況

【図表1-2-2】人材紹介会社における専門職求人の伸び

知的財産権管理・特許 

法務 

製造技術／半導体 
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出典：リクリートエイブリック提供の資料から編集部が作成
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と
近
い
要
素
技
術
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
」

（
鬼
頭
氏
）。
そ
う
な
る
と
中
途
採
用
で
は
自
動

車
業
界
よ
り
家
電
業
界
で
活
躍
し
て
い
た
人

材
を
探
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。「
こ
れ
ま
で
製
品
と
職
種
の
か
け
あ
わ
せ

で
求
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
い
た
仕
組
み

が
、
徐
々
に
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
す
」（
鬼
頭
氏
）。
一
方
で
一
つ
の
製
品
を
完

成
さ
せ
る
に
は
、
細
分
化
さ
れ
た
多
数
の
分
野

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
や
は

り
自
動
車
内
装
の
設
計
の
仕
事
に
、
釣
り
ざ

お
の
商
品
開
発
職
か
ら
転
職
し
た
人
が
い
た
。

商
品
開
発
に
向
け
、
部
品
メ
ー
カ
ー
、
営
業

部
門
、
特
許
部
門
な
ど
の
間
を
調
整
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
評
価
さ
れ
た
転
職
だ

っ
た
と
い
う
。「
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
的
技
術
者
に

つ
い
て
は
、
同
じ
業
種
の
経
験
が
問
わ
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
出
て
い
ま
す
」（
鬼
頭
氏
）。

同
社
の
事
業
企
画
部
長
、
大
垣
憲
之
氏
は

「
こ
れ
は
技
術
系
、
事
務
系
ど
ち
ら
の
専
門
職

に
も
い
え
ま
す
が
」
と
前
置
き
し
つ
つ
、
専
門

性
の
高
い
人
材
に
求
め
ら
れ
る
条
件
が
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
例
え
ば
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
な
ら
統
計
学
を
基
礎
か
ら

藤村修三氏
一橋大学イノベーション
研究センター教授

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
で
き
る
研
究
者
に

金
融
プ
ロ
が
必
要
な
流
れ
は
変
わ
ら
ず

研
究
開
発
の
分
野
で
は
、
ど
ん
な
専
門
性

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
大

手
半
導
体
企
業
に
在
籍
し
、
半
導
体
製
造
プ

ロ
セ
ス
の
研
究
開
発
に
携
わ
っ
た
経
験
を
持

つ
一
橋
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

の
藤
村
修
三
教
授
は
、「
日
本
に
は
『
ボ
タ
ン

エ
ン
ジ
ニ
ア
』
が
多
い
。
装
置
や
機
械
は
ボ
タ

ン
を
押
せ
ば
何
か
し
ら
結
果
や
数
値
が
得
ら

れ
る
。
目
的
に
対
し
て
そ
の
装
置
や
機
械
を
使

う
こ
と
が
可
能
か
、
適
正
な
状
態
に
な
っ
て
い

る
か
な
ど
を
考
え
ず
、
と
に
か
く
ボ
タ
ン
を
押

し
て
作
動
さ
せ
、
表
面
的
な
結
果
を
出
し
て

し
ま
う
。
こ
れ
か
ら
は
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
本

質
を
踏
ま
え
、
新
技
術
を
目
指
す
サ
イ
エ
ン
テ

ィ
ス
ト
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
必
要
だ
」
と
説
く
。

例
え
ば
大
量
で
複
雑
な
計
算
を
命
じ
ら
れ

た
場
合
、
す
ぐ
に
電
卓
を
叩
き
始
め
る
の
が
ボ

タ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
。
あ
る
べ
き
姿
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
短
時
間
に

解
決
す
る
方
法
は
な
い
か
を
考
え
始
め
る
こ
と

な
の
だ
が
、「
日
本
企
業
で
は
取
り
組
み
が
素

人
目
に
も
わ
か
り
や
す
い
、
前
者
の
ほ
う
が
上

司
か
ら
評
価
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
」

（
藤
村
氏
）。

藤
村
氏
は
自
ら
の
研
究
開
発
経
験
を
例
に

「
な
ぜ
ボ
タ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
は
だ
め
か
」
を

説
明
す
る
。
藤
村
氏
は
か
つ
て
、
半
導
体
の

製
造
過
程
で
必
要
な
、
有
機
高
分
子
膜
を
除

去
す
る
方
法
の
研
究
開
発
に
携
わ
っ
た
。
酸

素
を
用
い
た
プ
ラ
ズ
マ
中
で
除
去
す
る
方
法

が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
除
去
に
必
要
な
温
度

を
下
げ
る
た
め
、
酸
素
に
ど
ん
な
ガ
ス
を
添
加

す
れ
ば
よ
い
か
探
る
の
が
研
究
テ
ー
マ
だ
っ

た
。ボ

タ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
と
る
方
法
は
「
使
え

そ
う
な
添
加
ガ
ス
を
片
端
か
ら
試
す
」
だ
が
、

藤
村
氏
ら
の
チ
ー
ム
は
そ
う
し
な
か
っ
た
。
有

学
ん
で
い
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
具
体
的
手

法
も
熟
知
し
、
か
つ
そ
れ
ら
で
得
た
情
報
や
知

識
を
具
体
的
な
商
品
開
発
に
結
び
つ
け
ら
れ

る
人
材
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。「
と
こ
ろ
が

そ
ん
な
人
材
は
市
場
の
ど
こ
に
も
い
な
い
。
そ

こ
で
い
く
つ
か
の
条
件
の
う
ち
、
一
部
を
も
っ

て
い
る
人
材
を
内
部
で
育
て
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
」（
大
垣
氏
）
こ
の
と
こ
ろ
第
二
新
卒

の
需
要
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の

自
社
に
必
要
な
専
門
性
を
育
て
る
動
き
の
表

れ
だ
と
い
う
。

※
労
働
経
済
動
向
調
査
　
生
産
、
販
売
活
動
お

よ
び
そ
れ
に
伴
う
雇
用
、
労
働
時
間
な
ど
の
現

状
と
今
後
の
短
期
的
見
通
し
な
ど
を
把
握
す
る

た
め
、
全
国
の
常
用
労
働
者
30
人
以
上
を
雇
用

す
る
、
約
4
5
0
0
の
民
営
事
業
所
を
対
象
に

実
施
さ
れ
て
い
る
。
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Part2 なぜ、いま、必要とされるのか1

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
は
、
サ
イ
エ
ン
ス

や
ハ
イ
テ
ク
分
野
で
活
躍
す
る
研
究
者
を
指

し
ま
す
。
ま
ず
よ
く
混
同
さ
れ
る
「
サ
イ
エ

ン
ス
」
と
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
の
違
い

を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
サ
イ
エ
ン
ス
と
は

「
現
象
が
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
る
の
か
」
と

い
う
問
い
に
答
え
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
ま
ず

あ
る
現
象
が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
仮
説
）

を
考
え
提
出
し
ま
す
。
次
に
そ
の
仮
説
が
正

し
い
か
実
験
で
検
証
す
る
。
サ
イ
エ
ン
ス
と

は
、
概
念
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
こ
と
で
す
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
の

成
果
を
用
い
て
人
の
た
め
有
用
な
も
の
を
作

る
こ
と
で
あ
り
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
ほ
ぼ
同

じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
テ
ク

が
必
要
な
分
野
ほ
ど
、
サ
イ
エ
ン
ス
と
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
関
係
は
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
電
子
顕
微
鏡
で
ウ
イ
ル
ス
や
D
N

A
を
直
接
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

電
子
顕
微
鏡
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
成
果

で
す
が
、
そ
れ
で
ウ
イ
ル
ス
や
D
N
A
の
構

造
を
調
べ
る
の
は
サ
イ
エ
ン
ス
で
す
。
さ
ら

に
そ
こ
で
得
た
知
識
は
ウ
イ
ル
ス
を
撃
退
す

る
薬
の
研
究
に
活
用
で
き
ま
す
。

21
世
紀
は
自
由
貿
易
と
、
そ
れ
に
よ
る
世

界
的
な
競
争
激
化
が
進
み
、
競
争
に
打
ち
勝

つ
た
め
パ
テ
ン
ト
と
し
て
保
護
さ
れ
る
知
的

財
産
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
時
代
で
す
。

日
本
企
業
も
欧
米
の
も
つ
強
い
サ
イ
エ
ン
ス

の
モ
ノ
マ
ネ
を
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
利
用

す
る
だ
け
で
は
、
今
後
生
き
残
っ
て
い
く
こ

と
は
難
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
で
も
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
の
で
す
。
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
は

知
識
も
大
事
で
す
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
え
て
し
て
人
と
群
れ
な
い
、

常
識
が
な
い
な
ど
、「
変
わ
っ
た
人
」
が
ユ
ニ

ー
ク
な
発
想
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
す
。「
変

わ
っ
た
人
」
が
寝
食
を
忘
れ
研
究
に
没
頭
で

き
る
環
境
作
り
が
必
要
で
す
。

日
本
で
は
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
目
指
す

大
学
院
生
が
生
活
で
き
な
い
こ
と
も
問
題
で

す
。
博
士
号
は
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
な
る

た
め
の
「
免
許
」
で
す
が
、
取
得
に
は
学
部

卒
業
後
、
5
年
程
度
の
研
究
が
必
要
で
す
。

日
本
に
は
奨
学
金
（
奨
学
貸
付
金
）
は
あ
る

が
、
返
済
義
務
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
米
国

で
は
大
学
院
の
教
育
を
手
伝
う
と
給
与
が
出

る
T
A
（T

e
a
c
h
in
g
A
ssista

n
tsh
ip

）

制
度
が
あ
り
、
学
費
と
生
活
費
を
ま
か
な
え

ま
す
。
だ
か
ら
世
界
各
国
か
ら
最
優
秀
の
人

材
が
集
ま
る
の
で
す
。
わ
が
国
も
こ
の
点
を

改
善
す
べ
き
で
す
。
優
秀
な
学
生
に
は
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
な
る
ま
で
の
期
間
生
活
を

保
障
し
、
借
金
も
背
負
わ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
優
秀
な
人
材
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

日
本
で
も
求
め
ら
れ
る
サ
イ
エ
ン
ティ
ス
ト

生
田

哲
氏
（
作
家
、
科
学
者
）

機
高
分
子
膜
を
除
去
す
る
際
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
解
明
し
つ
つ
、
新
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
。
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
基

礎
的
、
科
学
的
な
知
識
が
多
く
必
要
だ
っ
た

が
、
最
終
的
に
は
水
蒸
気
を
添
加
す
る
と
い

う
ま
っ
た
く
新
し
い
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
に
成
功

し
た
。「
研
究
を
進
め
る
う
え
で
利
用
し
た
知

識
に
は
、
工
業
的
な
応
用
は
意
図
し
な
い
よ

う
な
、
純
粋
科
学
論
文
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
が
多
か
っ
た
。
ボ
タ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
的
手
法

で
も
、
有
機
高
分
子
膜
の
新
た
な
除
去
方
法

と
い
う
目
的
に
は
到
達
で
き
た
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
私
た
ち
の
手
法
は
プ
ロ
セ
ス
の
本

質
が
理
解
で
き
る
た
め
、
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
応

用
や
発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う
長
所
を
も
っ
て

い
ま
す
」（
藤
村
氏
）。

特
に
ハ
イ
テ
ク
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

実
現
す
る
に
は
、
研
究
開
発
の
過
程
で
基
礎

と
応
用
、
科
学
と
技
術
の
行
き
来
が
必
要
だ

と
い
う
。
藤
村
氏
が
取
り
組
ん
だ
、
半
導
体

の
製
造
工
程
改
善
に
直
接
結
び
つ
く
と
い
う

応
用
的
な
開
発
で
あ
っ
て
も
、
基
礎
と
応
用

の
行
き
来
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
。「
ボ
タ
ン
エ

ン
ジ
ニ
ア
で
は
、
基
礎
と
応
用
を
行
き
来
し
て

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ボ

タ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
的
手
法
に
頼
っ
て
い
な
い

か
、
研
究
開
発
職
の
仕
事
は
結
果
の
評
価
だ

け
で
な
く
、
ど
う
や
っ
て
結
果
に
至
っ
た
か
過

程
の
評
価
が
大
切
な
の
で
す
」（
藤
村
氏
）。

最
後
は
大
手
邦
銀
の
状
況
を
中
心
に
、
金

融
分
野
に
注
目
し
よ
う
。「
法
人
顧
客
を
中
心

に
、
経
済
合
理
性
を
追
求
し
た
サ
ー
ビ
ス
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
大
手
の
邦
銀
で

金
融
の
プ
ロ
に
注
目
が
集
ま
っ
た
き
っ
か
け
で

し
た
」。
三
和
銀
行
で
人
事
部
長
代
理
の
経
験

が
あ
り
、
現
在
は
外
資
系
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
サ

ー
チ
、
エ
ゴ
ン
ゼ
ン
ダ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
務
め
る
佃
秀
昭
氏
は

説
明
す
る
。

金
融
の
プ
ロ
で
ま
ず
注
目
が
集
ま
っ
た
の

は
、
1
9
8
0
年
代
末
か
ら
90
年
代
に
か
け

て
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
分
野
な
ど
の
高
度
な
金
融

理
論
を
駆
使
し
た
金
融
商
品
の
研
究
・
開
発

職
だ
っ
た
と
い
う
。「
こ
れ
ら
の
金
融
商
品
の

基
礎
研
究
に
は
、
こ
れ
ま
で
銀
行
と
は
縁
の
な

か
っ
た
確
率
・
統
計
の
科
学
者
や
研
究
者
が

必
要
だ
っ
た
の
で
す
」（
佃
氏
）。
続
い
て
焦
点

が
当
た
っ
た
の
は
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
バ
ン
カ

ー
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
だ
。
事
業
戦
略
実
行

の
た
め
の
資
本
政
策
や
資
金
調
達
に
関
す
る

課
題
発
見
や
解
決
策
の
提
案
な
ど
を
す
る
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
専
門
家
だ
。

「
邦
銀
の
法
人
担
当
営
業
も
役
割
は
外
資
系
の

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
バ
ン
カ
ー
と
同
じ
で
す

が
、
ス
キ
ル
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
ま
し
た
」。

こ
の
ほ
か
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ア
ナ
リ
ス

ト
、
債
権
を
証
券
化
す
る
専
門
家
な
ど
の
需

要
が
高
ま
っ
た
と
い
う
。

専
門
性
へ
の
需
要
の
高
ま
り
に
対
応
す
る

た
め
、
大
手
邦
銀
で
は
二
つ
の
大
き
な
変
化

が
起
き
た
。
ひ
と
つ
は
成
果
主
義
や
職
務
主

佃 秀昭氏
エゴンゼンダー
インターナショナル　
金融分野担当
コンサルタント

い
く
た
・
さ
と
し
　
作
家
、
科
学
者

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（
U
C
L
A
）

博
士
研
究
員
、
イ
リ
ノ
イ
工
科
大
学
助
教
授
（
化
学
科
）

な
ど
を
経
て
現
職
。
生
命
科
学
、
創
造
性
、
聖
書
を
テ
ー

マ
に
研
究
、
執
筆
し
て
い
る
。
著
書
は
『
脳
と
心
を
あ
や

つ
る
物
質
』（
講
談
社
）『〈
最
新
〉
ウ
イ
ル
ス
と
感
染
の
し

く
み
』（
日
本
実
業
出
版
社
）『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
目

指
す
大
学
院
留
学
』（
ア
ル
ク
）
な
ど
。
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企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
教
育
問
題

Part 3
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必
要
な
専
門
性
を
育
て
る
」と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
育
成
を
、

教
育
問
題
と
い
う
社
会
全
体
の
テ
ー
マ
と
し
て
捉
え
る
視
点
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

東
京
大
学
大
学
院
の
矢
野
眞
和
教
授
は「
日
本
で
今
後
重
要
性
が
増
す
の
は
専
門
職
と
販
売
職
だ
」と
説
く
。
な
ぜ
そ
れ
ら
が
重
要
に
な
る
の
か
。

日
本
の
教
育
機
関
は
そ
れ
ら
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
ど
こ
に
重
点
を
置
く
べ
き
な
の
か
を
聞
い
た
。

「
学
校
教
育
と
職
場
訓
練
の
投
資
量
に
よ
っ

て
所
得
が
規
定
さ
れ
る
」。
こ
の
こ
と
は
、
ア

メ
リ
カ
の
経
済
学
者
、
ミ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
理

論
化
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ン
サ
ー
の
所
得
関
数
に

日
本
の
調
査
デ
ー
タ
（
95
年
、
65
年
の
S
S

M
（
社
会
階
層
と
社
会
移
動
）
調
査
、
95
年

の
賃
金
セ
ン
サ
ス
）
を
あ
て
は
め
て
計
測
し
た

も
の
が
、
図
表
1
│
3
│
1
だ
（
労
働
経
験
年

数
は
、
職
場
訓
練
投
資
量
の
代
理
指
標
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
）。
い
ず
れ
も
統
計
的
に
有

意
と
い
う
結
果
が
で
て
お
り
、
日
本
で
も
「
所

得
は
学
校
教
育
、
職
場
訓
練
と
と
も
に
上
昇

す
る
」
と
い
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
教
育

年
数
の
係
数
を
見
る
と
、
S
S
M
調
査
は

0
・
08
、
賃
金
セ
ン
サ
ス
は
0
・
07
。
教
育

年
数
が
1
年
増
加
す
る
と
、
7
〜
8
％
、
所

得
が
増
加
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
計
測
結

果
に
よ
れ
ば
、
大
卒
は
高
卒
よ
り
4
年
長
く

教
育
を
受
け
る
た
め
、
28
〜
32
％
、
所
得
が

高
く
な
る
計
算
と
な
る
。
同
様
に
労
働
経
験

（
職
場
訓
練
）
を
1
年
積
む
と
、
所
得
は
7
％

増
加
す
る
と
い
え
る
。

「
所
得
は
学
校
教
育
、
職
場
訓
練
と
と
も
に

上
昇
す
る
」
と
い
う
前
提
に
立
つ
と
、
専
門
職
、

やの・まさかず
東京大学大学院
教育学研究科教授
工学博士。国立教育研究所研
究員、東京工業大学大学院社
会工学専攻教授などを経て現
職。著書は『教育社会の設計』
（東京大学出版会、2001年）『高
等教育の経済分析と政策』（玉川
大学出版部、1996年）『生活時
間の社会学』（編著、東京大学出
版会、1995年）

し
か
し
、
法
人
顧
客
へ
の
対
応
を
主
眼
と

し
た
専
門
性
処
遇
の
動
き
は
、
99
年
以
降
現

在
ま
で
や
や
弱
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
に

は
不
良
債
権
問
題
の
深
刻
化
が
影
響
し
て
い

る
。「
不
良
債
権
問
題
が
経
営
の
足
枷
と
な
る

中
、
選
択
と
集
中
を
求
め
ら
れ
た
銀
行
の
多

く
は
、
経
営
の
軸
足
を
リ
テ
ー
ル
部
門
の
充
実

に
移
し
た
の
で
す
」。
だ
が
佃
氏
は
、
今
後
も

金
融
の
プ
ロ
が
重
視
さ
れ
る
流
れ
は
変
わ
ら
な

い
と
い
う
。「
外
資
を
含
め
た
競
合
と
差
別
化

を
図
る
に
は
、
金
融
技
術
力
や
提
案
力
を
高

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
高

い
専
門
性
を
も
つ
人
材
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
増
し
て
い
く
で
し
ょ
う
」。

義
の
導
入
な
ど
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

を
処
遇
で
き
る
人
事
制
度
改
革
が
進
ん
だ
こ

と
、
も
う
ひ
と
つ
は
終
身
雇
用
、
純
血
主
義

か
ら
中
途
採
用
の
活
用
が
一
部
の
部
門
で
増

え
て
き
た
こ
と
だ
。「
例
え
ば
銀
行
系
の
証
券

会
社
に
は
、
中
途
入
社
組
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
」

（
佃
氏
）。
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Part3 なぜ、いま、必要とされるのか1

管
理
職
、
販
売
職
な
ど
、
職
種
に
よ
っ
て
学

校
教
育
、
職
場
訓
練
が
所
得
に
及
ぼ
す
影
響

は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
違
い
が
あ
る
の
か
。
こ

の
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
、
矢
野
氏
は
職
種

別
に
所
得
関
数
を
計
測
し
た
。
そ
の
結
果
が

図
表
1
│
3
│
2
に
示
さ
れ
て
い
る
。
学
校
教

育
と
職
場
訓
練
の
影
響
に
は
、
職
種
ご
と
に

大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。

ま
ず
専
門
職
を
見
て
み
よ
う
。
決
定
係
数

は
56
％
と
最
も
大
き
い
。
こ
れ
は
専
門
職
の
学

校
教
育
と
職
場
訓
練
に
よ
っ
て
所
得
水
準
が

決
ま
る
度
合
い
が
最
も
高
い
こ
と
を
示
す
。
専

門
職
は
知
識
集
約
的
な
職
業
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
理
解
し
や
す
い
結
果
だ
。
ま
た
他

の
職
種
と
比
べ
、
労
働
経
験
の
係
数
が
最
も

大
き
い
。
専
門
職
は
、
職
場
で
の
経
験
や
訓

練
に
よ
っ
て
所
得
が
大
き
く
上
昇
す
る
職
業

だ
と
い
う
こ
と
だ
。

対
照
的
な
の
が
管
理
職
だ
。
決
定
係
数
は

16
％
で
最
低
と
な
っ
た
。
労
働
経
験
の
係
数

も
低
く
、
管
理
職
の
経
験
年
数
は
所
得
上
昇

を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
ち
な
み

に
管
理
職
の
所
得
を
最
も
よ
く
説
明
す
る
の

は
企
業
規
模
で
、
大
会
社
の
管
理
職
ほ
ど
、

所
得
が
高
い
。「
管
理
職
の
経
験
が
所
得
と
結

び
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
管
理
職
と
し
て

の
専
門
性
を
高
め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
。『
ど
ん
な
仕
事
が
で
き
ま
す
か
』
と
聞

か
れ
て
『
部
長
が
で
き
ま
す
』
と
答
え
る
よ
う

な
人
が
転
職
に
苦
労
す
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

専
門
職
の
所
得
ア
ッ
プ

教
育
と
訓
練
が
決
め
手

【図表1-3-1】学校と職場の教育効果

教育年数 労働経験年数 決定係数

SSM95（10人以上） 0.085** 0.073** 0.460
（0.457）

賃金センサス（10人以上） 0.070** 0.070** 0.949
（0.945）

注：*ρ＜.05、**ρ＜.01
出典：『教育社会の設計』（東京大学出版会、2001年）

と
関
連
付
け
る
と
、
興
味
深
い
結
果
で
す
」。

営
業
を
含
む
販
売
職
で
は
、
職
場
訓
練
の

効
果
よ
り
も
、
学
校
教
育
の
効
果
が
所
得
上

昇
に
対
し
て
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
事
務

職
と
は
逆
の
傾
向
で
す
。
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
登
場
す
る
な
ど
、
製
品
や
技
術
に
関
す
る

知
識
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
り
、
販
売
職
や
営

業
職
が
高
度
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
符
合
し
ま

す
」。さ

ら
に
矢
野
氏
は
、
各
職
業
に
就
く
と
き

の
参
入
障
壁
と
し
て
、
教
育
年
数
と
労
働
経

験
年
数
が
与
え
る
影
響
も
推
計
し
た
（
図
表

1
│

3
│

3
）。
ま
ず
管
理
職
だ
が
、
職
に
就

く
に
は
教
育
年
数
と
労
働
経
験
年
数
の
両
方

が
必
要
と
さ
れ
、
参
入
障
壁
は
高
い
。
た
だ
、

図
表
1
│

3
│

2
の
計
測
結
果
で
、
管
理
職

に
な
っ
た
後
の
経
験
と
所
得
の
上
昇
は
、
関

係
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。「
つ
ま
り
、
な
る
の
は
大
変
だ
が
、
な
っ

て
か
ら
は
管
理
職
に
必
要
な
専
門
知
識
の
蓄

積
を
し
て
い
な
い
の
で
す
」。

次
に
専
門
職
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
就
職
に
は

学
歴
が
必
要
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
所
得
の
上
昇

に
は
職
場
訓
練
を
積
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
も
先
に
示
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
営
業
を

含
む
販
売
職
に
就
く
場
合
を
見
よ
う
。
販
売

職
で
は
労
働
経
験
、
学
歴
と
も
に
参
入
障
壁

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
い
わ
ば
「
誰
に
で
も
開

か
れ
た
職
種
」
だ
が
、
所
得
の
上
昇
に
は
学
校

教
育
と
職
場
訓
練
の
両
方
が
必
要
だ
。

図
表
1
│
3
│
2
、
図
表
1
│
3
│
3
の
結

果
を
ま
と
め
、「
就
職
後
に
お
け
る
教
育
・
訓

練
の
必
要
の
有
無
」
を
縦
軸
（A

fter

軸
）、

「
就
職
前
に
お
け
る
教
育
・
訓
練
の
必
要
の
有

無
」
を
横
軸
（B

efore

軸
）
と
し
て
、
専
門

職
、
管
理
職
、
販
売
職
を
位
置
付
け
る
と
図

表
1
│
3
│
4
の
よ
う
に
な
る
。

「
就
職
前
も
後
も
教
育
・
訓
練
が
必
要
」
で

あ
る
A
B
型
は
専
門
職
。「
就
職
前
は
必
要
な

い
が
、
就
職
後
に
教
育
・
訓
練
が
必
要
」
と

な
る
A
型
は
販
売
職
が
該
当
す
る
。「
就
職
前

に
教
育
・
訓
練
が
必
要
な
の
に
、
就
職
後
は

必
要
な
い
」
の
は
管
理
職
の
B
型
だ
。
最
後

に
就
職
前
も
後
も
教
育
・
訓
練
が
必
要
な
い

O
型
は
フ
リ
ー
タ
ー
と
な
る
。

「
こ
れ
ま
で
日
本
の
教
育
訓
練
は
、
A
型
と
B

型
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
」
と
矢
野
氏
は
説

明
す
る
。
入
る
の
は
難
し
い
が
入
学
後
は
勉
強

し
な
い
で
す
む
B
型
大
学
で
学
歴
を
つ
け
た
者

が
、
B
型
の
管
理
職
に
な
っ
て
い
た
。
A
型
の

販
売
職
は
、
企
業
が
採
用
後
の
充
実
し
た
社

内
教
育
や
O
J
T
で
、
必
要
な
人
材
を
育
て

て
い
た
と
い
う
見
方
だ
。「
こ
れ
か
ら
の
知
識

基
盤
経
済
で
は
A
B
型
の
専
門
職
が
主
流
と

な
る
。
管
理
職
も
『
な
っ
て
し
ま
え
ば
管
理
職

の
専
門
性
は
問
わ
れ
な
い
』
で
は
勤
ま
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
B
型
か
ら
A
B
型
へ
と
焦

点
を
移
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
A
B
型
の
教

育
機
関
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
入
る
の
も
難
し

い
が
、
入
っ
た
後
も
し
っ
か
り
勉
強
し
、
専
門

高
度
化
す
る
販
売
職

学
校
教
育
の
効
果
大

従
来
の
日
本
の
教
育

A
型
と
B
型
に
焦
点

【図表1-3-2】職業別の人間資本形成

教育年数 労働経験年数 決定係数

専門職 0.057** 0.098** 0.578
（0.563）

管理職 0.083** 0.028 0.202
（0.156）

事務職 0.061** 0.086** 0.512
（0.501）

販売職 0.083* 0.074** 0.356
（0.311）

製造作業者 0.082** 0.046** 0.336
（0.320）

注：*ρ＜.05、**ρ＜.01
出典：『教育社会の設計』（東京大学出版会、2001年）
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職
に
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で

す
」。矢

野
氏
は
A
B
型
に
加
え
、
A
型
も
今
後

一
層
重
要
性
が
増
す
と
み
て
い
る
。
ひ
と
つ
は

O
型
の
フ
リ
ー
タ
ー
を
A
型
へ
導
く
道
を
つ
く

る
と
い
う
必
要
性
。
も
う
ひ
と
つ
は
高
度
化
す

る
販
売
職
の
仕
事
に
対
応
す
る
た
め
、
製
品

や
技
術
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
る
場
と

し
て
の
必
要
性
だ
。
前
者
に
つ
い
て
は
学
力
や

ス
キ
ル
の
低
い
フ
リ
ー
タ
ー
で
も
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
な
体
制
、
後
者
に
つ
い
て
は
仕
事
を

続
け
な
が
ら
通
え
る
こ
と
や
、
必
要
な
知
識
を

身
に
つ
け
た
ら
す
ぐ
仕
事
に
戻
れ
る
出
入
り
自

由
な
仕
組
み
が
必
要
に
な
る
。「
い
ず
れ
に
し

て
も
入
り
や
す
く
、
入
っ
た
後
は
勉
強
で
き
る

A
型
の
教
育
機
関
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

最
近
は
入
学
が
易
し
く
な
っ
て
、
O
型
大
学

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
大
学
は
生
き
残

れ
ま
せ
ん
」。

矢
野
氏
が
危
惧
す
る
の
は
A
B
型
と
O
型

に
引
き
裂
か
れ
た
社
会
に
、
日
本
が
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
だ
。「
米
国
の
問
題
は
一
握
り
の
A

B
型
と
大
多
数
の
O
型
が
存
在
す
る
と
い
う
、

教
育
訓
練
の
不
平
等
に
あ
り
ま
す
。
B
型
を

A
B
型
に
、
O
型
を
A
型
へ
と
導
く
教
育
訓

練
へ
の
重
点
投
資
が
、
日
本
が
同
じ
不
平
等

に
陥
る
こ
と
を
避
け
る
道
で
す
」。

1
章
パ
ー
ト
1
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ

す
企
業
研
究
者
の
発
明
訴
訟
の
問
題
も
、
企

業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
研
究
者
の

仕
事
に
対
す
る
適
切
な
評
価
・
処
遇
と
い
う
、

【図表1-3-4】教育訓練が必要な時期と職種の関係

販売職

A型

専門職

AB型

フリーター

O型

管理職

B型

After軸必要

不要

不要 必要

Before軸

【図表1-3-3】職業に参入する条件（ロジスティック回帰分析）

教育年数 労働経験年数

専門職 0.484** -0.0019

管理職 0.379** 0.537**

事務職 0.165** 0.011

販売職 0.016 -0.078

製造作業者 -0.363** -0.030

注：*ρ＜.05、**ρ＜.01 数字はロジスティック回帰係数.
出典：『教育社会の設計』（東京大学出版会、2001年）

人
事
・
雇
用
の
視
点
抜
き
に
は
解
決
で
き
な

い
こ
と
を
見
て
き
た
。
ま
た
パ
ー
ト
2
で
は
彼

ら
に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
や
求
め
ら
れ
る
専

門
性
の
変
化
、
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
や
事

業
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
パ
ー
ト

3
で
は
社
会
的
な
視
野
に
立
ち
、
専
門
職
の

育
成
に
必
要
な
教
育
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
研

究
者
の
考
え
を
聞
い
た
。
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
は
ま
す
ま
す
存
在
感
を
増
し
、
活
躍

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
企
業
組
織

と
の
関
係
、
育
成
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ

け
た
と
思
う
。

い
よ
い
よ
次
章
か
ら
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
を
め
ぐ
る
問
題
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
き

た
い
。
2
章
で
は
、
現
在
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
日
本
に
お
け

る
専
門
職
制
度
の
変
遷
を
振
り
返
る
。
そ
し

て
3
章
で
は
2
人
の
研
究
者
の
語
る
企
業
内

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
論
点
を
押
さ
え
、
先

進
的
な
4
社
に
お
け
る
育
成
、
評
価
、
処
遇

の
試
み
に
迫
る
。
そ
し
て
終
章
で
、
企
業
内
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
企
業
組
織
の
こ
れ
か
ら

の
あ
る
べ
き
関
係
の
枠
組
み
に
つ
い
て
、
私
た

ち
の
考
え
を
ま
と
め
た
い
。

米
国
は
A
B
と
O
に

引
き
裂
か
れ
た
社
会

●
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文・構成荻野進介（本誌）
2人のガラス吹き職人たち（15世紀のヨーロッパ）

© Archivo Iconografico, S.A./CORBIS/Corbis Japan

2
日本企業の
専門性処遇を

振り返る

日本企業の
専門性処遇を

振り返る

専門職といわれる人々が歴史上、いつ現れたかを特定するのは困難である。政治組織における官僚、
軍隊における参謀や軍事技師などは組織内で古来最初の専門職能を発揮した人たちといえるが、
本章では、産業革命以降、現代に連なる企業組織における専門職処遇の歴史を振り返ってみたい。
19世紀後半から20世紀初頭に次々と巨大な企業組織を生み出した米国の状況を瞥見しながら、

それとの対比で、わが日本の経営史を紐解いてみる。
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19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀
初
頭
、
広
大
で

未
発
達
の
領
土
と
右
肩
上
が
り
の
人
口
を
擁

し
、
進
取
の
気
象
に
富
ん
だ
米
国
で
は
、
経

営
史
の
泰
斗
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
（
※
1
）
に
よ

れ
ば
、
①
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
代
わ
る
内
部
取

引
制
、
②
内
部
取
引
を
効
率
化
す
る
た
め
の

複
数
職
能
を
備
え
た
組
織
、
③
内
部
取
引
や

経
営
資
源
を
管
理
調
整
す
る
経
営
層
や
本
社

機
能
の
存
在
、
と
い
う
特
質
を
も
っ
た
「
現
代

企
業
」
が
出
現
し
た
。
製
造
か
ら
販
売
ま
で

巨
大
な
垂
直
統
合
組
織
を
作
り
上
げ
た
火
薬

企
業
の
デ
ュ
ポ
ン
社
が
代
表
格
だ
が
、
こ
の
よ

う
な
組
織
で
こ
そ
、
技
術
開
発
や
製
造
、
販

売
、
人
事
、
法
務
と
い
っ
た
各
職
能
に
お
け

る
専
門
職
化
と
、
現
業
に
は
か
か
わ
ら
ず
に
全

社
的
な
資
源
配
分
に
注
力
す
る
責
任
者
と
い

う
意
味
で
の
経
営
者
の
専
門
化
が
同
時
に
起

こ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

同
じ
頃
、
生
産
現
場
で
は
、
テ
イ
ラ
ー
（
※

2
）
が
唱
え
た
、
工
場
で
の
作
業
を
細
分
・

統
合
化
し
、
各
工
程
の
標
準
化
・
専
門
化
を

う
た
う
科
学
的
管
理
運
動
が
始
ま
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
曖
昧
だ
っ
た
職
種
や
職

位
が
固
定
さ
れ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
「
す
べ
て
の

偉
大
な
仕
事
は
、
各
人
が
自
己
に
最
適
の
職

能
を
遂
行
し
、
各
人
が
自
己
の
個
性
を
生
か

し
、
そ
の
特
定
の
職
能
に
お
い
て
最
も
優
れ
て

お
り
（
中
略
）
し
か
も
多
く
の
他
の
人
に
よ
っ

て
統
制
さ
れ
、
彼
ら
と
調
和
し
て
働
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
種
類
の
協
働
に
よ
っ
て

な
さ
れ
る
時
代
が
到
来
し
て
い
る
」（『
科
学
的

管
理
法
』）。
こ
の
過
程
で
、
彼
自
身
が
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
い
う
独
立
専
門

職
と
さ
れ
、
同
じ
意
味
の
企
業
内
専
門
職
も

多
数
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

テ
イ
ラ
ー
の
科
学
的
管
理
を
、
製
品
の
標

準
化
と
い
う
意
味
で
純
化
さ
せ
た
の
が
、
フ
ォ

ー
ド
で
あ
っ
た
。
同
社
の
単
一
商
品
の
大
量

生
産
流
れ
作
業
で
は
、
ラ
イ
ン
の
労
働
者
は

単
純
繰
り
返
し
作
業
に
従
事
し
、
経
営
の
頭

脳
で
あ
る
管
理
・
技
術
・
分
析
・
調
査
な
ど

の
業
務
は
す
べ
て
専
門
職
と
し
て
の
ス
タ
ッ
フ

部
門
に
集
約
さ
れ
た
。
そ
の
業
務
も
専
門
に

応
じ
て
狭
い
分
野
に
分
業
化
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
生
ん
だ
フ
ォ
ー

ド
・
シ
ス
テ
ム
が
本
格
的
な
ス
タ
ッ
フ
専
門
職

を
企
業
組
織
に
位
置
付
け
た
の
で
あ
っ
た
。

米
国
に
お
け
る
専
門
職
隆
盛
の
背
景
と
し

て
大
学
の
存
在
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
20
世
紀
に
入
る
と
、
企
業
に
お
け
る
新
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
何
年
後
か
に
大
学
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
、
毎
年
そ
れ
を
専
攻
・

習
得
し
た
卒
業
生
が
企
業
の
門
を
く
ぐ
る
こ

と
が
常
態
化
し
た
。
大
学
教
育
と
企
業
の
現

場
が
直
結
し
、
専
門
職
と
い
う
存
在
が
社
会

的
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

両
者
の
結
合
の
象
徴
が
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で

あ
る
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
に
1
8
8
1
年

に
開
設
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
ト
ン
・
ス
ク
ー
ル
を
嚆

矢
と
し
、
1
9
0
8
年
、
米
国
初
の
経
営
大

学
院
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル

が
産
声
を
あ
げ
た
。

企
業
内
に
専
門
知
識
や
技
術
を
も
っ
た
人

材
が
多
数
雇
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
第

２
次
大
戦
直
後
か
ら
だ
っ
た
。
ド
ラ
ッ
カ
ー

（
※
3
）
は
1
9
5
4
年
当
時
こ
う
記
し
て
い

る
。「
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
い
え
ば
化
学
者
や
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
人
は
今
で

も
多
い
が
、
最
近
10
年
の
間
に
企
業
に
は
物

理
学
、
生
物
学
そ
の
他
の
自
然
科
学
分
野
の

専
門
技
術
者
、
さ
ら
に
法
律
学
、
経
済
学
、

統
計
学
、
会
計
学
、
心
理
学
な
ど
の
専
門
分

野
の
専
門
科
学
者
が
大
量
に
雇
用
さ
れ
て
い

る
」（『
現
代
の
経
営
』）。

米
国「
現
代
企
業
」が
人
材
の

専
門
職
化
を
推
し
進
め
た

19世紀当時のハーバード大学の様子
c Bettmann/CORBIS/Corbis Japan

フォード社飛躍のきっかけとなったT型フォードの生産風景、1913年
c Bettmann/CORBIS/Corbis Japan

※
１
　
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
D
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー

（
1
9
1
8
〜
）。
米
国
の
経
営
史
学
界
の
第
一

人
者
。
主
著
『
経
営
戦
略
と
組
織
　
米
国
企
業

の
事
業
部
制
成
立
史
』（
実
業
之
日
本
社
）

※
２
　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
W
・
テ
イ
ラ
ー
（
1

8
5
6
〜
1
9
1
5
）。
近
代
的
経
営
管
理
の

創
始
者
に
し
て
エ
ー
ス
。
主
著
『
科
学
的
管
理

法
』（
産
業
能
率
短
期
大
学
出
版
部
）

※
３
　
ピ
ー
タ
ー
・
F
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
（
1
9

0
9
〜
）。
経
営
学
者
・
思
想
家
。
主
著
『
現

代
の
経
営
』『
断
絶
の
時
代
』（
い
ず
れ
も
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
社
）
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日本企業の専門性処遇を振り返る2

科
学
的
経
営
管
理
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
、
戦

前
の
日
本
で
も
導
入
が
試
み
ら
れ
た
。
1
9

1
2
年
に
は
テ
イ
ラ
ー
の
著
書
が
翻
訳
さ
れ
、

1
9
2
3
年
に
は
日
本
能
率
研
究
会
、
1
9

2
5
年
に
は
テ
イ
ラ
ー
協
会
日
本
支
部
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
当
時
の
日
本
で
は
、
こ
れ
ら
は
生

産
現
場
に
お
け
る
作
業
能
率
の
向
上
と
い
う

域
を
越
え
ず
、
作
業
分
析
を
担
当
す
る
専
門

技
術
者
も
、
測
定
屋
や
分
析
屋
と
い
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
能
率
屋
」
に
と
ど
ま
り
、
と
て
も

米
国
流
の
専
門
職
と
い
う
位
置
付
け
で
は
な

か
っ
た
。
経
営
側
が
こ
う
し
た
先
端
管
理
技

術
を
現
場
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
し
か
扱
わ
な

い
以
上
、
せ
っ
か
く
の
技
術
を
身
に
つ
け
た
人

材
も
ラ
イ
ン
の
管
理
者
と
し
て
の
出
世
の
道

を
望
む
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

こ
ん
な
中
で
も
科
学
的
経
営
を
実
践
し
よ

う
と
し
た
経
営
者
も
い
た
。
代
表
的
な
ひ
と
り

に
、
川
崎
造
船
な
ど
の
社
長
を
務
め
た
松
方

幸
次
郎
（
※
4
）
が
い
る
。
松
方
は
、「
米
国

で
は
資
本
家
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
ま
で
が
科

学
的
方
法
に
よ
り
産
出
の
増
大
を
図
っ
て
い

る
」
と
し
て
、
科
学
的
経
営
の
必
要
性
を
熱

心
に
説
き
、
自
社
の
社
内
教
育
学
校
の
修
了

者
が
他
社
に
流
れ
て
も
本
人
ま
た
は
広
く
国

家
の
た
め
に
役
立
つ
な
ら
是
と
す
る
考
え
を
も

っ
て
い
た
。
彼
の
よ
う
な
経
営
者
が
主
流
で
あ

っ
た
な
ら
、
日
本
に
も
米
国
の
よ
う
な
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
が
数
多
く
育
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
戦
前
の
日
本
企
業
で
専
門
職
能

を
も
っ
た
人
材
が
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
第
１
次
大
戦
の
前
後
に
、
三
菱
長
崎
造

船
所
の
船
形
試
験
場
、
東
京
電
気
の
材
料
試

験
室
な
ど
が
相
次
い
で
作
ら
れ
、
第
２
次
大

戦
前
に
な
る
と
、
日
立
中
央
研
究
所
な
ど
、

大
企
業
が
独
立
し
た
研
究
所
を
も
つ
の
が
普

通
に
な
っ
て
い
た
。
当
然
、
そ
こ
に
は
多
く
の

専
門
人
材
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

戦
前
の
日
本
企
業
で
は
、
学
歴
別
の
身
分

制
が
構
築
さ
れ
、
特
に
製
造
業
の
場
合
、
自

社
内
に
熟
練
技
術
者
養
成
の
た
め
の
学
校

（
多
く
は
小
学
校
卒
を
採
用
）
を
擁
し
、
そ
こ

で
育
っ
た
人
材
を
企
業
内
専
門
職
と
し
て
活

用
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
大
学
進
学
率
が
低
く
、

高
学
歴
の
技
術
者
は
企
業
内
に
一
握
り
し
か

い
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
当
時
の
工
業
技
術
の
粋
を
集
め

た
戦
闘
機
、
零
戦
が
、
1
9
3
8
年
当
時
、

三
菱
航
空
機
の
、
ど
ん
な
組
織
で
開
発
さ
れ

た
の
か
を
、
柳
田
邦
男
著
『
零
式
戦
闘
機
』

を
通
じ
て
見
て
み
る
。

設
計
主
務
者
は
東
京
大
学
工
学
部
航
空
学

科
を
出
て
新
卒
で
入
社
し
た
当
時
34
歳
の
堀

越
二
郎
（
※
5
）
で
、
そ
の
下
に
、
計
算
班
、

構
造
班
な
ど
5
つ
の
班
が
あ
り
、
総
員
は
29

名
、
平
均
年
齢
は
24
歳
と
い
う
若
さ
で
あ
っ

た
。
こ
の
う
ち
大
卒
は
堀
越
含
め
3
名
の
み
で
、

メ
ン
バ
ー
の
大
半
は
旧
制
中
学
と
同
じ
工
業

高
校
出
身
、
中
に
は
夜
学
で
設
計
の
実
務
を

身
に
つ
け
、
入
社
試
験
に
パ
ス
し
た
者
も
い
た
。

同
社
の
機
体
設
計
課
で
は
、
大
学
卒
は
入

社
間
も
な
く
技
師
に
な
れ
た
が
、
社
内
養
成

所
で
あ
る
三
菱
工
業
学
校
や
工
業
高
校
な
ど

か
ら
入
っ
た
者
は
簡
単
な
製
図
を
行
う
図
工
、

そ
こ
か
ら
技
手
（
技
師
の
助
手
）
に
昇
格
。
数

年
か
ら
10
年
の
年
期
を
積
む
と
技
師
に
な
れ

た
が
、
こ
う
し
た
叩
き
上
げ
組
が
設
計
主
務
者

に
ま
で
出
世
す
る
の
は
ま
れ
だ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
戦
前
の
日
本
企
業
に
も
専
門
人
材
は
存

在
し
た
が
、
米
国
の
よ
う
に
高
等
教
育
を
受

け
て
入
社
し
て
く
る
人
材
は
非
常
に
少
な
く
、

自
社
内
で
養
成
す
る
人
材
が
大
半
だ
っ
た
。

科
学
的
経
営
は
日
本
で
根
づ
か
ず

専
門
職
の
多
く
は
自
社
内
育
成

戦
前
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
後
に
至
っ
て
も
、
日

本
で
専
門
職
の
人
材
が
一
段
低
く
見
ら
れ
が

ち
な
理
由
は
、
日
本
人
と
欧
米
人
の
職
業
観

職
業
観
・
雇
用
慣
行
の
違
い
が

彼
我
の
差
を
生
ん
だ

の
違
い
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
よ
く
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
日
本
人
は
自
ら
の
仕
事
に
つ
い
て
尋
ね

ら
れ
る
と
、
ま
ず
勤
務
先
の
社
名
を
答
え
る
。

※
４
　
松
方
幸
次
郎
（
1
8
6
5
〜
1
9
5

0
）。
宰
相
経
験
者
の
松
方
正
義
の
三
男
。
川

崎
造
船
所
初
代
社
長
。
そ
の
後
、
神
戸
瓦
斯
、

神
戸
新
聞
な
ど
多
数
の
企
業
で
社
長
お
よ
び
役

員
を
歴
任
。
神
戸
政
財
界
の
巨
頭
と
い
わ
れ
た
。

※
５
　
堀
越
二
郎
（
1
9
0
3
〜
1
9
8
2
）。

零
戦
を
は
じ
め
数
多
く
の
傑
作
軍
事
機
の
設
計

主
務
者
。
戦
後
は
三
菱
重
工
参
事
、
東
京
大
学

講
師
、
防
衛
大
学
校
教
授
な
ど
を
歴
任
。

太平洋戦争で活躍した零戦22型
共同通信社
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三
菱
電
機
の
制
度
変
遷
に

専
門
人
材
処
遇
の
歴
史
を
見
る

三
菱
電
機
に
お
い
て
専
門
職
制
度
が
導
入

さ
れ
た
の
は
1
9
6
2
年
だ
が
、
そ
の
原
型
は

1
9
4
9
年
に
誕
生
し
た
専
門
部
課
長
制
度

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
技
術
面
の
知
識
が
豊
富
で

第
一
線
の
営
業
活
動
に
あ
た
る
セ
ー
ル
ス
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
専
門
部
課
長
に
任
命
し
た
も

の
で
、
人
数
は
ご
く
少
数
だ
っ
た
。

専
門
職
制
度
の
狙
い
で
あ
る
が
、
1
9
6

2
年
当
時
、「
技
術
革
新
の
推
進
役
」
と
「
組

織
の
純
化
」
と
い
う
二
本
柱
が
掲
げ
ら
れ
た
。

前
者
は
専
門
人
材
の
育
成
と
活
躍
の
場
の
拡

大
を
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
管
理
職
と

は
別
の
昇
進
ル
ー
ト
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
処

遇
面
の
配
慮
と
は
別
の
、
機
能
的
組
織
の
追

求
を
意
味
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
処
遇

の
た
め
に
組
織
を
細
分
化
す
る
不
合
理
、
お

よ
び
優
秀
な
技
術
者
を
管
理
職
に
任
命
す
る

こ
と
に
よ
る
技
術
力
の
損
失
と
、
組
織
管
理

に
向
か
な
い
管
理
職
を
作
り
出
し
て
し
ま
う
二

重
の
愚
を
回
避
す
る
目
的
が
あ
っ
た
。
制
度

で
は
、
専
門
職
の
体
系
と
し
て
専
門
部
長
、

専
門
課
長
、
専
門
係
長
の
3
段
階
を
設
置
し
、

人
事
権
を
含
め
、
管
理
職
と
し
て
の
権
限
を

も
た
な
い
と
さ
れ
た
。
賃
金
な
ど
の
待
遇
は
同

一
職
階
の
管
理
職
と
同
等
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
開
始
さ
れ
た
同
社
の
専
門
職
制

度
だ
が
、「
組
織
の
純
化
」
は
実
現
し
た
も
の

の
、「
技
術
革
新
の
推
進
役
」
と
い
う
狙
い
が

な
か
な
か
実
現
せ
ず
、
1
9
6
5
年
に
は
制

度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
内
容
は
、
①
専

門
職
は
与
え
ら
れ
た
職
務
の
計
画
と
決
定
に

常
に
参
画
し
、
勧
告
・
提
案
・
協
力
等
を
行

う
と
い
う
「
責
任
と
権
限
の
明
確
化
」、
②
上

長
の
専
門
職
活
用
義
務
の
明
確
化
、
③
部
下

な
し
状
態
を
改
善
す
る
た
め
の
、
補
助
者
・

協
力
者
の
設
置
、
④
最
上
級
専
門
職
と
し
て

の
技
師
長
の
設
置
、
⑤
専
門
職
任
命
の
厳
正

化
、
⑥
専
門
職
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
へ
の

積
極
活
用
と
い
う
６
点
だ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
制
度
が
う
ま
く
廻
り
始
め
る
か

技
術
者
や
人
事
マ
ン
と
い
っ
た
職
種
を
答
え

る
の
は
ま
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
終
身
雇

用
・
年
功
主
義
・
企
業
内
労
働
組
合
と
い
っ

た
言
葉
で
語
ら
れ
る
日
本
的
雇
用
が
大
い
に

影
響
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
多
く
の
日
本
人
は
学
卒
後
、
就

職
で
は
な
く
「
就
社
」
を
す
る
。
社
内
異
動
を

繰
り
返
し
、
そ
の
会
社
で
力
を
発
揮
す
る
た
め

の
仕
事
経
験
を
積
む
。
仕
事
の
実
績
よ
り
在

社
期
間
が
重
視
さ
れ
る
年
功
シ
ス
テ
ム
の
も

と
で
は
自
己
の
職
務
に
対
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
生
ま
れ
に
く
い
。
職
種
別
組
合

で
は
な
い
か
ら
同
じ
職
種
同
士
の
つ
な
が
り
も

弱
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
、
肩
書
き

や
部
下
の
数
で
人
の
価
値
を
判
断
す
る
、
管

理
職
重
視
の
風
潮
が
あ
る
。
社
会
人
類
学
者

の
中
根
千
枝
（
※
6
）
は
こ
う
書
く
。「（
日
本

の
）
会
社
は
個
人
が
一
定
の
契
約
関
係
を
結

ん
で
い
る
企
業
体
で
あ
る
と
い
う
、
自
己
に
と

っ
て
客
体
の
認
識
で
は
な
く
、
私
の
、
ま
た
わ

れ
わ
れ
の
会
社
で
あ
っ
て
、
主
体
化
し
て
認
識

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
多
く
の
場
合
、
そ
れ
は

自
己
の
社
会
的
存
在
の
す
べ
て
で
あ
り
、
全

生
命
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
い
う
よ
う
な
エ
モ
ー
シ

ョ
ナ
ル
な
要
素
が
濃
厚
に
は
い
っ
て
く
る
」

（『
タ
テ
社
会
の
人
間
関
係
』）。
社
員
と
会
社
が

一
心
同
体
、
仕
事
に
人
が
つ
く
の
で
は
な
く
、

人
に
仕
事
が
つ
く
日
本
企
業
で
は
、
限
ら
れ

た
職
種
を
除
き
、
専
門
職
と
い
う
概
念
が
発

達
し
に
く
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
（
し
か

し
、
一
方
で
ド
ラ
ッ
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て

の
米
国
で
も
、
一
部
の
大
企
業
で
は
仕
事
を

聞
か
れ
て
企
業
名
の
下
に
マ
ン
を
つ
け
て
答
え

る
人
が
多
か
っ
た
と
い
う
）。

※
６
　
中
根
千
枝
（
1
9
2
6
〜
）。
東
京
大

学
名
誉
教
授
。
研
究
対
象
は
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ

ト
・
日
本
の
組
織
。
主
著
『
タ
テ
社
会
の
人
間

関
係
』（
講
談
社
）

し
か
し
、
戦
後
に
な
り
、
高
度
経
済
成
長

期
を
経
て
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
す
る
と
、

低
成
長
時
代
に
入
っ
た
。
単
純
に
モ
ノ
を
つ

く
れ
ば
売
れ
る
時
代
で
は
な
く
な
り
、
あ
ら
ゆ

る
面
で
の
技
術
革
新
が
重
要
に
な
っ
た
。
そ
う

な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
「
人
」
中
心
主

義
か
ら
、「
職
務
」「
能
力
」
中
心
主
義
へ
の
転

換
が
必
要
に
な
る
。
職
場
の
Ｏ
Ａ
化
も
進
み
、

深
い
専
門
知
識
を
も
っ
た
人
材
が
必
然
的
に

要
請
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
、
多
く
の
企
業
が

競
う
よ
う
に
創
設
し
た
の
が
専
門
職
人
事
制

度
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
数
あ
る
企
業
の
中
か
ら
、
先
駆

け
的
存
在
で
あ
っ
た
三
菱
電
機
の
専
門
職
制

度
の
内
容
と
そ
の
変
遷
を
詳
し
く
追
っ
て
み

た
い
。
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日本企業の専門性処遇を振り返る2
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の
よ
う
に
見
え
た
が
、
1
9
7
4
年
、
2
回

目
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
原
因
は
専
門
職

の
数
が
増
大
し
す
ぎ
た
こ
と
だ
っ
た
。
図
表
2

│

1
に
あ
る
よ
う
に
、
ス
タ
ー
ト
時
と
比
べ
、

1
9
7
3
年
に
は
数
が
5
倍
に
も
膨
れ
上
が

っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
採
用
数
の
拡
大

と
高
学
歴
者
の
増
加
が
あ
り
、
急
増
し
た
人

材
の
活
用
と
処
遇
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
専
門

職
の
数
が
増
え
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
数
の
増

加
は
専
門
職
の
権
威
の
低
下
を
招
い
た
。
そ

こ
で
、
高
度
の
専
門
性
を
有
す
る
と
は
い
え
な

い
専
門
部
長
、
専
門
課
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
担

当
部
長
」「
担
当
課
長
」
と
し
て
専
門
職
か
ら

除
外
し
、「
専
門
」
の
中
身
を
、
技
術
の
系
譜

が
今
後
発
展
の
見
込
ま
れ
る
分
野
に
限
定
す

る
改
革
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
大
幅
な
数

の
削
減
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
同
社
で
は

専
門
職
制
度
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
見
直
し
が
行
わ

れ
た
が
、
そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
専
門
職
活
用

の
難
し
さ
と
、
と
も
す
る
と
ラ
イ
ン
管
理
職
に

重
き
が
お
か
れ
た
制
度
運
用
と
な
る
傾
向
が

い
か
に
強
か
っ
た
か
の
証
左
で
も
あ
っ
た
。

時
代
は
下
り
80
年
代
に
近
く
な
る
と
、
同

社
で
は
専
門
職
制
度
の
存
在
意
義
そ
の
も
の

が
希
薄
に
な
っ
て
き
た
。
1
9
7
0
年
の
課

制
廃
止
後
、
実
質
的
に
課
長
と
専
門
課
長
と

の
区
別
が
な
く
な
り
、
専
門
職
制
度
を
お
く
意

味
が
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

1
9
8
0
年
に
専
門
係
長
が
、
翌
年
に
専
門

課
長
が
廃
止
さ
れ
、
職
能
資
格
制
度
を
基
盤

と
し
、「
全
員
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
」「
役

職
か
ら
役
割
へ
の
意
識
転
換
」
を
う
た
っ
た
新

制
度
に
専
門
職
制
度
は
発
展
解
消
さ
れ
た

（
技
師
長
制
は
除
く
）。

し
か
し
、
こ
こ
で
話
は
終
わ
ら
な
い
。
時
代

の
流
れ
と
し
て
専
門
人
材
活
用
の
必
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
り
、
現
在
の
三
菱
電
機
で
は
専

門
職
制
度
が
新
た
な
形
で
復
活
・
運
用
さ
れ

て
い
る
。
2
0
0
2
年
に
形
に
な
っ
た
ば
か
り

の
高
度
専
門
技
術
者
制
度
で
あ
る
。
最
大
の

特
徴
は
、
専
門
職
の
対
象
を
高
い
能
力
を
有

す
る
技
術
者
に
絞
り
、
そ
う
し
た
人
材
の
処
遇

で
は
な
く
、
活
用
に
的
を
絞
っ
た
こ
と
だ
。
図

表
2
│
2
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
高
度
専
門

技
術
者
は
、
上
か
ら
役
員
技
監
、
技
師
長
、

主
管
技
師
長
、
主
席
技
師
長
に
分
か
れ
、
待

遇
は
そ
れ
ぞ
れ
ラ
イ
ン
管
理
職
と
同
じ
で
あ

る
。
以
前
の
専
門
職
制
度
と
の
違
い
だ
が
、

ま
ず
は
2
年
の
任
期
制
で
あ
り
、
固
定
し
た
身

分
で
は
な
く
ラ
イ
ン
と
の
行
き
来
が
行
わ
れ
る

こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
で
人
数
枠
が
決
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
任
命
要
件
も
格
段
に
厳

し
く
な
り
、
取
得
特
許
の
数
、
論
文
発
表
の

本
数
、
社
外
表
彰
の
数
、
ト
ッ
プ
人
脈
の
多

寡
な
ど
計
14
項
目
の
う
ち
、
役
職
ご
と
に
決

め
ら
れ
た
項
目
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
任
命
に
あ
た
っ
て
は
、
具
体
的
な
役
割
が

決
め
ら
れ
た
う
え
で
、
主
席
技
師
長
は
事
業

所
長
、
主
管
技
師
長
は
人
事
担
当
役
員
、
技

師
長
以
上
は
社
長
の
決
裁
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
。

活
用
に
重
き
を
置
い
た
制
度
を
目
指
し
、

高
度
専
門
技
術
者
の
詳
細
な
経
歴
や
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
公
開
、
必
要
に
応

じ
て
、
メ
ー
ル
で
の
相
談
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
社
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
上
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
あ
る
「
技
術
相
談
窓
口
」
を
通
し

て
、
全
社
員
が
高
度
専
門
技
術
者
の
ア
ド
バ

出典：厚生労働省雇用管理調査

出典：『専門能力の育成と活用』（俵実男、日本能率協会）

【図表2-3】専門職制度の企業規格別導入状況（単位：％）

本部長

所長

部長

課長

役員技監
（5名以内）

技師長
（15名以内）

主管技師長
（50名以内）

主席技師長
（200名以内）

高度専門技術者
（任期2年）

ラインの管理職

【図表2-2】三菱電機の高度専門技術者制度 【図表2-1】三菱電機の専門職制度における専門職人員の推移

0 10 20 30 40 50

産業における専門職制度のある企業の割合 

役職、ポスト不足による管理職相当の 
能力保有者の処遇を図るため 

役職にむかない中高年齢者の処遇を図るため 

生産、販売等の各分野に個々の労働者を 
スペシャリスト化して、その能力の有効発揮を図るため 

高度な企画力、研究開発力を有する 
専門家の確保を図るため 

管理職と専門職の機能分化による 
組織の効率化を図るため 

その他 

無回答 

19.5

22.1

12.5

44.4

19.0

39.3

8.9

3.3

出典：厚生労働省雇用管理調査（2002年）

【図表2-4】専門職制度の導入理由（複数回答、単位：％）

相互に異動が可能
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たわら・じつお
1935年生まれ。早稲田大学
法学部卒業、同大学大学院
修士課程修了。早大生産研
究所、日本産業訓練協会、全
日本能率連盟人間能力開発
センター、鹿児島経済大学教
授を経て、現職。主著『支持
される管理者』（日本経営出
版会）、『従業員教育の考え
方・進め方』（日本労働研究
機構）。

イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
も
構
築
さ
れ
て
い

る
。
昨
年
10
月
に
は
、
専
門
技
術
者
が
集
ま

り
、
同
社
の
コ
ア
技
術
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
教
育
の

あ
り
方
、
技
術
面
か
ら
の
全
社
戦
略
支
援
に

つ
い
て
話
し
合
う
技
師
長
会
も
作
ら
れ
た
。
長

年
、
専
門
職
制
度
の
設
計
と
運
用
に
関
わ
っ

て
き
た
同
社
だ
け
に
、
過
去
の
轍
を
踏
ま
な
い

数
々
の
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
成

果
が
注
目
さ
れ
る
。

●

こ
こ
ま
で
、
そ
の
萌
芽
か
ら
数
え
れ
ば
半
世

紀
近
く
に
わ
た
っ
て
試
行
錯
誤
を
続
け
て
き

を
も
っ
て
い
る
企
業
の
割
合
は
全
体
で
2
割

以
下
と
非
常
に
低
い
（
図
表
2
│

3
）。
し
か

し
、
残
り
8
割
の
企
業
で
専
門
人
材
が
い
な

い
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
経
営
あ
る
い

は
知
財
的
観
点
も
考
慮
し
、
あ
く
ま
で
活
用

に
重
き
を
置
い
た
新
し
い
専
門
職
活
用
の
方

法
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

参
考
文
献
（
本
文
で
明
記
し
た
も
の
以
外
）

『
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
』（
中
川
俊
一
郎
、
技
報
堂
出
版
）

『
経
営
革
命
の
構
造
』（
米
倉
誠
一
郎
、
岩
波
書
店
）

『
日
本
雇
用
史
』（
坂
本
藤
良
、
中
央
経
済
社
）

『
専
門
職
制
度
の
考
え
方
と
実
際
』

（
高
山
透
編
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
弘
報
部
）

欧
米
に
お
け
る
従
来
の
専
門
職
は
、
専
門

技
術
者
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
と
科
学
者
に
総
括

さ
れ
ま
す
。
専
門
分
野
に
枝
分
か
れ
し
て
い

る
高
学
歴
職
種
で
、
階
層
の
上
下
と
は
無
関

係
、
一
担
当
者
も
い
れ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ

ー
ダ
ー
や
部
長
に
な
る
人
も
い
る
。
資
格
認

定
を
行
う
の
は
産
官
学
共
同
の
公
的
団
体

で
、
専
門
性
と
並
ぶ
重
要
な
基
準
が
、
職
業

倫
理
（
公
共
奉
仕
・
良
識
・
道
義
的
責
任
）

で
す
。
専
門
団
体
は
倫
理
綱
領
を
遵
守
さ
せ

る
こ
と
で
専
門
職
の
社
会
的
地
位
の
高
さ
を

保
証
し
ま
す
。
私
利
私
欲
を
追
及
す
る
経
営

者
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
高
度
の
専
門
職
と
し
て

の
資
格
認
定
に
欠
け
る
存
在
な
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
企
業
の
専
門
職
は
、

q
社
内
資
格
が
管
理
職
級
、
w
専
門
分
野
は

企
業
が
指
定
す
る
分
野
に
狭
く
限
定
さ
れ

る
、
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

日
本
企
業
の
専
門
職
制
度
は
三
菱
電
機
の

過
去
の
例
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
、
多
く

は
人
事
処
遇
上
の
要
請
だ
っ
た
ん
で
す
。
例

え
ば
、
日
本
の
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
に
は
設
計
技

師
の
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
社
内
で
は

専
門
職
で
は
な
い
。
一
方
、
機
電
関
係
の
技

術
者
は
専
門
職
と
さ
れ
る
。
要
は
、
会
社
の

主
力
分
野
の
専
門
人
材
は
、
欧
米
で
は
専
門

職
で
も
、
日
本
で
は
専
門
職
で
は
な
い
の
で

す
。
専
門
職
は
刺
身
の
ツ
マ
の
よ
う
な
特
殊

分
野
の
少
人
数
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

一
方
で
、
専
門
人
材
の
育
成
法
と
し
て
、

こ
れ
と
見
込
ん
だ
キ
ー
マ
ン
を
、
そ
の
分
野

で
先
端
を
行
く
教
授
の
も
と
に
派
遣
さ
せ
、

成
功
し
た
例
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
人

が
先
生
に
な
っ
て
社
内
に
そ
れ
を
広
め
る
。

戦
略
的
に
重
要
で
、
緊
急
を
要
す
る
技
術
ほ

ど
こ
う
い
う
や
り
方
を
し
て
い
た
わ
け
で
す

が
、
こ
の
人
は
そ
の
後
、
専
門
職
に
な
る
わ

け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
管
理
職
と
な
る
例
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

企
業
が
専
門
人
材
を
う
ま
く
運
用
す
る
に

は
、
例
え
ば
全
員
を
い
ず
れ
か
の
専
門
職
に

し
、
昇
進
評
価
を
思
い
切
り
厳
し
く
す
る
こ

と
で
す
。
適
任
者
が
い
な
け
れ
ば
空
位
に
し

て
能
力
向
上
競
争
を
奨
励
す
る
べ
き
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
専
門
能
力
を
評
価
す
る
指
導

体
制
の
問
題
で
す
。
小
グ
ル
ー
プ
研
究
会
や

社
内
ゼ
ミ
も
有
効
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
専
門
職
が
駄
目
に
な
る
の
は
、
専

本
当
に
機
能
す
る
専
門
職
制
度
と
は

俵
実
男
氏
（
帝
京
平
成
大
学
情
報
学
部
教
授
）

た
三
菱
電
機
の
専
門
職
制
度
の
変
遷
を
見
て

き
た
。
そ
れ
は
他
の
日
本
企
業
を
も
象
徴
す
る

試
行
錯
誤
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

結
論
と
し
て
い
え
ば
、
日
本
企
業
は
専
門

人
材
を
欧
米
、
特
に
米
国
企
業
と
は
違
っ
た

や
り
方
で
処
遇
し
、
活
用
し
て
き
た
。
戦
後
の

焼
け
跡
か
ら
復
興
を
遂
げ
、
世
界
有
数
の
経

済
・
貿
易
大
国
に
ま
で
上
り
つ
め
た
と
い
う

事
実
が
何
よ
り
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
見

て
き
た
よ
う
に
、
問
題
は
人
事
処
遇
制
度
と

し
て
の
専
門
職
制
度
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省

の
雇
用
管
理
調
査
に
よ
れ
ば
、
専
門
職
制
度

門
の
新
陳
代
謝
が
早
い
か
ら
で
す
。
そ
の
人

な
ら
で
は
知
識
・
技
術
が
最
初
の
う
ち
役
立

っ
た
と
し
て
も
、
皆
が
そ
の
技
術
を
会
得
し

た
り
、
よ
り
優
れ
た
技
術
が
出
て
き
て
出
番

が
な
く
な
る
。
雇
用
の
多
様
化
が
進
む
こ
の

時
代
、
企
業
も
す
べ
て
の
人
材
を
自
社
で
抱

え
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
専
門
職
に
関

す
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
い
う
選
択
肢
も

考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
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―

13
世
紀
に
か
け
、
欧
州
各
地
で
大
学

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
ボ
ロ
ー
ニ
ア

大
学
は
そ
の
頃
神
学
、
法
学
、
医
学
、
自
由

学
科
を
教
え
る
予
備
的
学
部
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
学
位
を
も
つ
人
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ

ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
１
４
０
０
年

頃
で
す
が
、
当
初
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
と
呼
ば
れ

た
の
は
神
学
の
学
位
を
も
つ
人
だ
け
で
し
た
。

法
学
や
医
学
の
学
位
を
も
つ
人
は
マ
ギ
ス
テ

ル
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
語
な
ら
職
人
の

親
方
を
指
す
マ
イ
ス
タ
ー
、
英
語
な
ら
バ
チ
ェ

ラ
ー
と
な
る
言
葉
で
す
。

大
学
は
最
初
、
職
人
組
合
に
な
ぞ
ら
え
て

作
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
中
世
の
同
職
組
合

の
祭
り
で
は
、
組
合
員
が
華
美
な
服
装
を
し
、

行
列
を
組
み
ま
し
た
が
、
ボ
ロ
ー
ニ
ア
大
学
で

も
新
し
い
学
頭
の
就
任
式
に
は
、
楽
隊
を
先

頭
に
華
美
な
行
列
が
組
ま
れ
、
学
生
や
役
員

は
特
別
な
礼
装
で
行
列
し
ま
し
た
。
ま
た
同
職

組
合
は
規
約
に
背
い
た
者
を
裁
く
権
利
を
も

っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
も
同
様
で
、
学
生
牢

が
置
か
れ
て
い
た
。
欧
州
に
お
け
る
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
出
発
点
は
職
人
、
手
工
業
者

だ
っ
た
の
で
す
。

現
代
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は
医
者
や
弁

護
士
な
ど
、
そ
の
資
格
を
も
つ
個
人
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
の
出
発
点
で
あ
る
中
世
に
お
い
て
は
、
職
人

と
い
う
概
念
は
個
人
を
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
職
人
の
集
団
と
し
て
仕
事
を
引

き
受
け
、
集
団
で
仕
事
を
実
行
し
て
い
た
の
で

す
。
で
す
か
ら
当
時
の
職
人
た
ち
が
作
っ
た
教

会
な
ど
の
建
物
を
見
て
も
、
個
人
の
署
名
は

ど
こ
に
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
職
人
の
署
名
が

制
作
物
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
ず

っ
と
後
の
時
代
の
こ
と
で
す
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
と
は
職
人
集
団
を
指
し
て
い
た
。
現
代

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
考

え
る
と
興
味
深
い
点
で
す
。

さ
て
、
職
人
集
団
を
率
い
て
い
た
の
が
親
方

で
す
。
親
方
と
な
っ
て
初
め
て
一
人
前
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
え
る
わ
け
で
す
が
、
親

方
に
な
る
に
は
ま
ず
弟
子
入
り
し
、
厳
し
い
修

練
を
積
む
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
技
能
を
磨
き
、

修
業
の
旅
に
も
出
て
、
親
方
に
よ
る
試
験
を

パ
ス
し
て
、
よ
う
や
く
一
人
前
と
な
る
。
親
方

に
な
れ
な
い
職
人
は
給
料
も
少
な
く
、
住
み
込

み
だ
か
ら
結
婚
も
で
き
な
い
。
そ
の
ま
ま
年
老

い
て
し
ま
う
人
も
い
ま
し
た
。
一
人
前
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
な
る
ま
で
の
道
の
り
は
、

現
代
よ
り
も
厳
し
か
っ
た
の
で
す
。

ド
イ
ツ
の
大
学
図
書
館
の
入
館
規
則
は

「
本
学
の
図
書
館
は
、
全
世
界
の
大
学
教
授
と

学
生
の
た
め
に
開
か
れ
て
い
る
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
日
本
の
大
学
は
通
常
、「
本
学
の

C
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研
究
者
が
語
る
問
題
へ
の
視
点

Part 1
企
業
事
例
に
先
立
ち
、
二
人
の
研
究
者
に
ご
登
場
い
た
だ
く
。
一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
阿
部
謹
也
氏
に
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
起
源
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
状
況
と
、

日
本
社
会
特
有
の「
世
間
」が
専
門
性
へ
の
尊
敬
に
与
え
る
影
響
を
お
聞
き
し
た
。
同
志
社
大
学
政
策
学
部
教
授
の
太
田
肇
氏
に
は「
は
じ
め
に
」で
も
触
れ
た
企
業
内

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
論
を
さ
ら
に
展
開
い
た
だ
く
。
二
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
現
代
の
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
読
み
解
く
視
座
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

職
人
の
作
品
を
見
て
も

署
名
は
見
当
た
ら
な
い

世
界
の
教
授
と
学
生
に

開
か
れ
た
ド
イ
ツ
の
大
学

プ
ロ
の
起
源
は
職
人
集
団
だ
っ
た

人
を
尊
敬
し
な
い
悲
し
い
日
本
人

阿
部
謹
也
氏
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

あべ・きんや
一橋大学名誉教授
一橋大学学長、共立女子大学学
長を歴任。専攻は西洋中世史。
著書は『阿部謹也著作集』（筑摩書
房）『日本人の歴史意識－「世間」
という視覚から』（岩波新書）『ヨー
ロッパを見る視角』（岩波書店）など。
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ま
せ
ん
。
日
本
人
に
尊
敬
す
る
人
を
聞
く
と

「
お
母
さ
ん
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
尊
敬
と
い
う
よ
り

は
親
し
み
の
感
情
で
す
。
尊
敬
す
る
人
が
い
な

い
日
本
人
は
、
悲
し
い
存
在
だ
と
感
じ
ま
す
。

私
的
な
企
業
の
中
で
一
人
ひ
と
り
の
も
つ

専
門
性
を
評
価
し
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を

優
遇
す
る
の
は
、
日
本
社
会
で
は
難
し
い
で
し

ょ
う
。
日
本
で
の
専
門
性
は
、
医
師
や
弁
護

士
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
家
資
格
と
結
び
つ

い
た
と
き
に
初
め
て
世
間
か
ら
評
価
さ
れ
ま

す
。
企
業
に
お
い
て
専
門
職
制
度
を
機
能
さ

せ
る
に
は
、
給
与
体
系
を
一
般
社
員
と
変
え

る
、
特
別
な
待
遇
を
与
え
る
な
ど
、
高
い
評
価

を
し
て
い
る
こ
と
を
社
内
外
に
も
わ
か
り
や
す

く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
す
る
と
全

社
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
て
な
く
な
る
と
い
う
よ
う

に
他
の
問
題
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
企
業
に
専
門
職

を
置
く
必
然
性
が
あ
っ
た
の
か
は
疑
問
に
感

じ
ま
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
制
度
も
維
持
さ
れ
、

機
能
し
て
い
た
は
ず
で
す
。
企
業
は
「
個
性
の

あ
る
人
材
を
採
用
し
た
い
」
と
い
う
が
、
本
音

は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
個
性
の
あ
る
人
ば
か

り
で
は
組
織
の
維
持
が
大
変
で
す
。
会
社
に

と
っ
て
都
合
の
い
い
個
性
だ
け
が
ほ
し
か
っ
た

に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

の
活
用
よ
り
も
、
会
社
全
体
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
優
先
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

の
研
究
者
た
ち
は
専
門
分
野
以
外
に
も
関
心

を
も
ち
、
一
般
社
会
と
の
関
係
も
開
こ
う
と
す

る
。
そ
の
意
識
が
な
い
日
本
の
研
究
者
は
社

会
の
こ
と
を
知
ろ
う
と
せ
ず
、
自
分
た
ち
の
分

野
を
理
解
し
て
も
ら
う
努
力
も
し
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
方
で
日
本
企
業
で
は
専
門
職
制
度
が
う

ま
く
機
能
し
な
い
な
ど
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
が
尊
敬
さ
れ
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
は
欧
米
に
な
い
、
日
本
独
自
の
生
活
の
形

で
あ
る
「
世
間
」
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
世
間

と
は
人
を
取
り
巻
く
人
間
関
係
の
枠
で
す
。

会
社
、
役
所
、
大
学
の
学
部
、
趣
味
の
集
ま

り
、
ク
ラ
ブ
や
同
窓
会
な
ど
が
み
な
世
間
を
な

し
て
お
り
、
日
本
人
一
人
ひ
と
り
の
行
動
を
拘

束
し
て
い
ま
す
。

世
間
で
暮
ら
す
人
は
世
間
の
人
々
に
の
み

視
線
を
向
け
て
お
り
、
自
分
の
世
間
以
外
に

関
心
を
向
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
世
間
の
範
囲
で
は
理
解
で
き
な
い
よ
う
な

高
い
専
門
性
を
も
ち
、
世
間
を
超
え
て
仕
事

を
し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
は
、
多
く
の
日
本

人
か
ら
は
存
在
が
見
え
て
い
な
い
。
見
え
な
い

も
の
に
対
し
て
評
価
や
尊
敬
は
で
き
な
い
で
し

ょ
う
。

あ
る
企
業
の
研
究
者
の
方
が
「
日
本
人
は

人
を
尊
敬
し
な
い
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
欧
米
で
は
学
者
、
政
治
家
、
歴
史
上
の

英
雄
に
ち
な
ん
だ
町
や
通
り
の
名
前
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
に
ノ
ー
ム
・

チ
ョ
ム
ス
キ
ー
と
い
う
言
語
学
者
が
い
ま
す
。

彼
は
専
門
の
言
語
学
で
も
高
い
業
績
を
あ
げ

て
い
ま
す
が
、
一
方
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
降
、

米
国
の
外
交
に
関
す
る
発
言
も
続
け
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
自
分
の
専
門
分
野
は
と
も
か

く
、
社
会
問
題
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
自
分

の
意
見
を
表
明
で
き
る
学
者
は
非
常
に
少
な

い
の
で
す
。「
日
本
の
国
立
大
に
世
界
に
開
か

れ
た
研
究
所
を
作
り
た
い
」
と
い
う
意
見
を
聞

き
ま
す
が
、
私
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
日
本
の
学
者
が
米
国
に
行
く
場

合
は
、
専
門
分
野
に
つ
い
て
し
か
発
言
で
き
な

く
て
も
無
視
さ
れ
る
だ
け
で
す
が
、
日
本
の
研

究
所
に
米
国
人
が
来
た
場
合
は
そ
う
は
い
き

ま
せ
ん
。
彼
が
専
門
以
外
の
幅
広
い
話
題
に

つ
い
て
議
論
し
よ
う
に
も
、
日
本
の
学
者
た
ち

は
誰
も
話
し
相
手
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が

起
こ
る
で
し
ょ
う
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は
自
分
の
専
門
分
野

に
つ
い
て
深
い
知
識
を
も
つ
一
方
で
、
一
般
社

会
や
専
門
外
の
人
た
ち
と
の
関
係
を
開
い
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
批
判
も
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
日
本
の
理
系

の
専
門
家
は
、
そ
こ
ま
で
の
意
識
は
も
て
て
い

な
い
。
ひ
と
つ
の
専
門
性
に
凝
り
固
ま
っ
て
し

ま
っ
て
は
応
用
が
利
か
ず
、
社
会
で
の
使
い
道

も
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

学
問
の
目
的
が
「
世
界
の
構
造
を
明
ら
か

に
す
る
」
だ
と
い
う
意
識
が
あ
る
か
ら
、
欧
米

教
授
と
学
生
が
利
用
で
き
る
」
で
し
ょ
う
。
こ

の
違
い
は
欧
州
と
日
本
に
お
け
る
学
問
観
の

違
い
か
ら
出
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
学
問
の
目
的
と
い
う
と
、
正

確
な
知
識
を
探
求
し
、
身
に
つ
け
る
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
欧
州
で
は
、
正
確
な
知
識

は
学
生
で
な
く
と
も
、
一
般
の
人
も
も
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は

学
問
の
目
的
は
何
か
と
い
え
ば
「
理
性
を
駆

使
し
、
世
界
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
い

う
見
方
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
源

流
は
中
世
の
神
学
に
お
け
る
「
神
の
知
恵
に

最
も
近
づ
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」
と

い
う
問
い
か
け
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
学
問
に

携
わ
る
世
界
中
の
教
授
や
学
生
は
「
世
界
の

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
い
う
使
命
を
帯
び

た
仲
間
だ
と
考
え
る
。
だ
か
ら
大
学
の
図
書
館

も
全
世
界
の
教
授
や
学
生
に
開
か
れ
る
わ
け

で
す
。

こ
う
し
た
学
問
観
の
違
い
は
、
日
本
の
、
特

に
理
系
の
専
門
家
に
見
ら
れ
る
問
題
と
も
関

連
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
原
子
力
発
電
所

に
お
け
る
装
置
の
ひ
び
割
れ
事
故
を
例
に
と
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
電
力
会
社
の
技
術
者
は
、
そ

の
ひ
び
割
れ
事
故
が
放
射
能
漏
れ
な
ど
深
刻

な
事
態
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
は
よ
く
知
っ
て

い
ま
す
。
で
す
が
彼
ら
は
「
一
般
の
人
た
ち
は

原
子
力
発
電
に
強
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
や
恐

れ
を
も
っ
て
い
る
」
と
い
う
、
日
本
社
会
の
こ

と
と
な
る
と
よ
く
知
ら
な
い
。
そ
の
結
果
「
た

い
し
た
こ
と
で
は
な
い
の
だ
か
ら
」
と
事
故
を

隠
し
、
か
え
っ
て
原
子
力
発
電
に
対
す
る
世

間
の
拒
否
反
応
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

日
本
で
目
立
た
な
い

専
門
以
外
で
の
発
言

世
間
を
超
え
る
仕
事
は

存
在
自
体
が
見
え
な
い

高
い
評
価
し
て
い
る
と

社
内
外
に
わ
か
り
や
す
く
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プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
は
ど
ん
な
職
業
の

人
た
ち
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
職
業
社

会
学
的
な
分
類
に
よ
る
定
義
が
あ
り
ま
す
。
公

共
に
奉
仕
す
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
、
高
度
な
専

門
的
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
最
初

に
挙
げ
ら
れ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
条
件

で
す
。
専
門
的
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
長
期

に
わ
た
る
教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
、
専
門
的

能
力
と
職
業
倫
理
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
学
会
、

協
会
な
ど
専
門
職
組
織
を
も
つ
こ
と
も
条
件

に
加
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
完
全
に
備
え
た
職

業
と
し
て
は
、
医
師
、
法
律
家
、
科
学
者
な

ど
が
代
表
的
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

企
業
の
中
を
見
る
と
、
公
共
へ
の
奉
仕
の

側
面
は
制
約
を
受
け
た
り
薄
め
ら
れ
た
り
す
る

場
合
が
あ
る
も
の
の
、
専
門
的
能
力
の
面
に

注
目
す
る
と
、
厳
密
に
定
義
さ
れ
た
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
近
い
職
種
が
か
な
り
存
在
し
ま

す
。
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
ア
ナ
リ
ス
ト
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
研
究
者
、
技
術

者
、
さ
ら
に
は
一
部
の
営
業
職
と
い
っ
た
職
種

の
人
た
ち
は
、
社
会
的
に
一
定
の
価
値
を
認

め
ら
れ
た
専
門
的
能
力
を
も
ち
、
企
業
内
で

そ
れ
を
活
か
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
は

こ
れ
ら
の
人
た
ち
を
「
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
の
段
階
を
終
え
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に
生
き
残
る
た
め
、
新
し

い
価
値
を
生
み
出
す
専
門
的
知
識
や
能
力
が

一
層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
社
員
に
は
組
織

へ
の
一
体
化
や
忠
誠
心
よ
り
、
プ
ロ
と
し
て
能

力
を
発
揮
し
、
そ
の
成
果
を
通
じ
て
組
織
に

貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
低

成
長
と
高
齢
化
の
も
と
、
長
期
雇
用
、
年
功

序
列
、
手
厚
い
福
利
厚
生
制
度
と
い
っ
た
日

本
的
雇
用
慣
行
を
企
業
が
維
持
す
る
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
環
境
変
化
に
敏

速
に
適
応
し
、
労
働
力
を
効
率
的
に
活
用
し

よ
う
と
、
ス
ト
ッ
ク
型
の
正
社
員
か
ら
、
フ
ロ

ー
型
の
契
約
社
員
、
派
遣
社
員
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
へ
と
雇
用
形
態
を
切
り
替
え
る
企
業

も
増
え
て
い
ま
す
。
組
織
に
囲
い
込
ま
れ
、
ぶ

ら
下
が
る
の
で
は
な
く
、
社
員
に
プ
ロ
志
向
を

求
め
る
動
き
が
企
業
側
に
広
ま
っ
て
い
る
の
で

す
。個

人
の
側
に
も
プ
ロ
志
向
は
強
ま
っ
て
い

ま
す
。
日
本
的
雇
用
慣
行
が
ゆ
ら
ぐ
中
、
仕

事
や
組
織
に
対
す
る
か
か
わ
り
方
や
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
お
い
て
「
仕
事
と
会
社
を
区
別
」「
専

門
と
す
る
仕
事
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
い
っ
た

態
度
で
臨
む
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

プ
ロ
志
向
は
若
い
人
に
よ
り
顕
著
で
す
。
１
９

９
６
年
か
ら
99
年
に
か
け
、
関
西
の
複
数
の

大
学
で
、
経
済
学
部
、
経
営
学
部
の
学
生
に

簡
単
な
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。「
組
織

に
は
属
す
る
が
、
専
門
職
と
し
て
能
力
を
発
揮

し
た
い
」
と
い
う
回
答
が
半
数
を
占
め
、「
組

織
内
で
昇
進
し
、
高
い
地
位
に
就
き
た
い
」

と
い
う
回
答
は
4
分
の
１
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
ほ
か
個
人
の
側
の
プ
ロ
志
向
を
後
押

し
す
る
の
は
、
会
社
が
描
い
た
枠
の
中
で
職
業

生
活
を
送
る
の
で
は
な
く
、
実
力
次
第
で
地

位
も
名
誉
も
手
に
入
り
、
キ
ャ
リ
ア
を
青
天
井

で
設
計
で
き
る
こ
と
、
仕
事
の
評
価
が
組
織

で
は
な
く
顧
客
に
よ
っ
て
な
さ
れ
明
確
で
あ
る

こ
と
、
自
ら
の
裁
量
で
仕
事
と
私
生
活
の
両

立
が
図
り
や
す
い
こ
と
な
ど
で
す
。

工
業
型
、
少
品
種
大
量
生
産
の
時
代
で
は
、

仕
事
の
標
準
化
と
均
質
な
労
働
力
の
確
保
が

不
可
欠
で
し
た
。
だ
か
ら
企
業
は
社
員
の
勤

務
時
間
、
勤
務
態
度
や
働
き
方
、
さ
ら
に
は

私
生
活
ま
で
管
理
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
う

し
て
社
員
の
生
活
に
深
く
関
与
し
、
給
与
格

差
を
あ
ま
り
つ
け
な
い
こ
と
で
富
の
再
分
配
も

す
る
と
い
う
、「
大
き
な
組
織
」
が
完
成
し
た

の
で
す
。
し
か
し
大
き
な
組
織
は
、
プ
ロ
志
向

の
社
員
が
仕
事
を
す
る
環
境
と
し
て
は
大
変

非
効
率
で
す
。「
仕
事
は
み
ん
な
で
取
り
組
む
」

と
い
う
前
提
だ
か
ら
、
社
員
個
々
の
成
果
へ

の
貢
献
が
わ
か
り
に
く
く
、
大
き
な
利
益
を
も

た
ら
す
発
明
を
し
て
も
報
奨
金
は
2
万
円
に

な
っ
て
し
ま
う
。
社
員
の
生
活
に
深
く
関
与
す

る
こ
と
が
、
プ
ロ
と
し
て
自
律
的
に
働
き
た
い

社
員
の
反
発
も
招
き
ま
す
。

組
織
よ
り
仕
事
に
対
し
て
一
体
化
し
、
仕

事
を
通
し
て
自
ら
の
目
的
を
達
成
し
つ
つ
、
利

プ
ロ
社
員
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
型
組
織

創
造
性
が
専
門
的
能
力
の
核
に
な
る

太
田
肇
氏
（
同
志
社
大
学
政
策
学
部
教
授
）

社
員
に
プ
ロ
志
向
を

求
め
る
動
き
広
ま
る

「
大
き
な
組
織
」の
会
社

企
業
内
プ
ロ
に
は
非
効
率

おおた・はじめ
同志社大学政策学部教授
三重大学人文学部助教授、滋
賀大学経済学部などを経て
2004年4月から現職。専攻は組
織論。著書は『プロフェッショナ
ルと組織』（同文舘出版、1993
年）『「個力」を活かせる組織』
（日本経済新聞社、2000年）
『選別主義を超えて』（中公新書、
2003年）など。
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Part1 育成、評価、処遇の試み3

益
に
も
貢
献
す
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ
志
向
の
人

材
を
活
用
す
る
た
め
、
企
業
は
「
大
き
な
組
織
」

か
ら
「
イ
ン
フ
ラ
型
組
織
」
へ
と
転
換
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
具
体
的
要
件
は
（
１
）

組
織
に
対
す
る
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
や
一
体

化
が
要
求
さ
れ
な
い
（
２
）
移
動
の
障
害
が

少
な
い
オ
ー
プ
ン
な
組
織
で
あ
る
（
３
）
個
々

人
が
専
門
の
仕
事
を
継
続
で
き
、
仕
事
上
必

要
な
権
限
や
自
律
性
が
保
障
さ
れ
て
い
る

（
４
）
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
個
人
の
仕

事
を
支
援
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
（
５
）
個

人
が
仕
事
で
成
果
を
あ
げ
、
目
的
・
目
標
を

達
成
す
る
枠
組
み
が
あ
る
（
６
）
個
人
間
、
部

門
間
の
調
整
機
能
が
あ
る

で
す
。
企
業
に

と
っ
て
本
当
に
必
要
な
の
は
組
織
へ
の
一
体

感
や
忠
誠
心
で
は
な
く
、
仕
事
の
成
果
で
あ

る
は
ず
で
す
。
プ
ロ
志
向
の
人
材
が
成
果
を
あ

げ
る
た
め
に
は
、
企
業
と
個
人
双
方
が
、
組
織

を
仕
事
の
た
め
の
手
段
と
位
置
付
け
る
べ
き

で
す
。

組
織
と
個
人
双
方
に
よ
る
プ
ロ
へ
の
志
向

が
強
ま
る
だ
け
で
な
く
、
求
め
ら
れ
る
専
門
的

能
力
の
中
身
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
資
格
や
学
歴
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
知
識
や

技
術
の
量
で
は
な
く
、
創
造
性
が
専
門
的
能

力
の
核
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。
変
化
に

は
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
進
展
が
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
す
。
単
純
作
業
や
定
型
的
な
仕

事
は
、
人
手
か
ら
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム

へ
と
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
な

る
と
既
存
の
知
識
や
技
術
を
い
つ
ま
で
も
応

用
し
、
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
あ
ま
り

価
値
を
生
ま
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結

果
、
資
格
の
価
値
も
相
対
的
に
は
下
落
し
て

い
く
と
考
え
ま
す
。
資
格
は
運
転
免
許
証
の

よ
う
に
、
あ
る
専
門
分
野
に
つ
い
て
最
低
限
の

知
識
や
技
能
を
も
つ
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
に

す
ぎ
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

い
く
ら
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
れ

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
な
い
能
力
と
は
い
っ
た
い

何
で
し
ょ
う
か
。
広
い
意
味
で
の
創
造
力
、
交

渉
力
、
判
断
力
、
感
性
と
い
っ
た
も
の
だ
と
考

え
ま
す
。
人
間
特
有
の
能
力
、
パ
タ
ー
ン
化
で

き
な
い
能
力
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
求
め
ら
れ
る
の
は
デ
ジ
タ
ル
的
能
力
で
は

な
く
、
ア
ナ
ロ
グ
的
能
力
な
の
で
す
。

パ
タ
ー
ン
化
で
き
な
い
創
造
性
が
専
門
的

能
力
の
核
に
な
っ
て
く
る
と
す
る
と
、
企
業
内

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
て
る
た
め
に
必
要

な
能
力
開
発
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
誤
解

が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
ひ
と

つ
目
は
「
こ
れ
か
ら
は
専
門
知
識
が
重
要
な
の

だ
か
ら
、
資
格
や
学
歴
が
最
も
大
事
だ
」
と
い

う
誤
解
で
す
。

さ
き
ほ
ど
「
資
格
と
は
運
転
免
許
証
の
よ

う
な
も
の
」
と
例
え
た
よ
う
に
、
知
識
や
技
術

は
専
門
的
能
力
の
ベ
ー
ス
と
し
て
必
要
で
は

あ
る
が
、
そ
の
上
に
人
間
特
有
の
、
パ
タ
ー
ン

化
で
き
な
い
能
力
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
ひ
と

つ
目
の
説
は
正
し
い
と
は
い
え
な
く
な
り
ま

す
。
誤
解
の
二
つ
目
は
、「
経
験
や
古
い
知
識

を
学
ん
で
も
新
た
な
課
題
に
対
応
で
き
な
い
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
も
う
古
い
。
こ
れ
か
ら
は
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―

Ｊ
Ｔ
が
重
要
だ
」
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し

Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
や
学
歴
、
資
格
で
得
た
ベ
ー

ス
の
上
に
創
造
性
を
積
み
上
げ
る
こ
と
は
、
質

の
高
い
実
務
経
験
、
す
な
わ
ち
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
通

じ
て
し
か
実
現
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
は
2
番
目
と
も
関
連
し
ま
す
が
、「
企

業
特
殊
的
な
仕
事
の
や
り
方
は
外
部
に
通
用

し
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
ど
こ
の
会
社
で
も
通
用

す
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
べ
き
だ
」

と
い
う
誤
解
で
す
。
パ
タ
ー
ン
化
で
き
な
い
能

力
で
あ
る
、
創
造
力
、
交
渉
力
、
判
断
力
、

感
性
な
ど
に
関
す
る
暗
黙
知
は
、
あ
る
会
社

に
特
有
で
、
ど
こ
も
真
似
で
き
な
い
仕
事
に
こ

そ
宿
っ
て
い
ま
す
。
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
す

仕
事
に
よ
っ
て
得
た
も
の
が
、
他
の
場
所
で
も

通
用
し
て
い
く
の
で
す
。

今
後
の
能
力
開
発
に

3
つ
の
誤
解
が
あ
る
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東
京
の
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
箱
崎
事
業
所
、
１
階

ロ
ビ
ー
。「
会
社
の
顔
」
で
あ
る
こ
の
場
所
に
、

同
社
が
認
定
す
る
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
た
ち
の
肖
像
写
真
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
の
説
明
と
と
も
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
最
高
位
で
あ
る
フ
ェ
ロ
ー

と
、
そ
の
次
に
位
置
す
る
Ｄ
Ｅ
（
デ
ィ
ス
テ
ィ

ン
グ
イ
ッ
シ
ュ
ド
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
た
ち
。
実

績
を
あ
げ
て
き
た
彼
ら
の
高
い
専
門
性
を
、
同

社
が
い
か
に
尊
敬
し
、
高
い
処
遇
で
応
え
て
い

る
か
を
象
徴
す
る
光
景
だ
。

同
社
は
開
発
・
製
造
部
門
と
、
営
業
・
サ

ー
ビ
ス
部
門
の
２
つ
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
こ

の
う
ち
主
に
営
業
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
認
定
す
る
の
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ

（IB
M
C
ertified

P
rofessional

）
制
度
だ
。

冒
頭
述
べ
た
Ｄ
Ｅ
の
う
ち
お
よ
そ
半
数
が
、
Ｉ

Ｃ
Ｐ
制
度
に
よ
っ
て
「
営
業
・
サ
ー
ビ
ス
部

門
に
お
け
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
頂
点
」

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
制
度
の
仕
組
み
や
実
際
の
運
用
を

理
解
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
制
度
の
生
ま
れ
た

背
景
か
ら
見
て
み
よ
う
。
１
９
９
０
年
代
初

め
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
大
き
な
事
業
構
造
転
換
に
直

面
し
、
そ
れ
を
や
り
遂
げ
た
。
メ
イ
ン
フ
レ
ー

ム
な
ど
製
品
主
体
の
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
、「
シ
ス

テ
ム
構
築
か
ら
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
決
定
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
管
理
・
運
用
に
至
る
ま
で
、
文

字
通
り
顧
客
の
側
に
立
っ
て
、
す
べ
て
を
引
き

受
け
、
行
動
す
る
」（『
巨
象
も
踊
る
』
ル
イ

ス
・
ガ
ー
ス
ナ
ー
著
）
と
い
う
、
サ
ー
ビ
ス
主

体
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
転
換
だ
（
図
表
３
―

２
―

１
）。
こ
の
結
果
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）

の
売
上
高
構
成
比
は
大
き
な
変
化
を
遂
げ
る
。

１
９
９
０
年
、
６
割
を
超
え
て
い
た
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
の
構
成
比
は
、
２
０
０
２
年
に
は
４

割
を
切
る
ま
で
に
低
下
。
か
わ
っ
て
サ
ー
ビ
ス

4
社
の
先
進
的
取
り
組
み
に
学
ぶ

Part 2
先
進
的
な
4
社
に
お
け
る
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
処
遇
の
試
み
を
見
て
い
く
。

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
は
事
業
構
造
の
転
換
を
独
自
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
認
定
制
度
で
推
進
し
た
。

三
菱
化
学
は
報
奨
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
な
ど
研
究
者
の
処
遇
改
革
に
取
り
組
む
。
伊
勢
丹
ら
し
い
社
員
の
育
成
と
高
い
専
門
性
に
は
、

ど
ん
な
接
点
が
あ
る
の
か
。
博
報
堂
は
別
会
社
化
な
ど
を
通
じ
て
、
多
様
な
専
門
性
を
活
用
す
る
試
み
を
続
け
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
・
ソ
フ
ト

6
割
ま
で
増
加
し
た

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換
支
え
た
原
動
力

「
問
題
解
決
の
プ
ロ
」認
定
制
度
と
は

日本アイ・ビー・エム
株式会社

●事業内容：情報処理、ソフトウェア、
通信システムなどのソリューション提供
●本社所在地：東京都港区
●設立年：1937年
●従業員数：20,656人
●売上高（連結）：1兆4,979億円

（2003年12月期）
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Part2 育成、評価、処遇の試み3

表
３
―
２
―
４
に
示
し
た
職
階
制
度
だ
。
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は
ラ
イ
ン
専
門
職
と
は
異
な

る
評
価
に
よ
っ
て
昇
進
す
る
「
デ
ュ
ア
ル
ラ
ダ

ー
」
と
な
っ
て
い
る
。
右
上
の
「
認
定
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
部
分
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
で
認
定
さ

れ
た
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
の
位

置
だ
。
さ
ら
に
こ
の
中
は
ラ
イ
ン
専
門
職
と
同

様
に
、
職
責
に
よ
り
３
段
階
程
度
に
分
か
れ
て

い
る
。
一
番
下
は
ラ
イ
ン
専
門
職
で
い
う
次
長

ク
ラ
ス
、
最
高
位
が
冒
頭
登
場
し
た
フ
ェ
ロ
ー
、

Ｄ
Ｅ
で
、
ラ
イ
ン
専
門
職
で
は
理
事
、
役
員
ク

ラ
ス
に
該
当
す
る
。
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
第
一
線
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
顧
客
の
課
題
を
解
決
す
る
仕
事
を
続
け
て

い
っ
て
も
、
役
員
ク
ラ
ス
ま
で
昇
進
で
き
る
道

が
開
か
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

次
に
Ｉ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
認
定
さ
れ
る
た
め
の
、

４
つ
の
要
件
を
見
て
み
よ
う
。
第
１
は
ビ
ジ
ネ

ス
の
規
模
だ
。「
課
長
ク
ラ
ス
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
は
○

「
多
様
化
す
る
お
客
様
の
ご
要
望
に
、
よ
り
一

層
お
応
え
す
る
た
め
に
は
、
お
客
様
の
経
営
上

の
課
題
を
一
番
理
解
し
て
い
る
営
業
担
当
者

や
技
術
者
が
継
続
的
な
信
頼
関
係
（
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を
持
た
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
認
定
後
も
現
場
の
第
一
線
と
し
て
ビ

ジ
ネ
ス
の
責
任
を
持
つ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
制
度
は
必
要

不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

人
材
企
画
リ
ソ
ー
ス
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
中
村

充
範
氏
は
説
明
す
る
。
顧
客
が
信
頼
し
て
い

る
営
業
担
当
者
や
シ
ス
テ
ム
技
術
者
が
社
内

の
昇
進
等
で
ラ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
な

り
、
現
場
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
、
社
員

の
処
遇
ア
ッ
プ
を
図
り
つ
つ
回
避
で
き
る
と
い

う
点
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
制
度
の
特
長
と
い
え
る
。

ま
た
、
技
術
の
高
度
化
、
細
分
化
も
影
響

し
て
い
る
。
例
え
ば
顧
客
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組

み
を
把
握
し
、
最
適
な
シ
ス
テ
ム
を
構
想
、
設

計
す
る
Ｉ
Ｔ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
（
Ｓ
Ｅ
）
も
、
現

在
は
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
な
ど
、
７
つ
の
専
門
分
野
に
分
か
れ

て
い
る
。「
か
つ
て
は
一
人
の
Ｓ
Ｅ
で
カ
バ
ー

で
き
て
い
た
分
野
が
高
度
化
、
細
分
化
し
、

何
人
も
の
専
門
家
で
取
り
組
む
必
要
が
出
て

き
て
い
る
。
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
い
っ
た
い
ど
の

分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
の
か
、
明
確

に
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
」（
中
村

氏
）。こ

の
よ
う
な
状
況
で
整
備
さ
れ
た
の
が
、
図

と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
合
計
が
６
割
と
な
っ
た

（
図
表
３
―
２
―
２
）。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
の
は
92
年
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
制
度
の
浸
透
と

サ
ー
ビ
ス
主
体
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
転
換
は
、
軌

を
一
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

問
題
の
所
在
も
明
確
で
な
い
よ
う
な
状
況

か
ら
顧
客
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
、
一

緒
に
な
っ
て
高
度
な
問
題
を
解
決
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
体
制
が
必
要
な
の
だ
ろ

う
か
。
図
表
３
―
２
―
３
を
見
て
ほ
し
い
。
顧

客
と
の
接
点
に
立
つ
営
業
、
セ
ー
ル
ス
や
シ
ス

テ
ム
構
築
に
か
か
わ
る
Ｉ
Ｔ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
や

Ｉ
Ｔ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
Ｓ
Ｅ
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
性
を
も
っ
た
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
課
題
解
決
に
は
必
要
と

な
る
。
彼
ら
は
社
内
で
は
機
能
ご
と
に
別
の
部

署
に
所
属
し
て
い
る
が
、
顧
客
に
対
し
て
は
ひ

と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
す

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
実
際
に
動
か
す

人
材
を
育
て
、
評
価
し
、
認
定
す
る
の
が
Ｉ

Ｃ
Ｐ
制
度
の
役
割
だ
と
い
え
る
。

I
C
P
認
定
後
も
第
一
線

信
頼
獲
得
に
不
可
欠

製品主体のビジネス サービス主体のビジネス 

●課題解決支援（サポート） 

●自前主義（フル・ラインアップ指向） 

●類似性の指向 

●改善 

●ピラミッド型組織 

●トップダウンとボトムアップ 

●中央統制 

●規格／画一性 

●組織の協調性重視 

●人材育成：ライン志向 

 

 
今までとは異なったコンピテンシーをもった人が求められる。 

今までとは異なったマネジメント・システムや指標が必要となる。 

●課題解決実施（パフォーム） 

●提携・補完主義（オンリー・ワン指向） 

●独自性の追求 

●改革 

●ネットワーク型組織 

●トップと担当責任者の直結 

●自立分散 

●多様／独創性 

●組織の創造性重視 

●人材育成：専門家指向 

 

 

【図表3-2-1】製品主体からサービス主体へ

出典：日本ＩＢＭ提供の資料から編集部が作成

一階ロビーに飾られたフェロー、ＤＥの肖像写真
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○
万
円
、
Ｄ
Ｅ
な
ら
×
×
万
円
」
と
、
取
り

組
む
仕
事
の
予
算
規
模
が
明
確
な
数
字
で
規

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ひ
と
つ
の
専
門
分
野

が
今
後
ど
の
く
ら
い
の
成
長
を
見
込
め
る
か
と

い
う
形
で
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
規
模
は
計
ら
れ
る
。

分
野
の
成
長
性
に
よ
っ
て
「
そ
の
分
野
に
必

要
な
Ｉ
Ｃ
Ｐ
の
数
」
に
枠
が
は
め
ら
れ
る
わ
け

だ
。「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
が
増
え
れ
ば
当
然
人
件
費
は
上

昇
す
る
。
会
社
に
利
益
を
も
た
ら
す
ビ
ジ
ネ
ス

の
規
模
を
一
つ
の
基
準
と
す
る
こ
と
で
Ｉ
Ｃ

Ｐ
の
真
の
必
要
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」（
中
村
氏
）。
日
本
企
業
で
は
専

門
職
の
認
定
基
準
が
甘
く
な
り
、
人
件
費
増

加
を
招
く
ケ
ー
ス
が
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ

を
未
然
に
防
ぐ
仕
組
み
が
組
み
込
ま
れ
て
い

る
の
だ
。

第
２
は
ス
キ
ル
。
設
定
さ
れ
た
専
門
分
野

ご
と
に
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
能
力
」

「
提
案
書
の
作
成
能
力
」
な
ど
70
〜
80
項
目
の

必
要
な
ス
キ
ル
が
定
め
ら
れ
、
５
段
階
評
価

の
う
ち
Ｉ
Ｃ
Ｐ
認
定
に
は
何
点
必
要
か
が
設

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ク
リ
ア
し
な
い
と
Ｉ

Ｃ
Ｐ
審
査
に
は
挑
戦
で
き
な
い
。
第
３
は
専

門
性
の
観
点
か
ら
評
価
で
き
る
仕
事
の
経
験

だ
。
同
じ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
の
目
か
ら
見
て
戦
略
性
が

高
く
、
新
規
性
の
あ
る
仕
事
を
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
ど
れ
だ
け
経
験
で
き
た
か
が
問
わ
れ
る
。

さ
ら
に
取
り
組
ん
だ
仕
事
に
よ
っ
て
顧
客
の
満

足
を
得
ら
れ
た
か
も
審
査
の
対
象
と
な
る
。
顧

客
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
顧
客
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
感
謝
の
メ
ー
ル
な
ど
、
満
足
度
を

証
明
す
る
も
の
の
提
示
も
求
め
ら
れ
る
。

要
件
の
最
後
は
業
務
以
外
の
場
面
で
の
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
貢
献
だ
。
ひ

と
つ
は
論
文
執
筆
や
外
部
で
の
講
師
な
ど
、

自
ら
の
専
門
性
に
関
し
て
ど
れ
だ
け
知
識
や

情
報
を
対
外
的
に
発
信
し
た
か
と
い
う
点
、

も
う
ひ
と
つ
は
自
分
よ
り
後
輩
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
育

成
に
、
ど
れ
だ
け
貢
献
し
た
か
と
い
う
点
だ
。

こ
れ
ら
４
つ
の
要
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
Ｉ

Ｃ
Ｐ
に
は
な
れ
な
い
し
、
よ
り
上
位
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ

へ
昇
進
も
で
き
な
い
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
は
〝
終

身
資
格
〞
で
は
な
い
。
３
年
に
１
度
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
規
模
は
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
か
、

専
門
的
知
識
や
ス
キ
ル
の
貢
献
度
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
、
後
輩
の
指
導
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
な
ど
が
再
審
査
さ
れ
る
。
そ
の
結
果

「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
な
れ
ば
、

認
定
取
り
消
し
や
格
下
げ
と
な
っ
て
し
ま
う
。

先
輩
Ｉ
Ｃ
Ｐ
が
後
輩
Ｉ
Ｃ
Ｐ
を
育
て
る
仕

組
み
は
、
制
度
が
機
能
す
る
ひ
と
つ
の
カ
ギ
と

な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
候
補
者
に
選
ば
れ
る
と
、

認
定
審
査
に
先
立
ち
、
１
年
か
ら
２
年
の
実

務
経
験
期
間
に
入
る
。
こ
の
時
点
で
候
補
者

に
は
ひ
と
り
ず
つ
、
目
指
す
専
門
分
野
の
先
輩

Ｉ
Ｃ
Ｐ
が
メ
ン
タ
ー
（
指
導
役
）
に
つ
く
。
ま

る
で
職
人
の
徒
弟
制
度
の
よ
う
だ
。

実
務
経
験
期
間
に
は
、
少
な
く
と
も
３
件

程
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
自
分
が
目

指
す
専
門
分
野
で
の
実
績
を
積
ん
で
い
く
。

実
務
経
験
を
終
え
る
と
書
類
と
面
接
に
よ
る

認
定
審
査
へ
進
む
。
メ
ン
タ
ー
の
添
削
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
厚
さ
数
セ
ン
チ
に
も

な
る
提
出
書
類
を
ま
と
め
る
。「
プ
ロ
の
目
か

ら
見
て
も
評
価
で
き
る
仕
事
を
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
経
験
し
て
き
た
か
」
を
的
確
に
書
類
に
ま

と
め
、
面
接
で
先
輩
Ｉ
Ｃ
Ｐ
の
厳
し
い
質
問

に
答
え
て
、
よ
う
や
く
Ｉ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
認
定
さ

後
輩
育
成
へ
の
貢
献
は

認
定
へ
の
重
要
な
条
件

IBMの売上高構成比（Global） 
100 

80 

60 

40 

20 

0

ハードウェア 

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

ソフトウェア サービス その他 

【図表3-2-2】サービスへの事業構造変革

顧 客 

クライアント  
Rep

コンサルタント 

プロダクトサービス 

ITアーキテクト 

ITスペシャリスト 
プロジェクト 
Mgr.

クライアント・リレーションシップ 

セールス 

システム構築 

メンテナンス 

セールス 
スペシャリスト 

ソリューション部長 

SI部長 

営業部長 

コンサルタント部長 
SE部長 

技術部長 

【図表3-2-3】ダイナミック・チーム・オペレーション

出典：日本ＩＢＭ提供の資料から編集部が作成

出典：日本ＩＢＭ提供の資料から編集部が作成
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れ
る
。

メ
ン
タ
ー
と
の
「
師
弟
関
係
」
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ

と
な
っ
た
後
も
続
く
。
Ｉ
Ｔ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の

Ｄ
Ｅ
、
長
島
哲
也
氏
は
現
在
、
５
人
の
後
輩

Ｉ
Ｃ
Ｐ
の
メ
ン
タ
ー
を
し
て
い
る
。
同
じ
専
門

分
野
で
直
接
利
害
関
係
の
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｐ
の
メ

ン
タ
ー
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
そ
の

た
め
、
５
人
の
う
ち
１
人
は
、
大
阪
で
働
い
て

い
る
Ｉ
Ｃ
Ｐ
で
す
」。
Ｄ
Ｅ
ク
ラ
ス
に
な
る
と
、

自
分
の
専
門
分
野
の
先
輩
Ｉ
Ｃ
Ｐ
が
国
内
に

は
お
ら
ず
、
メ
ン
タ
ー
は
ア
メ
リ
カ
人
と
い
う

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。「
後
輩
の
現
状
と
あ
る

べ
き
姿
を
考
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
経

験
を
積
ん
で
い
く
か
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
」。
直
属
の
上
司
に

対
し
、
メ
ン
タ
ー
を
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｐ
に
今
後

任
せ
る
べ
き
仕
事
に
つ
い
て
意
見
を
伝
え
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。
人
材
育
成
に
直
接
責
任

を
負
う
の
は
直
属
の
上
司
だ
が
、
こ
と
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
関
し
て
は
「
師
弟
関
係
」
も

育
成
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
だ
。

さ
き
ほ
ど
Ｉ
Ｔ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
は
７
つ
の
専

門
分
野
に
分
か
れ
て
い
る
と
説
明
し
た
が
、
７

人
の
Ｄ
Ｅ
が
専
門
分
野
ご
と
の
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
て
い
る
。
長
島
氏
は
「
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
ア

ン
ド
サ
ー
ビ
ス
ア
ー
キ
テ
ク
ト
」
分
野
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
り
、
そ
の
分
野
全
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
育

成
も
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
最

新
の
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
が
、

「
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
ど
ん
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
、
そ
の
た
め
誰
に
講
師
を
お
願
い
す

る
か
な
ど
を
決
定
し
て
い
ま
す
」。

長
島
氏
に
Ｉ
Ｃ
Ｐ
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
特
長
を
尋
ね
て
み
た
。「
後
輩
を
指
導
す
る

こ
と
や
、
論
文
執
筆
で
社
会
へ
知
識
を
発
信

す
る
な
ど
、
業
務
以
外
で
貢
献
す
る
こ
と
が
Ｉ

Ｃ
Ｐ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

社
員
が
互
い
に
教
え
あ
う
こ
と
は
、
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
の
企
業
風
土
と
し
て
根
付
い
て
い
る
よ
う

だ
。
だ
が
そ
の
風
土
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、

「
後
輩
の
育
成
」
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
認
定
、
昇
進
の
条

件
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
制
度
に
よ
っ
て
よ

り
風
土
が
強
ま
る
よ
う
図
ら
れ
て
い
る
。
論
文

執
筆
や
外
部
で
の
講
師
を
引
き
受
け
る
た
め

に
は
、
自
分
の
専
門
領
域
に
つ
い
て
常
に
最

新
の
知
識
を
吸
収
す
る
必
要
が
あ
る
。「
特
に

Ｉ
Ｔ
の
よ
う
な
変
化
の
早
い
領
域
で
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
は
、

新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
は
不
可

欠
で
す
」
と
長
島
氏
は
い
う
。
だ
か
ら
評
価
の

な
か
な
か
難
し
い
対
外
的
な
活
動
も
、「
Ｉ
Ｃ

Ｐ
の
条
件
」
に
加
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
制
度
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
見

て
き
た
が
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、「
プ
ロ
が
プ
ロ

を
育
て
、
評
価
す
る
」「
プ
ロ
と
認
め
る
た
め

に
は
厳
し
い
ハ
ー
ド
ル
を
課
す
」「
い
っ
た
ん

認
め
た
プ
ロ
に
は
高
い
処
遇
と
尊
敬
の
念
で

応
え
る
」
と
い
っ
た
点
の
実
現
に
、
大
き
な
時

間
と
労
力
を
払
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
90
年
代
初
め
と
い
う
時
期
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｐ

制
度
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
時
間
と
労
力
を

振
り
向
け
て
き
た
こ
と
が
、
サ
ー
ビ
ス
主
体
の

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
転
換
と
い
う
荒
波
を
乗
り
越
え

る
原
動
力
を
生
み
出
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

続
く「
師
弟
の
関
係
」

直
属
上
司
に
も
意
見

相
互
に
教
え
あ
う
社
風

Ｉ
Ｃ
Ｐ
制
度
が
後
押
し

役員 
役員 認定プロ 

フェッショナル 
専門職 
認定プロセス 

スペシャリスト 

エレメンタリー 

スペシャリスト認定プロセス 

スキル・アセス 
新入社員 

事務部長 

スタッフ専門職 

一般職 

新入社員 

ラ
イ
ン
専
門
職 

ラ
イ
ン 

専
門
職 

部長 

課長 

プロフェッショナル制度 従来 

高 

仕
事
の
価
値 

低 

高 
ス
キ
ル
／
仕
事
の
成
果 

ス
キ
ル
評
価
／
管
理 

専
門
化 

低 

【図表3-2-4】IBMプロフェッショナル制度への転換

出典：日本ＩＢＭ提供の資料から編集部が作成

ＩＴアーキテクトのＤＥ
長島哲也氏
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三
菱
化
学
は
石
油
化
学
や
機
能
商
品
、
バ

イ
オ
を
主
力
事
業
と
す
る
総
合
化
学
企
業
で

あ
る
。
3
年
前
か
ら
研
究
開
発
体
制
の
改
革

を
進
め
て
き
た
が
、
そ
の
旗
振
り
役
と
な
っ
た

の
が
、
同
じ
時
期
、
米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
学
教
授
か
ら
同
社
に
招
聘
さ
れ
、
最
高

技
術
責
任
者
（
C
T
O
）
と
な
っ
た
ジ
ョ
ー

ジ
・
ス
テ
フ
ァ
ノ
ポ
ー
ラ
ス
氏
（
現
在
は
常
務

取
締
役
）
で
あ
る
。
研
究
者
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
向
け
た
彼
の
口
ぐ
せ
が
「
シ
ョ
ー
・
ミ
ー
・

ザ
・
マ
ネ
ー
」。
そ
の
意
味
は
、「
そ
の
研
究
は

事
業
化
で
き
る
の
か
、
い
つ
実
績
が
出
る
の
か
、

研
究
の
た
め
の
研
究
は
要
ら
な
い
」
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。

海
外
か
ら
の
導
入
技
術
が
中
心
で
、
設
備

が
順
調
に
稼
動
し
て
い
れ
ば
収
益
が
確
保
で
き

た
時
代
は
、
当
然
、
研
究
活
動
も
、
事
業
化

を
目
指
し
期
日
が
は
っ
き
り
し
た
も
の
と
い
う

よ
り
は
、
よ
り
高
い
成
果
を
目
ざ
す
も
の
が
優

先
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。
し
か
し
、
時
代
は
確
実

に
変
化
し
た
。
ひ
と
つ
の
発
明
や
研
究
成
果
が

企
業
の
命
運
を
も
左
右
す
る
時
代
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、
研
究
と
事
業
の
同

期
化
、
両
者
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
あ

る
。２

０
０
１
年
、
三
菱
化
学
本
社
内
に
、
新

規
事
業
の
創
出
と
基
盤
技
術
の
強
化
を
受
け

も
つ
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｃ
）

が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
、
事
業
を
発
展
さ
せ
、

直
接
支
援
す
る
研
究
所
と
し
て
、
石
化
研
究

セ
ン
タ
ー
と
機
能
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
グ
ル

ー
プ
全
体
の
技
術
戦
略
を
立
案
・
推
進
す
る

科
学
技
術
戦
略
室
を
設
置
し
た
。
昨
年
、
Ｓ

Ｔ
Ｒ
Ｃ
が
分
社
化
し
て
株
式
会
社
と
な
り
、

名
称
も
三
菱
化
学
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｍ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
央
研

究
所
の
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・
セ
ン
タ
ー
化
は
日
本

企
業
と
し
て
は
初
の
試
み
だ
。
三
菱
化
学
お

よ
び
グ
ル
ー
プ
各
社
か
ら
の
研
究
受
託
に
加

え
、
投
資
と
い
う
形
で
研
究
資
金
の
提
供
を

受
け
、
研
究
の
事
業
化
成
果
に
対
し
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
収
入
を
受
け
取
る
形
で
運
営
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
同
社
に
は
１
９
７
１
年
に
設

立
さ
れ
た
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
先
駆

け
的
な
研
究
所
、
三
菱
化
学
生
命
研
究
所
も

あ
る
。

ま
た
２
０
０
１
年
、
研
究
組
織
の
改
革
と

と
も
に
行
わ
れ
た
の
が
、
一
案
件
に
つ
き
最
高

２
億
５
０
０
０
万
円
を
支
給
す
る
特
許
報
奨

金
制
度
の
創
設
だ
。
卓
越
し
た
事
業
利
益
を

生
み
出
し
た
発
明
者
に
報
い
る
「
表
彰
」
と

い
う
意
味
を
も
ち
、
Ｓ
級
（
２
億
５
０
０
０

万
円
）
と
Ａ
級
（
１
億
５
０
０
０
万
円
）
の

２
種
類
が
あ
る
。
当
時
の
知
的
財
産
部
長
と

ス
テ
フ
ァ
ノ
ポ
ー
ラ
ス
氏
が
中
心
と
な
っ
て
作

り
上
げ
た
制
度
だ
が
、「
研
究
者
の
強
い
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
出
す
の
が
主
眼
」
と
い
う

氏
の
強
い
主
張
か
ら
、
当
初
予
定
し
て
い
た

報
奨
金
額
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
経
緯

が
あ
る
。

さ
ら
に
卓
越
し
た
成
果
を
あ
げ
た
研
究
者

に
対
す
る
チ
ー
フ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
制
度

お
よ
び
シ
ニ
ア
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
制
度
も
設

け
ら
れ
た
。

現
在
、
同
社
に
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
７
０
０

三
菱
化
学

研
究
と
事
業
の
同
期
化
を
目
指
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
制
下
の
研
究
者
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

三菱化学株式会社

●事業内容：石油化学製品、
情報電子、医薬品、
機能材料などの製造・販売
●本社所在地：東京都港区
●設立：1950年
●従業員数（連結）：3万7,633人
●売上高（連結）：1兆8,875億円

（2003年3月期）

三菱化学株式会社
執行役員　
科学技術戦略室長
田中栄司氏

米
国
か
ら
C
T
O
人
材
招
く

研
究
と
事
業
の
同
期
化
を

研
究
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
制
で

ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト
方
式

中
央
研
究
所
を
株
式
会
社
化

巨
額
の
報
奨
金
制
度
も
創
設
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名
弱
、
三
菱
化
学
の
２
事
業
部
門
研
究
セ
ン

タ
ー
あ
わ
せ
て
約
１
０
０
０
名
（
全
社
員
の

約
７
分
の
１
）
の
研
究
者
が
在
籍
し
て
い
る
。

Ｍ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
を
中
心
と
し
た
研
究
者
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
科
学
技
術
戦
略
室
の

室
長
で
あ
り
、
執
行
役
員
の
田
中
栄
司
氏
は

こ
う
話
す
。「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
の
研
究
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
制
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
の
運
営
上
の
組
織
は
階
層
型
で
は
な
く
、

Ｍ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
Ｒ
＆
Ｔ
Ｄ
（
リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
）
事
業
部
門
長

の
下
に
い
く
つ
も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ぶ
ら
下

が
る
文
鎮
型
組
織
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ

ー
が
大
き
な
権
限
を
も
っ
て
い
ま
す
」。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
は
組
織
の
い
わ
ば

課
長
に
あ
た
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
40
代
前
半
か

ら
50
代
の
研
究
者
が
そ
の
職
位
に
就
く
こ
と

が
多
か
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
制
に
な
っ
て
か

ら
は
、
30
代
の
若
い
リ
ー
ダ
ー
が
何
人
も
生
ま

れ
、
組
織
の
活
性
化
が
進
ん
だ
。

研
究
者
の
評
価
に
は
当
然
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
評
価
が
反
映
さ
れ
る
。
通
常
の
事
業
化

研
究
は
２
〜
５
年
程
度
の
も
の
が
多
く
、
研

究
者
が
成
果
と
目
標
を
表
す
〝
マ
イ
ル
ス
ト

ー
ン
〞
を
１
年
ご
と
に
決
め
、
承
認
を
受
け
る
。

そ
の
後
、
１
年
間
、
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト
方
式

（
事
業
化
に
向
け
て
必
要
な
項
目
を
継
続
的
に

確
認
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
反
映
さ
せ
る
）
で
、

研
究
の
進
捗
管
理
と
事
業
性
の
評
価
・
修
正

を
行
う
。
こ
の
過
程
に
は
、
社
長
、
部
門
長
、

科
学
技
術
戦
略
室
長
、
時
に
は
事
業
サ
イ
ド

も
加
わ
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
毎
年
５
段
階
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
評
価
し
、
そ
れ
に
個

人
の
成
果
評
価
を
加
え
た
も
の
が
、
各
人
の

次
の
年
度
の
賃
金
と
賞
与
額
に
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
だ
。「
特
許
面
、
他
社
技
術
と
の
競
争

力
と
い
っ
た
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
判
断
す
る

独
自
の
評
価
指
標
が
あ
り
、
基
礎
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ま
た
別
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。

人
事
権
の
あ
る
部
門
長
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
の
評
価
を
こ
の
指
標
で
行
い
、
メ
ン
バ
ー

の
評
価
は
リ
ー
ダ
ー
に
ほ
ぼ
任
せ
ま
す
。
当
然
、

評
価
が
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ほ
ど
、
所
属
メ
ン

バ
ー
の
評
価
も
高
く
な
り
ま
す
。
評
価
に
よ
っ

て
は
進
行
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
解
散
も
あ
り

ま
す
よ
。
事
業
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
確
実
に
上
が

っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」（
田
中
氏
）

研
究
開
発
費
に
占
め
る
基
礎
研
究
の
割
合
は

約
１
〜
２
割
で
、
今
は
事
業
化
に
つ
な
が
り
や

す
い
研
究
が
優
先
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
バ

ラ
ン
ス
を
ど
う
と
る
か
が
今
後
の
課
題
だ
。

通
常
の
仕
事
以
上
に
、
研
究
開
発
に
必
要

な
の
は
、
携
わ
る
研
究
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
。
三
菱
化
学
で
も
、
そ
の
た
め
の
表
彰

制
度
が
い
く
つ
か
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代

表
格
が
先
述
し
た
特
許
報
奨
制
度
だ
。「
今
ま

で
に
２
件
の
Ａ
級
報
奨
が
出
て
い
ま
す
。
事

業
化
さ
れ
大
き
な
利
益
を
生
ん
だ
も
の
が
対

象
で
あ
る
た
め
、
特
許
取
得
後
、
あ
る
程
度

の
期
間
が
必
要
で
、
30
代
以
下
の
若
い
人
が

な
か
な
か
対
象
に
な
り
に
く
い
ん
で
す
。
で
も
、

若
い
人
の
間
で
、
い
ず
れ
オ
レ
も
も
ら
う
ぞ
と

い
う
、
よ
い
雰
囲
気
が
出
て
い
ま
す
ね
」（
田

中
氏
）。

他
に
も
以
下
の
よ
う
な
表
彰
制
度
が
あ
る
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
の
表
彰
と
し
て

●

研
究
を
含
む
大
き
な
事
業
的
成
功
に
対
す

る
「
社
長
表
彰
」
お
よ
び
「
セ
グ
メ
ン
ト

長
表
彰
」

●

技
術
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
成
果
に
対
す
る

「
Ｒ
＆
Ｔ
Ｄ
表
彰
」

Ｍ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
内
の
表
彰
と
し
て

●

特
許
取
得
の
数
の
多
さ
で
表
彰
さ
れ
る

「
特
許
表
彰
」。
金
・
銀
・
銅
の
３
種
類
が

あ
る

●

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
で
表
彰
さ
れ
る

「
優
秀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
」

●

在
籍
10
年
ま
で
の
若
手
が
対
象
で
、
研
究

者
同
士
が
推
薦
し
あ
う
「
若
手
優
秀
研
究

者
賞
」

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
メ
ン
バ
ー
外
で
あ
り
な

が
ら
、
有
益
な
助
言
や
協
力
を
し
た
人
に
贈

ら
れ
る
「
ア
ク
ノ
レ
ッ
ジ
メ
ン
ト
表
彰
」
で
、

入
社
間
も
な
い
若
手
研
究
者
の
発
案
に
よ
る

も
の
だ
。
研
究
者
は
自
分
の
知
識
や
情
報
を

抱
え
込
み
が
ち
だ
が
、
そ
れ
を
オ
ー
プ
ン
に
し

共
有
財
産
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
狙
い
と

し
て
い
る
。

こ
の
三
菱
化
学
の
例
は
、
事
業
化
を
最
終

目
標
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
を
研
究
者
の
評

価
に
直
結
さ
せ
、
一
方
で
、
成
果
を
あ
げ
た
研

究
者
に
数
々
の
表
彰
で
報
い
る
点
が
特
徴
だ
。

評
価
を
あ
げ
る
に
は
、
自
ら
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
毎
年
の
厳
し
い
評
価
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
在
籍
す
る
研
究
者
に

と
っ
て
は
納
得
度
の
高
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
と

思
わ
れ
る
。

ム
チ
だ
け
で
は
成
果
は
出
な
い

多
く
の
表
彰
制
度
が
存
在

石化セグメント 

機能化学セグメント 

機能材料セグメント 

ヘルスケアセグメント 

サービスセグメント 

科学技術戦略室 

石化研究センター 
グループ会社研究部門 

戦略事業推進室 
機能化学研究センター 
事業部・グループ会社研究部門 

グループ会社研究部門 

グループ会社研究部門 

グループ会社研究部門 

（株）三菱化学科学技術研究センター 
 （株）三菱化学生命科学研究所 

【図表3-2-5】三菱化学グループのＲ＆ＴＤ体制
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伊
勢
丹
新
宿
店
の
メ
ン
ズ
館
は
２
０
０
３

年
９
月
、
紳
士
部
門
と
し
て
は
35
年
ぶ
り
の
全

面
改
装
を
経
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
改
装
前
、

伊
勢
丹
紳
士
部
門
で
は
購
入
客
の
う
ち
、
実

に
65
％
を
女
性
客
が
占
め
て
い
た
。
夫
や
息
子
、

ま
た
は
彼
氏
の
身
に
つ
け
る
も
の
を
、
妻
や
母
、

彼
女
で
あ
る
女
性
客
が
選
ぶ
と
い
う
構
図
だ
。

そ
こ
で
こ
の
改
装
で
は
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
心
が
高
く
、
自
ら
商
品
を
選
び
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
い
る
」
残
り

35
％
の
男
性
客
の
比
率
ア
ッ
プ
を
狙
っ
た
。
こ

う
し
た
男
性
客
が
満
足
で
き
る
品
揃
え
、
店
舗

環
境
、
販
売
サ
ー
ビ
ス
を
メ
ン
ズ
館
で
実
現
し

た
結
果
、
改
装
後
は
メ
ン
ズ
館
全
体
の
男
性

客
比
率
が
45
％
、
紳
士
用
品
・
雑
貨
、
ス
ー

ツ
な
ど
一
部
の
フ
ロ
ア
で
は
５
割
を
超
え
る
と

こ
ろ
ま
で
男
性
客
が
増
え
た
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
な
ら
デ
パ
ー
ト
を
素
通
り
し
、
ブ

テ
ィ
ッ
ク
や
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
行
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
「
こ
だ
わ
り
の
あ
る
男
性
」
を
い

か
に
伊
勢
丹
へ
引
き
つ
け
る
の
か
。
引
力
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
の
は
や
は
り
品
揃
え
、
新
た

な
商
品
の
企
画
力
だ
。
紳
士
靴
を
例
に
「
こ

だ
わ
り
に
応
え
る
品
揃
え
、
商
品
企
画
」
を
見

て
み
よ
う
。

あ
る
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ラ
ン
ド
の
紳
士
靴
が
あ

る
。
紳
士
靴
担
当
の
バ
イ
ヤ
ー
（
仕
入
れ
担
当
）、

山
下
卓
也
氏
は
、
デ
ザ
イ
ン
と
品
質
に
優
れ
た

そ
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、
日
本
人
の
足
型
に
合
っ
た

伊
勢
丹
独
自
の
商
品
企
画
を
考
え
た
。
だ
が
、

そ
の
独
自
商
品
を
イ
タ
リ
ア
で
生
産
す
る
と
コ

ス
ト
が
か
か
り
、
日
本
で
の
小
売
価
格
が
大
幅

に
上
が
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
そ
こ
で
イ
タ
リ

ア
の
現
地
事
務
所
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
イ
タ

リ
ア
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
靴
を
、
東
欧
で
生
産
す

る
計
画
を
立
て
ま
し
た
」（
山
下
氏
）。

靴
作
り
に
こ
だ
わ
り
を
も
つ
イ
タ
リ
ア
の
靴

メ
ー
カ
ー
社
員
を
東
欧
の
工
場
に
連
れ
て
い

き
、
彼
ら
の
こ
だ
わ
り
が
東
欧
で
も
実
現
で
き

る
こ
と
を
説
明
す
る
な
ど
し
て
、
こ
の
計
画
は

実
現
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
の
あ
る
ブ

ラ
ン
ド
紳
士
靴
を
、
改
装
前
の
倍
以
上
の
50

点
に
増
や
し
て
、「
ロ
ン
ド
ン
の
本
店
に
次
ぐ
、

世
界
で
２
番
目
の
品
揃
え
に
し
た
」（
山
下
氏
）、

日
本
で
２
店
し
か
扱
っ
て
い
な
い
高
級
文
具

の
取
扱
い
に
成
功
す
る
な
ど
、
顧
客
の
期
待

を
読
み
、
そ
の
期
待
を
超
え
る
品
揃
え
を
次
々

に
実
現
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
お
客
さ
ま
の
期
待
を
超
え
る
」

企
画
の
数
々
を
実
現
し
て
い
く
に
は
、
並
外

れ
た
担
当
分
野
に
関
す
る
知
識
や
、
メ
ー
カ
ー

と
の
交
渉
力
、
関
連
部
署
の
協
力
を
得
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
必
要
だ
ろ
う
。
Ｍ
Ｄ

統
括
部
紳
士
統
括
部
長
の
大
西
洋
氏
は
「
生

き
た
情
報
や
知
識
を
身
に
つ
け
、
交
渉
の
経

験
を
積
ん
で
も
ら
う
た
め
に
も
、
紳
士
部
門
の

バ
イ
ヤ
ー
24
人
を
年
間
延
べ
約
30
人
、
海
外

出
張
に
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
客
さ
ま
は

一
度
満
足
し
て
も
、
満
足
し
た
瞬
間
に
次
の

要
望
を
も
ち
始
め
る
も
の
で
す
。
そ
の
期
待
に

応
え
る
た
め
に
も
、
店
頭
の
品
揃
え
を
変
更
す

る
場
合
は
少
な
く
と
も
全
体
の
４
分
の
１
は
、

何
か
新
し
い
試
み
を
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

知
識
や
交
渉
力
も
必
要
だ
が
、「
一
番
大
切

な
の
は
顧
客
起
点
で
発
想
し
、
お
客
さ
ま
が
何

を
求
め
て
い
る
か
を
つ
か
む
こ
と
だ
」
と
山
下

氏
は
い
う
。
そ
の
た
め
に
は
販
売
デ
ー
タ
と
い

っ
た
定
量
的
デ
ー
タ
か
ら
論
理
的
に
顧
客
の

要
望
を
読
み
取
る
力
と
、「
お
買
い
場
」（
伊
勢

丹
は
売
場
を
こ
う
呼
ぶ
）
で
の
顧
客
と
の
や
り

と
り
か
ら
得
ら
れ
る
定
性
的
デ
ー
タ
を
キ
ャ
ッ

チ
す
る
感
性
の
両
方
が
必
要
だ
と
い
う
。「
お

伊
勢
丹

プ
ロ
の
真
髄
は
顧
客
起
点
の
発
想

求
め
ら
れ
る
人
材
を
計
画
的
に
育
成

株式会社伊勢丹

●事業内容：百貨店業
●本社所在地：東京都港区
●設立年：1930年
●従業員数：4,267人
●売上高（単体）：4,384億円

（2004年3月期）

コ
ス
ト
か
か
る
独
自
商
品

東
欧
で
生
産
し
て
実
現

店頭で販売担当者と話すバイヤーの山下卓也氏（左側）
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客
さ
ま
の
声
は
販
売
員
な
ど
お
買
い
場
の
全

員
が
聞
い
て
い
ま
す
。
聞
く
の
は
私
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
情
報
を
共
有
す
る
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
重
要
で
す
。
お
客
さ
ま
の
求
め
る
も

の
を
つ
か
め
な
く
て
は
、
そ
の
期
待
を
超
え
る

商
品
を
提
供
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
す
」

（
山
下
氏
）。

伊
勢
丹
は
現
在
、
社
員
に
求
め
ら
れ
る
人

材
像
を
「
市
場
性
の
あ
る
専
門
性
と
、
自
律

性
を
併
せ
持
つ
人
材
」
と
規
定
し
て
い
る
。
人

事
キ
ャ
リ
ア
部
長
の
近
藤
洋
氏
は
バ
イ
ヤ
ー

の
山
下
氏
に
つ
い
て
、「
社
内
だ
け
で
な
く
、

社
外
で
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
伊
勢
丹

の
求
め
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、
人
材
像
に

ぴ
っ
た
り
合
致
し
た
社
員
で
す
」
と
評
価
す
る
。

さ
ら
に
焦
点
が
当
た
る
の
は
、「
山
下
氏
の
持

つ
能
力
や
資
質
の
う
ち
、
周
囲
の
人
た
ち
は
何

に
よ
っ
て
彼
を
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
認
め

て
い
る
の
か
」
だ
と
い
う
。

近
藤
氏
は
バ
イ
ヤ
ー
の
役
割
を
、
顧
客
を

起
点
に
考
え
、
顧
客
の
期
待
を
超
え
る
商
品

を
提
案
し
、
そ
の
提
案
に
よ
っ
て
顧
客
や
周
囲

の
人
た
ち
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
く
こ
と

だ
と
い
う
。「
お
客
様
を
起
点
に
提
案
を
し
、

何
よ
り
も
そ
れ
が
お
客
さ
ま
か
ら
支
持
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
山
下
は
プ
ロ
の
バ
イ
ヤ
ー
と
認
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
」。

で
は
伊
勢
丹
は
今
後
、
ど
の
よ
う
に
山
下

氏
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。「
学
校
で
い
え
ば
基
礎
教
育
に
あ

た
る
、
入
社
か
ら
６
年
目
く
ら
い
ま
で
が
最
も

重
要
に
な
る
」
と
近
藤
氏
は
い
う
。
同
社
で
は

３
年
前
か
ら
、
正
社
員
に
つ
い
て
入
社
か
ら

６
年
間
を
対
象
と
し
た
、「
キ
ャ
リ
ア
形
成
期

の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」
と
い
う
新
た
な
人
事
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
を
始
め
た
。

新
制
度
で
は
、
正
社
員
の
新
入
社
員
は
全

員
、
新
宿
店
の
紳
士
、
婦
人
と
い
っ
た
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
衣
料
領
域
の
部
門
に
配
属
さ
れ
る
。

「
伊
勢
丹
が
伝
統
的
に
強
み
を
も
っ
て
い
る
領

域
で
あ
る
こ
と
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
等

の
移
り
変
わ
り
が
早
く
、
お
客
さ
ま
の
要
望
に

応
え
る
に
も
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
部
署
で

あ
る
こ
と
が
、
最
初
に
配
属
す
る
理
由
で
す
。

ま
ず
こ
こ
で
顧
客
起
点
の
発
想
や
、
時
代
の

変
化
を
読
ん
だ
半
歩
先
の
提
案
な
ど
を
実
行

す
る
方
法
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
す
」

次
の
節
目
は
３
年
目
に
や
っ
て
く
る
。
そ
の

ま
ま
新
宿
店
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
衣
料
領
域
で

働
き
つ
づ
け
る
グ
ル
ー
プ
、
領
域
は
同
じ
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
衣
料
だ
が
、
支
店
に
異
動
す
る
グ
ル

ー
プ
、
リ
ビ
ン
グ
、
食
品
な
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

衣
料
以
外
の
領
域
に
異
動
す
る
グ
ル
ー
プ
の

３
つ
に
分
か
れ
る
。「
１
人
の
責
任
範
囲
が
広

い
支
店
で
、
組
織
の
全
体
像
を
見
な
が
ら
仕

事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
す
」（
近
藤

氏
）。
さ
ら
に
５
年
目
に
は
本
人
の
適
性
や
能

力
に
応
じ
て
後
方
部
門
、
外
商
な
ど
異
動
先

を
広
げ
る
。
ま
た
キ
ャ
リ
ア
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

実
施
し
、
個
々
の
社
員
に
応
じ
た
「
市
場
性

の
あ
る
専
門
性
」
を
育
て
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
づ
く
り
の
相
談
に
乗
る
。

こ
の
仕
組
み
の
狙
い
は
、
６
年
間
が
終
わ

っ
た
頃
に
は
伊
勢
丹
の
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
を
構

築
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
だ
。「
そ
の

時
自
分
の
専
門
性
が
、
伊
勢
丹
内
だ
け
で
な

く
外
部
に
も
通
用
す
る
ぐ
ら
い
の
力
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
近
藤
氏
）。

同
志
社
大
学
の
太
田
肇
教
授
は
「
企
業
特

殊
的
な
仕
事
の
や
り
方
は
他
社
で
通
用
し
な

い
」
と
い
う
考
え
は
誤
り
だ
と
指
摘
す
る
。
Ｉ

Ｔ
化
、
機
械
化
が
進
む
中
、
機
械
や
Ｉ
Ｔ
で

は
取
っ
て
代
わ
れ
な
い
創
造
力
や
交
渉
力
、

判
断
力
、
感
性
な
ど
、
パ
タ
ー
ン
化
で
き
な
い

能
力
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ら
の

暗
黙
知
が
つ
ま
っ
て
い
る
の
が
「
企
業
特
殊
的

な
仕
事
の
進
め
方
」
だ
と
い
う
の
だ
。「
ど
こ

の
会
社
で
も
通
用
す
る
知
識
や
技
術
は
、
ど

こ
に
で
も
あ
っ
て
差
別
化
に
は
な
ら
な
い
。
逆

説
的
だ
が
、
あ
る
会
社
で
特
有
な
、
ど
こ
も
真

似
で
き
な
い
仕
事
を
し
た
経
験
や
能
力
は
、
そ

の
ま
ま
他
で
も
価
値
が
あ
り
、
通
用
す
る
の
で

す
」（
太
田
氏
）。

伊
勢
丹
に
お
け
る
「
企
業
特
殊
的
な
仕
事

の
進
め
方
」
と
は
、
顧
客
起
点
で
発
想
し
、
顧

客
の
期
待
を
超
え
る
提
案
を
次
々
と
発
信
し

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
同
社
で
は
「
市
場
性
の

あ
る
専
門
性
」
を
育
て
る
た
め
、
入
社
か
ら
６

年
の
間
に
ま
ず
「
企
業
特
殊
的
な
仕
事
の
進

め
方
」
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
専
門
性
を
育
成
す
る
、

新
た
な
試
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

プ
ロ
で
あ
る
山
下
氏

認
め
ら
れ
る
理
由
は

企
業
特
有
の
や
り
方
を

ま
ず
は
身
に
付
け
る
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企
業
の
合
併
や
事
業
統
合
が
相
次
ぎ
、
社

名
や
商
品
名
が
変
更
さ
れ
る
、
知
的
資
産
と

し
て
自
社
の
持
つ
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
確
立
や

向
上
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
を
い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
が
、
経
営
レ

ベ
ル
の
問
題
と
し
て
関
心
を
集
め
始
め
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
博
報
堂
の
グ
ル

ー
プ
会
社
博
報
堂
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
は
２
０
０
１
年
4
月
に
設
立
さ
れ
た
。
同

社
は
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
構
築
に
対
す
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

日
本
航
空
と
日
本
エ
ア
シ
ス
テ
ム
の
統
合
後

に
お
け
る
統
一
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
」
に
関
す

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
同
社
が
手
が
け
た

代
表
的
ケ
ー
ス
の
ひ
と
つ
だ
。

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
は
広
告
領
域
に
と
ど
ま
る
問
題
で
は
な
い
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
広
告
、
店
舗
活
動
、
販
売

促
進
、
人
材
育
成
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
経

営
の
視
点
も
必
要
だ
。
そ
の
た
め
同
社
は
博

報
堂
か
ら
の
出
向
者
に
加
え
、
経
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
出
身
者
を
多
数
採
用
し
て
き
た
。

現
在
20
人
の
社
員
は
、
出
向
者
と
プ
ロ
パ
ー

社
員
が
半
々
と
な
っ
て
い
る
。
同
社
の
首
藤

明
敏
社
長
は
、「
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
策
定
に
は
、

組
織
運
営
に
か
か
わ
る
経
営
の
知
識
と
、
消

費
者
の
意
識
を
把
握
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能

力
の
両
方
が
必
要
。
企
業
経
営
へ
の
理
解
力
、

広
告
会
社
の
強
み
で
あ
る
顧
客
理
解
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
融
合
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
私
た
ち

の
特
長
で
す
」
と
説
明
す
る
。
日
本
の
広
告

業
界
で
は
、
現
在
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
取
引
が
主

流
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
に
対
応
し
よ

う
と
、
博
報
堂
で
は
従
来
の
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
と

は
違
っ
た
モ
デ
ル
の
確
立
も
模
索
し
て
い
る
。

同
社
は
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
う

専
門
サ
ー
ビ
ス
に
、
フ
ィ
ー
と
し
て
対
価
を
受

け
取
る
と
い
う
新
た
な
モ
デ
ル
を
導
入
し
て
い

る
の
だ
※
。

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
領
域

自
体
が
新
し
く
、
同
社
も
事
業
形
態
を
模
索

し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
「
こ
の
分
野
に
お
け

る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
は
」
に
つ
い
て
、

同
社
で
は
何
度
も
議
論
を
重
ね
て
い
る
と
い

う
。「
若
い
社
員
も
多
い
た
め
、
社
員
と
会
社

が
キ
ャ
リ
ア
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
高
め
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
社
員
が
自
立
で
き
る
組
織

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

質
の
高
い
仕
事
が
で
き
、
こ
こ
に
い
れ
ば
ブ
ラ

ン
ド
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
プ
ロ
と
し
て
よ
り

短
期
間
に
、
深
い
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
場
に
し
た
い
。
そ
れ
か
ら
、
で
き
れ
ば

博
報
堂
よ
り
も
給
料
の
よ
い
会
社
に
し
た
い

で
す
ね
」（
首
藤
氏
）。

博
報
堂
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
取

り
組
み
は
、
博
報
堂
グ
ル
ー
プ
全
体
の
中
で
ど

う
位
置
付
け
ら
れ
、
同
社
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
処
遇
に
対
す
る
考
え
方
と
ど
う
関
係
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
、
ま
ず
広
告
会
社
に

対
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
知
る
必
要
が

博
報
堂

環
境
変
化
に
対
応
す
る
多
様
な
専
門
性

個
性
を
活
用
す
る
た
め
別
会
社
化
も

株式会社博報堂
●事業内容：マス媒体などに関する広告取
扱、マーケティングリサーチ＆プラニング、
広告制作、セールスプロモーション、パブ
リックリレーションズ業務取扱
●本社所在地：東京都港区
●設立年：1895年
●従業員数：2,677人
●売上高（単体）：7,097億円

（2003年3月期）

社
員
が
専
門
性
高
め

自
立
で
き
る
組
織
に

博報堂ブランドコンサルティング
代表取締役社長
首藤明敏氏

※
フィ
ー
方
式
と
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
は
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど

媒
体
か
ら
仕
入
れ
た
広
告
枠
の
費
用
、マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
広
告
制
作
の
費
用
な
ど
、
広
告
に
か
か
っ

た
コ
ス
ト
に
対
し
、
通
常
15
〜
20
％
程
度
の
手
数

料
を
得
る
形
態
。
こ
れ
に
対
し
フ
ィ
ー
方
式
で
は

直
接
コ
ス
ト
に
加
え
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
調
査
、

マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
、
制
作
な
ど
、
広
告
会
社
が
担
当

し
た
業
務
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
広
告
主
と
協
議
し

て
決
め
た
役
務
に
対
す
る
対
価
を
請
求
す
る
。
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あ
る
（
図
表
３
―
２
―
６
）。

広
告
会
社
に
お
け
る
従
来
型
サ
ー
ビ
ス
と

は
、（
１
）
あ
る
商
品
の
広
告
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
し
て
予
算
を
獲
得
し
た
と
す
る
と
、（
２
）

媒
体
の
買
い
つ
け
手
数
料
や
制
作
に
関
わ
る

管
理
費
と
し
て
予
算
か
ら
一
定
の
比
率
を
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
か
た
ち
で
受
け
取
り
、

（
３
）
そ
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ベ
ー
ス
に
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
進
行
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
を
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
提
供
す
る
と
い
う

も
の
だ
。
博
報
堂
人
事
局
の
上
原
直
人
氏
は
、

「
従
来
型
の
商
品
広
告
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の

範
囲
で
は
、
す
で
に
充
分
な
経
験
が
蓄
積
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
課
題
に

対
応
す
る
メ
ニ
ュ
ー
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
確
立
し
て

い
ま
す
」
と
い
う
。

し
か
し
、
顧
客
は
右
肩
上
が
り
の
経
済
成

長
が
望
め
な
い
中
、
資
源
の
選
択
・
集
中
や
、

投
資
対
効
果
の
徹
底
し
た
追
求
を
始
め
て
い

る
。
広
告
に
つ
い
て
も
ど
ん
な
こ
と
を
ど
れ
だ

け
要
望
す
る
か
、
ど
れ
だ
け
の
効
果
が
あ
っ
た

の
か
を
見
極
め
る
動
き
が
出
て
い
る
の
だ
。

「
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
高
度
化
と
、
効
率
化

と
い
う
新
た
な
２
つ
の
ニ
ー
ズ
が
強
ま
っ
て
い

ま
す
」
と
説
明
す
る
。
高
度
化
と
し
て
は
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
や
Ｉ
Ｒ
、
広
告
投
資
自
体

へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
効
率
化
に
は

広
告
コ
ス
ト
の
圧
縮
や
よ
り
効
果
の
高
い
手

法
の
選
別
、
宣
伝
・
広
告
機
能
の
ア
ウ
ト
ソ

ー
ス
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

博
報
堂
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
手

が
け
る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
は
、
こ
の
中
で
高
度
化
の
ニ
ー
ズ
に
該

当
す
る
。「
こ
の
分
野
は
ま
だ
ノ
ウ
ハ
ウ
が
確

立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
も

固
定
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
顧
客
の
要
望
に
応

じ
て
、
顧
客
と
一
緒
に
複
雑
な
問
題
を
解
決

し
な
が
ら
、
事
業
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
」（
上
原
氏
）。
同
社
で
は
こ
の
分
野

で
必
要
な
人
材
を
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
人
材
と
し
、
組
織
・
人
材
の
Ｋ
Ｆ
Ｓ
を
、

（
１
）
少
数
精
鋭
の
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
組
織
（
２
）
自
律
的
人
材
が
集
ま
る
自
律

的
で
自
由
な
環
境
（
３
）
徒
弟
制
度
に
よ
る

価
値
の
伝
導
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
組
織
・
人
材
イ
メ
ー
ジ
の
具
体

化
策
の
ひ
と
つ
が
、
博
報
堂
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
よ
う
な
別
会
社
化
と
い
え
る
。

同
社
の
ほ
か
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ブ
テ
ィ
ッ
ク

と
呼
ば
れ
る
、
高
い
専
門
性
を
持
つ
ク
リ
エ
イ

タ
ー
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
会
社
も
４
社
設

立
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
す
で
に
博
報
堂
と
は

別
の
人
事
制
度
を
も
つ
会
社
も
あ
る
。「
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
、
幅
広
い

専
門
性
を
ひ
と
つ
の
人
事
制
度
に
ま
と
め
る

こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
グ
ル
ー
プ
会
社
は
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
創
造
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
合
っ
た
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
も
模
索
し
て
い
る
段
階
で

す
。
枝
分
か
れ
し
た
グ
ル
ー
プ
会
社
が
、
新
た

な
事
業
形
態
に
合
っ
た
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
試
行
錯
誤
し
た
経
験
が
、
幹
で
あ
る

博
報
堂
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
よ
い
影
響

を
も
た
ら
す
は
ず
で
す
」（
上
原
氏
）。

別
会
社
化
は
、
そ
の
会
社
の
専
門
性
が
市

場
か
ら
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
経
営
が
成
り
立

た
な
い
と
い
う
形
で
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
た
ち
に
厳
し
さ
を
突
き
つ
け
る
。
一
方
で

親
会
社
と
は
一
線
を
画
す
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
個
性
を
も
つ
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
に
対
応
し
た
処
遇
や
育
成
が
可
能
に
な

る
。
別
会
社
化
と
い
う
手
法
は
、
ク
リ
エ
イ
タ

ー
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、
常
に
そ
の
専
門

性
を
厳
し
く
問
わ
れ
る
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
の
処
遇
に
対
し
て
、
効
果
的
な
選
択

肢
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

新
し
い
仕
組
み
を
模
索

出典：博報堂提供の資料から編集部が作成

●ブランディングコンサルテーション 

●コーポレートブランド、IR 

●広告投資へのコンサルテーション 

●事業戦略、経営戦略への関与… 

●広告コスト圧縮、効果の高い手法選別 

●流通・販促・顧客管理コストの圧縮 

●宣伝・広告機能のアウトソース… 

 
効率化 

従来型 
フルサービス 

高度化 

【図表3-2-6】顧客ニーズの変化
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働く職人たち（14世紀のヨーロッパ）
© Archivo Iconografico, S.A./CORBIS/Corbis Japan

終章

新しい関係を
築くために
企業内プロフェッショナルと企業はこれからどんな関係を築いていくべきなのか。

本誌編集長に加え、まとめの章にはお2人に登場いただく。
日本知的財産協会専務理事の宗定勇氏は「非必要性経済」の観点からこれから必要な専門家像を説く。

ＡＧＰ行動科学分析研究所所長の永井隆雄氏はコンティンジェンシー理論を踏まえ、
プロフェッショナルを処遇する組織の姿に言及する。

最後に本誌編集長が今後の研究テーマを明らかにし、特集をまとめる。

非必要経済は
スペシャリスト活躍の主舞台
宗定 勇氏（日本知的財産協会専務理事）

プロフェッショナル人材とは何か
上昇から水平のキャリアアンカーへ
佐野一郎（本誌編集長）
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新しい関係を築くために

そうじょう・いさむ
日本知的財産協会専務理事
1944年生まれ。京都大学法学部
卒業後、1966年三菱化成（現・三
菱化学）入社、特許部に配属。同
社知的財産部長、執行役員を経
て、2003年退社。同年より現職。

私
が
考
え
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
定
義
は
、

「
特
定
の
分
野
に
お
い
て
、
高
度
に
し
て
広
範

な
情
報
・
知
識
を
も
ち
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、

高
度
な
判
断
（
＝
情
報
操
作
に
基
づ
く
行
動

の
意
思
決
定
）
を
下
す
こ
と
が
で
き
、
事
業
遂

行
を
行
う
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
経
営
者
に
対
し
情

報
提
供
と
進
言
を
行
う
人
材
」
で
す
。
事
業

結
果
に
直
接
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。
そ
の
反

対
概
念
が
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
で
す
。
一
方
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
は
、「
平
均
的
な
人
材

（
ア
マ
チ
ュ
ア
）
が
成
し
え
な
い
技
能
（
知
的

ま
た
は
肉
体
的
）
を
発
揮
す
る
こ
と
で
報
酬
を

得
る
人
材
」
の
こ
と
。
知
識
社
会
化
の
進
展

に
よ
り
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
も
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト

も
、
さ
ら
に
は
経
営
者
も
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
指

導
・
監
督
・
評
価
を
行
い
、
人
事
権
を
も
つ

人
間
と
い
う
意
味
で
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
、
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
双
方
に
存
在
し

ま
す
。

な
ぜ
今
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
の
か
、
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
の
か
。
こ
れ
を
半
世
紀
も
前

に
予
見
し
て
い
た
人
物
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
で
し

た
。
彼
は
１
９
５
４
年
に
『
現
代
の
経
営
』、

69
年
に
『
断
絶
の
時
代
』
を
著
し
、
世
界
が

有
体
物
中
心
か
ら
無
体
物
中
心
の
社
会
に
変

化
し
て
い
く
こ
と
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
法

が
一
変
す
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
。
現
に
70

年
あ
た
り
か
ら
日
本
を
は
じ
め
先
進
国
の
経

済
成
長
率
が
鈍
化
し
始
め
ま
し
た
。
必
需
品

が
広
く
行
き
渡
り
、
モ
ノ
余
り
の
社
会
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

私
は
、
必
需
品
経
済
の
縮
小
化
と
は
、「
非

必
要
経
済
」（
必
ず
要
る
に
あ
ら
ざ
る
経
済
）

化
で
あ
る
と
捉
え
、
そ
う
し
た
経
済
は
次
の
３

つ
の
特
性
を
も
つ
と
考
え
ま
し
た
。
①
あ
ら
か

じ
め
需
要
が
存
在
し
な
い
（→

需
要
創
造
型

企
業
が
強
い
）、
②
需
要
と
供
給
の
結
合
が
弱

い
（→

不
確
定
性
原
理
が
支
配
す
る
）、
③
価

格
・
乗
数
・
政
策
効
果
が
低
い
（→

近
代
経

済
学
の
前
提
が
崩
壊
）。
経
済
を
成
長
さ
せ
る

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
が
存
在
し
な
い
不
確

実
性
が
支
配
す
る
中
で
、
新
た
な
需
要
を
作

り
出
す
ほ
か
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
知
識

や
知
恵
が
最
大
の
支
配
因
子
と
な
り
、
仕
事

の
本
質
が
モ
ノ
で
は
な
く
情
報
の
操
作
に
な

る
。
そ
う
な
る
と
、
分
野
は
限
定
さ
れ
て
も
、

深
い
知
識
と
独
特
の
感
性
、
洞
察
力
を
も
っ

た
人
間
が
不
可
欠
に
な
る
。
そ
れ
こ
そ
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
の
出
番
で
す
。

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
増
え
る
と
雇
用
の
流
動

性
が
高
ま
り
ま
す
。
終
身
雇
用
が
崩
れ
、
ラ
イ

バ
ル
企
業
間
、
異
業
種
間
、
官
と
民
、
学
と

官
、
学
と
民
、
経
営
者
か
ら
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ま

で
、
人
の
移
動
が
激
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
人
な
ら
で
は
の
知
識
や
能
力
が
問
わ
れ
る
時

代
で
す
。
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

興
味
深
い
の
は
、
日
本
企
業
（
特
に
財
閥
系
）

と
欧
米
企
業
で
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
活
用
の

仕
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
図
表
１
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
欧
米
で
は
ゼ
ネ
ラ
リ
ス

ト
と
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
が
経
営
者
に

情
報
提
供
と
進
言
を
行
い
ま
す
。
経
営
者
は
各

部
署
か
ら
上
が
っ
て
く
る
情
報
を
も
と
に
、
全

体
最
適
化
の
意
思
決
定
を
行
い
ま
す
。
す
べ
て

の
情
報
を
入
手
で
き
、
全
体
を
見
て
意
思
決
定

で
き
る
の
は
経
営
者
だ
け
で
す
。
非
常
に
合
理

性
の
高
い
組
織
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
日
本
企
業
で
は
、
ま
ず
、
法
務
、
人

事
、
知
財
と
い
っ
た
異
な
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

知
識
社
会
化
が
用
意
し
た

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
活
躍
の
機
会

日
本
企
業
と
欧
米
企
業

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
活
用
の
違
い

宗
定
勇
氏
（
日
本
知
的
財
産
協
会
専
務
理
事
）

非
必
要
経
済
は

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
活
躍
の
主
舞
台
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同
士
の
間
（
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
…
…
）
で
情
報
と
進

言
が
行
き
交
い
ま
す
。
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
間
（
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
…
…
）
で
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
り
、
さ

ら
に
、（
Ｃ
）
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
、（
Ｄ
）
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
間
で
も
情
報
と
進
言
が
行
き
交
う
。

根
回
し
で
す
ね
。
い
わ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
の

担
当
者
が
擬
似
経
営
者
と
し
て
全
体
最
適
的

か
つ
擬
似
的
な
意
思
決
定
を
行
う
と
い
う
わ
け

で
す
。
そ
の
結
果
、（
Ｂ
）
経
営
者
に
上
が
っ

た
時
点
で
は
、
せ
い
ぜ
い
微
調
整
だ
け
が
必
要

な
洗
練
さ
れ
た
意
思
決
定
情
報
に
仕
上
が
っ
て

い
る
。
経
営
者
は
い
わ
ば
お
み
こ
し
に
乗
っ
た

微
調
整
の
ベ
テ
ラ
ン
で
、
ラ
ジ
カ
ル
に
物
事
を

進
め
る
と
下
部
組
織
に
混
乱
や
時
に
は
抵
抗
を

生
み
か
ね
な
い
こ
と
を
よ
く
承
知
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
よ
い
こ
と
で
は
な
く
、

日
本
企
業
の
戦
略
構
築
の
弱
さ
は
こ
こ
に
起
因

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
宗
定
氏
が
考

え
る
戦
略
の
定
義
は
図
表
２
参
照
）。

こ
の
改
善
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
元

を
た
ど
る
と
日
本
社
会
と
欧
米
社
会
の
違
い

に
行
き
当
た
る
。
独
立
し
た
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
機
能
を
ま
っ
と
う
す
る
欧
米
社
会
に
比
べ
、

日
本
は
共
同
体
性
を
ま
だ
ま
だ
強
く
残
し
て

い
る
ん
で
す
。

私
は
新
卒
で
三
菱
化
学
に
入
社
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
か
ら
退
職
す
る
ま
で
の
37
年
間
、
知

財
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
一
筋
に
働
い
て

き
ま
し
た
。
実
は
大
学
時
代
に
、「
日
本
は
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
尊
重
さ
れ
な
い
社
会
だ
け
れ

ど
も
、
そ
れ
で
は
進
歩
が
な
い
、
自
分
の
一
生

を
使
っ
て
、
少
し
で
も
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
力

が
活
か
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
に
努
力

し
て
み
よ
う
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
幸
い
、

知
財
と
い
う
興
味
深
い
仕
事
に
巡
り
合
え
て

こ
こ
ま
で
来
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
間
、
こ
う

考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。
高
い
見
識
や
能
力
は

も
っ
て
い
て
当
た
り
前
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の

存
在
意
義
は
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
か
ら
尊
重
さ
れ
る

こ
と
だ
、
そ
の
た
め
に
は
彼
ら
の
抱
え
て
い
る

問
題
の
本
質
、
置
か
れ
て
い
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

意
味
、
さ
ら
に
は
悩
み
や
希
望
を
き
っ
ち
り
理

解
す
る
こ
と
が
必
要
な
ん
だ
、
と
。

ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
比
較
し
て
、
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
が
経
験
で
き
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
勉
強
を
重
ね
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
結
果
、
私
に
相
談
に
来
る
ゼ
ネ
ラ
リ

ス
ト
た
ち
が
、「
宗
定
は
変
わ
っ
て
い
る
。
特
許

の
相
談
に
行
っ
た
の
に
、
小
難
し
い
話
は
一
切

な
し
で
頭
の
中
が
整
理
さ
れ
、
自
分
の
目
指
す

方
向
が
見
え
た
」
と
言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。

名
誉
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
は
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
ち
ゃ
駄
目
な

ん
で
す
。
経
営
者
や
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
が
何
を
考

え
て
い
る
か
を
理
解
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
よ

う
な
情
報
や
知
識
を
提
供
で
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
そ
の
た
め
に
は
深
く
、
根
源
的
に
考
え

る
こ
と
の
で
き
る
思
考
力
が
必
要
に
な
る
。

欧
米
の
エ
リ
ー
ト
を
見
て
い
る
と
、
例
え
ば

大
学
で
ギ
リ
シ
ャ
古
典
を
専
攻
し
て
い
て
今

は
経
営
の
ト
ッ
プ
に
い
る
と
い
う
人
材
が
ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
て
い
ま
す
。
理
科
系
と
文
科
系
の
区
別

も
関
係
な
い
。
ひ
と
つ
の
分
野
を
深
く
研
究
し

て
い
る
人
間
は
、
他
に
転
用
可
能
な
深
い
思

考
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
一
流
ブ
ラ
ン
ド
の
エ
ル
メ
ス
の

話
で
す
が
、
今
、
京
都
の
蒔
絵
職
人
の
技
術

を
取
り
入
れ
た
商
品
開
発
を
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
面
白
い
の
は
、
エ
ル
メ
ス
は
そ
の
技
術
を

そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の

職
人
が
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
大
胆
な
活
用
を
し

て
い
る
。
日
本
の
繊
細
な
伝
統
に
西
洋
の
斬

新
な
セ
ン
ス
を
埋
め
込
む
ん
で
す
ね
。
こ
れ
が

ほ
ん
と
う
の
創
造
性
だ
と
思
う
。
物
事
を
深
く

考
え
る
能
力
と
創
造
性
と
は
ど
こ
か
で
つ
な
が

っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
エ
ル
メ
ス
に
は
優
秀
な

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
数
多
く
い
る
の
で
し
ょ

う
。
深
い
専
門
性
を
備
え
つ
つ
も
、
そ
れ
に
と

ら
わ
れ
な
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
発
揮
で

き
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
今
後
求
め
ら
れ
る
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
は

活
用
さ
れ
て
な
ん
ぼ
の
世
界

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
は

資本家（A） 

経営者（B） 

スペシャリスト（D） 
X、Y、Z… 

補助者（E） 

ゼネラリスト（C） 
A、B、C… 

補助者（E） 

チェック 

指示・情報 

指示・情報 

情報・進言 

指示
・情
報 

情報・進言 指示・情報 情報・進言 

情報・進言 情報・進言 

【図表1】企業組織のあり方

【図表2】

「戦略」とは
敵や競争者がいる場において、これを排除し、自己の
力をその場へ拡大するか、または逆にそれをさせないよう
に防ぐために、多くの場合、多数の人間から構成される
組織のメンバーが、そのなすべき行為の種類、時点、場
所、相互関係を十分に理解できるようにプログラム化さ
れた思考のシステム体系であって、次のような特徴を有
する。

１一定の設定された目標成果（戦果）がある
２システムの各要素が合目的的、階層的に組み合わされ
ている

３戦略実行のために利用可能な組織内・外の資源の制
約条件が前提として十分検討されている

４システムの基礎に直感的判断があるが、その直感が冷
静に種々の観点から検証され、上記のような特徴を備
えるまでに高め、広げられている

５明示的である。以心伝心ではなく、禅問答ではない
６一定の合理的説得力を有する
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新しい関係を築くために

佐
野
一
郎
（
本
誌
編
集
長
）

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
と
は
何
か

上
昇
か
ら
水
平
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ン
カ
ー
へ

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
。
こ
の
言
葉
は
も
と

も
と
職
業
を
あ
ら
わ
す
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
」

か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
だ
。
だ
が
日
本
で
も
海
外

で
も
、
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
エ

キ
ス
パ
ー
ト
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
ア
マ
チ
ュ

ア
な
ど
の
対
語
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈

で
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
。
専
門
性
を
持
っ

た
人
材
で
あ
る
こ
と
は
共
通
な
の
だ
が
、
実
用

的
な
定
義
が
難
し
い
言
葉
だ
。
特
集
の
中
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
を
使
っ
た
た
め
、
読
者
の

み
な
さ
ん
を
混
乱
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
正

直
な
と
こ
ろ
私
た
ち
も
、
最
後
ま
で
ど
う
い
う

統
一
的
定
義
を
お
く
か
悩
ん
だ
。
ど
う
か
ご
容

赦
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
で
も
、
あ
え
て
今
回

は
「
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い
う

言
葉
を
掲
げ
て
、
企
業
で
実
際
に
活
躍
す
る

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
人
た
ち
、
人
事
の
方
、

そ
し
て
研
究
者
の
方
々
と
議
論
を
進
め
て
き

た
。
成
果
主
義
の
導
入
に
際
し
て
多
く
の
企

業
が
、「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
」
と
い

う
言
葉
を
用
い
て
こ
れ
か
ら
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
の
キ
ャ
リ
ア
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
か
ら

だ
。バ

ブ
ル
以
前
に
大
手
企
業
に
入
社
し
た
日

本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
心
の
奥
底
に
は
、
ど
こ

か
に
「
出
世
」
と
い
う
二
文
字
が
潜
ん
で
い
る
。

受
験
競
争
を
勝
ち
抜
き
、
偏
差
値
上
位
大
学

を
卒
業
し
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
大
手
企
業

に
入
社
す
る
。
最
初
は
現
場
、
そ
し
て
主
任

係
長
、
せ
め
て
本
社
の
課
長
ぐ
ら
い
ま
で
は
昇

進
し
た
い
…
…
。
こ
れ
は
戦
後
経
済
成
長
の

中
で
育
ま
れ
た
価
値
観
だ
。

こ
の
『
出
世
』
と
い
う
言
葉
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
に
特
別
な
意
味
を
喚
起
さ
せ
、
20
代

に
は
理
不
尽
と
も
と
ら
れ
る
長
い
仕
事
上
の

我
慢
や
努
力
を
支
え
る
力
が
あ
っ
た
。
顧
客

や
市
場
よ
り
内
部
規
範
の
維
持
に
価
値
を
お

き
、
上
か
ら
の
指
示
や
方
針
に
沿
っ
て
行
動

す
る
。
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
社
内
で
培

わ
れ
た
人
脈
と
経
験
を
頼
り
に
、
比
較
的
苦

労
の
な
い
仕
事
と
世
間
か
ら
の
評
価
、
そ
し
て

生
涯
に
わ
た
る
安
定
的
な
報
酬
が
も
た
ら
さ

れ
る
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
た
。
そ
の
間
、

阿
部
謹
也
氏
の
い
う
「
世
間
」
と
い
う
シ
ス
テ

ム
が
働
き
、
一
人
ひ
と
り
を
監
視
し
て
き
た
。

そ
し
て
専
門
職
制
度
は
成
果
を
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
『
出
世
』
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
、
社
会
・
市
場
の
安
定
と
、
経
済
成
長

に
基
づ
い
た
会
社
の
発
展
に
よ
る
企
業
組
織

の
膨
張
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
。
そ
こ
で

『
出
世
』
に
変
わ
る
何
ら
か
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ン

カ
ー
が
待
望
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
『
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
』
と
い
う
言
葉
で
あ

り
、
社
外
に
も
通
用
す
る
新
た
な
個
人
と
組

織
の
役
割
期
待
関
係
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
年
功
主
義
か
ら
成
果
主
義
へ
の
人

事
制
度
転
換
と
連
動
す
る
。『
出
世
』
は
ま
さ

し
く
年
功
主
義
を
支
え
た
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム

で
あ
っ
た
。
終
身
雇
用
が
崩
れ
て
い
く
中
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
志
向
の
確
立
は
、
成
果
主

義
に
対
応
す
る
た
め
に
も
ど
う
し
て
も
必
要
だ

ろ
う
。

ま
た
、
顧
客
や
市
場
は
企
業
と
働
く
人
に

「
高
度
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
仕
事
」
を

求
め
て
い
る
。
企
業
は
厳
し
い
環
境
変
化
の

中
に
あ
り
、
事
業
の
再
編
や
統
合
に
よ
る
絶

え
間
な
く
持
続
的
に
革
新
し
な
け
れ
ば
生
き

世
間
が
一
人
ひ
と
り
監
視

『
出
世
』の
メ
カ
ニ
ズ
ム

顧
客
や
市
場
か
ら
は

高
度
な
仕
事
の
要
請
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残
れ
な
い
。『
出
世
』
の
実
態
も
変
わ
っ
て
き

た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
戦
い
と
資
本
や
労
働
市
場

の
急
速
な
変
化
と
い
う
大
き
な
課
題
の
中
、

企
業
を
方
向
付
け
、
決
断
し
、
結
果
に
対
し

て
厳
し
く
責
任
が
問
わ
れ
る
経
営
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。『
出
世
』
し
て
経
営
幹
部
に
な
る

こ
と
は
、
決
し
て
安
楽
で
安
定
を
約
束
さ
れ
る

も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

一
方
、
働
く
人
も
今
日
ま
で
身
に
つ
け
た

知
識
や
技
術
が
明
日
に
は
不
要
と
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
現
実
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
あ
る
年
齢
以
上
に
は
、『
出
世
』
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
は
根
深
く
残
っ
て
い
る
が
、
若
い

世
代
は
『
出
世
』
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
ア
ン
カ
ー

が
自
分
の
人
生
を
切
り
開
く
も
の
で
な
い
と
理

解
し
て
い
る
。
昨
今
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
多
く

の
優
秀
な
学
生
が
入
社
し
、
第
2
新
卒
と
い

わ
れ
る
入
社
3
年
目
程
度
の
若
手
社
員
が
大

手
企
業
か
ら
続
々
と
転
職
す
る
の
は
、
長
期

的
な
育
成
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
抵
抗
や
反
発

だ
け
で
は
な
く
、
企
業
の
『
出
世
』
パ
ラ
ダ
イ

ム
が
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
こ
と
へ
の
苛
立
ち

と
抵
抗
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

社
員
に
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ

れ
と
求
め
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
低
下
、

人
材
流
失
に
と
も
な
う
企
業
ノ
ウ
ハ
ウ
、
顧
客

基
盤
や
関
係
パ
ー
ト
ナ
ー
の
喪
失
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ス
ク
を
と
も
な
う
。
そ
れ
で
も
企
業
は

後
戻
り
で
き
な
い
。
前
向
き
に
、
組
織
運
営

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
。

専
門
知
識
や
技
術
も
つ
こ
と
が
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
特
徴
と
い
わ
れ
る
が
、
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と

は
、
顧
客
の
期
待
に
対
し
て
安
定
し
た
成
果

を
出
し
続
け
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
で
働
く
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

の
方
々
や
人
事
担
当
者
、
研
究
者
た
ち
と
の

議
論
を
通
じ
て
、
最
も
強
く
感
じ
た
こ
と
だ
。

専
門
的
な
技
術
や
知
識
は
大
切
だ
が
、
そ
れ

は
安
定
し
た
成
果
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
医
師
や
弁
護
士
な
ど
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
象
徴
す
る
専
門
家
に

期
待
す
る
も
の
は
、
困
っ
た
と
き
の
問
題
の
解

決
で
あ
り
、
専
門
家
な
ら
何
と
か
し
て
く
れ
る
、

専
門
家
な
ら
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る

と
い
う
期
待
だ
。
そ
れ
に
応
え
る
た
め
、
彼
ら

は
特
殊
な
言
語
体
系
で
現
実
を
見
つ
め
、
課

題
を
見
つ
け
出
し
問
題
を
解
決
す
る
。
ア
マ
チ

ュ
ア
は
た
ま
た
ま
よ
い
仕
事
も
す
る
が
、
失
敗

も
多
い
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は
違
う
。
期

待
に
対
し
て
安
定
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
成

果
を
約
束
す
る
存
在
、
そ
れ
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
人
材
な
の
だ
。

し
か
し
現
代
の
よ
う
に
顧
客
の
期
待
が
多

様
化
し
、
高
度
化
す
る
中
に
あ
っ
て
は
、
安
定

的
に
成
果
を
あ
げ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は

生
ま
れ
に
く
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
世
界
で
は
、

大
型
汎
用
機
は
パ
ソ
コ
ン
へ
細
分
化
さ
れ
、

パ
ソ
コ
ン
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
（
統
合

さ
れ
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
に
な
っ
た
。

集
中
処
理
か
ら
分
散
処
理
へ
、
ま
た
大
規
模

集
中
処
理
へ
と
変
化
す
る
。
限
り
な
い
細
分

化
と
統
合
化
の
繰
り
返
し
が
起
き
て
い
る
。
ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
で
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
に
合

わ
せ
、
企
業
も
分
割
化
、
再
編
そ
し
て
統
合

が
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
恐
ろ
し
い
速
度
で
起
こ
っ

て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が

安
定
し
た
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
常
に

「
顧
客
は
誰
か
」
を
問
い
、「
何
が
期
待
さ
れ
て

い
る
か
」
を
明
確
に
し
、
あ
ら
た
な
知
識
や
技

術
と
い
う
課
題
発
見
〜
問
題
解
決
の
方
法
を

磨
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
『
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
』
受
難
の
時
代
だ
が
、
だ

か
ら
こ
そ
期
待
さ
れ
た
成
果
を
あ
げ
る
真
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
あ
ま
ね
く
求
め
ら
れ
る

プ
ロ
に
求
め
ら
れ
る
の
は

安
定
し
た
成
果
出
す
こ
と

企
業
独
自
の
言
語
体
系

修
得
し
た
人
材
が
人
気

（写真：世界文化フォト）
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新しい関係を築くために

日
本
企
業
を
取
り
巻
く
状
況
に
は
閉
塞
感

が
あ
る
。
そ
の
組
織
の
行
き
詰
ま
り
の
根
底

に
は
何
が
し
か
の
組
織
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
問

題
が
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
で
い
え
ば
、
Ｏ
Ｓ
の
部

分
に
バ
グ
が
あ
る
か
、
Ｏ
Ｓ
自
身
が
重
く
て

起
動
し
に
く
い
の
か
、
い
わ
く
言
い
が
た
い
軋

み
が
あ
っ
て
、
人
事
と
組
織
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
円
滑
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害

し
て
い
る
。

従
来
の
日
本
企
業
の
組
織
は
、
心
の
ど
こ

か
で
お
役
所
を
原
風
景
に
も
つ
官
僚
制
を
基

調
と
し
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
を
育
成
す
る
た
め

に
幾
重
に
も
階
層
化
さ
れ
て
き
た
。
強
い
統

合
力
、
統
制
力
の
あ
る
組
織
は
、
精
度
の
高

い
メ
カ
ニ
ク
ス
や
、
ク
オ
リ
テ
ィ
あ
る
サ
ー
ビ

ス
を
効
率
よ
く
生
産
・
供
給
す
る
に
は
優
れ

て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
生
み
出
す
異
質
さ
、
自
由
裁
量

性
を
犠
牲
に
し
す
ぎ
て
い
た
と
い
う
反
省
が
、

時
折
経
営
ト
ッ
プ
の
口
の
端
に
も
上
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
ど
う
も
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
的
階
層

の
頂
点
に
威
信
を
与
え
、
過
度
に
尊
重
す
る

「
統
合
の
論
理
」
は
、
時
に
強
く
機
能
し
す
ぎ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

組
織
戦
略
論
で
よ
く
登
場
す
る
い
に
し
え

の
論
議
に
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
理
論
が

あ
る
。
唯
一
最
善
の
組
織
構
造
は
存
在
せ
ず
、

組
織
を
取
り
巻
く
環
境
と
、
組
織
自
身
の
構

造
の
適
合
関
係
に
よ
っ
て
組
織
の
成
果
が
向

上
す
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
も
の
だ
。
こ
こ
で

は
、
安
定
し
た
環
境
下
で
は
機
械
的
組
織
が

有
効
だ
が
、
不
安
定
な
環
境
下
で
は
そ
の
不

確
定
性
か
ら
有
機
的
組
織
が
有
効
だ
と
提
唱

さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
状
況
対
応
的
な
発
想
に
立
っ

て
も
、
日
本
の
組
織
は
自
己
保
存
的
な
均
衡

維
持
型
の
組
織
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
重
視
す
る

こ
と
も
あ
り
、
結
局
ど
こ
か
で
強
す
ぎ
る
統

合
や
統
制
の
う
ね
り
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま

う
。
そ
し
て
異
質
分
子
の
取
り
扱
い
や
、
特

に
育
て
上
げ
る
こ
と
に
は
た
び
た
び
失
敗
し

て
き
た
。
そ
こ
で
、
当
事
者
た
ち
も
開
き
直

る
か
、
内
心
で
卑
屈
に
な
る
か
、
は
た
ま
た

超
然
と
す
る
か
、
時
に
は
組
織
の
重
圧
に
圧

殺
さ
れ
て
し
ま
う
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
潜
在

的
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
に
は
ま
っ

と
う
な
尊
厳
が
な
か
っ
た
。
そ
の
処
遇
に
は

ど
こ
か
で
不
具
合
や
違
和
感
が
出
て
し
ま
っ

て
い
た
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
処
遇
に
つ

い
て
、
日
本
の
組
織
は
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
を

生
み
出
す
階
層
化
原
理
と
過
剰
な
行
動
統
制

の
呪
縛
を
ど
こ
か
に
背
負
っ
て
い
る
。
本
来
、

そ
こ
に
は
階
層
化
で
は
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
よ
う
な
組
織
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
が
必
要
だ
。

そ
れ
は
自
己
組
織
性
で
あ
り
、
環
境
に
適
応

す
る
の
で
も
な
く
、
他
律
的
に
決
定
さ
れ
る

の
で
も
な
く
、「
自
分
自
身
が
自
前
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
依
拠
し
て
自
律
的
に
自
ら
行
動
す
る
」

も
の
な
の
だ
。
つ
ま
り
、
個
人
を
不
適
応
や

未
適
応
の
ま
ま
容
認
し
、
中
途
半
端
な
認
知

や
称
賛
も
せ
ず
に
放
置
で
き
な
い
か
。
そ
ん

な
大
胆
な
発
想
が
必
要
だ
。「
何
と
か
認
め
て

然
る
べ
き
処
遇
を
」
と
い
う
発
想
を
持
ち
す

ぎ
る
こ
と
自
体
、
統
合
の
論
理
か
ら
派
生
し

て
い
る
。
ま
た
「
評
価
さ
れ
な
い
で
は
な
い
か
」

と
後
押
し
や
応
援
を
期
待
す
る
こ
と
自
体
に
、

過
剰
依
存
的
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
感
じ
る
。

絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
で
均
衡
維
持
し
つ
つ
、

異
質
で
多
様
な
分
子
を
活
か
し
、
で
き
れ
ば

ど
う
活
性
化
す
る
か
。
時
に
放
置
し
放
任
し
、

生
み
出
さ
れ
た
創
発
的
な
ア
イ
デ
ア
だ
け
巧

み
に
取
り
込
む
。
組
織
と
個
人
の
新
た
な
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
理
論
・
自
己
組
織
性
と

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材

永
井
隆
雄
（
Ａ
Ｇ
Ｐ
行
動
科
学
分
析
研
究
所
所
長
）

の
だ
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
は
顧
客
の
課
題
を
発
見
し
、
成
果

を
実
現
す
る
独
自
の
行
動
ス
タ
イ
ル
、
メ
ソ
ッ

ド
･
言
葉
の
体
系
を
持
っ
て
い
る
。
化
学
者

は
化
学
式
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
4
Ｐ
3
Ｃ

を
駆
使
し
、
経
理
担
当
者
は
Ｐ
／
Ｌ
、
Ｂ
Ｓ
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
で
事
象
を
み
つ
め
、
課
題

を
見
つ
け
て
解
決
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
。
彼
ら

は
専
門
分
野
ご
と
に
独
自
の
言
葉
の
体
系
を

使
っ
て
、
一
般
人
が
見
え
な
い
も
の
を
見
る
の

だ
。一

方
、
優
れ
た
企
業
に
は
、
現
場
で
課
題

を
発
見
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
企
業
独
自
の

言
葉
の
体
系
が
あ
る
。
例
え
ば
大
手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
は
製
造
現
場
の
改
革
に
日
々
そ
の

言
葉
の
体
系
を
用
い
て
い
る
し
、
い
く
つ
か
の

飲
料
メ
ー
カ
ー
や
食
品
メ
ー
カ
ー
は
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
独
自
の
方
法
を
持
っ
て
い
る
。
形

式
知
化
し
て
い
な
く
て
も
暗
黙
知
と
し
て
保

有
す
る
企
業
も
多
数
あ
る
。

こ
う
し
た
企
業
特
殊
的
な
言
葉
の
体
系
、

言
い
換
え
れ
ば
知
識
や
技
術
を
習
得
し
た
人

材
は
、
転
職
市
場
で
高
い
価
値
を
も
っ
て
い

る
。
す
で
に
〇
〇
分
野
な
ら
△
△
企
業
の
出

身
者
と
い
う
評
価
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
生
ま

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
企
業
独
自
の
問
題
解
決

体
系
を
使
っ
て
成
果
を
生
む
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
は
長
期
雇
用
で
あ
る
必
要
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
暗
黙
知
を
蓄
積
し
、
そ
れ
を
言
語
化

し
て
体
系
化
す
る
よ
う
な
人
材
は
長
期
雇
用
、

企
業
独
自
の
強
み
に
直
結
し
な
い
テ
ー
マ
や
、

あ
る
時
期
だ
け
に
必
要
な
高
度
な
専
門
性
や

技
術
は
、
外
部
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
力

ながい・たかお
1963年生まれ。慶應
義塾大学文学部卒業。
同大学院、外資系企
業を経て現職。日本
大学など多数の大学
の講師も務める。
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を
借
り
る
な
ど
、
今
後
は
育
成
期
間
の
長
さ

と
成
果
の
大
き
さ
と
の
関
係
で
、
雇
用
形
態

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

社
会
が
複
雑
･
高
度
化
し
た
現
代
で
は
、

よ
ほ
ど
深
い
洞
察
力
を
持
っ
た
人
材
で
な
け

れ
ば
、
従
来
の
専
門
知
識
や
技
術
だ
け
で
は

課
題
は
見
え
な
い
し
、
見
え
な
い
課
題
は
解
決

で
き
な
い
。
か
と
い
っ
て
時
間
を
か
け
て
深
い

洞
察
力
を
持
っ
た
人
材
の
暗
黙
知
を
新
た
な

知
識
の
体
系
に
作
り
上
げ
、
安
定
し
た
問
題

解
決
の
レ
ベ
ル
に
磨
き
上
げ
る
に
は
、
社
会
の

変
化
が
激
し
す
ぎ
る
。
体
系
化
し
た
途
端
に

陳
腐
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
5
年
後

ど
う
い
う
課
題
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か
さ
え
予

想
が
つ
か
な
い
。
企
業
と
し
て
は
こ
う
し
た
リ

ス
ク
を
最
小
限
に
押
さ
え
る
た
め
、
独
自
の
戦

略
に
基
づ
い
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
育
成

が
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
る
。
戦
略
な
き
と
こ

ろ
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
育
成
は
な
い
の

だ
。

今
回
の
議
論
の
過
程
で
、
も
う
ひ
と
つ
印

象
深
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
個
人
を
意
味
す
る

と
思
い
込
ん
で
い
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の

起
源
が
、
中
世
欧
州
で
は
職
人
集
団
を
指
す

と
い
う
阿
部
謹
也
氏
の
指
摘
だ
。
中
世
の
手

工
業
者
は
、
顧
客
に
対
し
て
全
責
任
を
負
う

親
方
に
よ
る
仕
切
り
で
、
職
人
の
相
互
行
為

で
磨
き
上
げ
ら
れ
た
技
術
を
く
み
上
げ
、
価
値

を
生
む
集
団
だ
っ
た
。
日
本
知
的
財
産
協
会

専
務
理
事
の
宗
定
勇
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

研
究
開
発
分
野
と
い
っ
た
極
め
て
高
度
で
複

雑
化
し
た
問
題
へ
の
対
処
は
、
個
人
だ
け
の

力
で
は
限
界
に
き
て
い
る
。
今
回
取
材
に
協

力
い
た
だ
い
た
多
く
の
企
業
で
も
顧
客
の
課

題
、
事
業
の
課
題
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
人
材
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
取
り
組
ん
で
い

た
。
人
間
の
創
造
性
は
価
値
観
の
違
う
人
間

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
育
ま
れ

る
。
専
門
的
な
人
材
が
タ
コ
ツ
ボ
化
せ
ず
、
課

題
解
決
の
た
め
に
連
携
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
し
、
今
日
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
を
捉
え
る
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。

や
や
議
論
が
拡
散
し
た
感
は
あ
る
が
、
今
回

の
特
集
は
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
や
「
専

門
性
」
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
考
え
る
ヒ
ン
ト

集
の
よ
う
な
仕
上
が
り
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。
最
終
的
に
体
系
化
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
発

信
し
え
な
か
っ
た
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

に
対
す
る
考
察
は
深
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
自
負
し
て
い
る
。
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
は
今
年
、

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
」
を
研
究
テ
ー

マ
の
中
心
に
据
え
る
。
顧
客
接
点
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
察
知
し
、
新
た
な
価
値
創

造
を
担
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
、
独
立

や
自
営
も
視
野
に
入
れ
た
、
個
人
の
視
点
か

ら
見
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
、
人
材
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
推
進
す
る

た
め
の
有
期
契
約
･
業
務
委
託
と
し
て
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
活
用
な
ど
、
次
の

時
代
の
働
く
人
と
組
織
の
あ
り
方
を
示
唆
す

る
研
究
を
深
め
て
い
く
。
研
究
成
果
は
本
誌

の
中
で
も
随
時
報
告
し
て
い
き
た
い
。

プ
ロ
の
起
源
は
職
人
集
団

創
発
的
連
携
が
価
値
生
む

事
業
戦
略
な
く
し
て

プ
ロ
育
成
は
不
可
能
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ナレッジワーカー
と組織
～北米現地レポート
高度な専門知識を有し、「いかにするか」ではなく「何をすべきか」を考えて、
仕事を組み立て実行するナレッジワーカー。第一特集で取り上げた、
企業内プロフェッショナルのあるべき姿や組織との関係を考えるためにも、
ナレッジワーカーという概念に注目することは意味があるだろう。
第二特集では北米のナレッジワーカー像がどう変化しているのか、
彼らと企業はどんな関係を築くべきなのかを探るため、米国、カナダを取材した。
ナレッジワーカーをめぐる現状の課題と、未来への展望をレポートする。

文デイビッド・クリールマン
構成五嶋正風（編集部）

© Images.com/CORBIS/Corbis Japan
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米
国
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
労
使
関
係
に
依

然
と
し
て
影
響
を
与
え
て
い
る
の
が
、
今
か
ら

お
よ
そ
2
5
0
年
前
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
き
た

劇
的
な
思
考
の
転
換
だ
。

17
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
兵
士

と
な
る
者
は
、
広
い
肩
幅
、
長
い
腕
、
抜
け
目

の
な
い
敏
捷
な
物
腰
、
そ
し
て
姿
勢
の
良
さ
な

ど
、
あ
る
種
の
生
得
的
特
徴
を
備
え
て
い
る
の

が
当
然
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
フ
ラ
ン

ス
の
哲
学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
が
著
書

『
規
律
と
処
罰
』
で
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
18

世
紀
ま
で
に
は
そ
の
考
え
方
は
す
っ
か
り
様
変

わ
り
し
て
し
ま
う
。
18
世
紀
に
は
、
ど
ん
な
農

民
で
も
兵
士
と
し
て
通
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
重
要
な
の
は
も
っ
て
生

ま
れ
た
資
質
で
は
な
く
、
荒
削
り
な
素
材
を
型

に
は
め
込
む
と
い
う
、
単
な
る
プ
ロ
セ
ス
の
問

題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

だ
。こ

れ
は
過
去
5
0
0
年
間
に
わ
た
り
、
社

会
で
発
生
し
た
大
き
な
転
換
の
ひ
と
つ
を
例

証
す
る
も
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
フ
ー
コ
ー

の
い
う
「
規
律
社
会
へ
の
転
換
」
だ
。
規
律
社

会
の
眼
目
は
人
々
に
機
械
の
よ
う
な
役
割
を

担
わ
せ
、
個
人
的
な
嗜
好
に
従
う
の
で
は
な
く
、

規
律
に
よ
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

だ
。
こ
う
し
た
思
考
の
転
換
が
あ
っ
て
こ
そ
、

近
代
の
大
規
模
な
軍
隊
は
可
能
に
な
っ
た
。

学
校
の
運
営
方
法
も
こ
れ
に
倣
い
、
学
生
に

知
識
を
伝
授
す
る
こ
と
よ
り
も
、
規
律
に
従
わ

せ
る
訓
練
に
よ
り
重
き
を
置
い
た
も
の
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
思
考
の
転
換
が
、
18
世
紀
末

の
工
場
の
出
現
を
可
能
に
し
た
の
だ
っ
た
。

17
世
紀
の
兵
士
は
、
単
に
自
ら
の
武
器
を

手
に
取
れ
ば
そ
れ
で
事
足
り
た
が
、
1
7
7
6

年
と
も
な
る
と
、
兵
士
が
ラ
イ
フ
ル
を
肩
に
担

ぐ
の
に
23
も
の
個
別
の
指
示
が
な
さ
れ
た
。
任

務
を
達
成
す
る
た
め
、
こ
こ
ま
で
の
細
か
さ
は

ほ
と
ん
ど
必
要
な
か
っ
た
が
、
こ
の
例
は
機
械

の
よ
う
な
正
確
さ
で
人
を
動
か
し
た
い
と
い
う

欲
求
、
上
に
立
つ
者
の
指
示
に
完
全
に
従
わ

せ
た
い
と
い
う
欲
求
を
示
し
た
も
の
と
い
え

る
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
工
場
の
所
有
者
た
ち

が
望
ん
だ
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
工
員

た
ち
は
容
易
に
取
り
替
え
の
き
く
歯
車
の
ひ
と

つ
と
さ
れ
た
の
だ
。

人
間
を
機
械
の
一
部
と
捉
え
る
見
方
を
職

場
に
導
入
す
る
う
え
で
、
科
学
的
管
理
手
法

を
考
案
し
、
先
進
的
役
割
を
果
た
し
た
の
が

フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
テ
イ
ラ
ー
だ
。
テ
イ
ラ
ー
は

あ
る
課
題
を
注
意
深
く
研
究
・
観
察
す
れ
ば
、

そ
の
最
善
の
達
成
方
法
を
見
出
せ
る
と
考
え

た
。
そ
し
て
い
っ
た
ん
最
善
の
方
法
を
編
み
出

せ
ば
、
労
働
者
を
訓
練
し
、
そ
の
方
法
に
従

わ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
説
い
た
。

テ
イ
ラ
ー
の
関
心
は
も
っ
ぱ
ら
単
純
な
肉
体

労
働
に
向
け
ら
れ
た
。
彼
は
著
書
『
科
学
的

管
理
の
諸
原
則
』（
1
9
1
1
年
）
で
、
銑
鉄

を
扱
う
労
働
者
を
そ
の
格
好
の
例
に
挙
げ
て

い
る
。
1
7
7
6
年
の
兵
士
の
よ
う
に
、
テ
イ

ラ
ー
は
労
働
者
に
対
し
て
シ
ャ
ベ
ル
の
持
ち
方

や
手
押
し
車
の
押
し
方
を
厳
密
に
教
示
し
た

の
だ
。
た
だ
テ
イ
ラ
ー
の
問
題
は
、
労
働
者
を

一
段
低
い
存
在
と
し
て
見
て
い
た
こ
と
に
あ
っ

た
。
彼
は
こ
う
記
す
。「
銑
鉄
を
取
り
扱
う
者

は
、
探
し
出
す
の
が
難
し
い
ほ
ど
非
凡
な
人
間

で
は
な
い
。
彼
は
頭
も
体
も
愚
鈍
な
、
い
わ
ば

雄
牛
の
よ
う
な
存
在
に
過
ぎ
な
い
」。
テ
イ
ラ

ー
は
ま
た
、
仕
事
を
遂
行
す
る
う
え
で
最
善
の

方
法
を
決
定
す
る
の
は
労
働
者
で
は
な
く
専

門
家
の
役
割
で
あ
る
と
す
る
説
を
譲
ら
ず
、

「
仕
事
に
見
合
う
報
酬
を
受
け
取
ろ
う
と
す
る

（
よ
い
労
働
者
）
な
ら
、
言
わ
れ
た
通
り
の
こ

と
を
朝
か
ら
晩
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
労
働
者
を
動
物
と
機
械

を
か
け
合
わ
せ
た
よ
う
な
存
在
と
し
て
扱
っ
た

こ
と
で
、
テ
イ
ラ
ー
主
義
に
基
づ
く
管
理
手
法

は
長
年
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

だ
が
実
の
と
こ
ろ
、
テ
イ
ラ
ー
主
義
が
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
は
、
仕
事
の

性
質
が
容
易
に
観
察
・
測
定
可
能
な
単
純
肉

体
労
働
の
世
界
か
ら
、
知
識
労
働
の
世
界
へ

と
変
化
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

50
年
前
、
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
は
著

指
示
に
従
わ
せ
た
い

上
に
立
つ
者
の
欲
求

機
械
か
ら
思
考
す
る
存
在
へ

ド
ラ
ッ
カ
ー
博
士
の
考
察

デイビッド・クリールマン
ヒューマンキャピタルマネジメン
ト領域を専門とするインディペ
ンデントアナリスト。元ＨＲ．ｃｏ
ｍ編集長。定期的にＨＲ．ｃｏｍ、
南カリフォルニア大学、その他
のベンダーに対し、今後のＨＲ
を鋭い視点で分析したコラムを
寄稿している。無形資産として
のヒューマンキャピタルについ
てのワークショップも主宰する。
カナダ・トロント在住。

概
観
機
械
の
一
部
か
ら
知
識
の
源
へ

I
パ
ー
ト
１
は
導
入
部
と
し
て
、
１７
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
。
労
働
者
観
の
変
化
、

ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
に
よ
る
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
発
見
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
以
降
の
研
究
の
紹
介
を
概
観
す
る
。

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ク
リ
ー
ル
マ
ン
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書
『
現
代
の
経
営
』
で
、
次
の
よ
う
に
言
及
し

て
い
る
。「
米
国
に
お
い
て
…
実
数
の
上
で
も

割
合
か
ら
み
て
も
急
激
に
増
え
て
い
る
社
員

階
級
は
、
優
れ
た
専
門
的
技
術
・
技
能
を
有

し
、
き
ち
ん
と
し
た
訓
練
を
受
け
た
人
々
で
あ

る
。」人

々
を
機
械
の
一
部
と
し
て
扱
う
テ
イ
ラ

ー
主
義
モ
デ
ル
が
、
高
度
な
訓
練
を
受
け
た
労

働
者
に
対
し
て
機
能
し
な
い
の
は
明
ら
か
だ
。

知
識
労
働
へ
の
転
換
は
、
そ
の
影
響
が
多
方

面
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
が
そ

の
重
要
性
を
明
確
に
指
摘
し
て
50
年
を
経
た

今
日
で
も
、
経
営
者
ら
は
依
然
と
し
て
ナ
レ
ッ

ジ
ワ
ー
カ
ー
を
い
か
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
処
遇

す
べ
き
か
に
つ
い
て
論
争
し
て
い
る
。

何
年
に
も
わ
た
り
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
は
知
識

労
働
に
関
し
て
示
唆
に
富
む
考
察
を
数
多
く

し
て
き
た
。
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
は
、
多
く
の
点

で
知
識
労
働
が
肉
体
労
働
と
大
い
に
異
な
り
、

肉
体
労
働
を
管
理
す
る
に
は
有
用
な
考
え
方

が
、
知
識
労
働
に
対
し
て
は
役
に
立
た
な
い
と

い
う
も
の
だ
。
例
え
ば
肉
体
労
働
の
場
合
、
重

要
な
指
標
と
な
る
の
は
効
率
（
労
働
量
）
だ

が
、
知
識
労
働
で
は
ど
れ
だ
け
の
効
果
が
上
が

る
か
、
労
働
の
質
が
よ
り
重
要
に
な
る
。
こ
の

テ
ー
マ
と
同
じ
流
れ
を
汲
む
も
の
と
し
て
、
仕

事
の
遂
行
自
体
と
同
様
に
仕
事
の
設
定
が
重

要
だ
と
す
る
考
え
も
あ
る
。
ま
た
、
マ
ネ
ジ
ャ

ー
は
肉
体
労
働
者
に
対
し
て
仕
事
の
や
り
方

を
具
体
的
に
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ナ

レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
に
対
し
て
は
、
仕
事
上
の
目

標
と
優
先
順
位
を
示
す
こ
と
く
ら
い
し
か
な

い
。
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
多
く
の
教
訓
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
今
な
お
ナ
レ
ッ

ジ
ワ
ー
カ
ー
に
対
し
て
肉
体
労
働
者
並
み
の

管
理
手
法
を
用
い
た
い
と
い
う
、
時
代
に
逆

行
す
る
よ
う
な
傾
向
は
見
ら
れ
る
。

ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
の
主
張
の
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
学
習
、
お
よ
び
革
新

的
姿
勢
が
知
識
労
働
の
中
核
を
な
す
と
い
う

点
だ
。
テ
イ
ラ
ー
が
肉
体
労
働
に
つ
い
て
主
張

し
た
概
念
に
は
、
こ
う
し
た
要
素
は
ほ
と
ん
ど

関
係
し
て
こ
な
か
っ
た
。
企
業
は
こ
の
教
訓
に

学
び
、
現
在
で
は
一
様
に
高
等
教
育
を
受
け

た
人
材
の
採
用
に
力
を
入
れ
、
同
時
に
能
力

開
発
に
重
点
投
資
を
し
て
い
る
。
革
新
的
姿

勢
を
い
か
に
保
ち
続
け
る
か
は
依
然
と
し
て
問

題
の
ひ
と
つ
だ
が
、
大
き
な
関
心
を
呼
ぶ
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
は
権
力
が
経
営
者
か
ら
ナ

レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
に
移
っ
た
点
に
も
言
及
す

る
。
企
業
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
資
産
は
、
も

は
や
プ
ラ
ン
ト
や
機
械
設
備
で
は
な
く
、
毎
日

夕
方
に
は
会
社
を
後
に
す
る
労
働
者
の
頭
に

詰
め
込
ま
れ
た
知
識
だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
見

地
か
ら
博
士
は
、
企
業
は
社
員
を
コ
ス
ト
と
し

て
で
は
な
く
、
資
産
と
し
て
取
り
扱
う
必
要
に

駆
ら
れ
る
と
考
え
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
、

米
国
の
企
業
社
会
は
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
信

奉
し
た
が
、
実
際
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
入

れ
る
こ
と
は
総
じ
て
な
か
っ
た
。
ウ
ォ
ー
ル
ス

ト
リ
ー
ト
は
企
業
が
コ
ス
ト
削
減
に
な
る
レ
イ

オ
フ
を
実
施
す
れ
ば
歓
迎
し
、
社
員
を
資
産

と
は
捉
え
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本

当
に
資
産
と
考
え
て
い
る
な
ら
ば
、
企
業
が
レ

イ
オ
フ
と
い
う
「
資
産
」
処
分
に
踏
み
切
る
と

き
に
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
が
こ
れ
ほ
ど
歓

迎
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
が
強
く
主
張
し
た
の
は
、
ナ

レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
は
常
に
高
度
な
専
門
知
識

を
有
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
故
に
チ
ー

ム
を
組
ん
で
働
く
こ
と
や
、
組
織
の
一
角
を
担

っ
て
働
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
点
だ
。

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
多
く
は
行
動
に
制
約
を

受
け
る
こ
と
な
く
自
由
に
働
い
て
お
り
、
企
業

の
た
め
滅
私
奉
公
で
は
働
い
て
い
な
い
。
も
ち

ろ
ん
チ
ー
ム
は
重
要
だ
が
、
知
識
労
働
は
個
人

的
取
り
組
み
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
れ

は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
で
あ
れ
、
ビ
ル
の
設
計
に
従

事
す
る
建
築
家
で
あ
れ
、
病
気
の
診
断
に
携

わ
る
医
師
で
あ
れ
事
情
は
同
じ
だ
。
ナ
レ
ッ
ジ

ワ
ー
カ
ー
の
1
日
の
大
半
は
個
人
が
抱
え
る

仕
事
の
遂
行
に
費
や
さ
れ
る
の
だ
。

ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
に
よ
っ
て
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ

ー
に
対
す
る
社
会
的
関
心
が
喚
起
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
管
理
で
最
も
人
気
の
あ

る
本
は
、
知
識
を
有
す
る
人
材
で
は
な
く
ナ
レ

ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
も
の

だ
。
ピ
ー
タ
ー
・
セ
ン
ゲ
の
『
最
強
組
織
の
法

則
』
に
始
ま
り
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
（
学
習
す
る
組
織
）
に
つ
い
て
は
絶

え
ず
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
現
在
で
は
ナ

レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
一
大
ジ
ャ

ン
ル
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
知
識
労
働

が
思
っ
た
ほ
ど
の
注
目
を
集
め
て
い
な
い
の
は

確
か
だ
。

知
識
労
働
に
関
し
て
最
も
興
味
深
い
解
説

を
行
っ
て
い
る
人
物
の
う
ち
、
二
人
は
組
織
研

究
の
分
野
で
は
門
外
漢
だ
。
ダ
ニ
エ
ル
・
ピ
ン

ク
は
そ
の
ひ
と
り
だ
が
、
著
書
『
フ
リ
ー
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
社
会
の
到
来
』
で
次
の
よ
う
な
指
摘

を
し
て
い
る
。「
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
大
半

は
、
独
立
し
た
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
立
場
で
働
く

こ
と
を
好
み
、
組
織
か
ら
完
全
に
離
れ
る
道
を

選
択
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
自
由
な
立
場
で
働

く
こ
と
を
好
ん
で
き
た
の
で
あ
る
」。
二
人
目

の
人
物
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ロ
リ
ダ
だ
。
彼
は

チ
ー
ム
を
組
み
、
社
会
の
一
階
級
と
し
て
の
ナ

レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
（
彼
ら
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
ク
ラ
ス
と
呼
ぶ
）
が
巻
き
起
こ
す
社
会
現

象
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
て
い
る
。

17
お
よ
び
18
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
育
ま
れ
た

規
律
社
会
の
価
値
観
は
、
現
在
も
依
然
と
し

て
広
く
い
き
わ
た
っ
て
い
る
。
プ
ロ
シ
ア
の
将

軍
が
閲
兵
場
で
多
数
の
兵
士
を
一
糸
乱
れ
ぬ

規
律
で
行
進
さ
せ
た
よ
う
に
、
ま
た
テ
イ
ラ
ー

が
銑
鉄
を
扱
う
肉
体
労
働
者
を
厳
密
に
管
理

し
た
よ
う
に
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
を
管
理
で

き
る
と
い
う
考
え
に
経
営
者
の
多
く
が
心
を
奪

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
問
題
が
認
識
さ
れ
て
か
ら

久
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ

ー
を
い
か
に
管
理
す
る
か
は
、
依
然
と
し
て
新

し
く
、
手
腕
を
問
わ
れ
る
課
題
だ
。
ド
ラ
ッ
カ

ー
氏
が
一
貫
し
て
強
調
し
て
い
る
の
は
、
ナ
レ

ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
生
産
性
が
、
企
業
を
経
営
す

る
側
に
と
っ
て
未
解
決
の
重
要
問
題
だ
と
い

う
点
だ
。

権
力
は
経
営
者
か
ら

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
へ

組
織
か
ら
離
れ
る
道
選
択

自
由
に
働
く
こ
と
を
好
む
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い
う
点
。
も
う
ひ
と
つ
は
、「
分
析
的
ス
キ
ル

が
最
も
重
要
視
さ
れ
る
情
報
時
代
（
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
イ
ジ
）
か
ら
、
感
情
と
全

体
的
思
考
が
経
済
繁
栄
の
源
泉
と
な
る
概
念

の
時
代
（
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
エ
イ
ジ
）
へ

と
先
進
世
界
は
動
い
て
い
る
」
と
い
う
点
だ
。

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
過
去
50

年
、
多
く
の
こ
と
が
書
か
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
で
暗
黙
の
前
提
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
は
結
局
会

社
の
被
雇
用
者
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
だ
。
大
方
の
人
に
と
っ
て
驚
き
で
あ
ろ
う

が
、
米
国
の
状
況
は
予
想
を
裏
切
る
結
果
と

経
営
者
が
組
織
内
で
起
こ
っ
て
い
る
出
来

事
に
目
を
向
け
る
一
方
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ピ
ン
ク

氏
が
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、
一
人

ひ
と
り
の
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
だ
。
ピ
ン
ク
氏

が
対
象
と
す
る
の
は
米
国
だ
が
、
そ
の
洞
察
の

多
く
は
ど
の
先
進
国
に
も
関
係
し
て
い
る
。

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
に
起
こ
っ
て
い
る
出
来

事
を
、
ピ
ン
ク
氏
は
二
つ
の
視
点
か
ら
洞
察
す

る
。
ひ
と
つ
は
、「
多
く
の
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ

ー
が
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
化
し
て
い
る
」
と

な
っ
て
い
る
。
総
労
働
人
口
の
う
ち
か
な
り
の

割
合
（
ピ
ン
ク
氏
の
推
定
で
は
25
％
）
が
組

織
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
や
め
フ
リ
ー
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

ピ
ン
ク
氏
の
い
う
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と

は
自
営
す
る
個
人
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で

組
織
と
契
約
を
交
わ
し
仕
事
を
請
け
負
う
。

フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
職
業
は
、
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ラ
イ
タ

ー
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
、
会
計
士
な
ど
多
数
あ
る
。

多
く
の
人
は
選
択
の
結
果
で
は
な
く
、
や
む

を
得
ず
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
興
味
深
い
の
は
、
フ
リ
ー
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
好
ん
で

選
択
し
て
い
る
人
た
ち
だ
。
お
金
の
た
め
に
組

織
を
去
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
聞
か

な
い
。
よ
く
聞
く
の
は
、
自
分
で
仕
事
の
優
先

事
項
を
決
め
、
独
立
し
た
い
と
い
う
声
だ
。

ピ
ン
ク
氏
は
ま
た
、
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

と
し
て
働
く
こ
と
は
比
較
的
容
易
に
な
っ
て
き

た
と
指
摘
す
る
。
そ
の
理
由
は
フ
リ
ー
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
と
し
て
働
く
こ
と
が
社
会
的
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
知
識
労
働
の
か
な
り

の
部
分
が
、
家
庭
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
で
仕
事
を

す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
ま
た
24
時
間
営
業

の
D
P
E
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
ひ
と
り
で
働
く

人
々
の
ニ
ー
ズ
を
効
率
よ
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
イ

ン
フ
ラ
が
整
っ
て
き
た
こ
と
も
重
要
だ
。

フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
化
す
る
ナ
レ
ッ
ジ
ワ

ー
カ
ー
の
大
幅
な
増
加
か
ら
、
企
業
が
学
べ
る

こ
と
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
ひ
と
つ
は
フ
リ

ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
才
能
を
供
給
す
る
豊
か
な
源
泉
と
な

っ
て
い
る
こ
と
だ
。
企
業
は
概
し
て
、
フ
ル
タ

イ
ム
の
長
期
雇
用
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
才

能
あ
る
人
材
を
活
用
す
る
柔
軟
性
の
高
い
雇

用
形
態
を
好
む
。
こ
う
し
た
才
能
の
プ
ー
ル
が

手
短
に
利
用
で
き
る
状
況
は
組
織
に
と
っ
て

大
き
な
プ
ラ
ス
で
、
長
期
雇
用
に
代
わ
る
選
択

肢
と
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
だ
。

ま
た
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
存
在
そ
の
も

の
が
、「
多
く
の
企
業
が
有
能
な
社
員
に
対
し
、

被
雇
用
者
か
ら
脱
出
す
る

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
た
ち

才
能
供
給
の
豊
か
な
源
泉

組
織
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に

M
B
A
の
ス
キ
ル
・
価
値
観
か
ら

芸
術
学
修
士
の
説
く
ア
ー
ト
へ

ダ
ニ
エ
ル
・
ピ
ン
ク
氏
（『
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
社
会
の
到
来
』
著
者
）

ダニエル・ピンク氏

研
究
新
た
な
特
徴
、
企
業
と
の
関
係

II
脱
工
業
化
社
会
、
知
識
社
会
の
進
展
は
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
像
に
ど
ん
な
変
化
を
も
た
ら
す
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
変
化
に
よ
っ
て
企
業
と
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
関
係
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
は
ど
ん
な
影
響
を
受
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

米
国
、
カ
ナ
ダ
の
研
究
者
4
人
の
見
方
を
紹
介
す
る
。
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ナレッジワーカーと組織～北米現地レポート

あ
ま
り
に
多
く
の
要
求
を
課
し
す
ぎ
て
い
る
」

こ
と
を
企
業
に
警
告
し
て
い
る
。
過
度
に
管
理

さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
は
、
職
場
を
去
る
こ

と
で
そ
の
不
満
を
は
っ
き
り
と
示
す
者
ば
か
り

で
な
く
、
組
織
に
留
ま
る
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
も
影
響
す
る
。
会
社
組
織
は
、
有
能
な

社
員
が
抱
く
独
立
へ
の
欲
求
を
満
た
す
た
め

に
、
彼
ら
に
対
す
る
管
理
の
手
綱
を
緩
め
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
「
コ
ン
フ
ェ
デ
レ

ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
同
盟
を
組
み
、
立
場
が
同

じ
者
と
共
同
し
て
働
く
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
そ

の
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
あ
る
企
業
が
広
告
素

材
の
準
備
の
一
環
と
し
て
、「
シ
カ
ゴ
・
デ
ザ

イ
ン
」
と
い
う
組
織
に
仕
事
を
依
頼
し
た
と
す

る
。
企
業
の
側
は
、
会
社
に
依
頼
し
た
と
思

っ
て
い
る
の
だ
が
、
実
は
「
シ
カ
ゴ
・
デ
ザ
イ

ン
」
は
法
人
で
は
な
く
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
そ
し
て
事
務
ス
タ

ッ
フ
か
ら
成
る
緩
や
か
な
集
合
体
に
す
ぎ
な

い
。「
シ
カ
ゴ
・
デ
ザ
イ
ン
」
で
働
く
フ
リ
ー

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
面
々
は
、
同
時
に
他
で
も
コ

ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
お
り
、
異
な

る
名
刺
を
4
〜
5
枚
持
ち
歩
い
て
い
る
こ
と

も
あ
る
。

働
き
方
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
異
な

っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
時
々
に
応
じ
て
、
働
く

側
が
仕
事
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
の
だ
。
従
来
の
雇
用
形
態
、
個
人
に
よ
る

フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
そ
し
て
多
様
な
形

式
で
結
ば
れ
た
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
、

い
ろ
い
ろ
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
間
を
個
人
が

自
由
に
行
き
来
す
る
。
そ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
の

確
固
と
し
た
境
界
は
消
滅
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
変
化
に
対
し
、
ピ
ン
ク
氏
は

経
営
陣
に
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
は
提
示
し

て
い
な
い
。
た
だ
、「
社
員
や
会
社
に
関
す
る

従
来
の
定
義
が
現
状
と
ず
れ
、
破
綻
を
来
た

し
た
際
に
生
じ
る
チ
ャ
ン
ス
と
脅
威
に
対
し

て
、
注
意
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
だ
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
。

ピ
ン
ク
氏
の
洞
察
の
も
う
一
点
は
、「
我
々

は
情
報
の
時
代
か
ら
ハ
イ
コ
ン
セ
プ
ト
・
エ
イ

ジ
（
高
度
な
概
念
の
時
代
）
へ
と
進
ん
で
い
る
」

と
い
う
考
え
だ
。
氏
に
よ
る
と
、
情
報
の
時
代

に
は
直
線
的
で
分
析
的
な
活
動
が
重
用
さ
れ

た
が
、
ハ
イ
コ
ン
セ
プ
ト
の
時
代
で
は
緊
密
な

人
間
関
係
を
築
き
、
大
局
を
見
通
せ
る
ス
キ

ル
が
も
の
を
い
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

こ
れ
は
重
大
な
変
化
だ
。
か
つ
て
エ
ン
ジ
ニ

ア
や
科
学
者
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
は
み
な
、

感
情
や
ア
ー
ト
を
解
す
る
心
を
切
り
捨
て
る
よ

う
教
え
ら
れ
た
。
ピ
ン
ク
氏
は
「
こ
れ
ま
で
は

重
要
で
な
い
と
切
り
捨
て
ら
れ
て
き
た
も
の
こ

そ
、
こ
れ
か
ら
企
業
や
個
人
が
成
功
す
る
原
動

力
と
な
る
」
と
い
う
。

こ
の
動
き
を
推
し
進
め
る
一
因
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
経
済
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
だ
。
決

ま
っ
た
や
り
方
に
体
系
化
で
き
る
仕
事
や
、
一

連
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
手
順
を
明
確
化
で
き
る

仕
事
は
、
お
し
な
べ
て
自
動
化
や
海
外
へ
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
進
ん
で
い
る
。
会
計
士
の

仕
事
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
奪
わ

れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
へ
大
量
に
流
出
し

て
い
る
の
は
そ
の
一
例
だ
。
こ
う
し
た
変
化
の

中
最
終
的
に
残
る
の
は
、
容
易
に
体
系
化
で

き
な
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
も
の
や
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
と
の
密
な
関
係
が
も
の
を
い
う
仕
事
に

な
る
。

経
済
的
な
変
化
に
加
え
、
長
期
に
わ
た
る

米
国
の
物
質
的
豊
か
さ
を
背
景
と
し
た
社
会

的
変
化
も
見
落
と
せ
な
い
。
例
え
ば
30
年
前

の
ア
メ
リ
カ
人
は
頑
丈
な
ト
ー
ス
タ
ー
を
求
め

た
。
現
在
で
は
丈
夫
さ
で
劣
っ
て
い
て
も
、
デ

ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た
ト
ー
ス
タ
ー
に
喜
ん
で
大

金
を
払
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
々
の
関
心
事

が
「
払
っ
た
お
金
に
見
合
う
だ
け
の
十
分
な
機

能
」
を
手
に
入
れ
る
こ
と
か
ら
「
見
た
目
の
美

し
さ
に
優
れ
た
も
の
」
を
買
う
こ
と
に
シ
フ
ト

し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

同
様
に
、
今
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
人
と
の

感
情
的
な
結
び
つ
き
だ
。
例
え
ば
は
り
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
漢
方
薬
な
ど
の
代
替
的
な
医
療
が

も
つ
大
き
な
競
争
優
位
性
の
ひ
と
つ
は
、
人
間

味
に
欠
け
、
冷
た
い
印
象
を
受
け
る
従
来
の

医
療
に
比
べ
、
患
者
一
人
ひ
と
り
に
細
か
い

注
意
が
払
わ
れ
る
点
に
あ
る
。
従
来
の
医
療

は
（
代
替
的
な
医
療
に
比
べ
）
安
く
済
み
効

果
的
か
も
し
れ
な
い
が
、
感
情
的
お
よ
び
精
神

的
に
満
足
で
き
る
経
験
へ
の
新
し
い
欲
求
の

前
に
、
情
報
時
代
の
価
値
観
は
屈
す
る
形
に

な
っ
て
い
る
。

西
側
諸
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
は
長
い
間

タ
ブ
ー
だ
っ
た
精
神
性
と
い
う
言
葉
が
、
企
業

情
報
の
時
代
は
終
わ
り

高
度
な
概
念
の
時
代
へ

経
営
と
消
費
の
両
面
で
重
要
な
要
素
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
意
義
あ
る
も
の
を
求
め
る
人
は

増
え
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
何
か
に
参
加
で
き

る
機
会
を
顧
客
に
提
供
で
き
る
企
業
は
、
他

の
企
業
を
凌
ぐ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し

た
傾
向
は
非
常
に
重
要
な
現
象
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
幅
広
い
影
響
を
及
ぼ
す

と
、
ピ
ン
ク
氏
は
見
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
ピ
ン
ク
氏
の
主
張
に
沿

う
な
ら
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
と
は
何
か
に
つ

い
て
、
企
業
は
そ
の
見
解
を
大
幅
に
改
め
る
必

要
が
出
て
く
る
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ア
ナ
リ
ス
ト
の
場
合
、
数
字
に

強
い
だ
け
で
は
通
用
し
な
く
な
る
。
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
切
り
口
で
分
析
し
、
従
来
の
殻
を
破

っ
た
取
引
関
係
の
開
拓
に
手
腕
を
発
揮
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
企
業
が
採
用
・

開
発
・
報
酬
の
対
象
と
し
て
社
員
に
求
め
る

ス
キ
ル
に
は
、
そ
の
質
的
変
化
が
求
め
ら
れ
る
。

ピ
ン
ク
氏
は
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
言
い
表
し
て

い
る
。「
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る

の
は
、
経
営
学
修
士
（
M
B
A
）
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
教
え
込
む
た
ぐ
い
の
ス
キ
ル
や
価
値
観
で
は

な
く
、
芸
術
学
修
士
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
説
く
タ

イ
プ
の
ス
キ
ル
お
よ
び
価
値
観
で
あ
る
」。
こ

の
よ
う
に
、
何
が
価
値
観
を
構
成
す
る
の
か
、

新
し
い
価
値
観
が
今
後
ど
う
生
み
出
さ
れ
て

い
く
の
か
に
つ
い
て
大
幅
な
見
直
し
が
進
ん
で

い
る
。
巧
み
に
計
画
・
実
行
す
る
こ
と
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
た
唯
物
論
的
世
界
に
、
米
国
ほ
ど

染
ま
っ
て
い
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
は
、
こ

う
し
た
価
値
観
の
変
化
か
ら
恩
恵
を
受
け
る

面
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
文
　
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ク
リ
ー
ル
マ
ン
）

感
情
、
精
神
の
満
足
へ

新
し
い
欲
求
の
登
場
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ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
と
名
づ
け
た
新

た
な
社
会
階
級
の
出
現
は
、
単
な
る
経
済
上

の
現
象
で
は
な
く
、
社
会
現
象
を
意
味
す
る
。

社
会
の
ど
ん
な
重
要
な
変
化
も
、
経
済
に
な

ん
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
当
然
で
、
ワ
ー

ク
ス
研
究
所
の
方
が
我
々
と
議
論
す
る
た
め

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
を
来
訪
さ
れ
た
理
由
も
そ
こ
に

あ
る
と
考
え
る
。

我
々
の
研
究
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ワ
ー

カ
ー
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
社
会
に
は
芸
術

家
、
作
家
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

建
築
家
そ
し
て
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
い
っ
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
々
が
常
に
存

在
し
た
。
我
々
は
こ
の
人
々
を
ス
ー
パ
ー
・
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ア
と
呼
ぶ
。
現
在
彼
ら
は
、

総
労
働
人
口
の
お
よ
そ
10
％
を
占
め
る
。
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
に
は
教
師
、
医
師
、

弁
護
士
、
管
理
職
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
や
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
家
な
ど
を
含
め
た
、
さ

ら
に
大
き
な
集
団
が
存
在
し
、
全
体
で
労
働

人
口
の
30
〜
35
％
を
占
め
る
。
重
要
な
の
は

こ
の
集
団
が
米
国
の
労
働
人
口
の
中
で
急
激

に
数
を
伸
ば
し
て
い
る
点
だ
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
ク
ラ
ス
の
階
級
意
識
は
産
声
を
あ
げ
た

ば
か
り
だ
。
今
後
労
働
者
間
の
連
携
が
強
ま

る
に
つ
れ
、
社
会
、
経
済
に
お
け
る
一
大
勢
力

と
し
て
重
要
性
を
増
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ク
ラ
ス
は
多
く
の
面
で
異
な
る
。
ピ
ー
タ
ー
・

ド
ラ
ッ
カ
ー
博
士
の
い
う
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー

の
典
型
は
、
従
来
的
な
組
織
人
間
だ
ろ
う
。

彼
ら
は
頭
脳
労
働
に
従
事
す
る
が
、
依
然
と

し
て
制
服
の
よ
う
な
上
質
の
グ
レ
イ
ス
ー
ツ
を

着
る
。
そ
し
て
、
1
9
5
0
年
代
の
米
国
企

業
に
見
ら
れ
た
厳
格
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
支
配

す
る
世
界
を
、
今
も
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
し

て
い
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
の
価
値
観
は
多

様
だ
。
そ
し
て
経
済
に
最
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
の
は
、
そ
の
多
様
な
価
値
観
だ
。
彼
ら
は

保
守
的
価
値
観
が
支
配
的
な
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

郊
外
に
あ
る
中
産
階
級
の
白
人
居
住
区
よ
り
、

多
様
な
人
種
や
文
化
が
混
じ
り
あ
う
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
の
暮
ら
し
を
選
ぶ
だ
ろ
う
。
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
は
、
個
人
へ
の
寛
容
さ
を

尊
重
す
る
。
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
つ
け
る
、
髪
を
紫

に
染
め
る
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン
な
ど
、

何
で
も
自
由
に
し
た
い
と
望
み
、
そ
の
こ
と
を

職
場
で
隠
す
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
自

分
本
来
の
姿
を
評
価
し
、
認
め
て
ほ
し
い
と
考

え
、
会
社
や
社
会
の
枠
組
み
に
無
理
に
自
分

を
は
め
込
み
た
く
な
い
の
だ
。

こ
う
し
た
価
値
観
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク

ラ
ス
を
駆
り
立
て
る
。
そ
れ
で
も
「
ス
ー
ツ
を

着
な
け
れ
ば
雇
わ
な
い
」
と
い
う
会
社
も
あ
る
。

し
か
し
、
有
能
な
人
材
の
多
く
が
「
結
構
で
す
。

御
社
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
せ
ん
」
と
言
い
出

し
た
ら
、
苦
境
に
陥
る
の
は
そ
ん
な
会
社
だ
。

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ク
ラ
ス
の
間
に
違
い
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に

述
べ
た
。
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
典
型
例
に
会

計
士
が
挙
げ
ら
れ
る
。
従
来
の
会
社
は
ナ
レ
ッ

ジ
ワ
ー
カ
ー
に
対
し
、
会
社
の
規
則
が
定
め
る

職
務
の
遂
行
で
価
値
を
生
み
出
す
よ
う
求
め

る
。
会
計
士
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
企
業
組
織

を
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
す
た
め
、
基
本
的
に
は
同

じ
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
だ
。
し
か
し
、

価
値
は
創
造
的
な
活
動
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

も
の
で
、
規
定
通
り
の
仕
事
か
ら
の
創
造
は
難

し
い
と
考
え
る
。

か
つ
て
労
働
者
に
期
待
さ
れ
て
い
た
の
は
、

職
務
を
規
定
通
り
に
こ
な
し
、
仕
事
の
〝
境

界
〞
を
は
み
出
さ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し

今
や
仕
事
の
境
界
な
ど
存
在
し
な
い
。
会
社

は
絶
え
ず
革
新
的
姿
勢
を
保
ち
、
社
員
が
常

に
職
務
で
の
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
、
会
社
は
生

き
残
れ
な
い
。
我
々
は
誰
も
が
創
造
的
な
仕

事
を
す
る
潜
在
能
力
を
秘
め
て
い
る
と
考
え

る
。
重
要
な
の
は
、
社
員
が
能
力
を
発
揮
す

る
環
境
を
整
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
だ
。

我
々
の
研
究
チ
ー
ム
を
率
い
る
リ
チ
ャ
ー

ド
・
フ
ロ
リ
ダ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
ト
ヨ
タ
の
生

産
シ
ス
テ
ム
研
究
か
ら
着
想
を
得
た
。
ト
ヨ
タ

で
は
業
務
の
改
善
運
動
を
通
し
て
、
一
般
的

に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
階
級
に
分
類
さ
れ
る
人
々

に
留
ま
ら
ず
、
社
員
全
員
を
対
象
に
そ
の
創

造
的
能
力
を
大
い
に
活
用
し
た
。
そ
の
結
果

米
国
の
（
自
動
車
）
メ
ー
カ
ー
を
向
こ
う
に
回

し
た
競
争
に
打
ち
勝
っ
た
の
だ
。

我
々
の
研
究
は
、
都
市
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
度
を
示
す
指
標
作
り
に
注
力
し
て
き
た
。

指
標
で
注
目
し
て
い
る
の
は
、
三
つ
の
主
要
分

野
だ
。
経
済
発
展
の
た
め
の
「
3
つ
の
Ｔ
」
と

名
づ
け
、
技
術
（te

c
h
n
o
lo
g
y

）、
才
能

（talent

）、
寛
容
（tolerance

）
を
指
す
。
こ

れ
ら
の
指
標
で
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
都
市
は

経
済
的
に
恵
ま
れ
、
革
新
色
が
よ
り
濃
い
。

都
市
の
寛
容
さ
を
測
る
ひ
と
つ
の
指
標
は
、

そ
の
都
市
に
確
固
と
し
た
ゲ
イ
人
口
が
存
在

す
る
か
と
い
う
点
だ
。
こ
の
指
標
は
こ
れ
ま
で

大
き
な
物
議
を
か
も
し
て
き
た
が
、
こ
の
指
標

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
と

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ス

仕
事
の
境
界
は
す
で
に
な
い

社
員
に
求
め
ら
れ
る
工
夫

「
3
つ
の
Ｔ
」で
測
定
す
る

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
都
市

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
ひ
き
つ
け
る
寛
容

社
員
の
創
造
性
を
い
か
に
引
き
出
す
か

ロ
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ツ

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ク
リ
ー
ル
マ
ン

（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ロ
リ
ダ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
代
表
）

ロッド・フランツ氏
リチャード・フロリダ
クリエイティビティ・グループ代表
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は
な
ぜ
重
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
ク
ラ
ス
の
人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

と
、
同
性
愛
者
に
理
解
の
あ
る
会
社
で
働
き

た
い
と
い
う
希
望
が
聞
か
れ
た
。
そ
れ
が
ゲ
イ

で
な
い
人
に
も
な
ぜ
重
要
か
を
聞
く
と
、「
同

性
愛
者
に
理
解
あ
る
会
社
は
今
ど
き
の
一
歩

進
ん
だ
会
社
だ
し
、
自
分
自
身
も
本
来
の
姿

で
い
ら
れ
る
」
と
答
え
た
。
ゲ
イ
の
人
々
は
ひ

ど
い
差
別
を
受
け
る
集
団
の
ひ
と
つ
だ
か
ら
、

都
市
で
あ
れ
会
社
で
あ
れ
、
ゲ
イ
に
寛
容
な
ら

ゲ
イ
以
外
の
人
々
に
対
す
る
寛
容
も
期
待
で

き
る
。
個
々
人
の
違
い
に
対
す
る
寛
容
こ
そ
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
の
中
核
を
形
成
す

る
価
値
観
の
ひ
と
つ
な
の
だ
。

「
企
業
を
誘
致
す
れ
ば
雇
用
創
出
に
つ
な
が

る
」
と
い
う
の
が
、
各
都
市
に
見
ら
れ
る
従
来

型
の
発
想
だ
。
し
か
し
こ
の
発
想
は
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
記
事
に
よ
る

と
、
大
卒
者
の
4
分
の
3
は
ま
ず
住
む
場
所

を
決
め
、
そ
れ
か
ら
求
職
活
動
を
始
め
る
と
い

う
。
各
企
業
は
有
能
な
人
材
が
集
ま
る
都
市

へ
進
出
す
る
の
が
常
だ
。
都
市
が
経
済
的
繁

栄
を
謳
歌
し
た
い
な
ら
、
年
齢
、
性
別
、
民
族
、

宗
教
や
性
的
嗜
好
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る

人
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
に
励
む
必
要

が
あ
る
。
同
様
に
、
企
業
が
繁
栄
す
る
に
は
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
都
市
に
進
出
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
才
能
あ
る
人
材
を
集

め
る
こ
と
に
苦
労
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い

る
。現

在
我
々
は
1
1
9
カ
国
を
対
象
に
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
指
標
を
基
に
ラ
ン
ク
付

け
を
し
て
い
る
。
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は

ラ
ン
ク
付
け
を
終
え
た
。
そ
の
結
果
、
上
位
5

カ
国
は
、
上
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
米
国
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
そ
し
て
デ
ン
マ
ー
ク

の
順
に
な
っ
た
。
ラ
ン
キ
ン
グ
下
位
に
は
イ
タ

リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
が
名
を
連
ね
、
最
下
位
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
だ
。（
図
表
1
）

我
々
は
す
べ
て
の
問
題
に
対
す
る
答
え
は

用
意
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
経
営
陣
に
と
っ

て
差
し
迫
っ
た
あ
る
種
の
問
題
に
対
し
、
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
と
考
え
る
。
以
下
に
、

経
営
陣
が
考
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
示
し

た
。

・
才
能
あ
る
人
材
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す

る
た
め
、
オ
フ
ィ
ス
を
ど
こ
に
構
え
る
べ
き

か
？

・
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
個
性
に
寛
容
な
社
内

の
雰
囲
気
を
ど
う
つ
く
り
あ
げ
る
べ
き
か
？

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
々
が
居
心
地
よ
い
と

感
じ
、
最
も
生
産
性
を
発
揮
す
る
の
は
ど

ん
な
職
場
か
？

・
ど
の
よ
う
に
社
員
全
員
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
活
用
し
役
立
て
る
か
？

・
職
務
の
範
囲
内
で
仕
事
す
る
よ
う
社
員
に

強
制
す
る
の
で
な
く
、
新
た
な
方
法
を
工
夫

し
な
が
ら
仕
事
を
遂
行
し
付
加
価
値
を
高

め
て
い
く
環
境
を
整
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
？

問
題
の
い
く
つ
か
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
も
の

で
は
な
く
、
適
切
な
措
置
を
と
っ
て
き
た
米
国

企
業
の
例
を
数
多
く
見
て
き
た
。
比
較
的
自

由
な
服
装
規
定
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
I
T

を
利
用
し
た
在
宅
勤
務
は
、
ど
れ
も
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
に
と
っ
て
魅
力
的
だ
。
社
内

に
は
び
こ
る
官
僚
主
義
や
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
増
長

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
側
面
を
引
き
出
す
一
助
と
な
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
に
お
い
て
い
か

に
成
功
を
収
め
る
か
。
そ
の
好
例
を
映
画
監

督
ピ
ー
タ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
「
ロ
ー
ド
・
オ

ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ
」
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
監
督
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
売
り
込
む
と
同
時

に
、
世
界
で
最
も
優
れ
た
ス
タ
ッ
フ
に
接
触
し
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
（
小
規

模
だ
が
映
画
に
関
連
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

ず
っ
と
存
続
し
て
き
た
場
所
）
へ
結
集
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
監
督
は
こ
う
呼
び
か
け
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
少
な
く
と
も
1
年
半
は
か

か
る
だ
ろ
う
が
、
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン

グ
撮
影
の
一
翼
を
担
っ
て
み
な
い
か
」。
こ
う

し
て
ジ
ャ
ク
ソ
ン
監
督
は
類
ま
れ
な
チ
ー
ム
の

結
集
に
成
功
し
た
の
だ
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
々
は
大
都
市
に
引

き
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、
我
々
の
研
究
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。
不
思
議
な
の
は
、
大
都
市
に
満

ち
溢
れ
る
あ
る
種
の
多
様
性
や
刺
激
を
、
巨

大
な
規
模
を
誇
る
各
企
業
は
ど
う
し
て
創
り

出
せ
な
い
の
か
と
い
う
点
だ
。

米
国
は
寛
容
さ
を
失
い
つ
つ
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
そ
し
て
今
後
経
済
的
遅
れ
を
と
る
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
国
土
安
全
保
障

省
の
新
設
後
、
米
国
の
大
学
へ
留
学
を
希
望

す
る
学
生
の
申
請
数
は
大
幅
に
落
ち
込
ん
で

い
る
。
現
政
権
を
最
後
に
、
不
寛
容
さ
の
時

代
は
終
わ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
の
勃
興
は
、
世

界
で
最
も
重
要
な
ト
レ
ン
ド
の
ひ
と
つ
だ
。
産

業
革
命
に
よ
る
転
換
と
同
じ
く
ら
い
影
響
は

大
き
い
。
こ
の
階
級
の
出
現
で
、
価
値
観
や

富
を
生
み
出
す
新
た
な
方
法
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
組
織
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
政
府
、

企
業
は
こ
う
し
た
変
化
を
受
け
入
れ
、
こ
の
新

世
界
で
成
功
を
収
め
る
方
策
を
見
出
す
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る
。

経
営
管
理
へ
の
影
響
に

い
く
つ
か
の
ア
ド
バ
イ
ス

創
造
性
の
結
集
に
成
功

ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ

才能指標 技術指標 寛容性指標

【図表1】ヨーロッパ・米国のクリエイティビティ指標

出典：Europe in the Creative Age

クリエイティビティ指標 クリエイ
ティブ・
クラス

人的
資本

科学
的
才能

革新
性

ハイテ
ク・革
新性

R&D 考え方 価値 自己
表現

ランク スコア
１．スウェーデン 0.81 8 7 2 2 3 1 2 1 1
２．米国 0.73 1 1 3 1 1 3 n.a. 13 4
３．フィンランド 0.72 4 6 1 4 2 2 3 5 10
４．オランダ 0.67 3 2 10 6 4 8 5 4 2
５．デンマーク 0.58 9 15 4 5 5 6 7 3 3
６．ドイツ 0.57 11 4 7 3 6 4 12 2 9
７．ベルギー 0.53 2 8 6 7 9 7 13 8 8
８．英国＊ 0.52 5 3 8 9 6 9 8 9 6
９．フランス 0.46 n.a. 11 5 10 8 5 11 7 11
１０．オーストリア 0.42 12 14 11 8 10 10 9 10 5
１１．アイルランド 0.37 6 10 9 11 12 11 5 15 7
１１．スペイン 0.37 10 4 12 13 13 13 1 12 14
１３．イタリア 0.34 13 12 13 12 11 12 4 11 12
１４．ギリシャ 0.31 7 9 15 14 14 15 14 6 13
１５．ポルトガル 0.19 14 13 14 15 15 14 9 14 15
注：左から3～11列に記入された数字は、列の見出しにある指標に関して各国の相対的な位置を示すものだ。（例え
ば、人的資本の列に“１”と記入してあれば、人的資本指標でその国が一番にランクされることを示す）
*英国の価値指標および自己表現指標のスコアについては北アイルランドを除く。その他の指標スコアは北アイルラ
ンドを含む。
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ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
勃
興
は
、
労
働
と
資

本
の
関
係
に
変
化
を
及
ぼ
し
て
い
る
点
で
、
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
に
と
っ
て
興
味
深
い
現
象
だ
。
ロ

ジ
ャ
ー
・
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
は
古
典
的
マ
ル
ク
ス

主
義
の
見
方
で
、
企
業
と
労
働
者
の
関
係
を

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
企
業
は
労
働
者
に

機
械
設
備
な
ど
を
提
供
し
、
労
働
者
は
そ
れ

を
使
っ
て
付
加
価
値
を
生
み
出
す
。
会
社
は

利
益
と
い
う
形
で
、
そ
の
価
値
の
分
配
を
受

け
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。
機
械
設
備
の
助
け
で

労
働
者
は
非
常
に
生
産
性
を
上
げ
、
25
ド
ル

相
当
の
価
値
を
生
み
出
し
た
と
す
る
。
企
業

は
労
働
者
に
対
し
、
賃
金
と
し
て
10
ド
ル
支

払
っ
て
も
よ
い
と
考
え
る
。
す
る
と
、
会
社
は

利
益
と
し
て
差
額
で
あ
る
15
ド
ル
を
手
に
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
経
済
学
に
お
け
る
伝
統

的
な
企
業
の
捉
え
方
だ
。

利
益
を
ど
う
分
配
す
る
か
は
、
会
社
を
所

有
す
る
資
本
家
と
実
際
の
仕
事
を
担
う
労
働

者
の
間
で
、
こ
れ
ま
で
絶
え
ず
交
渉
が
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
。
20
世
紀
初
頭
に
は
、
企
業
側

は
交
渉
で
絶
大
な
力
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は

労
働
側
が
相
対
的
に
似
通
っ
た
、
同
質
的
存

在
だ
っ
た
か
ら
だ
。
仮
に
労
働
者
が
15
ド
ル
を

要
求
し
よ
う
も
の
な
ら
、
会
社
は
そ
の
人
間
を

解
雇
し
、
代
わ
り
を
い
く
ら
で
も
雇
う
こ
と
が

で
き
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
劇
的
変
化
を
も
た

ら
し
た
の
が
、
1
9
3
5
年
の
全
国
労
働
関

係
法
の
成
立
だ
っ
た
。
労
働
組
合
は
労
働
者

の
た
め
の
賃
金
引
き
上
げ
を
求
め
て
交
渉
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
資
本
と
労
働
は
20
世
紀
の
大

半
を
通
じ
、
利
益
の
分
配
を
め
ぐ
っ
て
し
の
ぎ

を
削
っ
て
き
た
。
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
は
こ
の
闘
い

に
は
重
要
な
特
徴
が
二
点
あ
る
と
説
明
す
る
。

第
一
は
労
働
者
の
間
に
大
き
な
差
異
が
存
在

し
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
は
、
労
働
者
が
効
率

の
よ
い
巨
大
な
工
場
や
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
お

よ
び
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
の
資
本
投
資
ほ
ど

に
は
、
重
要
な
存
在
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
だ
。
し
か
し
、
肉
体
労
働
者
が
ナ

レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
べ

て
が
一
変
し
た
。

マ
ー
テ
ィ
ン
氏
に
と
っ
て
は
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ

ー
カ
ー
と
資
本
、
す
な
わ
ち
〝
才
能
〞
と
資
本

と
の
関
係
に
関
す
る
自
身
の
研
究
こ
そ
が
、
新

た
な
領
域
を
切
り
開
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

「
脱
工
業
化
経
済
へ
と
移
行
す
る
に
つ
れ
、
労

働
者
の
頭
脳
に
蓄
積
さ
れ
た
知
識
が
、（
会
社

に
と
っ
て
）
競
争
上
の
優
位
を
保
つ
う
え
で
、

重
要
性
を
だ
ん
だ
ん
と
増
し
て
い
っ
た
」
と
マ

ー
テ
ィ
ン
氏
は
語
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
変
化

に
と
も
な
い
、
労
働
者
一
人
ひ
と
り
の
質
に
関

す
る
比
較
的
小
さ
な
差
異
が
、
そ
の
価
値
を

大
き
く
高
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
マ

ー
テ
ィ
ン
氏
が
経
営
し
て
い
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
で
は
、
年
齢
、
学
歴
が
似
通
っ
て

い
て
も
、
そ
の
収
入
格
差
が
3
倍
ま
で
広
が
る

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
は
、

社
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
の
わ
ず
か
な
差
異

に
注
意
を
払
う
必
要
性
に
思
い
至
っ
た
の
だ
。

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
多
く
は
、
旧
来
の
雇

用
モ
デ
ル
が
一
般
的
で
あ
っ
た
環
境
で
育
っ

た
世
代
だ
。
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
自
ら
に
有
利

な
状
況
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
に
彼
ら
が

気
づ
く
に
は
、
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う

だ
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
を
い
ち
早
く
認
識
し

て
い
た
の
が
投
資
バ
ン
カ
ー
た
ち
だ
。
彼
ら
の

多
く
は
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
金
を
稼
ぐ
こ
と
を

た
め
ら
わ
な
い
面
々
だ
。
他
の
産
業
で
は
、
事

態
の
進
展
は
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
。

「
製
薬
会
社
の
研
究
員
ら
は
、
い
ま
だ
に
そ
の

能
力
に
見
合
う
十
分
な
報
酬
を
手
に
し
て
い

な
い
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
、
製
薬
業
界
が
あ
れ

ほ
ど
ま
で
に
収
益
性
が
高
い
理
由
の
ひ
と
つ

だ
」
と
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
は
見
る
。
た
だ
製
薬
会

社
の
研
究
員
が
、
そ
の
も
て
る
力
を
発
揮
し
て

き
た
ひ
と
つ
の
方
法
が
あ
る
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
会
社
の
起
業
だ
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
企
業
は
、
大
規
模
な
製
薬
会
社
と
事
業
面

で
そ
れ
ほ
ど
違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
を
際
立
た
せ
て
い
る

の
は
、
そ
こ
で
働
く
研
究
員
が
、
大
手
の
製
薬

会
社
か
ら
一
律
の
給
与
を
支
給
さ
れ
る
道
よ

り
も
、
起
業
し
創
薬
に
成
功
し
た
あ
か
つ
き
に

は
、
6
0
0
億
円
を
手
に
す
る
道
を
選
ん
だ

と
い
う
点
だ
。

利
益
の
さ
ら
な
る
分
配
に
つ
い
て
、
ナ
レ
ッ

ジ
ワ
ー
カ
ー
が
そ
の
権
利
を
初
め
て
主
張
し
た

意
義
深
い
例
が
、
メ
リ
ー
・
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
、

チ
ャ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
プ
リ
ン
そ
し
て
ダ
グ
ラ

ス
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
が
1
9
1
9
年
に
創

設
し
た
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ア
ー
チ
ス
ツ
だ
。
彼

ら
は
、
大
き
な
映
画
制
作
会
社
の
た
め
に
わ
ず

か
な
固
定
給
で
働
く
こ
と
に
嫌
気
が
さ
し
、
自

分
た
ち
自
身
の
映
画
ス
タ
ジ
オ
を
設
立
し
た

の
だ
っ
た
。
こ
の
出
来
事
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
、

し
か
し
確
実
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
は
様
相
を
変
え
て

い
っ
た
。
設
立
に
関
わ
っ
た
面
々
は
、
当
時
、

映
画
業
界
で
い
わ
ば
最
も
熟
練
し
た
腕
を
も

つ
労
働
者
で
あ
り
、
新
会
社
設
立
と
い
う
方

法
で
さ
ら
な
る
価
値
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た

の
だ
。
現
在
で
は
映
画
業
界
の
大
ス
タ
ー
た
ち

は
軒
並
み
自
分
の
制
作
会
社
を
所
有
し
て
お

り
、
映
画
制
作
会
社
か
ら
20
億
円
以
上
の
ギ

労
働
者
た
ち
の
間
に
は

大
き
な
差
異
は
な
か
っ
た

投
資
バ
ン
カ
ー
た
ち
は

変
化
を
早
く
か
ら
認
識

多
く
の
報
酬
求
め
る
タ
レ
ン
ト

苦
し
く
な
る
資
本
家
の
立
場

ロ
ジ
ャ
ー
・
マ
ー
テ
ィ
ン
氏

ロジャー・マーティン氏
トロント大学
ロットマンスクールオブマネジメント学長

（
ト
ロ
ン
ト
大
学
ロ
ッ
ト
マ
ン
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
長
）
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ナレッジワーカーと組織～北米現地レポート

ャ
ラ
を
も
ら
い
、
自
身
の
制
作
会
社
か
ら
も
利

益
を
得
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

資
本
は
依
然
と
し
て
、
組
織
で
働
く
労
働

者
か
ら
一
定
水
準
の
利
益
を
引
き
出
す
の
は

当
た
り
前
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ

ー
カ
ー
に
対
し
て
は
そ
の
考
え
が
当
て
は
ま
ら

な
い
場
合
が
出
て
き
て
い
る
。
映
画
業
界
で
は
、

才
能
あ
る
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
が
映
画
会
社
に

損
失
を
か
け
る
形
で
、
巨
額
の
利
益
を
手
に

し
て
い
る
。
数
年
前
、
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
・
ピ
ク

チ
ャ
ー
ズ
は
大
ス
タ
ー
を
起
用
し
な
い
低
予
算

映
画
を
制
作
す
る
こ
と
で
、
才
能
と
の
闘
い
に

打
ち
勝
と
う
と
し
た
。
し
か
し
数
カ
月
前
、
パ

ラ
マ
ウ
ン
ト
の
親
会
社
バ
イ
ア
コ
ム
の
サ
ム
ナ

ー
・
レ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
会
長
は
そ
の
戦
略
が
機

能
せ
ず
、
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
は
路
線
変
更
す
る
計

画
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
各
社

は
、
自
分
た
ち
が
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
を
引
き
受

け
、
そ
の
一
方
で
ス
タ
ー
が
巨
額
の
金
を
稼
い

で
い
る
こ
と
に
不
公
平
感
を
抱
い
て
い
る
。
し

か
し
実
際
に
不
公
平
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、

今
や
力
を
握
っ
て
い
る
の
は
ス
タ
ー
の
側
な
の

だ
。マ

ー
テ
ィ
ン
氏
は
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の

雇
用
の
実
態
を
観
察
す
る
な
か
で
、
ひ
と
つ
の

変
化
を
見
出
し
た
。
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
関

心
が
「
ど
の
く
ら
い
給
与
を
も
ら
え
ば
十
分

か
？
」
か
ら
「
自
分
の
能
力
を
活
か
し
て
最
大

限
ど
の
く
ら
い
手
に
で
き
る
か
？
」
へ
と
シ
フ

ト
し
て
い
る
こ
と
だ
。
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
の
元
会
長
ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
チ
氏
は

同
社
を
去
る
に
あ
た
り
、
お
よ
そ
9
0
0
億
円

強
相
当
の
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
手
に
し

た
。
彼
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
維
持
の
た
め
、
ど

ん
な
に
見
積
も
っ
た
と
し
て
も
1
0
0
億
円

以
上
も
の
資
産
が
必
要
だ
っ
た
と
は
想
像
し

が
た
い
。
こ
の
8
0
0
億
円
の
差
は
、
と
て
つ

も
な
く
大
き
い
も
の
だ
。
ウ
ェ
ル
チ
氏
が
こ
う

し
た
巨
額
を
手
に
し
た
の
も
、
彼
が
こ
う
考
え

た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
株
主
た
ち
か
ら
、

自
分
は
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
報
酬
を
得
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
か
」。
他
の
役
員
た
ち
が
彼
の
よ

う
に
目
覚
め
、
同
じ
こ
と
を
考
え
始
め
た
ら
、

株
主
た
ち
は
青
く
な
る
に
違
い
な
い
。

1
9
3
5
年
以
前
は
資
本
に
有
利
な
状
況

が
展
開
し
、
労
働
側
は
不
利
な
立
場
に
置
か

れ
て
い
た
。
1
9
3
5
年
か
ら
1
9
6
0
年

ご
ろ
に
か
け
て
は
、
労
働
者
の
組
織
化
が
進
み
、

労
働
側
に
と
っ
て
有
利
な
方
向
へ
と
動
い
た
。

そ
し
て
60
年
以
降
は
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
資
本

側
に
揺
れ
戻
っ
た
。
現
在
で
は
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ

ー
カ
ー
が
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
手
に
入
れ
つ
つ

あ
り
、
資
本
側
に
対
し
て
さ
ら
に
多
く
の
利
益

の
分
配
を
求
め
て
声
を
上
げ
始
め
て
い
る
。

今
後
は
資
本
側
が
巻
き
返
し
に
出
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
が
、
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
は
、
資
本

側
は
か
つ
て
の
労
働
側
と
同
じ
手
法
に
頼
る

と
見
て
い
る
。
集
団
化
に
よ
る
連
携
の
強
化

だ
。
例
え
ば
カ
ナ
ダ
で
は
、
合
わ
せ
て
50
兆
円

を
超
え
る
規
模
の
投
資
を
扱
う
年
金
基
金
お

よ
び
機
関
投
資
家
が
C
C
G
G
と
い
う
組
織

を
結
成
し
た
。
彼
ら
の
目
に
は
過
度
に
映
る
経

営
陣
へ
の
報
酬
削
減
を
、
優
先
課
題
の
ひ
と

つ
に
掲
げ
て
い
る
。
米
国
で
は
90
年
代
初
め
に

年
金
基
金
が
連
合
し
、
経
営
陣
の
報
酬
に
つ

い
て
最
初
の
1
億
円
だ
け
を
所
得
税
控
除
の

対
象
と
す
る
法
律
の
制
定
を
求
め
、
ビ
ル
・

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
に
対
し
て
ロ
ビ
ー
活
動
を

展
開
し
た
。
こ
の
よ
う
に
資
本
が
付
加
価
値

の
分
配
に
関
し
て
攻
勢
を
か
け
て
く
る
こ
と
は

間
違
い
な
さ
そ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
場

合
で
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
が
優
位
に
立
つ
の
は

確
実
だ
と
思
わ
れ
る
。

経
営
陣
が
自
ら
の
会
社
を
成
功
さ
せ
よ
う

と
考
え
る
な
ら
、
ま
ず
ど
う
し
た
ら
会
社
が
価

値
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
そ
れ
を
、
特
定
の
ナ
レ

ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
達
成
す

る
方
策
を
見
出
す
必
要
が
出
て
く
る
。

そ
の
例
と
し
て
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
が
挙
げ
る
の

が
、
プ
ロ
ク
タ
ー
＆
ギ
ャ
ン
ブ
ル
（
P
&
G
）

社
だ
。
P
&
G
は
さ
ま
ざ
ま
な
優
良
ブ
ラ
ン
ド

を
抱
え
て
い
る
が
、
ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ
に

貢
献
し
、
個
人
的
評
価
を
得
て
い
る
社
員
は

ほ
ぼ
皆
無
だ
。
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
価
値
を
生
み

出
し
て
い
る
の
は
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
一
人

ひ
と
り
で
は
な
く
社
内
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
P
&
G
に
帰
属
し
て
い
る
た

め
だ
。

新
し
い
（
雇
用
形
態
の
）
世
界
で
最
も
成

功
を
収
め
る
の
は
、
自
ら
経
営
管
理
に
深
く

関
与
す
る
資
本
家
だ
と
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
は
考

え
て
い
る
。
典
型
的
な
例
が
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
氏

だ
。
資
本
家
と
タ
レ
ン
ト
（
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ

ー
）
が
組
め
ば
、
こ
れ
ほ
ど
強
力
な
組
み
合
わ

せ
は
な
い
。
し
か
し
資
本
家
は
タ
レ
ン
ト
の
存

在
な
く
し
て
は
、
困
難
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

日
本
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
米
国
や

カ
ナ
ダ
と
は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
の
ナ

レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
は
ま
だ
「
最
大
限
ど
れ
く
ら

い
手
に
で
き
る
か
」
で
は
な
く
依
然
と
し
て

「
ど
れ
く
ら
い
な
ら
十
分
か
」
を
自
問
す
る
段

階
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
マ
ー
テ
ィ

ン
氏
の
見
方
だ
。
し
か
し
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ

ー
に
利
益
を
よ
り
多
く
分
配
す
る
潮
流
に
逆

ら
お
う
と
す
る
企
業
は
、
よ
く
考
え
た
ほ
う
が

い
い
だ
ろ
う
。
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
は
こ
う
警
告
す

る
。「
日
本
の
企
業
が
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
に

対
す
る
報
酬
を
抑
制
す
れ
ば
、
最
も
才
能
あ

る
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
が
、
米
国
な
ど
の
よ
り

よ
い
環
境
に
恵
ま
れ
た
場
所
へ
去
っ
て
い
く
リ

ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な
る
」。

（
文
　
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ク
リ
ー
ル
マ
ン
）

映
画
会
社
に
損
失
出
て
も

巨
額
の
利
益
を
手
に
す
る

労
働
側
と
同
じ
手
法
で

資
本
が
巻
き
返
し
図
る
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労
働
者
の
分
類
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が

あ
る
。
最
も
興
味
深
い
対
立
軸
の
ひ
と
つ
は
、

社
員
と
会
社
の
結
び
つ
き
と
、
社
員
と
社
外

の
専
門
家
集
団
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
の
対

比
だ
。
過
去
20
年
に
わ
た
っ
て
大
き
な
変
化

が
見
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
対
立
軸
上
に
お
い
て

だ
っ
た
。

典
型
的
な
組
織
人
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
管
理
職
）
と
会
社
の
結
び
つ
き
の

強
さ
は
明
ら
か
だ
。
彼
ら
は
、
自
身
を
ソ
ニ
ー

や
シ
テ
ィ
バ
ン
ク
の
社
員
と
し
て
認
識
し
、
自

分
の
存
在
を
会
社
と
重
ね
あ
わ
せ
て
、
指
示

に
従
う
こ
と
を
厭
わ
な
い
。
そ
の
対
極
に
あ
る

の
が
、
弁
護
士
、
会
計
士
、
医
師
を
は
じ
め
と

す
る
知
的
専
門
職
だ
。
彼
ら
は
法
的
な
規
制

を
受
け
て
仕
事
を
遂
行
す
る
。
開
業
に
は
試

験
を
経
て
資
格
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

彼
ら
は
働
い
て
い
る
会
社
や
組
織
よ
り
、
職
業

そ
の
も
の
や
専
門
家
団
体
と
の
結
び
つ
き
が
強

い
。興

味
深
い
の
は
、
両
極
の
中
間
に
位
置
す

る
人
々
だ
。
例
え
ば
I
T
（
情
報
技
術
）
の

世
界
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
シ
ス
テ
ム
構

築
を
は
じ
め
と
す
る
仕
事
に
は
標
準
が
存
在

し
、
会
社
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

社
員
と
会
社
と
の
結
び
つ
き
は
、
知
的
専
門

職
と
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
自
分
の

仕
事
に
つ
い
て
上
司
よ
り
エ
ン
ジ
ニ
ア
仲
間
の

評
価
を
気
に
す
る
な
ど
、
組
織
人
の
場
合
と

も
異
な
る
。
会
社
と
の
結
び
つ
き
を
含
め
た
社

員
の
働
き
方
は
、
次
第
に
知
的
専
門
職
の
方

向
に
近
づ
い
て
お
り
、
社
員
と
会
社
と
の
結
び

つ
き
は
弱
体
化
し
て
い
る
。
そ
の
一
因
は
、
キ

ャ
リ
ア
の
質
の
変
化
に
あ
る
。

米
国
で
終
身
雇
用
が
終
焉
を
告
げ
、
キ
ャ

リ
ア
は
転
職
し
な
が
ら
積
み
上
げ
る
と
い
う
考

え
が
人
々
に
広
ま
り
始
め
た
。
直
接
の
上
司

に
よ
る
評
価
に
は
関
心
が
薄
く
、
同
じ
専
門

分
野
の
同
僚
に
よ
る
評
価
が
関
心
の
的
と
な

る
。
会
社
に
貢
献
す
る
仕
事
だ
っ
た
と
管
理

職
が
評
価
し
て
も
し
な
く
て
も
、
あ
ま
り
重
要

で
は
な
く
な
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
の
次
の
ス
テ
ッ

プ
は
、
そ
の
会
社
を
離
れ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実

だ
か
ら
だ
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
と
っ
て
の
死
活
問

題
は
、
自
身
の
技
術
的
な
業
績
を
同
僚
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
が
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
に
な
っ
て

い
る
。

20
年
前
の
会
計
士
な
ら
、
働
い
て
い
る
会

社
に
強
く
引
き
寄
せ
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
当
時
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
は
社
内
で
の
昇
進
に
ほ
か
な

ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
現
在
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー

カ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
、
会
社
外
の
つ
な
が
り
に

非
常
に
強
く
引
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
格
好
の

例
が
、
人
事
の
分
野
で
も
見
ら
れ
る
。
人
事

の
専
門
職
に
正
式
な
資
格
認
定
を
与
え
る
プ

ロ
セ
ス
の
創
出
に
向
け
、
真
剣
な
取
り
組
み
が

続
い
て
い
る
。
以
前
は
組
織
人
の
典
型
だ
っ

た
人
事
の
仕
事
を
、
専
門
職
の
色
彩
が
濃
い

も
の
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。

米
国
の
企
業
社
会
が
、
長
期
的
な
雇
用
責

任
を
負
う
シ
ス
テ
ム
か
ら
現
在
の
モ
デ
ル
へ
転

換
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
意
図
的
な
も
の
だ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
企
業
は
社
員
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
よ
り
大
き
な
柔
軟
性
を
手
に
入
れ
る
こ

と
を
望
み
、
変
化
す
る
状
況
に
よ
り
素
早
く
適

応
で
き
る
体
制
を
整
え
た
か
っ
た
の
だ
。
し
か

し
転
換
の
別
の
理
由
は
、
概
し
て
意
図
せ
ざ

る
も
の
だ
っ
た
。
80
年
代
お
よ
び
90
年
代
に
吹

き
荒
れ
た
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
（
組
織
の
ス
リ

ム
化
と
そ
の
た
め
の
人
員
削
減
）
の
嵐
で
、
い

っ
た
ん
壊
れ
た
労
使
間
の
信
頼
関
係
は
、
ほ

と
ん
ど
修
復
不
可
能
の
状
態
と
な
っ
た
。
経

済
が
オ
ー
プ
ン
な
労
働
市
場
モ
デ
ル
へ
移
行

す
る
流
れ
が
い
っ
た
ん
形
成
さ
れ
る
と
、
そ
の

流
れ
に
逆
ら
う
こ
と
は
、
ど
の
会
社
に
も
困
難

に
な
っ
た
。
社
員
に
対
し
長
期
的
に
多
額
の

投
資
を
し
て
戦
力
に
育
て
て
も
、
競
合
他
社

が
そ
の
果
実
を
横
か
ら
も
ぎ
取
っ
て
い
く
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
。

依
然
と
し
て
終
身
雇
用
シ
ス
テ
ム
に
近
い

形
態
を
採
用
し
て
い
る
業
界
も
あ
る
。
石
油

業
界
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
が
、
こ
れ
は
単
に
業
界

を
構
成
す
る
会
社
の
数
が
少
な
く
（
米
国
で

は
3
大
企
業
に
絞
ら
れ
る
）、
非
常
に
長
期
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
が
け
て
い
る
こ
と
に
よ
る

も
の
だ
。
製
薬
業
界
も
同
様
の
状
況
だ
っ
た

が
、
現
在
で
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
二
つ
の
業

界
以
外
で
も
、
特
に
人
材
の
採
用
に
あ
た
っ

て
社
内
で
の
キ
ャ
リ
ア
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、
社
員
が
キ
ャ
リ
ア
を
ど

う
積
み
上
げ
て
い
る
か
を
よ
く
見
る
と
、
ひ
と

つ
の
会
社
で
出
世
街
道
を
進
む
の
で
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
会
社
を
渡
り
歩
き
な
が
ら
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
が
現
実
だ
と
わ
か
る
。

我
々
は
ま
っ
た
く
新
し
い
世
界
（
人
々
は

組
織
の
た
め
に
働
き
は
す
る
が
、
組
織
と
の
結

び
つ
き
は
こ
れ
ま
で
よ
り
弱
く
な
っ
て
い
る
世

界
）
を
経
験
し
て
い
る
。
会
社
組
織
は
、
建
築

現
場
の
様
相
を
呈
し
て
き
て
い
る
。
建
築
現

場
に
は
熟
練
の
大
工
や
腕
の
い
い
電
気
工
が

集
ま
り
、
仕
事
を
ひ
と
つ
終
え
る
ご
と
に
次
の

上
司
の
評
価
よ
り
も

同
僚
の
評
価
に
関
心

壊
れ
た
労
使
間
の
信
頼

ほ
と
ん
ど
修
復
不
可
能

社
員
と
会
社
の
結
び
つ
き
は
弱
体
化

柔
軟
な
雇
用
モ
デ
ル
に
3
つ
の
課
題

ピ
ー
タ
ー
・
キ
ャ
ペ
リ

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ク
リ
ー
ル
マ
ン

会
社
組
織
の
現
状
は

建
築
現
場
の
よ
う
に

（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
ウ
ォ
ー
ト
ン
・
ス
ク
ー
ル
教
授
）

ピーター・キャペリ氏
ペンシルベニア大学
ウォートン・スクール教授
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ナレッジワーカーと組織～北米現地レポート

現
場
へ
と
移
動
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
な
ら
、
雇
用
の
柔
軟
性
は
確
か
に
高
ま
る
。

し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で
さ
ま
ざ
ま
な

専
門
技
能
や
能
力
を
有
す
る
労
働
者
を
集
め

る
だ
け
で
、
社
内
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
高
め
て

い
く
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
　
会
社
そ
の

も
の
が
得
意
と
す
る
分
野
を
極
め
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
？
　

現
在
、
経
営
幹
部
の
多
く
は
、
雇
用
の
柔

軟
性
と
、
長
期
に
わ
た
っ
て
献
身
的
に
働
く

社
員
を
抱
え
る
こ
と
で
実
現
さ
れ
る
社
内
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
維
持
を
、
両
立
で
き
る
か
の

よ
う
に
取
り
繕
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
事

実
に
そ
ぐ
わ
な
い
態
度
だ
。
そ
こ
に
は
ト
レ
ー

ド
オ
フ
が
存
在
し
、
雇
用
の
柔
軟
性
を
手
に

入
れ
た
陰
で
は
そ
の
代
償
を
支
払
っ
て
い
る
。

会
社
側
は
依
然
と
し
て
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー

に
滅
私
奉
公
を
期
待
し
て
い
る
が
、
労
働
者

は
実
際
に
は
、
会
社
よ
り
自
身
の
専
門
分
野

に
忠
勤
を
励
ん
で
い
る
の
だ
。

現
在
の
企
業
に
は
、
こ
う
し
た
欺
瞞
が
満

ち
て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る
組
織
で
働
く
社
員

に
話
を
聞
け
ば
、
そ
こ
で
2
〜
3
年
以
上
勤

め
続
け
て
い
る
者
な
ど
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と

に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
社
員
は
皆
、
長
期

間
に
わ
た
っ
て
働
き
続
け
る
か
の
よ
う
に
振
る

舞
い
、
そ
う
す
る
こ
と
を
会
社
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
。
経
営
幹
部
は
、
組
織
の
利
益
の
た

め
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
働
く
必
要
性
に
つ

い
て
熱
心
に
説
く
が
、
そ
の
一
方
で
社
員
は

（
実
は
経
営
幹
部
を
含
め
て
）
自
身
の
履
歴
書

に
手
直
し
を
加
え
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
次
の
職
場
を
虎
視
眈
々
と
狙
っ
て
い
る

の
だ
。
企
業
は
雇
用
の
柔
軟
性
と
社
内
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
の
間
に
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
な
ど
存

在
し
な
い
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
米
国
の
企
業
社
会
が
、
終
身
雇
用

後
の
新
し
い
モ
デ
ル
が
も
た
ら
す
影
響
と
い
ま

だ
完
全
な
折
り
合
い
を
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
を
、
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

新
し
く
柔
軟
な
雇
用
モ
デ
ル
に
は
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
必
要
が
あ
る
重
要
な
課
題
が
少
な

く
と
も
三
つ
存
在
す
る
。
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

（
社
員
と
会
社
と
の
結
び
つ
き
）、（
社
内
に
集

積
し
た
）
知
識
の
維
持
、
そ
し
て
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
も
の

だ
。こ

れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
ナ
レ
ッ
ジ

ワ
ー
カ
ー
と
会
社
と
の
結
び
つ
き
は
弱
ま
り
つ

つ
あ
る
。
新
し
い
モ
デ
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
が
生
じ
る
。

新
し
い
モ
デ
ル
で
は
、
社
員
に
滅
私
奉
公
を
期

待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
会
社
に
対
し
て
忠

誠
を
尽
く
せ
ば
、
い
つ
の
日
か
社
内
で
昇
進
の

道
が
開
け
る
が
、
逆
に
い
え
ば
転
職
し
な
が
ら

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
道
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

も
う
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
社
内
に
集
積
し
た

知
識
を
い
か
に
維
持
す
る
か
と
い
う
点
だ
。
社

員
が
常
時
入
れ
替
わ
る
よ
う
な
状
況
で
、
学

習
す
る
組
織
を
築
き
上
げ
る
の
は
か
な
り
困
難

だ
。
企
業
は
よ
り
フ
ォ
ー
マ
ル
な
知
識
管
理
シ

ス
テ
ム
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
長
期
勤
続
す
る
社
員
の

頭
脳
に
詰
め
込
ま
れ
た
情
報
に
、
頼
っ
て
は
い

ら
れ
な
い
か
ら
だ
。

最
後
の
問
題
は
社
内
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
。
勤
続
年
数
の
長
い
社
員

を
抱
え
る
企
業
に
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
だ
が

豊
か
な
人
間
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
す

る
。
管
理
職
は
互
い
に
知
り
合
い
で
、
社
員

に
つ
い
て
も
そ
の
存
在
の
多
く
を
把
握
し
て
い

る
。
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
い
か
に
重
要
か
は
、

い
く
ら
言
葉
を
尽
く
し
て
も
足
り
な
い
が
、
社

員
の
回
転
が
速
い
組
織
で
は
、
こ
う
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
崩
壊
す
る
の
は
自
明
の
こ
と
だ
。

経
営
幹
部
は
こ
の
問
題
に
対
応
で
き
る
体
制

作
り
を
迫
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

終
身
雇
用
モ
デ
ル
へ
の
回
帰
を
望
む
企
業

も
あ
る
が
、
労
働
市
場
を
向
こ
う
に
回
し
て
闘

う
の
は
非
常
に
難
し
い
。
今
や
我
々
は
、
経
済

の
ひ
と
つ
の
転
換
点
に
足
を
踏
み
入
れ
て
し
ま

っ
た
。
も
は
や
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
完
全
な

忠
誠
を
あ
て
に
で
き
な
い
新
し
い
世
界
で
、
米

国
企
業
は
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
新
た
な
実

態
を
見
据
え
、
対
処
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て

い
る
。

社
員
の
誰
も
が
会
社
の
長
期
的
な
成
功
を

目
指
し
て
仕
事
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
、
経
営

幹
部
が
独
り
合
点
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
だ
。

社
員
は
幹
部
が
聞
き
た
く
な
い
こ
と
は
口
に
し

よ
う
と
し
な
い
の
だ
か
ら
。
賢
明
な
マ
ネ
ジ
ャ

ー
な
ら
ば
、
先
に
挙
げ
た
三
つ
の
点
に
関
連
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
現
実
を

受
け
止
め
、
問
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
こ
と

だ
ろ
う
。

長
期
勤
続
求
め
ら
れ
て
も

次
の
職
場
狙
い
虎
視
眈
々

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
知
識

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
課
題
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S
E
I
の
オ
フ
ィ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
ど
ん
な
会
社
と
も
一
線
を
画
し
て
い
る
。
訪

れ
る
者
の
目
を
ま
ず
ひ
く
の
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
郊
外
の
農
園
地
帯
と
い
う
魅
力
的
な

環
境
に
広
が
る
い
く
つ
も
の
建
物
群
だ
。
次
に

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
は
、
芸
術
作
品
あ
ふ

れ
る
ロ
ビ
ー
。
こ
こ
で
は
受
付
で
は
な
く
〝
企

業
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
〞
が
対
応
す
る
。

し
か
し
、
本
当
に
驚
か
さ
れ
る
の
は
実
際
に

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
た
後
だ
。

広
い
オ
フ
ィ
ス
に
は
柱
も
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
も

な
く
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
数
多
く
の
机
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
天
井
に
は
数
メ
ー
ト
ル
お

き
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
接
続
ケ
ー
ブ
ル
と
電

源
ケ
ー
ブ
ル
の
大
き
な
束
（
パ
イ
ソ
ン
）
が
ぶ

ら
下
が
っ
て
い
る
。
机
は
縦
横
に
き
ち
ん
と
並

べ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
や
や
行
き
当
た
り
ば
っ

た
り
の
感
も
あ
る
が
、
有
機
的
と
い
う
言
葉
が

ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
机
の
間
に
は
、

座
り
心
地
の
い
い
椅
子
や
ソ
フ
ァ
を
備
え
付

け
た
エ
リ
ア
が
設
け
ら
れ
、
オ
フ
ィ
ス
も
ロ
ビ

ー
同
様
、
興
味
深
い
芸
術
作
品
で
あ
ふ
れ
て

い
る
。
S
E
I
の
職
場
環
境
は
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ

ー
カ
ー
優
位
の
企
業
が
、
ひ
と
つ
の
組
織
と
し

て
革
新
性
と
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
武
器
に

張
り
合
お
う
と
い
う
戦
略
を
、
最
も
劇
的
な
形

で
映
し
出
し
た
も
の
と
い
え
る
。

S
E
I
が
ど
ん
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
会
社
か
、
言
い
表
す
の
は
難
し
い
。〝
金
融

サ
ー
ビ
ス
業
〞
と
い
う
何
ひ
と
つ
助
け
に
な
ら

な
い
広
義
の
言
葉
以
外
に
、
ど
れ
ひ
と
つ
と
し

て
既
存
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
く
く
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
ら
だ
。
同
社
が
提
供
す
る
の
は
、
金

融
・
財
務
上
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の
顧
客
は
ウ
ェ
ル
ズ
・

フ
ァ
ル
ゴ
を
は
じ
め
と
す
る
大
企
業
か
ら
市
民

の
富
裕
層
ま
で
幅
広
い
。

こ
の
業
界
に
お
け
る
重
要
な
要
素
は
、
S

E
I
が
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
高
水
準
の

サ
ー
ビ
ス
（
結
局
の
と
こ
ろ
、
他
人
の
お
金
を

預
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
）、
技
術
力
（
現
在

金
融
の
世
界
で
は
す
べ
て
の
も
の
が
、
堅
牢
で

高
性
能
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
構
築
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
）、
そ
し
て
金
融
の
専

門
知
識
だ
。
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
文
脈
の
な

か
、
S
E
I
が
選
択
し
た
の
は
ス
ピ
ー
ド
、
目

新
し
い
ア
イ
デ
ア
、
そ
し
て
〝
他
社
と
は
一
線

を
画
す
姿
勢
〞
だ
っ
た
。

優
れ
た
技
術
力
、
金
融
の
専
門
家
に
よ
る

助
言
、
そ
し
て
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
、
S
E
I
に
は
優
秀
な
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
や
金
融
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
あ
ふ
れ
ん
ば

か
り
に
数
多
く
揃
っ
て
い
る
。
オ
フ
ィ
ス
を
歩

く
と
、
30
歳
前
後
と
見
受
け
ら
れ
る
社
員
の

誰
も
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
画
面
に
一
心
に
向

か
っ
て
い
る
。

事
務
員
で
あ
ふ
れ
る
部
屋
や
管
理
者
用
の

オ
フ
ィ
ス
に
通
じ
る
廊
下
な
ど
も
た
な
い
S
E

I
は
、
優
秀
な
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
で
ほ
ぼ
1

0
0
％
構
成
さ
れ
る
極
端
な
ケ
ー
ス
と
い
え

よ
う
。
同
社
の
設
立
者
で
あ
り
C
E
O
の
ア

ル
・
ウ
エ
ス
ト
氏
さ
え
も
、
専
用
の
オ
フ
ィ
ス

を
も
っ
て
い
な
い
。
車
輪
が
取
り
付
け
ら
れ
た

彼
の
机
は
他
の
社
員
に
囲
ま
れ
、
天
井
か
ら

釣
り
下
が
っ
た
パ
イ
ソ
ン
に
接
続
さ
れ
て
い

る
。
社
内
に
は
秘
書
も
い
な
け
れ
ば
ア
シ
ス
タ

ン
ト
も
い
な
い
。
現
代
的
な
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ

ー
が
自
分
の
Ｐ
Ｃ
を
駆
使
し
、
か
つ
て
秘
書

が
や
っ
て
い
た
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
の
に
、

ど
う
し
て
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
雇
う
必
要
が
あ
る

の
か
と
い
う
論
法
だ
。
し
か
し
も
っ
と
重
要
な

理
由
が
あ
る
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
い
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
最
下
層
に
位
置
す
る
労
働
者
が

存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
て
S

E
I
は
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
管
理
に
も
っ

ぱ
ら
集
中
で
き
る
の
で
あ
る
。

S
E
I
（
米
国
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
近
郊
）

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
を
刺
激
す
る
職
場

明
確
な
目
的
意
識
と
細
部
へ
の
配
慮
と

SEI Investment
Company

設立年：1968年
従業員数：1800人以上
収益：63600万ドル（U.S.$）
所在地：米国　ペンシルベニア州　オークス
（フィラデルフィア近郊）
事業内容：資産運用、投資における技術的
解決策の提案

C
E
O
の
机
も
車
輪
つ
き

秘
書
も
個
室
も
持
た
な
い

企
業
知
識
創
造
を
活
性
化
す
る
3
社

III
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
す
る
米
国
・
カ
ナ
ダ
の
3
社
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

S
E
I
は「
働
く
環
境
」、
ワ
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
は「
採
用
と
能
力
開
発
」、
Ｓ.
Ａ.
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
は「
企
業
戦
略
」が
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。
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ナレッジワーカーと組織～北米現地レポート

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
排
除
は
、
組
織
内
の
ヒ
エ

ラ
ル
キ
ー
を
効
果
的
に
取
り
除
く
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ス
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
、
開
発
お
よ
び
戦
略
部
門
の
リ
サ
・
バ

ン
・
エ
ス
氏
に
よ
れ
ば
、
組
織
の
階
層
は
わ
ず

か
三
つ
し
か
な
い
。
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
、
そ

の
監
督
に
あ
た
る
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
（
ユ
ニ

ッ
ト
数
は
合
わ
せ
て
86
）、
そ
し
て
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
の
上
に
位
置
す
る
1
株
当
た
り
利

益
委
員
会
（
C
E
O
の
ア
ル
・
ウ
エ
ス
ト
氏

お
よ
び
12
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
成
る
）
で
あ
る

（
規
模
の
大
き
い
部
門
で
は
も
う
ひ
と
つ
階
層

が
増
え
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
す
る
）。

経
営
理
論
、
特
に
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ク

博
士
の
研
究
に
従
え
ば
、
8
0
0
人
の
社
員

を
抱
え
る
組
織
な
ら
、
さ
ら
に
幾
つ
か
階
層
が

増
え
て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し
階
層
の
数

を
い
く
つ
設
定
す
る
の
が
よ
い
か
と
い
う
議
論

よ
り
、
企
業
文
化
を
物
語
る
組
織
図
の
ほ
う

が
大
事
だ
。
S
E
I
が
育
ん
で
き
た
の
は
独
自

の
企
業
文
化
で
あ
り
、
こ
れ
は
特
有
の
市
場

で
成
功
す
る
た
め
の
同
社
独
特
の
戦
略
を
支

え
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
S
E
I
は
、
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
を
活
用
す
る

こ
と
で
革
新
性
を
維
持
し
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
対
応
し
な
が
ら
、
価
値

あ
る
商
品
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
欠
如
は
、
仕
事
の
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
ナ
レ
ッ

ジ
ワ
ー
カ
ー
が
楽
し
ん
で
働
け
る
職
場
環
境
の

整
備
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

オ
フ
ィ
ス
の
実
際
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
見
る

と
、
S
E
I
の
企
業
と
し
て
の
本
質
に
迫
る

こ
と
が
で
き
る
。
床
を
這
う
ケ
ー
ブ
ル
の
束
や

壁
が
取
り
払
わ
れ
て
い
る
た
め
、
状
況
に
応
じ

て
常
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
再
編
が
可
能

だ
。
こ
れ
は
仕
事
の
大
幅
な
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

と
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
創
造
に
つ
な
が
る
。
同

社
の
オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
の
長
所
と
し
て
、

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
が
自
ら
気
に
入
る
よ
う
な

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
、
同

時
に
そ
こ
で
働
く
こ
と
で
生
産
性
も
上
昇
す

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
オ
フ
ィ
ス

を
目
に
し
た
人
々
は
ぜ
ひ
そ
こ
で
働
き
た
い
と

思
う
た
め
、
才
能
を
S
E
I
に
引
き
つ
け
る
ツ

ー
ル
と
し
て
も
非
常
に
有
効
だ
。

机
に
車
輪
を
付
け
る
と
い
う
の
は
「
一
歩
進

ん
だ
」
ア
イ
デ
ア
だ
が
、
今
ま
で
こ
う
し
た
ア

イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た
の
は
S
E
I
だ
け
に
限

ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
形
態
の
オ
フ
ィ

ス
を
実
際
に
上
手
く
機
能
さ
せ
る
の
は
容
易

で
は
な
い
。
第
一
に
、
天
井
か
ら
垂
れ
下
が
る

パ
イ
ソ
ン
（
ケ
ー
ブ
ル
の
束
）
が
な
け
れ
ば
、

ケ
ー
ブ
ル
は
床
を
這
わ
せ
る
し
か
な
く
、
そ
う

な
れ
ば
文
字
通
り
各
社
員
を
そ
の
場
所
に
縛

り
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
種
の
オ
フ
ィ
ス

が
上
手
く
機
能
す
る
よ
う
に
、
S
E
I
が
細

部
に
至
る
ま
で
最
大
限
の
目
配
り
を
す
る
こ

と
に
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
て
い
る
の

が
、
明
ら
か
に
見
て
と
れ
る
。

S
E
I
の
取
り
組
み
を
ど
う
総
括
し
た
ら

い
い
だ
ろ
う
か
？
　
具
体
的
な
教
訓
の
ひ
と

つ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
構
成
可
能
な
ワ
ー
ク

ス
ペ
ー
ス
は
、
確
か
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
大

幅
に
推
進
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
同
時

に
、
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
非
常
に
よ
く
機
能
し
て

お
り
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
大
き
な
集
団
に

対
し
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
要
求
す
る
企
業
で

は
、
こ
れ
を
オ
フ
ィ
ス
の
規
範
と
す
る
こ
と
も

可
能
だ
ろ
う
。
よ
り
一
般
的
に
い
え
ば
、
重
要

な
の
は
何
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
明

確
な
目
的
意
識
を
も
つ
こ
と
と
、
細
部
に
対

し
て
払
わ
れ
る
並
々
な
ら
ぬ
注
意
と
関
心
だ

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
オ
フ
ィ
ス
の
壁
に
飾
ら
れ
る
多
数

の
芸
術
作
品
は
、
S
E
I
が
会
社
で
所
有
す

る
も
の
で
は
な
い
。
C
E
O
自
ら
が
そ
の
ポ
ケ

ッ
ト
マ
ネ
ー
で
購
入
し
た
も
の
だ
。
こ
れ
は

「
自
ら
が
支
払
っ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
（
壁
を
飾

る
芸
術
作
品
の
よ
う
な
）
本
来
の
仕
事
と
関

係
な
い
も
の
に
使
わ
れ
て
い
る
と
は
考
え
た
く

も
な
い
」
と
い
う
顧
客
の
立
場
を
配
慮
し
て
の

こ
と
だ
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
芸
術
作
品
は
社
員

同
士
の
会
話
を
刺
激
し
、
そ
の
関
係
構
築
に

一
役
買
う
よ
う
に
と
期
待
さ
れ
て
い
る
点
で
と

て
も
興
味
深
い
。

S
E
I
が
社
員
に
求
め
る
資
質
の
ひ
と
つ

は
、
優
れ
た
専
門
性
や
知
性
だ
け
で
な
く
、
あ

ふ
れ
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。
細
部
に
至
る

ま
で
き
ち
ん
と
仕
事
を
こ
な
す
た
め
に
多
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
注
し
、
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め

る
能
力
を
自
ら
育
む
に
は
、
桁
外
れ
の
努
力

と
知
性
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、

一
夜
に
し
て
成
る
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
部

門
に
配
置
さ
れ
た
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
有
す
る
社
員
が

い
く
ら
や
る
気
満
々
で
も
、
2
年
の
う
ち
に
S

E
I
流
の
仕
事
の
や
り
方
を
身
に
つ
け
、
次

の
任
務
に
異
動
と
な
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
こ

の
種
の
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
中
心
の
職
場
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
目
的
を
も
ち
何
年
に
も
わ
た

る
努
力
を
重
ね
た
末
に
、
発
展
を
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。

ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
が
、
組
み
立
て
ラ
イ

ン
の
考
案
に
よ
っ
て
製
造
業
の
未
来
を
指
し

示
し
た
よ
う
に
、
S
E
I
は
革
新
的
か
つ
知

識
労
働
集
約
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
未
来
の
あ
り

方
を
、
我
々
に
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
文
　
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ク
リ
ー
ル
マ
ン
）

オ
フ
ィ
ス
に
表
わ
れ
る

知
識
創
造
の
理
想
環
境

SEIのオフィス。天井からネットワーク接続ケーブルと
電源ケーブルがぶら下がる。

オフィス内に多数のモダンアートが飾られている。
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ワ
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
は
、
ま
だ
若
い
が
成
功
し

た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
で
あ
り
、
社
内
に
抱
え

る
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
能
力

に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
同
社
の
取
締
役

副
社
長
で
共
同
設
立
者
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
シ

ュ
タ
イ
ン
氏
に
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み

を
質
問
す
る
と
、
シ
ュ
タ
イ
ン
氏
は
す
ぐ
に
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
へ
話
題
を
移

し
、
こ
う
続
け
た
。「
ビ
ジ
ネ
ス
の
文
脈
を
把

握
し
て
い
な
け
れ
ば
、
当
社
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
」。
同
社
は
大
企
業

向
け
に
高
性
能
の
労
働
力
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
。

急
成
長
し
て
い
る
が
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の

仕
事
へ
多
く
を
期
待
す
る
顧
客
企
業
の
要
求

に
応
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

ワ
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
は
、
こ
の
業
界
で
競
合
他

社
と
互
角
以
上
に
渡
り
合
う
た
め
、
強
力
で

統
一
さ
れ
た
企
業
文
化
が
必
要
だ
と
判
断
し

た
。
そ
れ
も
偶
然
に
発
生
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

積
極
的
に
自
ら
築
き
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

企
業
文
化
構
築
は
、
ど
ん
な
人
材
を
採
用
す

る
か
か
ら
始
ま
る
。
ワ
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
が
求
め

る
の
は
、
楽
し
い
雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
知
性
的
で
、

情
熱
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
、
絶
え
ず
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
求
め
、
し
か

も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
乱
さ
な
い
人
物
だ
。
最
後

に
挙
げ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
長
け
て
い
る
と
い

う
特
徴
は
、
要
素
と
し
て
重
要
だ
。
優
秀
な

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
、
仕
事
に
精
神
的
に
集
中
す

る
あ
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
協
力
し
な
が

ら
仕
事
を
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
だ
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
欠
け
る
こ
と
は
組
織
の
脆

弱
さ
に
つ
な
が
る
た
め
、
同
社
は
看
過
で
き
な

い
と
感
じ
た
。
採
用
に
あ
た
っ
て
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
強
調
す
る
の
は
、
何
を
今
さ
ら
の
感
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
再
度
こ
の
点
に
つ

い
て
よ
く
考
え
る
と
、
同
社
の
い
う
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
強
調
は
、
ど
の
よ
う
に
価
値
が
創
造
さ

れ
る
か
に
つ
い
て
、
あ
る
理
論
を
反
映
し
た
も

の
だ
と
わ
か
る
。
科
学
的
管
理
手
法
を
考
案

し
た
テ
イ
ラ
ー
の
世
界
観
で
は
、
価
値
は
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
を
こ
な
す
数
多
く
の
人
間
が
創

造
す
る
も
の
で
、
生
み
出
さ
れ
た
価
値
の
総
体

は
、
個
人
的
努
力
の
総
計
に
す
ぎ
な
い
と
見

る
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
結
構
な
こ
と
だ
が
、
価

値
の
創
造
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の

で
は
な
い
と
い
う
考
え
だ
。

一
方
、
ワ
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
の
世
界
観
で
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
こ
そ
企
業
文
化
や
新
し
い
ア
イ

デ
ア
を
生
み
出
す
役
割
を
担
う
も
の
で
、
問
題

解
決
を
容
易
に
し
、
組
織
的
学
習
環
境
を
整

え
る
源
泉
だ
と
す
る
。
こ
れ
は
、
戦
略
実
行
の

う
え
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
必
須
だ
と
い
う
考
え

で
、
新
規
採
用
の
際
に
望
ま
し
い
性
格
と
し

て
単
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
よ
り
意
味
を

も
っ
て
い
る
。

知
性
、
情
熱
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
持
ち
主

で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
も
、
同
社
に
お
け

る
価
値
創
造
を
反
映
し
て
い
る
。
同
社
は
社

員
が
規
定
さ
れ
た
職
務
の
中
で
小
さ
く
ま
と

ま
る
の
と
は
反
対
に
、
自
己
の
能
力
を
多
方

面
に
発
揮
す
る
よ
う
求
め
る
。「
こ
の
仕
事
を

ど
う
こ
な
す
か
」
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、「
ど

う
し
た
ら
前
回
よ
り
う
ま
く
で
き
る
か
」
と
、

社
員
に
創
意
工
夫
を
求
め
る
。
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
た
く
な
い
企
業
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な

い
。
だ
が
多
く
の
米
国
企
業
は
、
創
意
工
夫

よ
り
仕
事
を
数
多
く
こ
な
す
こ
と
に
主
眼
を
置

い
て
い
る
。

新
入
社
員
の
選
考
過
程
で
重
要
な
部
分
を

占
め
る
の
が
、
社
員
に
よ
る
推
薦
だ
。
ワ
ー
ク

ブ
レ
イ
ン
は
、
就
職
希
望
者
を
紹
介
し
た
社

員
に
褒
賞
を
出
し
て
い
る
。
社
員
の
友
人
や

知
人
な
ら
、
彼
ら
と
よ
い
意
味
で
似
て
お
り
、

企
業
文
化
に
も
適
合
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
考

え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。

就
職
希
望
者
に
は
、
論
理
的
思
考
、
言
語

能
力
、
論
文
、
数
学
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
次

に
矢
継
ぎ
早
の
面
接
へ
進
む
。
こ
の
面
接
プ

ロ
セ
ス
で
は
、
就
職
希
望
者
は
6
人
か
ら
8

人
の
人
物
と
、
次
々
と
面
談
す
る
。
面
接
時

間
は
１
回
あ
た
り
15
分
か
ら
1
時
間
。
こ
の

面
接
で
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
し
て
、
就
職
希
望

者
の
企
業
文
化
へ
の
適
合
性
を
評
価
す
る
。

具
体
的
に
は
「
あ
な
た
の
趣
味
に
つ
い
て
い
く

つ
か
話
し
て
く
だ
さ
い
」「
仕
事
の
な
い
と
き

何
を
し
て
過
ご
し
た
い
で
す
か
？
　
家
に
い
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
遊
び
ま
す
か
、
そ
れ
と
も

外
に
出
か
け
て
友
人
と
遊
び
ま
す
か
」「
仕
事

の
ほ
か
に
、
あ
な
た
が
好
き
な
こ
と
は
何
で
す

か
？
」
と
い
っ
た
質
問
だ
。

社
員
に
よ
る
紹
介
、
適
性
検
査
、
面
接
は
、

適
切
な
人
材
を
選
び
出
す
た
め
に
有
用
だ
が
、

そ
れ
以
上
の
狙
い
が
あ
る
。
ワ
ー
ク
ブ
レ
イ
ン

は
意
識
的
に
多
く
の
社
員
を
面
接
の
過
程
に

巻
き
込
み
、
採
用
決
定
に
際
し
て
社
員
間
の

合
意
を
重
視
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
多
く
の

社
員
が
新
規
採
用
者
に
深
く
関
わ
り
、
両
者

は
急
速
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
る
の
だ
。
急
成
長

を
遂
げ
、
企
業
文
化
構
築
を
重
要
な
課
題
と

捉
え
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
は
戦
略
的
な
要

請
と
い
う
一
面
も
あ
る
。

同
社
で
は
過
去
４
年
間
、
お
よ
そ
3
5
0

ワ
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
（
カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
）

新
た
な
企
業
文
化
と
ア
イ
デ
ア
は

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
生
み
出
さ
れ
る

Workbrain Inc.

設立：1999年
従業員数：350人以上
収益：3400万ドル（U.S.$）
所在地：カナダ トロント
事業内容：従業員管理ソフトの開発、販売

知
性
的
か
つ
情
熱
的

楽
し
い
人
材
を
求
む

社
員
推
薦
で
採
用
な
ら

企
業
文
化
に
適
合
す
る
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ナレッジワーカーと組織～北米現地レポート

人
の
新
規
採
用
の
う
ち
希
望
退
職
し
た
の
は

約
20
人
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
と
は
別
に
、
お
よ

そ
75
人
に
つ
い
て
労
働
契
約
を
解
除
し
て
お

り
、
人
材
採
用
の
成
功
率
は
約
70
％
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

ワ
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
は
、
部
門
間
の
社
内
異
動

を
大
い
に
活
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
現
在
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
担
当
取
締
役
の
ブ
ラ
ッ
ド
・

エ
ル
ダ
ー
氏
が
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

の
は
、
営
業
、
採
用
部
門
で
、
次
に
事
業
提

携
チ
ー
ム
を
経
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
に

配
属
さ
れ
た
。
社
内
異
動
で
特
筆
す
べ
き
は
、

個
人
と
組
織
の
能
力
開
発
と
引
き
換
え
に
、

社
員
に
何
度
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
さ
せ

る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
、
短
期
的
な
効
率
を
犠

牲
に
し
て
い
る
点
だ
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
社

員
を
新
た
な
領
域
に
置
き
未
知
の
課
題
を
与

え
る
こ
と
で
、
そ
の
能
力
を
育
む
。
同
時
に
、

全
社
的
な
知
識
と
部
門
縦
断
的
な
人
間
関
係

を
有
す
る
社
員
を
育
て
る
こ
と
が
、
組
織
全
体

の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
う
し
た

社
内
異
動
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
々
が
熱

望
す
る
多
様
性
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
い
く
ら
か
満

足
さ
せ
る
が
、
仕
事
内
容
の
変
化
を
す
べ
て
の

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
が
望
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
同
社
の
こ
う
し
た
慣
行
は
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
の
一
般
的
な
価
値
観

と
重
な
る
。

同
社
は
、
社
員
に
弱
点
を
直
す
よ
う
指
示

す
る
の
で
は
な
く
、
優
れ
た
点
を
さ
ら
に
伸
ば

す
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、

そ
も
そ
も
仕
事
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
。
仕
事
が
き

ち
ん
と
定
義
さ
れ
て
い
る
場
合
、
機
械
操
作

を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
覚
え
る
よ
う
に
、
定
義
ど
お

り
に
必
要
な
能
力
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ら
、
弱
点
の
是

正
は
正
し
い
。
し
か
し
、
仕
事
や
組
織
が
柔
軟

性
に
富
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
社
員
の
強
み
を

活
か
し
こ
れ
を
伸
ば
す
ほ
う
が
理
に
か
な
っ
て

い
る
。

同
社
は
最
近
、
研
修
を
奨
学
金
基
金
の
よ

う
に
扱
い
始
め
た
。
社
員
は
何
ら
か
の
研
修
を

受
け
た
い
な
ら
提
案
書
を
提
出
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
る
。
会
社
が
提
案
に
資
金
を
提
供
す

る
確
率
は
、
か
な
り
高
い
。
こ
こ
で
も
社
員
に

対
す
る
概
念
が
転
換
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
ま
で
社
員
と
い
え
ば
、
管
理
職
の
指

示
を
受
け
て
仕
事
を
す
る
存
在
だ
っ
た
の
が
、

自
分
が
何
を
必
要
な
の
か
を
理
解
す
る
ナ
レ

ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
へ
変
化
し
て
い
る
の
だ
。

ワ
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
は
、
高
等
教
育
を
受
け
た

社
員
を
動
員
し
、
厳
し
い
市
場
の
要
求
に
応

え
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
開
発
し
て
い
る
。
社
員

に
対
し
て
会
社
が
望
む
の
は
、
負
け
な
い
た
め

に
働
く
の
で
な
く
、
勝
利
す
る
た
め
に
働
く
こ

と
だ
。
従
来
の
企
業
で
働
く
社
員
に
と
っ
て
ベ

ス
ト
の
戦
略
は
、
頭
を
垂
れ
て
指
示
さ
れ
た
仕

事
を
黙
々
と
こ
な
し
、
過
ち
を
咎
め
ら
れ
ず
に

退
社
で
き
る
よ
う
、
ひ
た
す
ら
努
め
る
と
い
う

の
が
相
場
だ
ろ
う
。

同
社
で
は
企
業
文
化
に
適
合
す
る
人
材
を

採
用
し
、
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
で
彼
ら
を
支
援
す

る
こ
と
に
注
力
し
て
い
る
。
ま
た
社
員
の
能
力

開
発
に
継
続
し
て
投
資
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に

は
明
確
な
企
業
文
化
の
構
築
、
適
切
な
プ
ロ

セ
ス
の
開
発
、
そ
し
て
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
勝
利
す
る
た
め
に

働
く
う
え
で
必
要
な
も
の
だ
と
同
社
は
考
え
て

お
り
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
一
貫
し
て
勝
利

を
収
め
続
け
て
い
る
。

（
文
　
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ク
リ
ー
ル
マ
ン
）

社
員
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

社
内
の
異
動
を
活
用

必
要
な
知
識
を
理
解
し
て

研
修
を
自
ら
提
案
す
る

デイビッド・シュタイン氏
ワークブレイン
取締役副社長・共同設立者

Ｓ
・
Ａ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
（
カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
）

歴
史
の
中
に
企
業
価
値
を
見
出
す

２５
回
続
く
戦
略
構
築
会
議
で
発
案

S.A Armstrong Ltd

設立年：1934年
従業員数：600人
収益：未公開
所在地：カナダ トロント
事業内容：ポンプ、バルブ、熱交換器製造、
ナレッジマネジメントに関するコンサルティング

Ｓ
・
Ａ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
は
家
族
経

営
に
よ
る
老
舗
的
存
在
の
企
業
で
、
ポ
ン
プ
、

バ
ル
ブ
、
熱
交
換
器
な
ど
の
製
造
に
携
わ
る
。

こ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
は
ナ
レ
ッ
ジ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
も

所
有
す
る
が
、
同
社
の
オ
ー
ナ
ー
ら
が
会
社
の

成
功
の
原
動
力
で
あ
る
仕
事
の
プ
ロ
セ
ス
や

企
業
文
化
に
、
い
か
に
深
く
思
い
を
馳
せ
て
い

る
か
を
理
解
す
れ
ば
、
そ
れ
も
納
得
が
い
く
。

同
社
は
、
経
営
管
理
に
優
れ
た
会
社
と
し
て

カ
ナ
ダ
国
内
で
常
に
上
位
50
社
に
ラ
ン
ク
入

り
し
て
い
る
。
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同
社
は
、
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ

し
て
学
習
＆
革
新
と
い
う
三
つ
の
価
値
に
そ

の
基
盤
を
置
く
。
こ
う
し
た
価
値
を
基
盤
と
す

る
に
至
っ
た
経
緯
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
10
年
前
、

オ
ー
ナ
ー
ら
は
同
社
の
歴
史
に
立
ち
戻
り
、
退

職
し
た
社
員
お
よ
び
現
役
社
員
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
。
45
年
の
勤
続
す
る
者
も
含
め
、
一

人
ひ
と
り
に
、
同
社
の
価
値
が
自
分
に
と
っ
て

何
を
意
味
す
る
か
を
尋
ね
た
。
つ
い
最
近
も
、

顧
客
や
社
員
の
考
え
を
広
く
知
る
た
め
調
査

を
実
施
し
た
。
彼
ら
が
会
社
の
価
値
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
、
さ
ら
に
洞
察
を
得
る
の

が
狙
い
だ
。
一
般
的
に
北
米
の
企
業
で
は
、

会
社
組
織
の
価
値
を
定
義
付
け
る
作
業
に
は
、

経
営
陣
だ
け
が
集
ま
る
の
が
普
通
だ
。
多
く
の

場
合
、
発
表
さ
れ
る
価
値
は
そ
れ
が
中
身
の

な
い
軽
薄
な
も
の
で
な
い
限
り
、
誰
よ
り
も
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
考
え
を
強
く
反
映
し
た
も
の
と
な
る
。

同
社
で
は
、
戦
略
を
「
絵
に
描
い
た
餅
」
で

は
な
く
、
社
内
で
物
事
を
遂
行
す
る
際
の
積

極
的
な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
考
え
て
い
る
。
1
年
に

2
度
、
全
社
員
の
10
％
（
60
人
）
が
一
同
に

自
社
の
価
値
の
意
味
を

退
職
社
員
に
も
聞
き
取
り

会
し
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
催
す
。
つ
い
最
近
開
催
さ

れ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
25
回
目
を
数
え
た
。
こ

れ
は
特
筆
す
べ
き
点
だ
。
北
米
の
企
業
に
対

し
戦
略
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
聞
く
と
、

通
常
返
っ
て
く
る
の
は
「
2
年
前
に
始
め
た
」

や
「
今
回
で
2
回
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
っ

た
答
え
だ
か
ら
だ
。
こ
う
し
た
企
業
が
ほ
と
ん

ど
を
占
め
る
北
米
で
、
同
社
に
お
け
る
戦
略
構

築
プ
ロ
セ
ス
の
息
の
長
さ
は
、
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
る
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
開
催
中
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
戦
略

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
案
さ
れ
る
。
各
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
、
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
出
身
の
通
常
は
正
社

員
で
な
い
社
員
が
複
数
配
置
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
60
日
以
内
に
完
了
す

る
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
参
加
者
に
は
セ
ッ
シ

ョ
ン
終
了
後
、
会
議
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容

を
組
織
内
の
す
べ
て
の
者
に
伝
え
る
役
目
が

待
つ
。

こ
う
し
た
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
組
織
構
造

の
重
要
な
部
分
を
占
め
る
。
書
類
上
は
伝
統

的
職
務
組
織
が
存
在
す
る
一
方
、
実
際
に
は

常
に
、
特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
従
事
す
る
部

門
横
断
的
チ
ー
ム
が
複
数
、
期
間
限
定
的
な

活
動
を
展
開
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
社
は
企

業
と
し
て
、
非
常
に
高
度
に
統
一
さ
れ
た
組

織
を
誇
っ
て
い
る
の
だ
。

同
社
が
協
調
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
関

し
て
、
連
携
の
と
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て

い
る
別
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
職
場
で
の
高
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
、
同
僚
や

部
下
の
ア
イ
デ
ア
を
自
ら
の
職
権
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
能
力
に
優
れ
た
「
知
識
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
」

の
存
在
だ
。
知
識
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
関
係
、
注
文
調
達
、
革
新
お
よ
び
戦
略

的
製
品
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
な
分
野
で
、
知

識
の
共
有
と
い
う
同
社
の
企
業
文
化
の
擁
護

者
と
し
て
働
く
。
こ
の
重
要
な
役
割
を
担
う
社

員
を
見
極
め
る
の
に
使
わ
れ
る
の
が
、

K
N
E
T
M
A
P
T
M

と
呼
ば
れ
る
組
織
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
調
査
ツ
ー
ル
だ
。
組
織
内
で
一
定
分
野

の
専
門
知
識
を
有
す
る
〝
頼
れ
る
〞人
材
に
つ

い
て
、
各
社
員
の
意
見
を
求
め
る
も
の
だ
。
こ

う
し
た
調
査
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
判
明
し
た

〝
周
囲
が
認
め
る
〞エ
キ
ス
パ
ー
ト
は
、
組
織

全
体
に
価
値
あ
る
情
報
を
提
供
す
る
役
割
を

果
た
す
。

Ｓ
・
Ａ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
が
他
社
と

一
線
を
画
す
点
は
、
深
く
揺
る
ぎ
な
い
知
的

な
枠
組
み
に
あ
る
。
同
社
は
価
値
に
つ
い
て
本

腰
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
会
社

の
掲
げ
る
目
的
と
い
か
に
深
く
関
連
し
て
い
る

か
も
真
剣
に
考
え
て
い
る
。
Ｓ
・
Ａ
・
ア
ー
ム

ス
ト
ロ
ン
グ
は
収
益
を
あ
げ
て
い
る
が
、
存
在

意
義
が
利
益
追
求
一
筋
で
な
い
こ
と
は
明
ら

か
だ
。
同
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
設
立
者
の
孫
に
あ

た
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
･
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
氏

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
こ
う
表
現
す
る
。「
わ

が
社
の
社
員
は
そ
の
能
力
増
強
に
努
め
ま
す
。

で
も
そ
れ
は
、
自
分
た
ち
だ
け
の
た
め
で
は
な

く
、
会
社
組
織
や
顧
客
の
た
め
で
も
あ
る
。
社

員
は
単
に
仕
事
を
こ
な
す
だ
け
の
存
在
で
な

く
、
偉
大
な
も
の
を
構
築
す
る
作
業
を
担
っ
て

い
る
の
で
す
」

（
文
　
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ク
リ
ー
ル
マ
ン
）

チャールズ･アームストロング氏
Ｓ.Ａ.アームストロング CEO

伝
統
的
職
務
組
織
に

部
門
横
断
チ
ー
ム
も
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ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
と

共
に
繁
栄
で
き
る
組
織
と
は

IV
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ク
リ
ー
ル
マ
ン

「
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

上
手
く
や
っ
て
い
る
会
社
を
挙
げ
て
く
だ
さ

い
」。
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
に
こ
の
質
問
を
投

げ
か
け
る
こ
と
か
ら
、
我
々
は
今
回
の
取
材

を
始
め
た
。
質
問
に
対
す
る
答
え
は
、
た
い

て
い
長
い
沈
黙
だ
っ
た
。
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
優
れ
た
会
社
は
あ
っ
て
も
、
ナ
レ
ッ
ジ

ワ
ー
カ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
真
剣

に
検
討
し
て
い
る
企
業
は
非
常
に
少
な
い
と

い
う
状
況
な
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
回
取

材
し
た
3
社
の
よ
う
に
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ

ー
の
や
る
気
を
刺
激
し
、
彼
ら
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
シ
ス
テ
ム
創
り
に
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
投
資
し
て
い
る
企
業
も
存
在
す
る
の
だ
。

取
材
の
過
程
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の

は
、
次
の
四
つ
の
テ
ー
マ
だ
。

・
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
は
何
を
望
ん
で
い
る

の
か

・
価
値
を
創
造
す
る
要
素
の
変
化

・
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
を
い
か
に
組
織
化
す

る
か

・
米
国
企
業
で
懸
念
さ
れ
る
こ
と

ロ
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ツ
氏
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ピ

ン
ク
氏
、
訪
問
先
の
企
業
の
話
か
ら
、
ま
ず

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
が
望
ま
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
「
組
織
人
間
」
に

だ
け
は
な
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
服

装
や
行
動
に
つ
い
て
会
社
が
決
め
た
型
に
は

ま
り
た
く
な
い
と
考
え
、
指
示
さ
れ
た
こ
と

を
や
る
だ
け
の
存
在
に
は
な
り
た
く
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

「
従
順
に
仕
事
に
励
め
ば
、
一
生
面
倒
を
見

よ
う
」
こ
う
し
た
取
り
決
め
を
企
業
側
が
提

示
し
て
い
た
間
は
、
社
員
の
多
く
が
雇
用
の

保
障
と
引
き
換
え
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
犠

牲
に
す
る
こ
と
を
厭
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し

こ
う
し
た
取
り
決
め
が
破
綻
す
る
と
、
人
々

は
や
り
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
仕
事
を
求
め

始
め
る
。
そ
し
て
仕
事
が
面
白
く
な
い
と
き
、

職
場
の
環
境
が
気
に
入
ら
な
い
と
き
は
転
職

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー

の
個
人
主
義
者
的
欲
求
に
応
え
る
傾
向
は
、

ド
ッ
ト
コ
ム
企
業
が
隆
盛
を
極
め
た
時
代
に

頂
点
に
達
し
た
。
服
装
規
定
の
廃
止
や
、
職

場
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
興
じ
る
こ
と
、

ペ
ッ
ト
と
の
同
伴
出
勤
な
ど
が
新
た
な
規
範

と
な
っ
た
。
ド
ッ
ト
コ
ム
バ
ブ
ル
は
い
か
に

も
ば
か
げ
た
現
象
だ
っ
た
が
、
リ
チ
ャ
ー

ド
・
フ
ロ
リ
ダ
氏
や
ロ
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ツ
氏

の
研
究
論
文
に
接
す
る
と
、
あ
の
と
き
我
々

が
目
撃
し
た
こ
と
は
、
新
た
な
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
の
さ
ま
ざ
ま
な
欲
求
が
、
早

い
時
期
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

か
と
い
う
感
慨
に
と
ら
わ
れ
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
の
人
々
は
何

を
望
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
彼
ら
が
ま

ず
望
む
の
は
、
自
分
自
身
の
個
性
を
思
う
ま

ま
に
探
求
し
、
そ
れ
を
自
由
に
表
現
で
き
る

環
境
だ
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
米
国
や
カ
ナ

ダ
で
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
に
「
自
然
体

（au
th
en
ticity

）」
が
あ
る
。
期
待
さ
れ
て
い

る
規
範
に
沿
う
た
め
本
来
の
自
分
を
押
し
殺

す
の
で
な
く
、
自
分
の
感
じ
る
ま
ま
に
振
る

舞
う
こ
と
が
で
き
る
状
態
を
指
す
。
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
は
、
会
社
組
織
が
機
械

の
よ
う
な
存
在
か
ら
脱
却
し
、
協
調
の
場
と

な
る
よ
う
強
く
求
め
る
だ
ろ
う
。
会
社
が
自

由
を
与
え
な
け
れ
ば
、
彼
ら
が
会
社
を
見
限

り
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
な
る
の
は
確
実

だ
。彼

ら
は
職
場
に
多
様
性
と
刺
激
も
求
め
て

い
る
。
ワ
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
部
門
間
で
頻
繁
に
異
動
を
経
験

し
、
S
E
I
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
は
多
様
な
チ

ー
ム
を
絶
え
ず
渡
り
歩
く
。
S
・
A
・
ア
ー

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
は
た
び
た

び
部
門
横
断
的
な
戦
略
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
配
属
さ
れ
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
を
全
社

的
に
結
集
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
ニ
ー

ズ
と
、
面
白
い
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
社
員

の
ニ
ー
ズ
を
上
手
く
か
み
合
わ
せ
て
い
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
は
、
何
か
素

晴
ら
し
い
仕
事
の
一
翼
を
担
い
た
い
と
常
々

思
っ
て
い
る
。
今
回
の
取
材
で
訪
れ
た
企
業

の
中
で
、
お
金
に
つ
い
て
滔
々
と
語
っ
た
と

こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
熱
心
に
説
い
た

の
は
使
命
に
つ
い
て
だ
。
何
か
素
晴
ら
し
い

も
の
を
築
き
上
げ
る
う
え
で
大
い
に
貢
献
し

て
ほ
し
い
と
い
う
オ
フ
ァ
ー
こ
そ
、
企
業
が

社
員
に
提
供
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
最
も

魅
力
に
富
む
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
ま

た
、
キ
ャ
ペ
リ
氏
が
懸
念
す
る
常
習
的
な
転

職
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。
知
識
労
働
を
通

じ
て
価
値
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
組
織
に
と

っ
て
、
や
る
べ
き
価
値
あ
る
こ
と
を
見
出
す

こ
と
が
最
も
重
要
な
課
題
だ
。
そ
れ
は
ま
た
、

才
能
を
引
き
つ
け
、
や
る
気
を
喚
起
し
、
ず

っ
と
社
内
に
留
め
る
た
め
の
、
ユ
ニ
ー
ク
で

強
力
な
方
法
だ
。

ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
に
彼
ら
が
望
む
も
の

を
提
供
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
は

な
い
。
だ
が
こ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、「
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
知
識
と
規
制
を
す
べ
て
握
る
立
場

に
あ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
考
え
方
を
本
当
に

雇
用
保
障
と
引
き
換
え

社
員
の
個
性
を
犠
牲
に

多
く
の
お
金
よ
り

使
命
を
求
め
る
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捨
て
去
れ
る
こ
と
だ
。
フ
ー
コ
ー
は
『
規
律

と
処
罰
』
で
、
規
範
社
会
の
円
形
刑
務
所
的

状
況
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
円
形
刑
務

所
と
は
、
文
字
通
り
刑
務
所
を
円
形
に
設
計

し
た
も
の
で
、
工
場
や
学
校
に
も
適
用
さ
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
囚
人
・
社
員
・
学
生
は
絶

え
ず
監
視
下
に
置
か
れ
る
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
＝

看
守
は
円
形
の
建
物
の
中
心
に
陣
取
り
、
各

人
が
規
定
の
規
則
に
従
っ
て
動
い
て
い
る
か
、

絶
え
ず
確
認
す
る
の
だ
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
ク
ラ
ス
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
状
況
は

腹
立
た
し
い
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
ま

た
、
人
の
頭
の
中
で
何
が
進
行
し
て
い
る
か

把
握
で
き
な
い
ま
ま
、
知
識
労
働
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
の
は
的
外
れ
で
あ
り
、
生
産
性

の
面
か
ら
見
れ
ば
逆
効
果
だ
。

と
は
い
え
、
労
働
者
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

た
い
と
い
う
欲
求
は
、
米
国
の
経
営
陣
に
根

強
く
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
取
材
し
た
各
企

業
で
は
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
社
員
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
の
で
な
く
、
高
い
成
果
を
生
み
出

す
よ
う
な
環
境
整
備
に
腐
心
し
て
い
た
。
こ

れ
こ
そ
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
が
望
む
も
の
だ
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
伝
統
的

に
、
規
定
さ
れ
た
仕
事
を
可
能
な
限
り
効
率

的
に
社
員
が
す
る
こ
と
で
、
価
値
は
創
造
さ

れ
る
と
考
え
て
き
た
。
だ
が
あ
ら
ゆ
る
仕
事

は
三
つ
の
要
素
、
効
率
性
（
物
事
を
適
正
に

遂
行
す
る
）、
有
効
性
（
適
正
な
物
事
を
遂
行

す
る
）
お
よ
び
革
新
性
（
物
事
を
よ
り
よ
い

方
法
で
遂
行
す
る
）
か
ら
成
る
。
フ
ロ
リ
ダ
、

フ
ラ
ン
ツ
両
氏
は
、
こ
の
う
ち
有
効
性
と
革

新
性
が
、
仕
事
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
構
成

要
素
だ
と
考
え
る
。

そ
の
割
合
は
異
な
る
が
、
仕
事
は
み
な
効

率
性
、
有
効
性
、
革
新
性
と
い
う
三
つ
の
要

素
を
備
え
て
い
る
。
過
去
、
仕
事
の
多
く
は

規
定
に
従
い
効
率
的
に
仕
事
を
こ
な
す
こ
と

に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。
今
で
は
経
済
は
、

有
効
性
と
革
新
性
に
報
い
る
シ
ス
テ
ム
に
移

行
し
て
い
る
。
我
々
が
取
材
し
た
企
業
は
、

こ
の
新
し
い
状
況
を
受
け
入
れ
、
ス
タ
ッ
フ

に
対
す
る
日
常
業
務
の
一
環
と
し
て
、
有
効

性
や
革
新
性
に
重
点
的
に
投
資
し
て
い
た
。

仕
事
の
重
要
な
要
素
が
転
換
し
て
い
る
と
い

う
認
識
を
も
っ
た
企
業
は
、
そ
う
で
な
い
企

業
を
凌
駕
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

社
内
の
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
を
組
織
化
す

る
方
法
で
は
、
取
材
し
た
3
社
に
類
似
点
が

見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
3
社
は
す
べ
て
明
確
な

目
標
を
掲
げ
、
そ
の
目
標
達
成
を
支
え
る
企

業
文
化
を
構
築
し
て
い
る
。
ま
た
、
革
新
的

取
り
組
み
や
能
力
強
化
に
い
ず
れ
も
全
社
的

努
力
を
払
っ
て
い
る
。
3
社
は
確
か
に
会
計

報
告
に
も
目
を
配
っ
て
は
い
る
が
、
彼
ら
を

突
き
動
か
す
の
は
利
益
以
上
の
何
か
大
き
い

も
の
だ
。
や
り
方
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、

部
門
横
断
的
な
結
び
つ
き
の
強
化
に
重
点
的

に
投
資
す
る
姿
勢
は
共
通
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
労
働
環
境
は
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
大
き
な
魅
力
だ
。
や
り
が
い
の
あ
る

多
様
性
に
満
ち
た
仕
事
に
従
事
す
る
チ
ャ
ン

ス
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
興
味
深
い
人
々
と

共
に
意
義
あ
る
仕
事
を
成
し
遂
げ
る
機
会
も

手
に
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

経
営
学
者
と
し
て
教
祖
的
存
在
で
あ
る
ヘ

ン
リ
ー
・
ミ
ン
ツ
バ
ー
グ
、
ア
リ
ー
デ
・
グ

ー
ス
、
フ
レ
ッ
ド
・
ラ
イ
ク
ヘ
ル
ド
、
ピ
ー

タ
ー
・
キ
ャ
ペ
リ
の
各
氏
は
、
米
国
企
業
に

対
す
る
社
員
の
忠
誠
心
の
喪
失
を
懸
念
し
て

い
る
。
し
か
し
企
業
の
第
一
の
関
心
事
は
四

半
期
決
算
に
あ
る
の
が
実
情
だ
。
誰
も
が
入

社
後
1
〜
2
年
で
転
職
し
よ
う
と
い
う
状
況

で
は
、
長
期
的
に
会
社
を
構
築
し
こ
れ
を
担

っ
て
い
く
人
材
は
不
足
す
る
ば
か
り
だ
。

今
回
取
材
し
た
3
社
は
、
終
身
雇
用
制
を

と
っ
て
お
ら
ず
、
社
員
も
組
織
人
間
タ
イ
プ

で
は
な
い
。
し
か
し
3
社
と
も
社
員
の
在
籍

期
間
は
か
な
り
の
長
期
に
わ
た
り
、
個
々
人

が
能
力
の
増
強
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
興
味

深
い
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
す
べ
て
そ

の
創
業
者
あ
る
い
は
創
業
者
の
家
族
に
よ
っ

て
経
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
外
部
か
ら

招
聘
さ
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
の
動
向
を
気
に
し
な
が
ら
、
四
半
期
ご
と

の
野
心
的
収
益
目
標
達
成
に
腐
心
し
て
い
る

大
企
業
と
は
大
き
な
違
い
だ
。
米
国
企
業
が

直
面
す
る
リ
ス
ク
は
、
四
半
期
ご
と
の
収
益

に
ば
か
り
と
ら
わ
れ
て
は
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー

カ
ー
と
共
に
繁
栄
す
る
組
織
を
構
築
で
き
な

い
と
い
う
点
だ
。
こ
れ
が
事
実
な
ら
、
巨
大

な
上
場
企
業
は
創
立
者
が
経
営
す
る
小
ぶ
り

の
企
業
の
前
に
ま
す
ま
す
そ
の
地
歩
を
失
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ロ
ジ
ャ
ー
・
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
の
意
見
は
、

企
業
に
と
っ
て
悲
観
的
だ
。
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー

カ
ー
は
今
や
生
産
手
段
を
所
有
し
、
今
後
は

利
益
の
分
配
を
さ
ら
に
多
く
手
に
す
る
こ
と

だ
ろ
う
。
企
業
が
こ
れ
に
対
抗
す
る
方
法
は
、

社
員
一
人
ひ
と
り
よ
り
も
高
い
能
力
を
組
織

と
し
て
築
く
こ
と
だ
。
ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上

げ
お
よ
び
ブ
ラ
ン
ド
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
育
成
に

見
る
Ｐ
＆
Ｇ
の
シ
ス
テ
ム
を
思
い
浮
か
べ
る

と
い
い
。
し
か
し
そ
の
実
行
に
は
、
キ
ャ
ペ

リ
氏
が
言
及
す
る
会
社
の
将
来
に
思
い
を
め

ぐ
ら
す
と
同
時
に
、
履
歴
書
の
校
正
に
余
念

が
な
い
よ
う
な
社
員
で
は
な
く
、
献
身
的
な

社
員
の
存
在
が
不
可
欠
に
な
る
。

ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
が
50
年
間
に

わ
た
っ
て
説
い
て
き
た
よ
う
に
、
我
々
は
ナ

レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
問
題
を
真
剣
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
彼
ら
は
労
働
人
口
の
中
で

最
も
重
要
な
部
分
を
占
め
る
存
在
だ
か
ら
だ
。

ま
た
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
生
産
性
向
上
は
、

肉
体
労
働
者
の
そ
れ
と
は
異
な
る
問
題
だ
。

な
ぜ
な
ら
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
場
合
、
効

率
性
よ
り
も
有
効
性
と
革
新
性
が
よ
り
重
要

な
役
割
を
果
た
す
か
ら
だ
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
氏

は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
非
営
利
組
織
に
つ
い
て

研
究
す
べ
き
だ
と
示
唆
し
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
と
し
て
一
方
的

支
配
と
円
形
刑
務
所
的
体
制
が
ベ
ス
ト
で
あ

る
と
い
う
考
え
を
、
と
う
の
昔
に
捨
て
去
っ

て
い
る
か
ら
だ

今
回
取
材
し
た
3
社
を
見
る
と
、
ナ
レ
ッ

ジ
ワ
ー
カ
ー
を
う
ま
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

モ
デ
ル
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
こ
の
モ
デ
ル
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
西
洋

諸
国
で
は
2
0
0
年
以
上
に
わ
た
り
揺
る
ぎ

な
い
ま
で
に
確
立
さ
れ
た
、
経
営
管
理
、
価

値
創
造
に
つ
い
て
の
我
々
の
考
え
を
変
え
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
が
18
世

紀
の
急
速
な
規
範
社
会
へ
の
移
行
の
よ
う
に
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
が
台
頭
す
る
な

か
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
を
う
ま
く
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
企
業
が
当
た
り
前
の
存
在
と
な

る
の
は
、
予
想
以
上
に
早
い
こ
と
か
も
し
れ

な
い
。

重
要
要
素
は
効
率
か
ら

有
効
性
と
革
新
性
に

米
国
で
懸
念
さ
れ
る

短
期
的
す
ぎ
る
視
点

共
に
繁
栄
で
き
る
組
織

非
営
利
組
織
に
ヒ
ン
ト
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ト
ヨ
タ
の
ク
ル
マ
は

な
ぜ
買
わ
れ
る
の
か
？

「
環
境
と
燃
費
の
プ
リ
ウ
ス
」を

「
売
れ
る
ク
ル
マ
」へ
と
変
え
た

ト
ヨ
タ
流
商
品
開
発
の
極
意

トヨタ自動車

新型プリウス

成功の本質　W64_61

※知識創造のダイナミズムを可能にする、個人や組織がも
つ創造的思考・行動様式のエッセンス（＝型）のこと

逆
に
売
る
こ
と
へ
の
執
念
が
浮
か
び
上
が

る
の
だ
。

「
21
世
紀
に
間
に
合
い
ま
し
た
」
―
―
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
と
も
に
、

世
界
初
の
量
産
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
初
代

プ
リ
ウ
ス
が
登
場
し
た
の
は
１
９
９
７
年

の
こ
と
だ
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
と
電
気
モ
ー
タ

ー
の
２
種
類
の
動
力
源
を
も
ち
、
走
行
条

件
に
応
じ
て
ど
ち
ら
か
一
方
、
あ
る
い
は
、

両
方
の
駆
動
力
を
合
わ
せ
て
高
効
率
の
走

行
を
可
能
に
し
、
ガ
ソ
リ
ン
車
で
は
到
達

で
き
な
い
高
燃
費
に
よ
り
環
境
負
荷
を
大

幅
に
低
減
す
る
。
発
進
や
低
中
速
時
な
ど

エ
ン
ジ
ン
効
率
が
悪
い
領
域
は
モ
ー
タ
ー

の
み
で
駆
動
す
る
た
め
、
音
も
な
く
ス
ル
ス

ル
と
走
る
姿
は
、
ク
ル
マ
の
新
し
い
時
代
の

到
来
を
告
げ
た
。

そ
れ
か
ら
６
年
経
っ
た
昨
年
９
月
、
フ
ル

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
し
て
誕
生
し
た
２
代
目

は
環
境
性
能
を
よ
り
高
め
、
世
界
最
高
レ

第14回

文／勝見 明

ハイ・パフォーマンスを生む現場を科学する

“成功の本質”を、“人と組織”の観点から探ってみよう。
この連載では、知識創造経営の第一人者、
一橋大学大学院の野中郁次郎教授が提唱する
「クリエイティブ・ルーティン※」の考え方をもとに、
優れた創造活動のエッセンスを抽出する。

野 中 郁 次 郎 の

ト
ヨ
タ
の
突
出
し
た
強
さ
の
源
泉
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
。
多
く
の
人
は
、
製
造
現
場

に
お
い
て
徹
底
し
て
生
産
性
を
追
求
す
る

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
を
挙
げ
る
だ
ろ
う
。
日

本
企
業
と
し
て
初
の
純
益
１
兆
円
突
破

（
２
０
０
４
年
３
月
期
連
結
決
算
）
の
偉
業

は
、
確
か
に
「
飽
く
な
き
カ
イ
ゼ
ン
」
の
賜

物
だ
。

で
は
、
ト
ヨ
タ
の
ク
ル
マ
は
な
ぜ
買
わ
れ

る
の
か
。
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
豊

富
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
、
中
で
も
売
れ
筋
へ
の

注
力
、
品
質
の
高
さ
…
…
等
々
、
数
々
の

理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
最
も
大
き
い
の
は
、

「
売
れ
る
ク
ル
マ
を
つ
く
る
こ
と
へ
の
飽
く

な
き
執
着
」
で
は
な
い
か
。
そ
う
実
感
さ
せ

る
の
が
、
ト
ヨ
タ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
「
新

型
プ
リ
ウ
ス
」
の
商
品
開
発
だ
。
売
っ
て

稼
ぐ
と
い
う
よ
り
は
、
社
会
的
使
命
を
帯

び
た
ク
ル
マ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
プ
リ
ウ
ス

だ
が
、
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
裏
側
を
の
ぞ
く
と
、
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当
役
員
を
強
い
口
調
で
問
い
詰
め
た
。
初

代
の
実
績
の
倍
ぐ
ら
い
の
台
数
を
計
画
し

て
い
た
が
、
豊
田
に
は
満
足
で
き
な
か
っ
た

の
だ
。
し
ば
ら
く
し
て
同
様
の
会
議
が
あ
る

と
、
ま
た
同
じ
質
問
を
繰
り
返
し
た
。

「
創
業
家
と
し
て
の
環
境
に
対
す
る
強
い

思
い
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
は
コ
ス
ト
が
高
く
、

け
っ
し
て
儲
か
る
技
術
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
を
広
め
て
初
め
て
ト
ヨ
タ
の
使
命

が
果
た
せ
る
の
だ
と
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
」
と
井
上
は
語
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
Ｃ
Ｅ

と
し
て
、
矛
盾
し
た
課
題
を
抱
え
る
こ
と
を

意
味
し
た
。
初
代
は
ト
ヨ
タ
の
環
境
技
術

の
高
さ
を
前
面
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
結
果
は

販
売
台
数
が
示
す
と
お
り
、
環
境
問
題
に

関
心
の
強
い
層
や
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
ク

ル
マ
に
乗
り
た
い
層
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
企
業
な
ど
の
需
要
が
中
心
で
、
一
般

に
は
広
が
ら
な
か
っ
た
。
一
般
顧
客
を
対

象
に
す
る
に
は
、
環
境
へ
の
姿
勢
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。
高
い
燃
費

も
、
給
油
回
数
が
減
っ
て
後
で
実
感
す
る

も
の
で
、
ク
ル
マ
を
買
い
た
い
理
由
に
は
な

り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

特
別
な
意
味
を
も
っ
た
ク
ル
マ
を
〝
普

通
の
ク
ル
マ
〞
と
し
て
商
品
化
す
る
。
井

上
が
困
難
な
課
題
を
抱
え
て
着
任
し
た
の

は
、
発
売
が
１
年
半
後
に
迫
っ
た
02
年
４

月
。
前
任
の
Ｃ
Ｅ
が
別
の
車
種
に
移
る
こ

と
に
な
り
、
急
遽き
ょ

起
用
さ
れ
た
の
だ
。
タ
イ

ミ
ン
グ
的
に
は
、
粘
土
で
つ
く
っ
た
ク
レ
イ

モ
デ
ル
が
最
終
承
認
で
落
ち
た
直
後
、
修

正
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
の
交
替
だ
っ
た
。

な
ぜ
、
落
ち
た
の
か
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
技

術
そ
の
も
の
は
完
成
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た

が
、
商
品
と
し
て
の
方
向
性
が
定
ま
っ
て

い
な
か
っ
た
。
予
定
価
格
は
２
２
０
万
〜

２
７
０
万
円
。
井
上
は
、「
環
境
性
能
の
プ

リ
ウ
ス
」
か
ら
「
普
通
の
顧
客
が
そ
れ
だ
け

の
お
金
を
払
っ
て
も
ほ
し
く
な
る
セ
ダ
ン
」

へ
と
大
き
く
舵
を
切
っ
て
い
っ
た
。

開
発
チ
ー
ム
に
は
、
初
代
の
と
き
か
ら
Ｃ

Ｅ
の
下
で
技
術
面
の
製
品
企
画
を
担
当
し

て
い
た
１
期
下
の
小
木
曽

お

ぎ

そ

聡
が
い
た
。
井

上
自
身
、
初
代
プ
リ
ウ
ス
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ

り
、
そ
の
技
術
に
感
銘
し
た
が
、「
ガ
ソ
リ

ン
車
と
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
部
分
」
も
多

く
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
小
木
曽
の
手

で
改
善
さ
れ
て
い
た
。
井
上
は
技
術
的
な

性
能
面
で
の
調
整
は
小
木
曽
に
任
せ
、
自

分
は
売
れ
る
商
品
づ
く
り
の
難
題
に
傾
注
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し
た
。

第
１
の
壁
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
技
術
の

優
秀
性
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
走
行

性
能
。
井
上
は
高
燃
費
と
同
時
に
走
り
の

よ
さ
も
求
め
た
。
こ
だ
わ
っ
た
の
は
ア
ク
セ

ル
を
踏
ん
だ
と
き
の
加
速
感
な
ど
体
感
で

き
る
走
り
だ
っ
た
。
デ
ー
タ
を
見
る
と
確
か

に
加
速
は
優
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
体

で
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
体
感
が
出
る

よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
え
る
と
、
逆
に
デ
ー

タ
が
悪
く
な
っ
た
。
数
値
か
、
体
感
か
。
こ

の
矛
盾
を
解
決
し
た
の
は
、
小
木
曽
と
の

絶
妙
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
井
上

が
話
す
。

「
私
は
技
術
面
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
分
、
あ

あ
し
た
い
、
こ
う
し
た
い
と
い
え
る
。
小
木

曽
は
、
デ
ー
タ
と
体
感
と
で
は
両
立
し
な
い

部
分
が
あ
る
こ
と
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
の

で
、
バ
ラ
ン
ス
点
は
こ
う
で
す
ね
と
選
択
肢

を
バ
シ
ッ
と
示
し
て
く
る
。
一
緒
に
試
乗
し

な
が
ら
、
私
は
も
う
少
し
、
も
う
少
し
と
無

理
を
い
う
。
最
終
的
に
は
体
感
を
優
先
し

ま
し
た
。
お
客
は
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
も

っ
て
乗
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」

井
上
は
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
車
で
は
な
か
な

か
実
現
で
き
な
い
プ
リ
ウ
ス
な
ら
で
は
の
装

備
を
加
え
、「
お
値
打
ち
感
」
を
出
そ
う
と
、

２
つ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
装
備
を
採
用
す
る
こ
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「
自
分
で
こ
の
ク
ル
マ
を
買
う
と
し
た
ら
ど
う
だ
」

技
術
者
た
ち
を「
殺
し
文
句
」で
納
得
さ
せ
た

トヨタ自動車株式会社
車両技術本部　
先行車両企画部　主査
井上雅央氏

環
境
性
能
と
高
燃
費
で
は

普
及
に
限
界
が
あ
っ
た

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
だ
か
ら
」の

言
い
訳
を
徹
底
し
て
払
拭

ベ
ル
の
燃
費
35
・
５
キ
ロ
／
r
（
ガ
ソ
リ

ン
１
リ
ッ
タ
ー
あ
た
り
の
走
行
距
離
）
を
実

現
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
技
術
の
高
さ
を
証
明

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
開
発
責
任
者
で
あ
る
チ
ー

フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
以
下
Ｃ
Ｅ
と
略
す
）
に
42

歳
で
就
任
し
、
最
年
少
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

っ
た
井
上
雅
央
は
、
環
境
性
能
は
あ
え
て

前
面
に
出
さ
ず
、「
走
り
」「
ス
タ
イ
リ
ン
グ
」

「
装
備
」
に
次
ぐ
４
番
目
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
に
「
燃
費
」
を
置
い
た
。
実
は
、
こ
こ

に
ト
ヨ
タ
の
売
れ
る
ク
ル
マ
づ
く
り
の
巧
み

さ
が
あ
り
、
か
つ
ま
た
、
井
上
が
起
用
さ
れ

た
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。
本
人
が
話
す
。

「
初
代
プ
リ
ウ
ス
は
、
ト
ヨ
タ
の
環
境
に
対

す
る
姿
勢
を
世
界
に
広
め
ま
し
た
。
た
だ
販

売
台
数
は
６
年
間
で
12
万
台
と
け
っ
し
て

多
く
は
な
か
っ
た
。
技
術
が
優
れ
て
い
て
も
、

大
勢
の
方
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
公

害
を
減
ら
す
効
果
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
次

の
プ
リ
ウ
ス
は
、
普
通
の
お
客
さ
ん
に
買
っ

て
も
ら
え
る
普
通
の
ク
ル
マ
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
い
か
に
普
及
さ
せ
る
か
。
そ
れ

が
私
に
課
せ
ら
れ
た
一
番
の
課
題
で
し
た
」

「
普
及
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
つ
重
み
を
、

井
上
は
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

経
営
陣
も
顔
を
揃
え
た
あ
る
会
議
で
の
こ

と
だ
。
豊
田
章
一
郎
名
誉
会
長
が
発
言
し
、

「
こ
の
新
型
プ
リ
ウ
ス
の
販
売
計
画
台
数
は

な
ん
で
こ
ん
な
に
少
な
い
ん
だ
」
と
営
業
担



と
に
し
た
。
縦
列
駐
車
や
車
庫
入
れ
の
際
、

ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
く
て
も
ク
ル
マ
の
ほ
う

が
ス
テ
ア
リ
ン
グ
を
操
作
し
て
く
れ
る
「
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
パ
ー
キ
ン
グ
ア
シ
ス

ト
」、
い
わ
ば
〝
自
動
車
庫
入
れ
シ
ス
テ
ム

〞
と
、ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
モ
ー
タ
ー
の
み
の

〝
電
気
自
動
車
〞
に
変
身
し
、
早
朝

深
夜
で
も
隣
近
所
へ
の
騒
音
に
配
慮

で
き
る
「
Ｅ
Ｖ
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド
」、

い
ず
れ
も
世
界
初
だ
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
は
電
気
仕
か
け
の
部
分
が
多
い

た
め
、
特
別
な
コ
ス
ト
を
か
け
な
く

て
も
装
備
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
機
能

に
よ
り
、「
未
来
感
」
と
い
う
、
顧

客
に
と
っ
て
乗
る
楽
し
さ
を
打
ち
出

す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

こ
れ
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
も
う
ひ

と
つ
の
壁
は
、
技
術
者
た
ち
の
「
言

い
訳
」
だ
っ
た
。
同
じ
価
格
帯
の
他

の
車
種
な
ら
あ
っ
て
当
然
の
機
能
が

な
く
て
も
、「
こ
れ
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
な
ん
だ
か
ら
許
さ
れ
る
」「
そ
の

分
価
格
が
割
高
に
な
っ
て
当
た
り

前
」
と
、
環
境
性
能
の
高
さ
を
免
罪
符
に

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
の
だ
。
新
た
に
加
え

よ
う
と
し
た
装
置
も
、
技
術
者
た
ち
は
「
ギ

ミ
ッ
ク
」（
人
目
を
引
く
細
工
）
と
見
て
、

「
技
術
の
本
道
で
は
な
い
」「
な
ん
で
こ
ん
な

も
の
が
い
る
の
か
」
と
軽
視
す
る
き
ら
い
が

あ
っ
た
。

「
技
術
者
の
満
足
と
顧
客
の
満
足
の
間
に

ズ
レ
が
あ
っ
た
の
で
す
。
メ
ン
バ
ー
が
言
い

訳
を
始
め
た
ら
、
自
分
で
こ
の
ク
ル
マ
を
買

う
と
し
た
ら
ど
う
だ
、
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
で
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く
ス
テ
ー
ジ
に
現
れ
、
続
い
て
紹
介
さ
れ
た

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
パ
ー
キ
ン
グ
ア
シ
ス

ト
の
実
演
が
終
わ
る
ま
で
、
場
内
か
ら
ど
よ

め
き
が
消
え
な
か
っ
た
。

「
環
境
と
燃
費
」
か
ら
「
未
来
感
の
あ
る
先

進
の
ク
ル
マ
」
へ
。
挨
拶
に
立
っ
た
若
き
Ｃ

Ｅ
は
、
自
分
の
手
が
け
た
プ
リ
ウ
ス
が
一
歩

進
化
を
遂
げ
た
こ
と
を
確
信
し
た
。
そ
れ
は
、

発
売
か
ら
６
カ
月
あ
ま
り
の
累
計
販
売
台

数
が
国
内
だ
け
で
約
３
万
台
と
い
う
数
字

に
も
表
れ
た
。

井
上
は
な
ぜ
、
会
社
の
威
信
を
か
け
た

開
発
の
責
任
者
に
抜
擢
さ
れ
、
そ
し
て
、

困
難
な
課
題
を
達
成
で
き
た
の
か
。
そ
れ

は
本
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
る
と
納
得

で
き
る
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
無
類
の
ク
ル
マ
好

き
で
、
小
学
５
、
６
年
の
夏
休
み
に
は
、

バ
ッ
テ
リ
ー
、
モ
ー
タ
ー
、
鉄
パ
イ
プ
な
ど

を
集
め
て
カ
ー
ト
を
つ
く
り
、
作
品
展
で
優

秀
賞
に
輝
い
た
。
早
稲
田
大
学
時
代
は
解

体
寸
前
の
自
動
車
を
安
く
買
っ
て
は
分
解

修
理
し
、
組
み
立
て
直
し
て
乗
る
の
を
楽

し
ん
だ
。

出
身
地
岐
阜
に
近
い
ト
ヨ
タ
に
就
職
し

た
後
も
、
週
末
は
社
内
サ
ー
ク
ル
で
燃
費

競
争
用
車
両
の
製
作
に
没
頭
し
た
。
土
日

で
爪
の
先
が
真
っ
黒
に
な
り
、
月
〜
金
の

会
社
の
仕
事
で
き
れ
い
に
戻
る
よ
う
な

日
々
を
繰
り
返
し
た
。
結
婚
し
て
、
子
ど

新型プリウス　開発の軌跡 

初代プリウス発売 ブレーキやハンドルな
どにマイナーチェンジを
施す。その後もエンジ
ン改良を中心に、新型
プリウス・プロジェクト
が進む 

井上雅央氏がチーフ
エンジニアに就任 

体感とデータのどちら
を取るか、試行錯誤を
繰り返す 

自動車庫入れシステ
ムと電気自動車ドライ
ブモードという２つの先
進システムの採用を
決定 

運転する楽しみ、コスト・
パフォーマンスなど、ユ
ーザーの立場で井上
氏がエンジニアを説得 

 新型プリウス発売 

      

1997（平成9）年 
10月 

2000（平成12）年 
夏 

2002（平成14）年 
４月 

普及を目ざした 
試行錯誤 

お値打ち感の 
実現 

技術者の言い訳 
を払拭 

2003年（平成15）年 
９月 

考
え
た
ら
、
こ
う
い
う
装
置
が
あ
れ
ば
う
れ

し
い
だ
ろ
う
、
お
客
の
ク
ル
マ
を
楽
し
む
気

持
ち
を
軽
視
す
べ
き
で
な
い
と
繰
り
返
し

話
し
ま
し
た
。
お
客
は
二
百
何
十
万
円
か

を
払
う
わ
け
で
、
お
金
に
見
合
う
も
の
を
提

供
す
る
の
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
良
心
で
は
な
い

か
。
最
後
は
こ
れ
が
殺
し
文
句
で

し
た
」（
井
上
）

与
え
ら
れ
た
期
間
は
わ
ず
か
１

年
半
。
チ
ー
ム
は
生
産
開
始
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
設
計
変
更
を
重
ね
た
。

内
装
の
デ
ザ
イ
ン
変
更
も
、
本
来

許
さ
れ
る
時
期
を
数
カ
月
遅
れ
て

も
実
行
に
踏
み
切
っ
た
。
操
作
が

煩
雑
で
こ
れ
で
は
顧
客
に
喜
ば
れ

な
い
と
判
断
し
、
イ
ン
パ
ネ
を
は

じ
め
、
す
べ
て
の
設
計
を
や
り
直

し
た
。
最
後
は
生
産
ラ
イ
ン
の
現

場
に
ま
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
書
き
換

え
に
行
っ
た
り
も
し
た
。
通
常
は

そ
こ
ま
で
引
っ
張
れ
な
い
が
、
プ

リ
ウ
ス
は
「
ト
ヨ
タ
と
し
て
社
会

か
ら
絶
対
に
評
価
し
て
も
ら
い
た

い
ク
ル
マ
」
だ
け
に
、
よ
く
な
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
れ
ば
や
っ
て
よ
い
と
上
層
部
か
ら

許
可
を
得
た
。

こ
う
し
て
普
及
と
い
う
課
題
に
対
し
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
誕
生
し
た

２
代
目
プ
リ
ウ
ス
は
、
記
者
発
表
の
場
で

も
初
代
と
は
違
っ
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
投
げ
か

け
た
。
ホ
テ
ル
な
ど
で
行
う
発
表
会
で
は
、

場
内
で
エ
ン
ジ
ン
を
回
す
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
張
富
士
男
社
長
自
ら
運
転
す
る
プ
リ

ウ
ス
は
、
Ｅ
Ｖ
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド
で
音
も
な

中央の画面がインテリジェント・パ
ーキングアシスト。ブレーキ操作の
みで、縦列駐車や車庫入れなどを
自動で行う。1999年に開発開始。

失
敗
を
経
験
し
て

ひ
と
皮
む
け
た
リ
ー
ダ
ー
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も
が
で
き
て
か
ら
も
熱
中
し
す
ぎ
て
、
妻
か

ら
「
２
週
間
口
を
利
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」

ほ
ど
だ
。

た
だ
、
技
術
者
と
し
て
は
一
度
〝
失
敗
〞

を
経
験
し
て
い
る
。
数
年
前
、
ビ
ス
タ
の
製

品
企
画
を
担
当
し
た
と
き
だ
。
５
ナ
ン
バ

ー
と
し
て
は
最
大
級
の
広
い
室
内
を
実
現

し
、
そ
の
分
、
外
観
は
四
角
張
っ
た
デ
ザ

イ
ン
に
な
っ
た
が
、「
こ
れ
は
い
い
ク
ル
マ

だ
」
と
自
分
で
は
自
信
満
々
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
妻
か
ら
「
本
当
に
こ
れ
が
カ
ッ
コ

イ
イ
と
思
っ
て
い
る
の
」
と
ズ
バ
リ
言
わ
れ
、

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
井
上
が
言
う
。

「
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
い
い
ク
ル
マ

だ
と
思
っ
た
の
は
技
術
者
の
満
足
に
す
ぎ

な
か
っ
た
こ
と
を
、
妻
は
気
づ
か
せ
て
く
れ

た
。
同
じ
こ
と
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
い

け
な
い
。
そ
う
肝
に
銘
じ
ま
し
た
」

根
っ
か
ら
の
ク
ル
マ
好
き
が
失
敗
を
経

て
ひ
と
皮
む
け
、
リ
ー
ダ
ー
人
材
へ
と
成
長

し
た
。
そ
し
て
、
発
売
１
年
半
前
と
い
う

異
例
な
時
期
で
の
起
用
。「
何
か
新
し
い
こ

と
を
も
う
少
し
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
た
と
き
、
役
員
の
頭
に
私
の
顔
が
浮

か
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
自
身

は
語
る
。

井
上
の
Ｃ
Ｅ
と
し
て
の
仕
事
の
仕
方
で
、

も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
は
、
役
員
層
と
の

関
係
だ
。
社
長
、
会
長
に
よ
る
試
乗
を
は

じ
め
、
役
員
に
対
す
る
プ
レ
ゼ
ン
の
場
を
毎

月
の
よ
う
に
設
定
し
、
毎
週
の
定
期
報
告

の
ほ
か
、
何
か
決
定
事
項
が
あ
れ
ば
す
ぐ
役

員
室
に
行
き
、
方
向
性
の
確
認
を
怠
ら
な

か
っ
た
。

こ
う
し
て
役
員
層
と
の
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
井
上
は
巧
み
に
役
員
の
力
を
活

用
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
通
常
、
生
産
技

術
部
門
に
対
し
て
は
変
更
の
申
し
入
れ
は

簡
単
に
は
通
り
に
く
い
。
そ
こ
で
、「
プ
リ

ウ
ス
は
特
別
な
ク
ル
マ
で
あ
り
、
役
員
層
も

自
分
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
は
避
け
た
い
は

ず
だ
」
と
読
ん
だ
上
で
、
上
層
部
を
通
し

て
相
手
側
を
動
か
し
、
最
後
に
は
相
手
側

が
「
自
分
た
ち
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
」

と
聞
い
て
く
る
関
係
に
ま
で
も
っ
て
い
っ

た
。サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
無
理
な
変
更
を
頼
む

と
き
も
、
役
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
円
滑
な

協
力
関
係
を
得
た
。
現
場
で
課
題
を
解
決

す
る
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
、
役
員
も
有
効
な

資
源
と
し
て
活
用
す
べ
き
こ
と
を
示
し
た

の
だ
っ
た
。

も
の
づ
く
り
は
、
ま
ず
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ

り
、
具
現
化
す
る
技
術
力
が
あ
り
、
さ
ら

に
商
品
と
し
て
磨
き
上
げ
る
感
覚
と
手
法

が
あ
っ
て
成
り
立
つ
。
プ
リ
ウ
ス
の
場
合
、

初
代
は
「
環
境
と
燃
費
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
と
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
技
術
で
世
界
を
リ

ー
ド
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
普
及

に
限
界
が
あ
る
と
見
る
や
、
２
代
目
で
は

斬
新
な
人
材
を
投
入
し
、
商
品
と
し
て
の

完
成
度
を
高
め
よ
う
と
し
た
。
井
上
は
期

待
に
応
え
、「
未
来
感
」
と
い
う
新
た
な
コ

ン
セ
プ
ト
を
生
み
出
す
と
、
上
は
役
員
層
、

64

成功の本質　W64_64

下
は
開
発
メ
ン
バ
ー
を
巻
き
込
ん
で
短
期

間
で
困
難
な
課
題
を
成
し
遂
げ
た
。
こ
こ

に
、
技
術
開
発
だ
け
で
な
く
、
売
れ
る
商

品
づ
く
り
に
も
万
全
を
期
す
ト
ヨ
タ
の
強

さ
が
垣
間
見
え
る
。

ト
ヨ
タ
は
先
ご
ろ
、
商
品
開
発
に
関
し

て
、「
世
界
価
値
に
昇
華
し
た
日
本
独
創
」

と
い
う
新
し
い
概
念
を
策
定
し
た
。
北
米

依
存
か
ら
、
欧
州
・
ア
ジ
ア
市
場
も
視
野

に
入
れ
、
世
界
的
な
共
感
を
呼
ぶ
ト
ヨ
タ

な
ら
で
は
の
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
て

い
く
と
い
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
開
発
ビ
ジ

ョ
ン
だ
。
井
上
に
よ
れ
ば
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
技
術
は
ま
さ
に
日
本
独
創
の
技
だ
が
、

こ
れ
を
い
か
に
お
客
さ
ん
に
使
っ
て
も
ら

成功の本質
ハイ・パフォーマンスを生む現場を科学する

経営陣 

他のリーダー 
への働きかけ 
 

ミドルアップ 
ダウン 

ソフトな 
弁証法 

技術の視点 顧客の視点 
（＝小木曽 聡氏） （＝井上雅央氏） 

“エンジニア”の良心に 
  訴える 

現場のエンジニア 

開発ビジョン 
世界価値に昇華 
した日本独創 

新型プリウスのクリエイティブ・ルーティン

世
界
ト
ッ
プ
を
狙
う

ト
ヨ
タ
の
開
発
ビ
ジ
ョ
ン

い
、
感
動
を
伝
え
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら
も

課
題
に
な
る
」
と
い
う
。
プ
リ
ウ
ス
は
、
急

速
な
経
済
拡
大
で
環
境
破
壊
が
懸
念
さ
れ

る
中
国
市
場
へ
の
投
入
も
計
画
さ
れ
て
お

り
、
期
待
は
大
き
い
。

ま
た
、
ト
ヨ
タ
で
は
従
来
、
一
人
の
開

発
責
任
者
が
同
一
車
種
を
何
代
に
も
わ
た

っ
て
担
当
し
、
継
続
性
を
重
視
し
て
き
た

が
、
昨
年
か
ら
１
代
ご
と
に
交
替
し
、
革

新
性
や
創
造
性
を
打
ち
出
す
方
式
へ
と
切

り
替
え
た
。
製
造
現
場
で
の
生
産
性
の
追

求
に
加
え
、
新
た
な
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
も
転
換
す
る
。

世
界
ト
ッ
プ
を
目
指
す
道
筋
を
ト
ヨ
タ
は

歩
み
始
め
て
い
る
。（
文
中
敬
称
略
）
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プ
リ
ウ
ス
に
お
け
る
「
環
境
と
燃
費
」

の
テ
ー
マ
は
一
見
、
社
会
的
コ
ン
セ
プ

ト
に
見
え
る
が
、
実
は
環
境
性
能
を
追

求
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
が
生
ん
だ
技
術
的
コ
ン
セ
プ
ト

の
域
を
出
な
か
っ
た
。
消
費
者
の
心
に

訴
え
る
に
は
、
所
有
す
る
楽
し
み
と
い

う
、
本
当
に
顧
客
の
立
場
に
立
っ
た
社

会
的
コ
ン
セ
プ
ト
が
必
要
で
あ
る
と
見

抜
い
た
の
は
、
ト
ッ
プ
企
業
た
る
ト
ヨ

タ
な
ら
で
は
の
気
づ
き
だ
ろ
う
。

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
だ
か
ら
（
許
さ
れ
る
）」

と
い
う
技
術
者
の
言
い
訳
も
、「
顧
客
に

と
っ
て
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
だ
ろ
う
と
な

か
ろ
う
と
関
係
な
い
」
と
消
費
者
の
視

点
か
ら
払
拭
し
た
。
技
術
的
コ
ン
セ
プ

ト
を
あ
え
て
一
度
否
定
し
た
上
で
、
顧

客
が
感
じ
る
「
未
来
感
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
に
転
換
す
る
中
で
ま
た
活
か
し

て
い
く
。
こ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
商
品

開
発
が
で
き
る
の
も
、
ト
ヨ
タ
だ
か
ら

こ
そ
だ
。

技
術
的
コ
ン
セ
プ
ト
が
消
費
者
の
心

に
響
か
な
い
の
は
、
分
析
的
で
あ
る
か

ら
だ
。
例
え
ば
、
技
術
者
も
走
り
の
よ

さ
を
追
求
す
る
が
、
目
指
す
の
は
、
デ

ー
タ
上
の
理
論
的
で
分
析
的
な
走
行
性

能
だ
。
こ
れ
に
対
し
井
上
氏
は
、
消
費

者
の
体
感
ベ
ー
ス
の
加
速
感
を
求
め
た
。

顧
客
の
立
場
に
立
っ
た
社
会
的
コ
ン

セ
プ
ト
は
き
わ
め
て
主
観
的
で
直
感
的

だ
。
だ
か
ら
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・

パ
ー
キ
ン
グ
ア
シ
ス
ト
な
ど
の
機
能
も
、

技
術
者
は
「
ギ
ミ
ッ
ク
」
と
し
て
軽
視

し
が
ち
だ
が
、
顧
客
か
ら
見
れ
ば
、
未

来
感
を
体
感
で
き
る
楽
し
さ
と
な
る
。

理
論
・
デ
ー
タ
と
体
感
の
バ
ラ
ン
ス

を
い
か
に
と
る
か
。
技
術
の
理
想
を
追

求
す
る
小
木
曽
氏
と
顧
客
の
理
想
を
体

現
す
る
井
上
氏
が
、
現
場
で
せ
め
ぎ
合

い
な
が
ら
、
ソ
フ
ト
な
弁
証
法
に
よ
っ

て
バ
ラ
ン
ス
点
を
見
い
だ
し
て
い
く
と

い
う
仕
か
け
が
用
意
さ
れ
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
を
普
通
の
ク
ル
マ
と
し
て
普
及

さ
せ
る
矛
盾
が
解
決
さ
れ
て
い
っ
た
プ

ロ
セ
ス
は
非
常
に
興
味
深
い
。

こ
の
事
例
も
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ

ャ
ー
が
ト
ッ
プ
と
第
一
線
の
結
節
点
に

立
ち
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
を
回
し
て
い

く
）
の
典
型
と
い
え
る
。
井
上
氏
は
創

業
家
の
環
境
に
対
す
る
思
い
を
担
い
つ

つ
、
普
及
と
い
う
課
題
を
実
現
す
る
た

め
、
第
一
線
部
隊
を
「
自
分
が
買
う
立

場
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
」
と
い
う
殺
し
文

句
で
動
か
し
て
い
っ
た
。

前
号
の
ヤ
マ
ハ
の
「
光
る
ギ
タ
ー
」

で
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
い
い
意
味

で
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
駆
使
で
き
る
こ

と
も
重
要
で
、
井
上
氏
も
必
要
に
応
じ

て
ト
ッ
プ
に
働
き
か
け
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
を
巧
み
に
活
用
し
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

の
発
生
を
未
然
に
抑
え
て
い
る
。
状
況

に
応
じ
た
し
た
た
か
さ
も
リ
ー
ダ
ー
に

は
不
可
欠
だ
。
ト
ッ
プ
と
の
緊
密
な
連

携
が
不
在
の
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は

部
分
最
適
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
感
服
す
る
の
は
、
人

の
選
び
方
だ
。
い
つ
誰
を
ど
こ
へ
も
っ

て
い
く
か
。
小
木
曽
氏
を
キ
ー
プ
す
る

こ
と
で
技
術
の
蓄
積
は
持
続
し
な
が
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ド
の
視
点
を
入
れ
込

む
必
要
が
生
じ
れ
ば
、
新
た
な
Ｃ
Ｅ
を

投
入
す
る
。
井
上
氏
も
元
は
エ
ン
ジ
ニ
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どこに適材がいるか常に把握し
適時適所に配するトヨタ流「人の選び方」

ア
リ
ン
グ
・
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
塊
だ
っ

た
が
、
失
敗
を
経
験
し
て
暗
黙
知
に
深

み
を
増
し
た
。
そ
の
人
材
を
見
逃
さ
ず
、

機
を
見
て
抜
擢
し
た
。
人
の
選
び
方
が

実
に
見
事
だ
。
常
に
誰
か
が
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
人
材
を
見
る
仕
組
み
が
ト

ヨ
タ
で
は
機
能
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

ト
ヨ
タ
は
本
社
が
地
方
に
あ
り
、「
井

の
中
の
か
わ
ず
に
な
り
や
す
い
」（
張
社

長
）
た
め
、
異
端
異
能
も
含
め
、
意
図

的
に
多
様
な
人
材
を
採
用
し
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
本
文
で
は
触
れ
て
い
な
い

が
、
井
上
氏
も
た
だ
の
ク
ル
マ
好
き
で

は
な
く
、
父
親
が
心
臓
病
を
患
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
大
学
時
代
は
人
工
臓
器

を
研
究
す
る
な
ど
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
富
ん
だ
異
才
だ
。

多
彩
な
人
材
を
擁
し
、
適
材
を
適
時

適
所
に
配
し
て
い
く
。
プ
リ
ウ
ス
も
普

及
面
で
問
題
が
あ
れ
ば
、
2
代
目
で
は

適
材
を
投
入
し
カ
イ
ゼ
ン
を
重
ね
る
。

同
じ
業
界
で
も
ホ
ン
ダ
は
組
織
全
体
が

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
運
動
体
で
あ
り
、
と

き
に
業
績
が
波
打
つ
の
に
対
し
、
ト
ヨ

タ
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
着
実
に
成
功
を
積

み
上
げ
て
い
く
と
こ
ろ
に
底
力
が
あ
る
。

意
図
的
に
異
端
異
能
も
採
用

組
織
の
同
質
化
を
避
け
る

技
術
的
コ
ン
セ
プ
ト
を

社
会
的
コ
ン
セ
プ
ト
に
転
換

こ
の
連
載
を
ま
と
め
た
単
行
本『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
』が
日
経
Ｂ
Ｐ
社
か
ら
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
巻
末
奥
付
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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リー ダー の 軌 跡

川
淵
三
郎
氏
の
転
機
を
語
る
に
は
、
幾
通
り
も
の
や
り
か

た
が
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
の
転
機
を
語
る
も
よ
し
、

人
間
と
し
て
の
転
機
を
語
る
も
よ
し
。
だ
が
今
回
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
と
し
て
、
ま
た
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
転
機
に
的
を

絞
っ
て
み
た
い
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
サ
ッ
カ
ー
日
本
代

表
選
手
と
し
て
銅
メ
ダ
ル
獲
得
に
貢
献
し
、
古
河
電
工
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
で
も
プ
レ
ー
し
、
と
い
う
あ
た
り
は
サ
ッ
カ
ー

フ
ァ
ン
に
お
な
じ
み
の
経
歴
。
Ｊ
リ
ー
グ
の
初
代
チ
ェ
ア
マ

ン
と
し
て
の
活
躍
も
ま
た
し
か
り
。
だ
が
実
は
、
川
淵
氏
の

人
生
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
人
生
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
、
古
河
電
工
に
入
社
し
た
と
き
の

こ
と
を
川
淵
氏
は
こ
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

「
当
時
古
河
電
工
は
、
入
社
す
る
の
が
な
か
な
か
む
ず
か
し

い
人
気
企
業
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
会
社
に
僕
は
サ
ッ
カ
ー
選

手
の
枠
で
社
員
と
し
て
入
社
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
だ
か

ら
、
ど
こ
か
に
負
い
目
が
あ
っ
た
ん
だ
ね
。
そ
の
分
、
ほ
か

の
や
つ
に
は
負
け
な
い
ぞ
と
気
負
っ
て
い
た
も
の
。
同
期
は

1
0
0
人
い
て
、
日
光
と
横
浜
に
50
人
ず
つ
配
属
さ
れ
た
ん

だ
け
ど
、
僕
は
横
浜
配
属
。
入
社
し
て
間
も
な
く
総
務
部
長

と
会
食
す
る
席
が
あ
っ
て
、『
好
き
な
こ
と
を
言
い
な
さ
い
』

と
部
長
が
言
う
も
の
だ
か
ら
、
僕
は
す
ぐ
さ
ま
手
を
挙
げ
て

『
工
場
で
の
事
故
が
起
こ
っ
て
か
ら
対
策
を
考
え
て
い
て
は

ダ
メ
だ
』
と
発
言
し
た
。
そ
し
た
ら
怒
ら
れ
て
ね
。『
そ
う
い

う
こ
と
は
文
書
に
し
て
出
す
も
の
だ
！
』
っ
て
。
言
い
た
い

こ
と
を
言
え
と
言
っ
た
の
は
部
長
じ
ゃ
な
い
か
！
と
腹
を
立

て
た
こ
と
を
覚
え
て
る
（
笑
）。
ま
あ
、
こ
ん
な
ふ
う
に
な
ん

で
も
率
直
に
モ
ノ
を
言
う
タ
イ
プ
の
社
員
だ
っ
た
」

建
前
を
そ
の
ま
ま
真
に
受
け
ち
ゃ
っ
た
、
と
笑
う
。

サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
む
一
方
で
、
仕
事
に
も
一
生
懸
命
だ

っ
た
。
入
社
し
た
と
き
の
決
意
そ
の
ま
ま
に
営
業
部
門
で
頭

角
を
現
し
、
取
引
先
の
評
価
も
高
か
っ
た
。

「
僕
の
人
生
の
う
ち
で
は
、
課
長
時
代
の
特
約
店
出
向
が
と

て
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
当
時
、
僕
は
バ
リ
バ
リ

の
課
長
で
ね
。
出
向
先
は
担
当
し
て
い
た
一
指
定
問
屋
だ
っ

た
。
そ
の
問
屋
さ
ん
が
連
鎖
倒
産
し
か
か
っ
て
、
僕
の
上
司

に
『
な
ん
と
か
う
ち
の
会
社
に
川
淵
さ
ん
を
出
し
て
く
れ
な

い
か
』
と
泣
き
つ
い
た
ら
し
い
。
で
も
僕
は
そ
ん
な
話
が
動

い
て
い
る
と
は
知
ら
な
く
っ
て
ね
。

そ
の
頃
、
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
大
阪
支
店
長
か
ら
ゴ
ル
フ

に
呼
ば
れ
て
ね
、
ゴ
ル
フ
が
終
わ
っ
て
食
事
を
し
て
い
る
と

き
に
『
川
淵
も
い
ろ
い
ろ
と
大
変
だ
な
ぁ
』
と
言
わ
れ
た
。

『
出
向
だ
っ
て
ね
』
っ
て
。
と
こ
ろ
が
僕
は
何
に
も
知
ら
さ
れ

て
な
い
。
も
う
、
頭
に
き
ち
ゃ
っ
て
ね
（
笑
）。
新
幹
線
で
東

京
に
戻
る
途
中
も
カ
ッ
カ
し
て
る
ん
だ
。
翌
日
出
社
す
る
と

さ
っ
そ
く
部
長
に
噛
み
付
い
た
。『
出
向
な
ん
て
い
ち
ば
ん
大

切
な
こ
と
を
直
接
部
下
に
言
え
な
い
部
長
な
ん
て
、
俺
は
一

生
信
用
し
ね
ェ
ー
！
』
っ
て
啖
呵
を
き
っ
た
。
そ
の
と
き
の

上
司
は
と
っ
て
も
い
い
人
で
、
僕
に
ど
う
伝
え
た
も
の
か
逡

巡
し
て
い
た
だ
け
な
ん
だ
け
ど
…
…
。『
君
し
か
い
な
い
ん
だ

よ
』
と
な
だ
め
ら
れ
て
、
そ
れ
な
ら
仕
方
な
い
と
覚
悟
を
決

め
ま
し
た
。
僕
の
場
合
、
い
ち
ど
は
言
い
た
い
こ
と
を
ぶ
つ

け
て
も
、
あ
ま
り
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
言
わ
な
い
ん
だ
。
3
年
で

立
て
直
し
て
く
れ
と
い
わ
れ
て
、
そ
の
気
に
な
っ
た
」

川
淵
氏
は
そ
の
前
に
も
会
社
と
ち
ょ
っ
と
し
た
ぶ
つ
か
り

合
い
を
演
じ
て
い
た
。
会
社
の
仕
事
を
し
な
が
ら
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
の
強
化
部
長
を
兼
務
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
が
持

ち
込
ま
れ
、
会
社
に
お
伺
い
を
立
て
た
と
こ
ろ
あ
っ
さ
り
却

下
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
食
い
下
が
る
と
、

「
仕
事
に
差
し
支
え
な
い
程
度
な
ら
」
と
な
ん
と
か
お
許
し

が
出
た
。
と
こ
ろ
が
出
向
す
る
段
に
な
っ
て
、
仕
事
に
打
ち

込
む
た
め
強
化
部
長
を
辞
め
よ
う
と
す
る
と
、
今
度
は
「
辞

め
な
い
で
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
。
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
強

川淵三郎
S A B U R O  K A W A B U C H I

リーダーシップの多くは、仕事上の“一皮むけた”経験を通じて培われる。
今回は、日本のサッカー界をリードする川淵キャプテンだ。
サッカーにかかわりながら、どうやってビジネスマンとしての
リーダーシップを磨きあげたのか。氏の軌跡をたどる。

財団法人　日本サッカー協会　キャプテン

立
て
直
し
を
通
じ
て

商
売
の
し
く
み
を
学
ん
だ

課
長
時
代
の
特
約
店
出
向
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化
部
長
と
い
う
肩
書
き
が
あ
れ
ば
、
出
向
先
の
特
約
店
や
そ

の
取
引
先
の
信
用
も
上
が
る
と
い
う
判
断
で
あ
る
。

「
正
直
な
と
こ
ろ
、
会
社
っ
て
ず
い
ぶ
ん
勝
手
だ
な
っ
て
思

っ
た
も
の
で
す
」

出
向
す
る
と
、
川
淵
氏
は
フ
ル
回
転
。
3
年
と
い
う
期
限

を
待
た
ず
、
2
年
で
特
約
店
を
立
て
直
し
た
。
最
初
は
不
満

を
も
っ
て
い
た
が
、
立
て
直
し
に
奔
走
す
る
う
ち
に
す
っ
か

り
夢
中
に
な
り
、
期
限
を
待
た
ず
2
年
で
名
古
屋
支
店
営
業

部
長
に
栄
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
も
、「
約
束
が
違
う

じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」
と
ま
た
も
や
噛
み
付
い
た
と
い
う
の

が
お
か
し
い
。

「
僕
は
の
め
り
込
む
た
ち
な
ん
だ
ね
ぇ
（
笑
）。
こ
の
と
き
は

実
に
い
い
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
古

河
電
工
と
い
う
大
き
な
組
織
し
か
知
ら
ず
、
社
内
の
専
門
家

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
仕
事
を
す
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
け

れ
ど
、
特
約
店
で
は
全
て
自
分
で
動
か
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
た
と
え
ば
同
じ
営
業
で
も
、
古
河
時
代
は
製
品
を
納
め
、

代
金
を
回
収
す
る
な
ん
て
い
う
役
目
は
、
他
部
署
の
仕
事
。

し
か
し
特
約
店
で
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
支
店
長
と
直
接
折
衝

し
て
、
手
形
の
金
利
を
割
引
し
て
も
ら
う
な
ど
、
少
し
で
も

こ
ち
ら
の
有
利
な
方
向
に
取
引
を
も
っ
て
い
く
よ
う
に
自
分

で
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
時
期
に
ビ
ジ
ネ
ス
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
体
験
し
、
商
売
の
し
く
み
を
理
解
で
き

た
こ
と
が
、
Ｊ
リ
ー
グ
時
代
に
も
生
き
た
と
思
い
ま
す
」

栄
転
後
も
仕
事
人
間
と
し
て
の
日
々
は
続
い
た
。
同
期
入

社
の
中
で
も
出
世
が
早
か
っ
た
し
、
い
ず
れ
は
経
営
陣
の
一

角
に
食
い
込
む
こ
と
も
現
実
的
な
姿
と
し
て
川
淵
氏
の
脳
裏

に
浮
か
ん
で
い
た
。

そ
の
夢
が
崩
れ
た
の
は
名
古
屋
支
店
に
い
た
1
9
8
8
年

リ
ー
ダ
ー
と
は
、

常
日
頃
か
ら
先
の
こ
と
を

考
え
て
い
る
人

川淵三郎
かわぶち・さぶろう

京都府生まれ。早稲田大学在学中から日
本代表選手として活躍。ワールドカップ、東
京オリンピックに出場。昭和36年古河電
工入社。平成3年11月に同社退社と同時
に日本プロサッカーリーグ（Jリーグ）チェア
マンに就任。2002年7月に日本サッカー協
会キャプテン就任、現在に至る。

出
世
の
夢
が
破
れ
た
と
き

人
生
の
転
機
を

サ
ッ
カ
ー
に
求
め
た



C

M

Y

K68Jun.-Jul.  2004

リーダーの軌跡　W64_68

プ
ロ
化
と
は
、

逃
げ
場
を
な
く
す
こ
と

局
ど
ち
ら
に
も
逃
げ
場
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
。
日

本
サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ
化
と
い
う
大
テ
ー
マ
に
挑
も
う
と
い
う

と
き
に
、
逃
げ
場
を
も
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

だ
っ
て
そ
う
で
し
ょ
？
　
そ
も
そ
も
逃
げ
場
を
な
く
す
こ
と

が
プ
ロ
化
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
ね
」

川
淵
氏
は
91
年
10
月
、
古
河
電
工
を
退
社
。
そ
れ
と
ほ
ぼ

時
を
同
じ
く
し
て
社
団
法
人
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

（
Ｊ
リ
ー
グ
）
初
代
チ
ェ
ア
マ
ン
に
就
任
す
る
。

チ
ェ
ア
マ
ン
に
就
任
後
の
活
躍
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
は
「
次
の
こ
と
を
常
に
考
え
て

お
く
こ
と
」
だ
と
答
え
る
。
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
も
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
も
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

も
要
諦
は
同
じ
。
そ
の
場
そ
の
場
の
思
い
つ
き
で
物
事
を
始

め
る
の
で
は
な
く
、
長
い
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
こ
そ
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
う
ま
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
僕
が
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
か
ら
、
一
気
に
い
ろ
い
ろ
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
い
て
い
ま
す
よ
。
下
に
は
迷
惑
か
も
し

れ
な
い
ね
（
笑
）。
し
か
し
、
上
に
立
っ
て
か
ら
『
み
な
さ
ん
、

や
り
た
い
こ
と
を
出
し
て
く
だ
さ
い
』
な
ん
て
い
う
の
は
馬

鹿
な
リ
ー
ダ
ー
の
や
る
こ
と
だ
。
常
日
頃
か
ら
先
の
こ
と
を

考
え
て
い
る
人
間
の
み
が
リ
ー
ダ
ー
た
り
う
る
と
思
い
ま
す

よ
。
副
社
長
と
社
長
の
違
い
だ
っ
て
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
な
。
命
令
系
統
が
両
者
で
は
ま
る
で
違
う
か
ら
ね
。

リ
ー
ダ
ー
が
き
ち
ん
と
方
向
性
を
出
せ
な
い
と
組
織
は
動

か
な
い
。
僕
は
そ
う
い
う
信
念
を
も
っ
て
い
る
。
方
向
性
を

示
せ
ば
部
下
か
ら
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
出
て
く
る
か
ら
、
万
一

間
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
そ
れ
が
わ
か
る
。
動
か
な
け
れ
ば

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
な
い
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
待
っ
て
い
て
も

ダ
メ
で
す
よ
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
初
め
に
な
く
ち
ゃ
ね
。
も

っ
と
も
、
そ
れ
が
過
信
に
つ
な
が
っ
て
は
い
け
な
い
け
れ
ど
。

部
下
に
は
い
つ
も
、『
何
か
別
の
意
見
が
あ
っ
た
ら
、
議
論

し
て
俺
に
勝
て
』
と
言
っ
て
ま
す
よ
」

山
も
谷
も
あ
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
人
生
だ
が
、
そ
れ
が
Ｊ

リ
ー
グ
の
チ
ェ
ア
マ
ン
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
な
っ
た
と
き
に
生

き
て
い
る
。
と
き
に
は
手
痛
い
敗
北
も
、
長
い
目
で
見
れ
ば

プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
し
ず
め
、
ド
ー
ハ

の
悲
劇
な
ど
は
そ
の
好
例
。
あ
の
と
き
す
ん
な
り
と
ア
メ
リ

カ
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
て
い
た
ら
―
―
川
淵
氏
は
勝

利
を
目
前
に
し
て
い
た
と
き
、「
こ
ん
な
に
う
ま
く
い
っ
て
い

い
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
ど
こ
か
不
安
に
駆
ら
れ
て
い
た
。

「
イ
ラ
ク
に
追
い
つ
か
れ
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
を
逃
し

た
と
き
も
、『
そ
ん
な
に
う
ま
く
い
く
わ
け
は
な
い
よ
な
』
と

ど
こ
か
で
納
得
し
て
い
ま
し
た
。
あ
の
ま
ま
出
場
し
て
い
た

ら
、
か
え
っ
て
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
た
め
に
は
よ
く
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
僕
だ
っ
て
、
出
場
で
き
た
ほ
う

が
嬉
し
か
っ
た
で
す
よ
（
笑
）。
で
も
、
ド
ー
ハ
の
悔
し
さ
が

の
こ
と
。
51
歳
で
の
古
河
産
業
出
向
だ
っ
た
。

「
自
分
で
は
も
っ
と
会
社
で
偉
く
な
れ
る
と
思
っ
て
い
た
し
、

部
下
や
取
引
先
の
人
も
そ
う
思
っ
て
い
た
と
思
う
。
人
間
っ

て
、
自
分
の
こ
と
は
ど
う
し
て
も
2
割
ぐ
ら
い
高
く
評
価
し

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
い
つ
も
人
事
に
は
不
満
が
出
る
ん
だ
。

あ
る
休
日
、
突
然
支
店
長
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

『
電
話
で
は
話
せ
な
い
か
ら
会
社
に
来
て
く
れ
』
と
言
わ
れ

た
ん
だ
け
ど
、
僕
は
ち
ょ
う
ど
中
日
ク
ラ
ウ
ン
ズ
（
ゴ
ル
フ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）
を
観
に
い
く
予
定
だ
っ
た
の
で
、
い
い
か

ら
電
話
で
言
っ
て
ほ
し
い
と
ね
ば
っ
た
ん
だ
。
そ
う
し
た
ら
、

出
向
だ
と
い
う
ん
だ
ね
。
女
房
が
今
で
も
言
い
ま
す
よ
。『
あ

の
と
き
あ
な
た
は
心
臓
を
引
っ
こ
抜
か
れ
た
よ
う
な
顔
を
し

て
た
わ
よ
』
っ
て
。
彼
女
の
言
う
と
お
り
で
、
僕
が
あ
れ
だ

け
の
思
い
を
し
た
の
は
、
出
向
を
言
い
渡
さ
れ
た
と
き
と
ド

ー
ハ
の
悲
劇
の
2
回
だ
け
（
笑
）」

部
下
た
ち
か
ら
は
「
川
淵
さ
ん
、
絶
対
出
向
な
ん
て
断
っ

て
く
だ
さ
い
！
」
と
懇
願
さ
れ
た
が
、
も
う
悪
あ
が
き
は
し

な
か
っ
た
。
だ
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
の
先
は
見
え
た
、

自
分
の
夢
は
破
れ
た
と
心
底
自
分
を
納
得
さ
せ
る
ま
で
に
は

し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
っ
た
。
出
向
先
の
古
河
産
業
も
売
上

高
1
5
0
0
億
円
近
い
大
企
業
。
世
間
相
場
か
ら
見
れ
ば
悪

く
は
な
か
っ
た
が
、
古
河
電
工
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。

そ
ん
な
と
き
川
淵
氏
の
支
え
に
な
っ
た
の
は
サ
ッ
カ
ー
だ

っ
た
。
古
河
産
業
に
は
サ
ッ
カ
ー
の
仕
事
も
や
ら
せ
て
く
れ

と
頼
み
込
ん
だ
。「
仕
事
に
な
る
の
か
？
」
と
訊
ね
ら
れ
、

「
な
り
ま
す
！
」
と
答
え
た
。
結
局
、
88
年
8
月
に
日
本
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
一
部
総
務
主
事
、
10
月
か
ら
は
財
団
法
人
日
本

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
理
事
と
し
て
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
い
た
。

「
最
初
の
2
年
間
こ
そ
な
ん
と
か
会
社
で
も
が
ん
ば
っ
た
け

れ
ど
、
あ
と
の
1
年
は
手
抜
き
だ
っ
た
ね
。
も
う
気
持
ち
が

切
れ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。
だ
か
ら
90
年
の
終
わ
り
ご
ろ
に
、

会
社
を
辞
め
さ
せ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。
サ
ッ
カ
ー
と
仕
事
、

二
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
と
い
え
ば
格
好
は
い
い
け
れ
ど
、
結

よ
い
リ
ー
ダ
ー
と
は

常
に
先
を
考
え
る

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
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「
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
の
努
力
を
し
な
さ
い
、
と
。
そ
れ
か

ら
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
は
、
必
ず
僕
た
ち
に
『
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン
』

と
話
し
か
け
た
も
の
だ
。
人
間
と
し
て
尊
重
し
て
も
ら
っ
て

い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
し
た
よ
。
選
手
を
子
ど
も
扱
い

し
た
某
監
督
と
は
正
反
対
だ
ね
（
笑
）。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
金
星

を
挙
げ
た
と
き
、
ク
ラ
マ
ー
は
沸
き
返
る
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム

で
、『
今
日
は
君
た
ち
の
と
こ
ろ
に
は
友
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。

だ
か
ら
僕
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
チ
ー
ム
の
と
こ
ろ
に
行
く
よ
』

と
言
っ
て
、
出
て
行
っ
た
。
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

の
だ
け
れ
ど
、
や
が
て
僕
た
ち
が
チ
ェ
コ
に
4
│

0
で
負
け

た
と
き
に
理
解
で
き
た
。
大
敗
す
る
と
寂
し
い
も
ん
で
す
よ
。

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
に
続
く
通
路
に
ス
パ
イ
ク
の
音
だ
け
が
響

く
。
そ
の
と
き
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
は
『
今
日
は
よ
く
や
っ
た
。

私
は
君
た
ち
の
努
力
を
知
っ
て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー
は
人
生
の

す
べ
て
で
は
な
い
。
今
日
の
敗
北
は
も
う
忘
れ
よ
う
。
そ
れ

か
ら
、
今
日
訪
ね
て
き
て
く
れ
る
友
人
こ
そ
が
本
当
の
友
人

だ
』
と
言
っ
た
。
金
星
と
大
敗
を
経
験
し
て
、
僕
は
ク
ラ
マ

ー
さ
ん
の
言
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
ん
で
す
」

人
生
の
谷
に
落
ち
た
と
き
、
い
つ
も
川
淵
氏
は
ク
ラ
マ
ー

氏
の
言
葉
を
思
い
出
す
と
い
う
。
サ
ッ
カ
ー
と
ビ
ジ
ネ
ス
。

車
の
両
輪
の
よ
う
に
、
川
淵
氏
は
こ
の
ふ
た
つ
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
の
目
標

は
、
と
訊
ね
る
と
こ
う
答
え
た
。

「
僕
は
サ
ッ
カ
ー
振
興
の
た
め
だ
け
に
仕
事
を
し
よ
う
と
は

思
わ
な
い
。
国
民
の
心
身
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ

う
な
、
地
域
の
人
が
楽
し
め
る
施
設
を
作
ろ
う
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
は
な
い
、
人
々
の
豊
か
な
暮
ら

し
の
ベ
ー
ス
を
作
ろ
う
と
い
つ
も
言
っ
て
い
る
。
え
、
文
句

が
出
な
い
か
っ
て
？
『
文
句
を
言
い
た
い
な
ら
、
俺
と
議
論

し
て
勝
っ
て
み
ろ
！
』
で
す
よ
」

子
ど
も
の
頃
は
ガ
キ
大
将
だ
っ
た
と
い
う
面
影
が
垣
間
見

え
る
、
向
こ
う
っ
気
の
強
そ
う
な
表
情
だ
っ
た
。

を
経
て
、
日
本
人
は
サ
ッ
カ
ー
に
も
劇
的
な
負
け
が
あ
る
こ

と
や
、
敗
戦
が
も
た
ら
す
痛
み
を
学
ん
だ
。
長
い
歴
史
か
ら

見
た
ら
、
そ
の
意
義
の
ほ
う
が
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
」

お
そ
ら
く
こ
の
言
葉
に
は
多
く
の
人
が
う
な
ず
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ド
ー
ハ
の
時
代
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
は
、
あ

ま
り
に
も
脆
弱
だ
っ
た
か
ら
。
悲
劇
を
バ
ネ
に
体
制
作
り
や

強
化
を
進
め
た
こ
と
が
、
フ
ラ
ン
ス
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

苦
し
い
予
選
を
勝
ち
抜
く
原
動
力
と
な
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
だ
っ
た
川
淵
氏
だ
が
、
実
は
少
年
期
に
お

け
る
重
要
な
出
会
い
は
ス
ポ
ー
ツ
と
は
別
世
界
の
人
物
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
児
童
文
学
者
の
吉
岡
た
す
く
氏
が
、

小
学
校
の
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
と

き
川
淵
氏
は
小
学
4
年
生
。
吉
岡
先
生
と
一
緒
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
放
送
劇
に
出
演
し
た
こ
と
も
あ
る
。

「
先
生
に
導
か
れ
た
演
劇
活
動
は
、
僕
に
自
己
表
現
の
方
法

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ト
を
作
っ
た
り
、
人
前
に
出

て
喋
っ
た
り
。
先
生
の
指
導
は
す
ば
ら
し
く
、
そ
ば
に
い
る

の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
も
の
の
な
い
時
代
で
は
あ
っ
た

け
ど
、
吉
岡
先
生
の
背
中
を
見
て
育
っ
た
僕
は
、
人
間
と
し

て
の
生
き
方
を
学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が
人
前
で
も
物
お

じ
せ
ず
に
話
せ
る
人
間
に
育
っ
た
の
も
、
吉
岡
先
生
の
お
か

げ
。
ま
さ
に
恩
師
で
す
」

も
う
ひ
と
り
恩
師
と
い
え
る
の
は
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
父

で
あ
る
ド
イ
ツ
人
の
ク
ラ
マ
ー
氏
。
ク
ラ
マ
ー
氏
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
陰
の
監
督
を

務
め
た
。
ク
ラ
マ
ー
氏
は
い
つ
も
、「
勝
利
の
女
神
は
存
在

す
る
」
と
話
し
て
い
た
。「
最
後
の
と
こ
ろ
で
、
女
神
は
そ
れ

に
値
す
る
だ
け
の
努
力
を
し
た
人
に
微
笑
む
も
の
だ
」
と
い

う
人
生
訓
は
、
川
淵
氏
の
胸
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
の
進
歩
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
。
野
球
に
は
九
回
裏
二
死
か
ら
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン

で
逆
転
負
け
す
る
っ
て
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
サ
ッ
カ
ー
に
は

な
い
な
ん
て
言
う
人
が
い
る
ん
だ
。
し
か
し
ド
ー
ハ
の
悲
劇

人
と
の
出
会
い
に

導
か
れ
た
人
生
の
夢
は

サ
ッ
カ
ー
だ
け
じ
ゃ
な
い

■川淵三郎氏のリーダーシップを育んできた「経験と学習」

古川産業に出向しながら、サ
ッカーの仕事をする

恩師、児童文学者の吉岡たす
く氏と、日本サッカーの父で
あるクラマー氏との出会い

特約店を2年で立て直す。大きな組織では経験できな
い、何から何までを自分で動かすことを経験。商売の
しくみを理解する

日本サッカーのプロ化という大テーマに挑むのに、逃
げ場があってはいけない、逃げ場をなくすことこそが
プロ化と考え、退職を決意。初代チェアマンに就任

人間としての生き方や、人前で物おじせずにしゃべる
ことを学ぶ。敗北したときに訪ねてきてくれる人こそ
が本当の友人であることを身をもって知る

経験したこと 学んだこと

課長時代に連鎖倒産しかけ
た特約店へ出向する
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「
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
あ
い
ま
い
な
言

葉
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
き
な
誤
解
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
混
乱

が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
、

そ
れ
を
支
え
る
能
力
に
つ
い
て
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
こ
の
点

を
は
っ
き
り
認
識
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」

著
者
は
望
ま
し
い
「
キ
ャ
リ
ア
」

を
、「
仕
事
で
高
い
成
果
を
上
げ
る
こ

と
と
、
仕
事
を
楽
し
む
こ
と
の
二
つ

を
両
立
さ
せ
な
が
ら
職
業
人
生
を
過

ご
す
こ
と
」
と
定
義
す
る
。
本
書
は
、

そ
ん
な
「
キ
ャ
リ
ア
」
の
た
め
に
必

要
な
12
の
本
質
的
な
能
力
を
解
説
し

た
も
の
だ
。
記
述
は
平
易
か
つ
具
体

的
で
、
相
互
に
深
く
関
連
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
を
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の

ど
の
時
期
で
身
に
つ
け
る
べ
き
か
が

構
造
化
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
若
者
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

を
考
え
る
時
期
の
ミ
ド
ル
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
働
く
人
に
と
っ
て
参
考
に

な
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

「
現
実
の
人
生
を
考
え
れ
ば
わ
か
る

こ
と
で
す
が
、
キ
ャ
リ
ア
は
不
確
実

で
、
偶
然
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
側

面
が
非
常
に
大
き
い
。
だ
と
し
た
ら
、

そ
の
表
面
的
な
部
分
で
悩
ん
だ
り
考

え
た
り
し
て
も
あ
ま
り
意
味
は
あ
り

ま
せ
ん
。

む
し
ろ
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
い
か
に

経
験
を
吸
収
し
学
習
す
る
か
が
、
納

得
し
、
満
足
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
を
築

く
う
え
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
で

す
。
本
書
で
述
べ
た
12
の
基
礎
力
は
、

そ
ん
な
『
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
螺
旋
階

段
』
を
踏
み
外
さ
ず
に
歩
む
助
け
と

な
る
、
手
す
り
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
」

本
書
で
語
ら
れ
る
12
の
能
力
は
、

大
き
く
「
対
人
能
力
」「
対
自
己
能
力
」

「
対
課
題
能
力
」
に
大
別
さ
れ
る
。
い

わ
ゆ
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
い
う
用

語
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
内
容
に
対
応

し
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
。

「
私
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
メ
イ
ン

は
対
人
能
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

専
門
性
を
築
く
に
し
て
も
、
知
識
を

身
に
つ
け
る
に
し
て
も
、
仕
事
を
し

て
い
く
た
め
の
能
力
の
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
基
礎
に
な
る
の
が
対
人
能
力

だ
か
ら
で
す
。

若
い
人
に
、
反
応
力
、
愛
嬌
力
と

い
っ
た
対
人
能
力
の
大
事
さ
を
強
調

す
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
こ
れ
ら
は

ち
ょ
っ
と
し
た
心
構
え
、
も
の
の
見

方
の
転
換
で
身
に
つ
け
ら
れ
る
も
の

で
も
あ
り
ま
す
か
ら
」

一
方
で
著
者
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
に
お
け
る
「
筏
下
り
」
か
ら

「
山
登
り
」
へ
の
転
換
点
の
重
要
性
も

説
く
。

「
20
代
あ
た
り
ま
で
は
、
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
い
っ
ぱ
い
の
課
題
を
負
わ
さ
れ

激
流
に
漕
ぎ
出
す
時
期
で
、
全
力
で

そ
れ
を
乗
り
切
る
こ
と
自
体
が
非
常

に
重
要
な
経
験
に
な
り
ま
す
。

プロフィール

大久保幸夫
おおくぼ・ゆきお

リクルートワークス研究所所長。1983年一橋
大学経済学部卒業、株式会社リクルート入社。
1999年ワークス研究所を立ち上げ、所長に就
任。法政大学大学院政策科学研究科客員教
授。著書に『新卒無業。』『能力を楽しむ社会』。

『仕事のための12の基礎力――「キャリア」と「能力」の育て方』
著者／大久保幸夫（日経ＢＰ社　1500円＋税）

た
だ
し
、
30
代
あ
た
り
で
い
っ
た

ん
立
ち
止
ま
り
、
み
ず
か
ら
の
登
る

べ
き
山
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
専
門
構
築
力
を
身
に
つ
け
、
さ

ら
に
順
を
追
っ
て
委
任
力
、
相
談
力
、

教
授
力
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。
こ
う

し
た
ス
テ
ッ
プ
、
積
み
重
ね
が
あ
れ

ば
、
年
齢
を
重
ね
た
こ
と
に
よ
っ
て

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
が
狭

ま
る
、
な
く
な
る
と
い
っ
た
心
配
も

ま
っ
た
く
不
要
な
の
で
す
。

企
業
の
人
事
担
当
者
の
方
も
、
こ

の
あ
た
り
を
よ
く
ふ
ま
え
た
能
力
開

発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
と
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

本
書
の
内
容
は
、
個
人
の
働
き
方
、

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
多
様
化
・
転
換
し
た
状
況
に
対
応

し
た
も
の
だ
と
著
者
は
い
う
。

「
た
と
え
ば
正
社
員
と
い
う
あ
り
方

が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で

あ
っ
た
時
代
は
終
わ
り
を
迎
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。『
標
準
崩
壊
』
と
で
も
い

う
べ
き
環
境
の
変
化
、
価
値
観
の
変

化
が
あ
る
わ
け
で
す
。

本
書
の
書
名
は
『
仕
事
の
た
め
の

12
の
基
礎
力
』
な
の
で
す
が
、
内
容

は
仕
事
の
局
面
に
限
定
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
自
分
ら
し
く
楽

し
く
生
き
る
た
め
の
12
の
基
礎
力
』

と
し
て
も
十
分
通
じ
る
も
の
で
す
。

一
気
に
全
体
を
読
め
る
よ
う
に
書

き
ま
し
た
の
で
、
年
代
や
立
場
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」

著 者 か ら の メ ッ セ ー ジ

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
身
に
つ
け
る

旬
の
時
期
が
あ
る

「
自
分
に
と
っ
て
」の

楽
し
く
生
き
る
力

70Jun.-Jul.  2004
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キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
と
は

支
え
と
な
る
能
力
を
考
え
る
こ
と
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『休むために働くドイツ人、働くために休む日本人 』
著者／福田直子（ＰＨＰ研究所　税込1260円）

20
年
前
、
ド
イ
ツ
に
は
じ
め
て
や

っ
て
き
た
と
き
の
ド
イ
ツ
人
の
印
象

は
〝
ド
イ
ツ
人
は
よ
く
休
む
〞
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

当
時
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
有
給
休

暇
は
年
間
4
週
間
だ
っ
た
。
90
年
代

に
入
り
、
休
み
は
さ
ら
に
増
え
て
6

週
間
が
保
証
さ
れ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク

な
ど
の
休
日
を
加
え
る
と
ド
イ
ツ
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
で
一
番
の

〝
休
暇
天
国
〞
と
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
人
の
勤
勉
な
イ
メ
ー
ジ
が

す
っ
か
り
ゆ
ら
ぎ
、
働
き
バ
チ
日
本

人
の
姿
と
の
落
差
に
と
ま
ど
っ
た
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
ん
な
社
会
保
障
大
国

も
ウ
ラ
を
見
る
と
大
変
だ
。
労
働
時

間
の
短
縮
や
社
会
保
障
制
度
の
肥
大

は
、
少
子
化
と
高
齢
化
に
よ
り
現
役

世
代
に
か
か
る
負
担
を
増
大
さ
せ
た
。

時
間
給
の
低
い
職
種
で
は
、
失
業
し

て
社
会
保
障
手
当
を
受
け
て
い
て
も

手
取
り
所
得
に
大
差
は
な
い
と
い
う

矛
盾
も
出
て
く
る
。

日
本
で
も
景
気
低
迷
の
た
め
に
失

業
者
が
増
え
、
年
金
制
度
が
危
機
に

瀕
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
単
純
に
社

会
保
障
を
増
や
す
こ
と
は
安
直
す
ぎ

る
。
ド
イ
ツ
の
社
会
を
見
よ
」
と
思

う
。
失
業
者
が
放
置
さ
れ
れ
ば
社
会

不
安
に
な
る
が
、
か
と
い
っ
て
だ
ら

だ
ら
と
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
る
だ

け
で
は
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

日
独
と
も
に
社
会
の
抜
本
的
な
構
造

改
革
を
必
要
と
し
て
い
る
。

日
本
人
が
ド
イ
ツ
人
に
学
ぶ
こ
と

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
は
〝
倹
約

の
精
神
〞
だ
ろ
う
。
〝
い
か
に
オ
カ
ネ

を
か
け
ず
に
生
活
す
る
か
〞
と
い
う

こ
と
を
ド
イ
ツ
人
は
よ
く
心
得
て
い

る
。
ド
イ
ツ
人
は
ブ
ラ
ン
ド
物
は
お

ろ
か
、
新
し
い
洋
服
も
め
っ
た
に
買

わ
ず
、
外
食
を
控
え
、
友
人
は
家
で

も
て
な
す
。

そ
し
て
週
末
に
は
近
く
の
公
園
や

森
で
散
歩
し
た
り
、
庭
の
手
入
れ
を

し
た
り
し
て
過
ご
す
。
日
曜
の
午
後

な
ど
は
自
家
製
の
ケ
ー
キ
を
囲
ん
で

家
族
や
友
人
た
ち
で
集
ま
る
と
い
う

こ
と
が
、
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
は
最

高
の
贅
沢
で
あ
る
。

戦
後
、〝
経
済
の
優
等
生
〞
と
し
て

一
時
は
机
を
並
べ
た
ド
イ
ツ
が
、
困

難
に
直
面
し
つ
つ
も
た
く
ま
し
く
生

き
て
い
る
姿
は
、
日
本
人
に
と
っ
て

も
参
考
に
な
る
と
思
う
。
（
福
田
記
）

福田直子
ふくだ・なおこ

ジャーナリスト。東京都生まれ。上
智大学文学部卒業。エアランゲン・
ニュランベルク大学などで政治学、
社会学を学ぶ。著書に『大真面目に
休む国ドイツ』他。

『男性の育児休業 ―― 社員のニーズ、会社のメリット』
著者／佐藤博樹、武石恵美子（中公新書　税込777円）

こ
れ
ま
で
日
本
の
企
業
の
多
く
は
、

男
性
の
子
育
て
参
加
に
特
別
な
関
心

を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
実
際
に
育

児
休
業
を
取
得
し
た
男
性
は
極
め
て

少
な
い
。
し
か
し
子
育
て
期
に
あ
る

男
性
を
対
象
に
し
た
調
査
結
果
に
よ

れ
ば
、
実
に
半
数
近
く
の
人
が
育
児

休
業
を
取
得
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
求
め
な
が
ら
、

職
場
で
そ
れ
が
か
な
え
ら
れ
な
い
。

こ
れ
が
働
く
人
の
現
実
な
の
だ
。

企
業
が
社
員
の
能
力
発
揮
を
進
め

よ
う
と
す
れ
ば
、
働
く
人
の
変
化
に

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の

意
味
で
両
立
支
援
は
、「
新
し
い
報
酬
」

と
し
て
今
後
の
戦
略
的
人
事
政
策
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
優
秀
な

人
材
を
確
保
し
、
意
欲
的
な
働
き
方

を
引
き
出
す
視
点
か
ら
、
男
性
の
子

育
て
支
援
、
そ
の
象
徴
で
あ
る
育
児

休
業
制
度
の
活
用
は
企
業
に
と
っ
て

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
だ
。

実
際
の
状
況
を
見
る
と
、
男
性
の

育
児
休
業
取
得
に
は
、
制
度
的
な
ハ

ー
ド
ル
に
加
え
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル

も
高
い
。
し
か
し
、
数
週
間
の
出
張

な
ら
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
で
対
応
で
き

る
の
に
、
同
じ
期
間
で
育
児
休
業
を

取
得
す
る
と
な
る
と
相
互
に
抵
抗
感

が
あ
る
と
い
う
の
も
お
か
し
な
話
で

あ
る
。
工
夫
次
第
で
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ

ー
ク
の
関
係
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
は

十
分
に
可
能
な
は
ず
だ
。
育
児
休
業

と
は
、
単
に
制
度
の
問
題
で
は
な
く
、

柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
に
す
る
企
業

文
化
の
大
き
な
枠
組
み
中
に
位
置
づ

け
て
考
え
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
男
性
の
育
児

休
業
と
い
う
テ
ー
マ
は
女
性
に
と
っ

て
も
大
き
な
意
味
を
も
つ
。
妻
の
育

児
負
担
の
軽
減
、
男
性
の
育
児
休
業

取
得
が
職
場
内
で
の
男
女
均
等
を
推

進
し
、
ま
た
、
男
性
同
様
に
基
幹
的

な
仕
事
に
就
く
女
性
へ
の
対
応
に
も

つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、

男
性
の
育
児
休
業
と
い
う
テ
ー
マ
は
、

個
人
や
家
庭
、
個
々
の
企
業
を
超
え

た
社
会
的
な
広
が
り
を
も
つ
。

本
書
で
は
、
男
性
の
子
育
て
支
援

を
促
進
す
る
た
め
に
企
業
が
と
る
べ

き
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
企
業
の
段
階
ご

と
に
詳
細
に
記
し
た
。
人
事
担
当
者

の
み
な
ら
ず
、
管
理
職
や
労
働
組
合

幹
部
の
必
読
図
書
と
し
て
も
お
す
す

め
し
た
い
。

（
佐
藤
、
武
石
談
）

知
ら
れ
ざ
る
社
会
保
障
大
国

〝
経
済
の
優
等
生
〞ド
イ
ツ
の
今

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
化
の
中

両
立
支
援
は「
新
し
い
報
酬
」
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佐藤博樹
さとう・ひろき

1953年生まれ。東京大学社会科学
研究所教授。著書に『変わる働き方
とキャリア・デザイン』（編著）など。

武石恵美子
たけいし・えみこ

1960年生まれ。ニッセイ基礎研究
所上席主任研究員。著書に『少子
社会と自治体』（共著）など。
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「今、テレビを観ていた人、トイレ

に立ってしまったのじゃないかし

ら？」ある国会議員の演説をテレ

ビで観ていたときのことです。彼の

演説は、惜しいの一言に尽きまし

た。今までにない、斬新な公約と

政策を掲げているのに、無表情。

おまけに息の漏れたような話し方。

一生懸命であることは伝わってき

ても、実力を表現できない典型で

す。案の定、その人は落選してい

ましたけれど。

ここでいうパフォーマンスとは、

様々な社会関係の中で、自分とい

う“役割り”を演ずることです。た

とえ、どんなに日本一素晴らしい

ことを語っても、パフォーマンスが

低ければ、人の心をつかむチャンス

は下がります。

A氏が「俺についてこい」って言

うと本当かと信用したくなるのに、

B氏が言うと嘘っぽい。こんな経験

ありますよね。

人の信憑性は、過去の実績、力

強さ、専門性、社会性、個人的魅

力から判断されます。経営者でカ

リスマといわれる人は、言葉だけで

なく、非言語部分のパフォーマン

スに長けています。話の間にする瞬

き、声の強弱やトーン、身体表現、

自分にあった色彩や服装も知って

います。

今からすぐにできるパフォーマン

ス？まずは、相手に「興味があり

ます、とても気にしていますよ」と

いう意思表示をハッキリとするこ

と。たとえば、部下のコミットメン

トを引き出したいという状況で考

えてみましょう。部下は上司が自

分のことを見てくれているかどうか

が気になります。誰しも、自分が

気にされていない状況でコミットメ

ントは生まれません。まずは対人距

離を縮める、近寄ってやります。

日本人は平均1分間に32秒、相手

の目を見て話しています。その平

均より少し多く相手を見て、話を

してみてください。平均より長く見

られると、ハッキリ「あなたのこと

をとても気にしているのですよ」と

いう意思が伝わります。実際、私

の研究室の実験結果では、32秒以

上相手から視線をうけた人から、

「自分に関心をもっている」「あの人

は自分自身の考えに自信がある、

確信をもっている」と、好意的な

回答が多く上がっています。とは

いえ、何事にも限度が必要ですよ。

初対面の人に60センチ以上近づか

れたり、極端にじっと見つめられる

と気持ちが悪いですからね（笑）。

日本人は表現がヘタ？ そんなこ

とありませんよ。細かいところまで

よく観察して、状況を把握するの

が得意ですから、先天的にヘタで

はないのです。ただし、今までの日

本は集団主義で目立つとまずかっ

たので、経営者や政治家など、特

定の人にしかパフォーマンスを求め

られなかった。それが個人主義に

変わってきたことで、ひとりひとり

にパフォーマンスが求められるよう

になっています。

経営者である前に、部長である

前に、自分がどんなパフォーマーな

のか。是非、考えてみてください。

72Jun.-Jul.  2004

CATALYST

ニューヨーク大学大学院修士課程修了。パフォーマンス学・心理学博士。日本大学大学院芸術学部教授。今までに書いた著書は125冊。「佐藤綾子のパフォーマンス学
講座R」主催。

PROFILE

佐藤綾子

日常生活を舞台として
考えるパフォーマンス学

日本のパフォーマンス学の第一人者

新 論 点

人と組織の

表現できない実力は
ゼロに等しい

カタリスト　W64_72

※触媒の意味

※

カ タ リ ス ト

さとう・あやこ

“32秒以上”の視線で
相手の心をつかむ

文／正木美穂子（編集部）
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今までにした転職、3回。

その度に、自分は何をやりたいのか、何ができるのかと悩み続けた――

「あのとき、自分の苦悩を受け止めてくれる相手が身近にいたらと、今でも痛切に思う」と、

あるキャリアカウンセラーはアンケートに思いを寄せてくれた。

自分の業務経験ではなく、ただ、自分を受け止めてくる人がいてくれたら……。

このシンプルな思いに強く共感した。こんな人にだったら、相談してみたいかも、とも。

キャリアカウンセラーとは、近年、社会問題化する若者、フリーター、中高年のキャリアを担う

当事者である。高まる期待の中で、彼らにどんな変化が起きているのだろうか。

カウンセリング協会と、キャリアカウンセラーとして活躍する方の現状をうかがった。

キャリアカウンセラーが
創り出す未来

文・構成正木美穂子（編集部）
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厚
生
労
働
省
は
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
基
本
部
分
を
「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
」
と
日
本
独
自
に
命
名
し
、
育
成
の

た
め
に
最
低
レ
ベ
ル
の
基
準
を
定
め
、
基
準
を

満
た
す
資
格
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
、

こ
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
試
験
が
12
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
基
準
・
名
称
で
資
格
を

発
行
し
て
い
る
（
図
表
1
）。
こ
れ
に
よ
り
、

名
称
や
そ
の
資
格
の
レ
ベ
ル
も
含
め
混
乱
が

生
じ
て
い
る
。
現
在
こ
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
対
応
試
験
の
合
格
者
は
約
5
0
0

0
人
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
は
、
こ
れ

ら
の
資
格
の
中
で
も
世
界
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
に
定
評
が
あ
り
、
そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
人

材
サ
ー
ビ
ス
企
業
か
ら
評
価
が
高
い
「
G
C

D
F
」
の
日
本
窓
口
だ
（
資
格
発
行
は
米
国

C
C
E
社
）。
G
C
D
F
の
受
講
者
で
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
ん
で
い
る
方
の
勤
務

先
は
人
材
サ
ー
ビ
ス
（
派
遣
・
斡
旋
・
O
P

S
・
就
職
情
報
等
）
が
約
4
割
、
企
業
の
人

事
・
教
育
担
当
が
約
3
割
、
教
育
関
係
が
約

1
割
、
そ
の
他
が
約
2
割
で
あ
る
。
男
女
比

は
ほ
ぼ
半
々
、
年
齢
は
30
代
が
約
4
割
、
40

代
が
約
3
割
、
20
代
と
50
代
が
そ
れ
ぞ
れ
約

1
割
で
あ
る
。
G
C
D
F
の
受
講
者
・
資
格

者
の
数
も
毎
年
1
・
5
倍
以
上
の
ペ
ー
ス
で

急
拡
大
を
続
け
て
お
り
（
図
表
2
）、
さ
ら
に

今
年
度
も
そ
の
ペ
ー
ス
は
続
く
と
見
ら
れ
る
。

G
C
D
F
の
資
格
者
を
中
心
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
目

指
し
た
き
っ
か
け
は
「
自
分
の
仕
事
に
必
要
」

が
54
％
、「
会
社
の
要
望
」「
何
か
新
し
い
こ
と

を
し
よ
う
」
が
各
11
％
と
、
自
分
あ
る
い
は
会

社
が
こ
う
し
た
能
力
を
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
更
に
は
、
資
格
習
得

時
に
は
ほ
と
ん
ど
が
在
職
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
23
％
が
「
資
格
取
得
後
転
職
し
た
」

と
答
え
て
お
り
、
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
向

上
に
も
役
立
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
年
四
月
、
経
済
産
業
省
、
厚
生
労
働
省
、

文
部
科
学
省
の
連
携
に
よ
る
「
若
年
者
の
た

め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
（
通
称
・
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
）」（
※
1
）
事
業
の
モ
デ
ル
地
域
が

全
国
14
カ
所
で
決
定
し
た
。
こ
れ
は
、
カ●

ウ●

ン●

セ●

リ●

ン●

グ●

か●

ら●

研
修
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
事

業
で
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
必
要
と
し

て
い
る
職
場
で
あ
る
。
今
後
、
モ
デ
ル
地
域
の

事
例
を
ベ
ー
ス
に
全
国
拡
大
が
予
定
さ
れ
て

い
る
（
こ
の
モ
デ
ル
の
16
年
度
予
算
52
・
5

億
。
例
え
ば
岐
阜
県
は
5
セ
ン
タ
ー
、
若
年

失
業
者
を
半
減
＝
2
・
5
万
人
減
、
若
年
層

で
2
・
5
万
人
の
人
材
育
成
を
3
年
間
の
目

標
に
設
定
）。

ま
た
、
文
科
省
で
は
さ
ら
に
「
若
者
自

キャリア　W64_74
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急
増
す
る
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

動
き
は
じ
め
た
自
治
体
・
企
業

ど
ん
な
人
が

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
の
か

自
治
体
が
有
資
格
者
を

求
め
始
め
た

立
・
挑
戦
プ
ラ
ン
」（
※
2
）
の
一
環
と
し
て
、

従
来
の
教
育
の
在
り
方
を
幅
広
く
見
直
し
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
を
図
る
動
き
で
あ
る
。

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
、
学
校
全
体
で
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
へ
の
支

0

200
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1,200

1,400

1,600

2002年 
3月末 
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3月末 

2004年 
3月末 

2005年 
3月末 
（予定） 

GCDF-J累積 
資格者数（人） 
GCDF-J累積 
受講者数（人） 

【図表２】

※1 http://www.meti.go.jp/kohosys/press/0005153/0/040420job.pdf
※2 http://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/wakamono/

【図表１】厚生労働省が認定したキャリア・コンサルタント能力評価試験一覧

人材開発協会キャリア・カウンセラー認定試験
DBMマスター・キャリアカウンセラー認定試験
CDA資格認定試験
キャリア・コンサルタント試験
NPO生涯学習キャリア・コンサルタント検定
財団法人社会経済生産性本部認定キャリア・コン
サルタント資格試験
財団法人関西カウンセリングセンターキャリア・
コンサルタント認定試験
日本キャリア・マネージメント・カウンセラー協
会認定キャリア・カウンセラー資格試験
GCDF-Japan試験
ICC委員会認定キャリア・コンサルタント検定
HR総研認定キャリア・コンサルタント能力評価試験
株式会社テクノファ認定キャリア・カウンセラー
（キャリア・コンサルタント）能力評価試験

有限責任中間法人人材開発協会
日本ドレーク・ビーム・モリン株式会社
特定非営利活動法人日本キャリア開発協会
社団法人日本産業カウンセラー協会
特定非営利活動法人NPO生涯学習

財団法人社会経済生産性本部

財団法人関西カウンセリングセンター

特定非営利活動法人日本キャリア・マネー
ジメント・カウンセラー協会
特定非営利活動法人キャリアカウンセリング協会
株式会社エスジーケイ
株式会社ヒューマン・リソーセス総合研究所

株式会社テクノファ

試験名 試験機関名

寄
稿

田
中
春
秋
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
　
事
務
局
長
）
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援
が
基
本
方
針
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
「
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
個
別
あ
る

い
は
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

機
会
の
確
保
と
質
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
」

と
報
告
書
（
※
3
）
に
は
書
か
れ
、「
キ
ャ
リ

ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
担
当
す
る
教
員
の
養

成
」
と
、
学
校
外
の
教
育
資
源
活
用
と
し
て

日
本
で
は
、
い
ま
だ
約
5
0
0
0
人
と
い

わ
れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。
ア

メ
リ
カ
で
は
ど
う
か
？

連
邦
政
府
の
統
計
に
よ
る
と
教
育
や
職

業
、
そ
し
て
学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
呼
ば
れ

る
人
が
約
22
・
8
万
人
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
多
く
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。

彼
ら
の
所
得
平
均
は
4
万
4
1
0
0
ド

ル
、
日
本
円
で
お
よ
そ
5
7
3
万
3
0
0
0

円
（
＄
1
＝
1
3
0
円
の
場
合
）。
平
均
額

は
こ
の
通
り
だ
が
、
約
半
数
の
方
の
収
入
は

3
万
3
1
6
0
ド
ル
か
ら
5
万
6
7
7
0
ド

ル
の
間
に
分
布
し
て
い
る
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

名
乗
れ
る
難
易
度
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

厚
生
労
働
者
は
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
認
定
す
る
際
、
1
2
0
時
間
の
研
修
の

受
講
を
条
件
と
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は
こ

う
し
た
研
修
を
受
講
し
て
い
な
く
と
も
、
自

称
「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
を
名
乗
る

こ
と
に
問
題
は
な
い
。
一
方
ア
メ
リ
カ
で
は
、

大
学
院
で
修
士
号
を
取
得
し
た
上
で
、
教
官

の
指
導
の
も
と
数
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
実
務
経
験
を
積
ま
な
け
れ
ば

「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
と
い
う
名
称
を

用
い
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

彼
ら
の
中
心
的
な
活
動
の
場
は
学
校
で
あ

る
。
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
授
業
や
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
資

格
取
得
の
た
め
に
実
習
を
必
要
と
す
る
大
学

院
生
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
生
や
地
域

の
住
民
に
無
料
、
も
し
く
は
安
価
で
提
供
し

て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
内
容
を
ビ
デ
オ
に

収
録
し
、
教
官
に
指
導
し
て
も
ら
う
こ
と
を

許
諾
し
た
上
で
の
こ
と
だ
。

で
は
、
民
間
が
行
な
う
キ
ャ
リ
ア
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
の
田
中
春
秋
氏
に

よ
る
と
「
米
国
で
は
個
人
や
法
人
を
対
象
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
私
が
訪
れ
た

あ
る
企
業
で
は
、
30
分
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

が
つ
い
た
履
歴
書
の
評
価
と
ア
ド
バ
イ
ス
で

ア
メ
リ
カ
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事
情

「
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
確
保
と
活
用
」

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
全
国
の
小
中
高
の
先

生
向
け
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修

も
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
仕
事
の
ひ
と

つ
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

個
別
の
市
区
単
位
の
施
策
で
も
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
仕
事
に
既
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
浦
安

市
で
は
、
現
在
7
校
に
い
る
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
18
年
度
末
に
は
25
校
に
拡

大
す
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
生
徒
・
保
護
者

に
と
っ
て
相
談
者
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ

ま
で
は
資
格
者
と
指
定
し
な
か
っ
た
学
校
の

相
談
員
を
、
今
後
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
資
格
者

に
変
え
て
内
容
の
拡
充
を
図
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。厚

生
労
働
省
か
ら
自
治
体
へ
、
資
格
に
つ

い
て
の
指
導
は
な
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
「
資

格
者
が
望
ま
し
い
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま

だ
地
域
に
よ
っ
て
資
格
者
が
確
保
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
、
義
務
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、

資
格
を
も
つ
こ
と
は
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
仕
事
に

就
業
す
る
上
で
有
利
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

富
士
通
、
N
E
C
、
I
B
M
等
大
手
メ
ー

カ
ー
を
中
心
に
社
員
が
自
主
的
に
キ
ャ
リ
ア

の
相
談
を
で
き
る
仕
組
み
を
作
る
企
業
が
増

え
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
企
業
が
階
層

別
研
修
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
軸
に
し
た
研
修
に
教

育
体
系
を
改
め
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
等

を
導
入
し
始
め
た
。
た
だ
、
ま
ず
は
社
員
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
育
成
と
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
キ
ャ
リ
ア

支
援
力
向
上
か
ら
着
手
し
た
い
と
の
話
が
大

半
で
、
社
外
の
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

実
際
に
職
業
斡
旋
や
派
遣
等
を
行
っ
て
い

る
人
材
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
も
動
き
は
あ
る
。
例

え
ば
、
昨
年
派
遣
協
会
が
行
っ
た
派
遣
ス
タ

ッ
フ
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
い
た
ら
相
談
し
た
い
か
」
と
い
う
質

問
に
、
80
・
1
％
が
「
し
た
い
」
と
回
答
し
て

い
る
。
そ
う
い
う
現
状
に
応
え
、
人
材
サ
ー
ビ

ス
各
社
で
は
、
自
社
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め

に
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
術
の
導

入
を
図
っ
て
お
り
、
G
C
D
F
を
は
じ
め
と
し

階
層
別
か
ら
キ
ャ
リ
ア
軸
に

企
業
研
修
が
変
わ
っ
た

79
ド
ル
、「
市
場
価
値
を
増
大
す
る
10
の
戦

略
」
と
い
う
構
造
化
セ
ッ
シ
ョ
ン
1
1
9
ド

ル
、
1
時
間
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
つ
い
た
ア
セ

ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
2
1
9
ド
ル
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

契
約
し
た
法
人
社
員
に
対
し
て
キ
ャ
リ
ア
相

談
は
主
に
電
話
で
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
企

業
専
属
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
職
場
へ
の
訪

問
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
が
従
業
員
の

リ
テ
ン
シ
ョ
ン
を
目
的
に
、
こ
う
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
た
。」

最
近
で
は
ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
も
増
加
し
て
き
た
そ
う
だ
。

G
C
D
F
は
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
下
の
ア
メ

リ
カ
で
生
ま
れ
た
。
不
況
に
よ
っ
て
失
業
率

が
高
止
ま
り
し
た
際
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
」（
日
本
で
い
う
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の
職

員
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上

さ
せ
る
目
的
で
、
国
を
あ
げ
て
開
発
さ
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
こ
の
普
及
と
と
も
に

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
携
わ
る
人
の

数
が
増
大
し
た
。

※3 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/023/toushin/04012801.htm

※GCDF（Global Career Development Facilitator）
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学
生
が
自
分
の
言
葉
で
ど
ん
ど
ん
話
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
│
│
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
っ

て
か
ら
、
一
番
の
収
穫
で
す
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
術
を
身
に
つ
け
て
か

ら
、
学
生
の
話
を
よ
く
聞
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
す
る
と
、
学
生
も
よ
く
話
す
。
今
ま
で

は
話
の
途
中
に
長
い
〝
間
〞
が
あ
る
と
、
つ
い

つ
い
、
こ
ち
ら
か
ら
色
々
と
訊
ね
た
く
な
っ
た

も
の
で
す
、
し
か
し
、
こ
の
〝
間
〞
が
重
要
な

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
話
す
つ
も
り

が
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
思
い
を

言
葉
に
し
よ
う
と
し
て
、
必
死
に
頭
の
中
で
考

え
て
い
る
の
で
す
。

就
職
や
進
路
の
悩
み
に
、
質
の
高
い
ア
ド

バ
イ
ス
で
応
え
る
に
は
、
単
純
に
〝
就
職
〞
に

つ
い
て
で
は
な
く
、
家
族
関
係
や
、
本
人
の
希

望
、
対
人
関
係
な
ど
複
雑
な
要
因
を
受
け
入

れ
て
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
し
か
な
い
と
思
い
、
勉
強
し

て
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

就
職
活
動
の
際
、
学
生
は
国
体
出
場
な
ど

の
華
や
か
な
功
績
が
な
い
と
不
利
だ
と
思
い
込

み
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
焦
り
か
ら
か
、
つ
い
中

学
生
の
と
き
に
と
っ
た
英
検
の
準
2
級
で
さ

え
履
歴
書
に
書
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て

し
ま
う
（
笑
）。
そ
ん
な
悩
み
を
も
っ
た
、
学

生
が
自
信
な
さ
げ
に
相
談
に
来
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
ゼ
ミ
で
真
面
目
に
勉
強
を
し
て
き
た
け

れ
ど
、
部
活
動
な
ど
の
目
立
っ
た
功
績
の
な
い
、

ご
く
ご
く
普
通
の
学
生
で
す
。
し
か
し
、
よ
く

よ
く
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
で

は
他
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
取
り
ま
と
め
役
で
、
皆

の
や
り
こ
ぼ
し
た
仕
事
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
は
処

理
し
、
誰
も
掃
除
し
な
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て

は
毎
日
掃
除
し
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。「
単

な
る
潔
癖
性
な
ん
で
す
よ
」
│
│
重
た
い
口
か

ら
や
っ
と
出
た
彼
の
言
葉
に
、「
こ
れ
だ
」
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
会
社
は
き
ら
び
や
か

な
資
格
と
か
経
験
よ
り
、
そ
う
い
う
Ａ
君
の
考

大
切
な
の
は

自
分
が
学
生
に
歩
み
寄
る
こ
と

え
方
の
ほ
う
を
求
め
な
い
の
か
な
ぁ
」
と
尋
ね

て
み
た
の
で
す
。
す
る
と
彼
は
、
あ
っ
と
急
に

何
か
を
発
見
し
た
よ
う
な
顔
を
し
て
帰
っ
て
い

っ
た
の
で
す
。

学
生
は
社
会
を
十
分
に
知
り
ま
せ
ん
。
ま

だ
、
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
の
な
い
世
界
へ
出

る
た
め
に
、
日
々
、
自
問
自
答
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
か
け
る
一
言
に
は
、
彼
ら
の
一

生
を
ガ
ラ
リ
と
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
、
と
て

つ
も
な
い
強
烈
な
パ
ワ
ー
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
我
々
は
、
そ
こ
に
も
っ
と
神
経
を
使
う

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
更
な
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
い
う
仕
事
の
現
場

企
業
・
大
学
・
ス
ポ
ー
ツ
界
。
そ
れ
ぞ
れ
全
く
違
う
業
界
で
、
活
躍
す
る
3
人
に
現
場
の
話
を
聞
い
た
。

彼
ら
は
な
ぜ
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
目
指
し
、
取
得
後
に
何
が
変
わ
り
、
何
を
感
じ
た
の
か
。

玉川大学　就職部　
就職課長補佐　大槻利行氏

ー
・
ジ
ャ
パ
ン
、
リ
ク
ル
ー
ト
、
リ
ク
ル
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
ィ
ン
グ
等
の
人
材
サ
ー
ビ
ス
企
業

が
、
技
術
・
地
位
の
向
上
を
目
的
と
し
て
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
を
後
援
し
て
い

る
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
今
日
の
社

会
問
題
を
改
善
す
る
の
で
は
な
い
か
と
「
期
待
」

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
決
し
て
結
果
が
認

め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
数
年
で
本
当

に
実
績
が
出
せ
る
の
か
、
成
果
を
問
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
自
身
が
、
自
己

研
鑽
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
と
し
て

も
、
よ
り
高
い
技
量
の
獲
得
を
支
援
す
べ
く
一

層
の
努
力
を
し
た
い
。

て
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
研
修
を
社
員

に
提
供
す
る
企
業
が
増
え
て
き
た
。
実
際
、
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
所
（
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
）、
テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
、

パ
ソ
ナ
、
ピ
ー
プ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
マ
ン
パ
ワ

玉
川
大
学
・
大
学
院

●
所
在
地：

東
京
都
町
田
市
　
●
学
部：

文
学
・
農
学
・
工

学
・
経
営
・
教
育
・
芸
術
　
●
創
立：

昭
和
4
年
　
●
学
生

数：

7
3
3
0
人
　
●
通
信
教
育
部
学
生：

9
7
7
5
人
　
●

教
員
・
職
員
数：

1
4
5
6
人
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●

ク
ラ
ブ
の
仲
間
に
は
言
え
な
い
。
そ
し
て
友

達
に
も
、
家
族
に
も
言
え
な
い
│
│
突
然
の
契

約
未
更
改
通
告
に
、
選
手
の
心
は
大
変
不
安

定
に
な
り
ま
す
。

私
に
も
同
じ
よ
う
な
経
験
が
あ
り
ま
す
。
サ

ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
、
3
年
で
結
果
を
出
し
て

や
ろ
う
と
人
生
を
賭
け
、
や
っ
と
、
よ
い
成
績

を
残
せ
た
矢
先
の
出
来
事
で
し
た
。
怒
り
、
憤

り
や
脱
力
、「
も
う
戦
わ
な
く
て
す
む
」
と
い

う
安
堵
感
な
ど
、
人
間
の
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
感

情
が
一
気
に
自
分
の
中
で
噴
出
し
、
入
り
乱

れ
ま
し
た
。

意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
と
き
に
は
〝
サ
ッ
カ
ー
選
手
だ
っ
た
自

分
〞
の
気
配
を
消
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
サ
ッ

カ
ー
の
世
界
と
は
い
え
、
対
峙
し
た
選
手
は
ひ

と
り
ひ
と
り
違
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
っ

て
い
る
た
め
、〝
サ
ッ
カ
ー
選
手
だ
っ
た
自
分
〞

と
い
う
基
準
だ
け
で
接
し
て
し
ま
う
こ
と
が
誤

り
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。〝
サ
ッ
カ
ー

選
手
〞
を
軸
に
す
る
よ
り
も
、
ひ
と
り
ひ
と
り

と
向
き
合
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

大
学
院
で
の
研
究
テ
ー
マ
が
「
プ
ロ
サ
ッ
カ

ー
選
手
の
セ
カ
ン
ド
・
キ
ャ
リ
ア
到
達
過
程
」

な
ん
で
す
。
と
は
い
え
、
G
C
D
F
の
研
修
は
、

ど
う
し
て
も
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
り
た
い
な
ど

と
い
っ
た
、
崇
高
な
目
標
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
毎
年
、
新
た
な
職
業
の
選
択
を

迫
ら
れ
る
、
登
録
を
抹
消
さ
れ
た
約
1
0
0

名
を
支
援
す
る
た
め
J
リ
ー
グ
か
ら
派
遣
さ
れ

た
の
で
す
。
1
2
0
時
間
も
の
受
講
時
間
と

仕
事
の
両
立
は
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
人
の
話

の
受
け
止
め
方
、
企
業
が
ど
う
い
う
人
を
求
め

て
い
て
、
ど
う
い
う
人
が
求
職
者
な
の
か
を
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

選
手
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、「
見
え
て
く

る
も
の
」
と
「
見
え
て
こ
な
い
も
の
」
が
あ
る
。

そ
こ
を
い
か
に
自
覚
で
き
る
か
が
、
自
分
の
強

み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
引
退
し
た
選
手
が
、
サ
ッ
カ

ー
以
外
の
人
生
を
自
分
で
選
択
で
き
る
よ
う

な
し
く
み
を
作
り
た
い
。
一
方
で
、
彼
ら
が
身

に
つ
け
た
技
術
や
経
験
を
、
サ
ッ
カ
ー
界
に
し

っ
か
り
と
還
元
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
も

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●

48
歳
で
受
け
た
会
社
の
キ
ャ
リ
ア
研
修
で
、

初
め
て
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
目
を
向
け
ま
し

た
。
当
時
は
「
資
格
を
さ
ら
に
取
っ
て
、
技
術

を
磨
こ
う
」
と
お
粗
末
な
も
の
（
笑
）。

そ
ん
な
あ
る
日
、
ふ
と
会
社
を
見
渡
す
と
、

活
躍
し
切
れ
て
い
な
い
人
た
ち
が
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
の
で
す
。
高
度
経
済
成
長
期
に
は

世
界
中
を
飛
び
回
り
、
引
っ
張
り
だ
こ
だ
っ
た

敏
腕
技
術
者
た
ち
で
し
た
。
そ
こ
で
、「
技
術

の
進
歩
」
と
「
人
間
の
能
力
を
上
げ
る
ス
ピ
ー

ド
」
の
違
い
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
企
業
が
競
争
力
を
保
つ
の
に

起
こ
り
う
る
事
態
で
、
働
く
側
と
企
業
の
要

望
が
ズ
レ
る
の
は
当
た
り
前
。
だ
と
す
れ
ば
、

そ
こ
を
勉
強
す
る
こ
と
は
自
分
や
社
会
、
会
社

に
も
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、

人
事
部
に
は
数
人
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
い
ま
し

た
が
、
な
ぜ
か
G
C
D
F
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

い
な
か
っ
た
の
で
す
。
聞
い
て
み
る
と
「
あ
れ

は
、
難
し
い
か
ら
」
っ
て
。
じ
ゃ
あ
、
一
番
難

し
い
資
格
を
と
っ
て
や
ろ
う
と
（
笑
）。

最
近
で
は
、
〝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
モ
ー
ド
〞
と

告
知
し
て
部
下
や
同
僚
の
相
談
に
乗
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
。
ク
チ
コ
ミ
で
広
が
っ
て
、
相
談

に
乗
っ
て
ほ
し
い
と
来
る
人
も
増
え
て
き
ま
し

た
。カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
か
ら
、「
人
の
気

持
ち
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
に
敏
感
に
な
り
ま

し
た
。
例
え
ば
東
北
地
方
の
山
奥
の
現
場
に

は
、
一
番
辛
い
極
寒
の
時
期
に
足
を
運
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
季
節
の
よ
い
時
期
に
行
っ

た
の
で
は
、
彼
ら
が
求
め
て
い
る
問
題
の
本
質

は
、
決
し
て
見
え
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

ア
メ
リ
カ
の
法
人
に
勤
務
し
て
い
た
時
代

に
は
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
仕
事
で
し
た
。

急
に
辞
め
ら
れ
た
り
雇
っ
た
り
の
連
続
で
、
ア

メ
リ
カ
人
の
行
動
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
彼

ら
に
は
会
社
に
し
が
み
つ
こ
う
な
ん
て
気
は
毛

頭
あ
り
ま
せ
ん
。
辞
め
る
こ
と
と
引
っ
越
す
こ

と
が
、
ひ
と
つ
の
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
キ
ャ
リ
ア
の
転
換
が
受
容
さ
れ
る
の
が

ア
メ
リ
カ
の
社
会
で
す
。
日
本
で
も
こ
れ
く
ら

い
積
極
的
に
自
分
の
人
生
を
選
べ
る
よ
う
な

仕
組
み
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

以
前
、
読
ん
だ
『R

epacking
your

b
ag
s

』
と
い
う
本
も
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
人
生
半
ば
で
、
自
分

の
背
負
っ
て
い
る
荷
物
を
、
全
部
机
の
上
に

出
し
て
み
る
。
す
る
と
案
外
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
要
ら
な
い
も
の
が
多
く
、
必
要
な
も
の
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
う
い
う
く
だ

り
に
と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。
多
く
の
中
高
年

は
、
若
い
と
き
に
は
必
要
で
し
た
が
、
今
は
も

ク
レ
ー
ム
が
2
時
間
で

あ
が
っ
て
き
た
と
き
、

組
織
の
変
化
を
肌
で
実
感
し
た

社団法人　日本プロサッカー
リーグ（Ｊリーグ）
キャリアサポートセンター
重野弘三郎氏

日本電気システム
建設株式会社　

ファシリティ＆サービス
事業部長　佐々木良氏

社
団
法
人
　
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
J
リ

ー
グ
）
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

●
設
立：

2
0
0
2
年
　
●
所
在
地：

東
京
都
文
京
区
　
●
活

動
内
容：

選
手
引
退
後
の
就
職
支
援
（
就
職
･
就
学
情
報
収

集
・
提
供
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
、
個
別
相
談
受
付
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
な
ど
）、
情
報
誌
・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行

憤
り
、
安
堵
、
怒
り
、
脱
力
。
全
て

を
受
け
入
れ
、
黒
子
に
徹
す
る
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K

う
、
必
要
な
い
も
の
を
た
く
さ
ん
抱
え
た
ま
ま
、

混
乱
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
を

紐
解
い
て
あ
げ
る
の
が
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
大

事
な
仕
事
で
す
。

現
場
の
人
の
気
持
ち
が
動
く
こ
と
で
、
組

織
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
毎
日
実
感
し
て
い

ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
と
じ
っ
く
り
話
せ
ば
、

ど
ん
ど
ん
人
は
変
わ
っ
て
い
く
。
人
が
相
手
に

一
番
求
め
て
い
る
も
の
は
、〝
自
分
を
受
け
入

れ
て
も
ら
う
こ
と
〞
と
〝
自
分
の
話
を
聞
い
て

も
ら
う
こ
と
〞
で
す
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
今

ま
で
ク
レ
ー
ム
の
報
告
が
な
か
な
か
事
業
部
長

に
ま
で
届
か
な
い
事
業
部
だ
っ
た
の
で
す
が
、

最
近
で
は
当
日
、
2
時
間
以
内
に
報
告
が
き

ま
す
。
ク
レ
ー
ム
が
恥
ず
か
し
い
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
隠
す
こ
と
こ
そ
恥
ず
か
し
い
。
ま
だ
ま

だ
変
わ
れ
る
。
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
よ
。

4
〜
5
年
前
は
皆
無
だ
っ
た
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
急
増
し
て
い
る
。
特
に
、

企
業
、
学
校
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
顕
著

だ
。
企
業
や
学
校
で
、
前
か
ら
キ
ャ
リ
ア
や

進
路
の
相
談
を
受
け
て
い
た
人
が
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
勉
強
を
し
て
、
専
門

家
と
し
て
働
い
て
い
る
ケ
ー
ス
に
加
え
、
専

門
家
を
派
遣
で
迎
え
る
ケ
ー
ス
、
業
務
委
託

す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
質
は
必
ず
し
も
よ
い
と
い
え
る
状

態
で
は
な
い
。
下
手
を
す
る
と
一
過
性
の
ブ

ー
ム
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
り
、

私
自
身
は
大
き
な
危
機
感
を
も
っ
て
い
る
。

「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
っ
て
何
を
や
っ

て
く
れ
る
ん
で
す
か
？
」「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
っ
て
役
に
立
つ
の
で
す
か
？
」

と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け
る
。
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
説
明
お
よ
び
役
に
立
っ

た
ケ
ー
ス
を
一
生
懸
命
に
話
す
が
、
ピ
ン
と

来
な
い
こ
と
も
多
い
。
そ
の
と
き
に
は
、「
体

験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
た
だ
し
、

冷
や
か
し
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
ご
自
身
で

キ
ャ
リ
ア
上
の
問
題
が
あ
っ
て
、
解
決
し
た

い
な
ら
ば
、
有
効
で
す
よ
」
と
促
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
人
が
体
験
し
て
、
有
用
性
を
認

識
し
て
も
、
そ
れ
を
本
人
の
上
司
あ
る
い
は

第
三
者
に
説
明
で
き
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
提
供
す
る
商

品
は
、
見
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け

に
、
効
能
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
、
ど
ん
な
に
よ
い
も
の
で
あ
っ
て
も
発
展

し
な
い
。
ま
た
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
密

室
の
行
為
。
そ
こ
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
が
、
公
開
さ
れ
な
け
れ
ば
、
第
三
者
は
有

用
性
も
認
識
で
き
な
い
し
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

自
身
も
、
よ
い
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
の
か
ど
う
か
評
価
で
き
な
い
。
よ
い
か

悪
い
か
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
向
上
し
よ
う
が

な
い
。

よ
い
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
、

終
了
し
た
と
き
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
個
人
の
満

足
感
を
得
る
で
は
な
く
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

課
題
が
解
決
さ
れ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
あ

る
。
就
職
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
に
は
、

就
職
で
き
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
業
績
を

上
げ
た
い
人
に
は
、
業
績
を
上
げ
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
病
院
に
行
く
と

古
野
庸
一（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
　
主
幹
研
究
員
）

時
に
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
一
緒
に
走
り
回
る
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
だ
け
が
職
場
じ
ゃ
な
い

き
、
い
い
治
療
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う

が
、
そ
れ
は
過
程
で
あ
っ
て
、
病
気
が
治
ら

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
も
同
様
で
あ
る
。
時
に
は
、
密
室

か
ら
飛
び
出
し
て
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
と
も

に
求
人
開
拓
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
し
、
そ

の
上
司
と
掛
け
合
う
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
そ
こ
ま
で
や
っ
て
い
る
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
は
極
少
で
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
求
め
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
少

な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
効
能
の
明
確
化
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
行
為
の
評
価
の
仕
組
み
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
向
上
し
て
い
く
仕
組
み
を
整
え

て
い
く
こ
と
は
私
の
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
を

や
ら
な
け
れ
ば
、〝
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
未
来
〞
は
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

満
足
感
を
与
え
る
の
で
は
な
く

「
課
題
解
決
」が
使
命

ふるの・よういち
ワークス研究所　主幹研究員
1962年生まれ。86年東京大学
工学部船舶工学科卒業、同年
リクルート入社。南カリフォル
ニア大学MBA取得。ビジネス
マンのキャリア形成を中心に研
究活動を行っている。

日
本
電
気
シ
ス
テ
ム
建
設
株
式
会
社

●
事
業
内
容：

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
、
企
画
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
設
計
・
構
築
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
の
提
供
。
24
時
間
3
6
5
日
対
応
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
保
守
・
運
用
・
監
視
　
●
本
社
所
在
地：

東
京
都
品
川

区
　
●
設
立
年：

昭
和
28
年
11
月
　
●
従
業
員
数：

4
3
3
1

人
（
連
結
）

●
売
上
高：

2
0
2
4
億
円
（
連
結
）








